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ところで、こうした民間研究者に依存する調査体制

の最大の欠点は、多く現地調査終了後の資料整理、遺

物整理作業を経て報告書を刊行する報告義務の完成過

程に現れる。整理報告作業が単なる社会的責任にとど

まらず、文化財保護法上の行政機関の責任でもあるこ

とはもちろんであるが、調査規模や出土遺物量の増大

とともに、それは民間研究者の能力を上回るものとな

り、市町村が主体となって実施された発掘調査の成果

が広く公開されないまま死蔵されてしまう結果を生む

ことにある。

滝戸遺跡の第 I. JI次調査の成果も、 実はそうした

危険性を十分に有していた。量的には予想を大きく越

える膨大な出土品、質的には貴重な発見内容などがあ

り、民間研究者の片手間には余る実体が生じていたの

である。ここに、昭和54年(1979)の第1II次調査、昭和

57年(1982)の第w次調究、昭和62年(1987)の第V次調

査が市教育委員会の専門職員によって実施され、更に

平成 5年度(1993)から平成8年度の 4か年間をかけて

［滝戸遺跡発掘調査報告書』 の作成事業が進められる

ことになったのである。

こうした富士宮市教育委員会の対応を高く評価する

とともに、滝戸遺跡の現地調査や整理報告の事業が時

代の変化に対応する在り方を示したことに深い感慨を

おぼえるものである。今回の第 I調査から第V次調査

にわたる調査内容は、十分な検討を経た成果として滝

戸遺跡のもつ価値を明らかにするとともに、地域にも

たらす社会的・文化的意義も計り知れないものと思わ

れる。滝戸遺跡は、市教育委員会の適切な対応と専門

職員の配置により、その全容を初めて公にすることが

可能になったのである。

2. 発掘調査で分かったこと

滝戸遺跡の r~v次にわたる発掘調査で何が分かっ

たのか、詳細は本文に記されているが、ここではその

概要を列記することにする。

ところで、昭和51年(1976)の第I次調査及び翌年の

第11次調査から数えると、本報告書は20年を越えるこ

とになる。 20年振りの報告というと、まず近年の行政

発掘調査ではあまり例がないと思うが、実は発掘調査

を担当した立場からすれば若干の“つらさ”が伴う。

要するに、調査レベルが発達して現在の問題意識に

対応し得る十分な資料内容が整えられていないことが

あるからである。逆に現時点での整理分析によって発

掘当時とは異なる判断や内容が現在の研究レベルで取

り上げられることも多い。報告が遅れたことにより、

発掘資料がより今日的レベルで取り扱われて豊かな内

容を誇れるものとなった点も多い。

こうした整理検討の結果を上げておこう。

(1) 弥生時代後期～古墳l痔代

① 発見された遺構数は、第 I・II・V次調査区で、

竪穴住居跡2吋東、掘立柱建物跡2棟、方形周溝墓 4

基、円墳2基である。

② 弥生時代後期（雌鹿塚様式）に第 I・II次調査区

から第V次調査区東半部に掘立柱建物跡を含む居住

域が出現する。遺跡の中でこの時期に当たる墓域は

第w次調査区の方形周溝墓群である。台地の低い北

側に墓域、高くなる南側に居住域ということになる

が、相互の距離は約 100mを測り、近接して同時期

の遺跡もあるので断定は避けておきたい。

③ 古墳時代前期では、まず大廓様式前半期（庄内式

併行）の第 I・II次調査区に方形周溝墓群があり、

第V次調査区西半部の竪穴住居群が対応する。台地

の南側が墓域、近接する北側が居住域となるが、 10

Om離れた第W次調査区末端部にも同時期の居住域

が認められる。前項も含めてこうした居住域と墓域

のセット関係が確認された意味は大きい。

④ 大廓様式後半期（布留式併行）のものとして、第

V次調査区に大型の方形周溝墓 l基のみが認められ

る。同時期の居住域は不明である。

⑤ 第I次調査区で発掘当時円形周溝墓として扱った

2基を円墳と改めた。時期については、 SZ O 2溝

内出土の須恵器模倣杯を、現状ではその研究が十分

なされていないものの、 5世紀後半の新しい時期と

見ておこう。県内では最古の須恵器模倣杯であると

いえることになる。また、剣形の滑石製模造品も伴

出している。

SZ03の時期は明らかではないが、いずれにし

ても 5世紀後半を中心にこの地に群集墳（初期群集

墳と呼ぶ。）が成立していたことになる。最近、 三

中グランドの西側に古墳群が残存するという指摘も

あり、同一群とみられる。類例の少ない時期で、市

内最古の古墳となる。

(2) 縄文時代

① 土層については、富士黒土層の確認に注目してお

きたい。富士山麓地域における基本層序は、 1表土

層（表土層下部が弥生時代中期以降の包含層） 2 

大沢ラピリ層（いわゆる富士マサ） 3栗色土層

（縄文時代中後期の包含層） 4富士黒土層（縄文
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もの。脚部は円錐状を示す。

小型器台B

受部は直線的に広がり、その端部に明瞭な面を形成

するもの。脚部は円錐状を示す。

以上が、主な形式の型式分類であるが、途中に大き

な画期があるため、土器様式を決定する型式的な要素

はこれら以外にも多様な側面を持っている。ただ、そ

れらの多くは、まだ主要な器種にならないものや単一

的なものが多いのが現状である。型式分類が煩雑にな

るので今回は取り上げていないが、いづれその類例が

増えれば、型式分類されるものも多い。例えば、手焙

形土器や北陸系の「5」字口縁の甕などその例として

取り上げられる。

B. 遺構出土の土器

滝戸遺跡の各遺構から出土している土器は、その遺

構の数に比べて、その量は相対的に多くはない。ただ、

第V次調査のSB26や第W次調査のSZ44出土資

料などのように良好な一括資料も確認されており、そ

の時間的な位置づけを可能なものとしている。ここで

は、これらの資料を中心に、遺跡内での土器の構成要

素を確認し、それぞれの型式が各地点でどのような傾

向を示しているのか検討してみる（第 1表）。

ー第I次調査一

この調査では、各遺構の残存状態が悪いことなどに

起因して器種組成を示す良好な一括資料が確認されて

いない。この地区に関しては、土器自体の出土数も少

なく、具体的な時代的な位置付けなど、遺跡の全体像

を探るには、なかなか難しい状況にある。その中で、

ひとつ注意される土器としては、 SK16と呼称した

土坑から出土した広口壺C2が上げられる。

この土坑は、すでに遺構の解説の項で述べたように、

方形周溝墓である SZ05と重複しており、それより

新しいものであるとされている。調査時の見解どおり

に、 SZ05がある程度埋まった段階にSK16が構

築されたとするならば、方形周溝墓は広口壺C2が出

現する以前につくられたものであると捉えられ、方形

周溝墓の時代的な下限を規定する土器型式とすること

ができる。

また、第I次調査では円墳と思われる SZ02の周

溝中より、 11(図ー44)の土師器の杯が出土している

が、いわゆる「須恵器模倣杯」と呼ばれる一群で、そ

の中でも比較的古相を示す型式である。そして、これ

は滝戸遺跡で築かれた円墳の年代を考えるのに極めて

有効な資料とできる。

ー第II次調査一

第II次調査も第I次調査同様に、土器の出土数は多

くない。方形周溝墓である SZ 1 7では、台付甕Dが “ 
確認されている。また、この方形周溝墓などとの関連

が指摘される SB18とした小竪穴遺構からは、肩部

に波状文と円形の刺突文が施文される小型壺の胴部破

片が出土している。これは、その偏平気味の胴部や文

様の構成から畿内系の壺として捉えられるものであり、

庄内式段階に盛行するものであるとされている（米田

1991)。この加飾性の強い壺としては、 二重口縁壺が
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想定されるが、この段階の類例としては、まだこの駿

河の地域で他には確認されていない。

ー第V次調査一

遺構が密集するこの調査区では、 SZ21、SB2

6、SB28などにおいて良好な一括資料が確認され

ている。

S Z 2 1では、西溝において在地で創出された駿河

型のS字甕の新相のものが出土し、東溝において小型

精製土器のひとつである小型対と小型器台、それから

籠目を残す東海西部系の二重口縁壺（比田井1995)の

出土が認められている。

重複関係を示すSB26、SB27、SB28から

は、各型式がそれぞれ目立った出土を示し、時間差と

して認識できる状況にある。

最も古いSB28では、台付甕C2、広口壺Cl、短

頸壺Bからなる組成が確認される。台付甕C2は胴径

と口径がほぼ同一の胴部の張りが弱い型式のものであ

る。また、短頸壺Bは、比較的口径の広い型式のもの

である。

SB27は、その大半が後出のSB26に破壊され

ており、その残りは悪いが、無文の広口壺Clの出土

が認められている。また、この広口壺Clとする口縁

部と一緒に出土し、それの胴部と思われる破片は、胴

部の中位にその最大径を持つ、やや球胴気味の大型破

片である。

この第V次調査で最も良好な一括資料が確認されて

いる SB26では、台付甕C2、広口壺Al、高杯E、

小型の鉢Alなどが出土している。また、これ以外に

胴部最大径をその下位に持ち、そこに弱い稜線が認め

られる壺の胴部も同時に出土している。更にSB26

の覆土上面においては、口縁部が「く」字状に屈折す

る小型の鉢の出土が認められる。鉢Blとの類似性も

指摘されるが、小型である点や壺の胴下半と同一の形

状を示す鉢Blに対して、独自性が窺われる器形であ

る点など別の型式が想定されるものである。これは、

その出土位置や型式的な相違などから、その他の SB

2 6出土の土器群とは直接共伴するものではないと捉

えられ、その一括資料には含められないものである。

因みに、この小型鉢は、その出土地点から考えると、

SB26に隣接する SZ 2 1との関連が想定され、小

型土器が盛行する SZ 2 1の時代のものとした方が、

より認識されやすいように思われる。

これらの遺構の他に、 SB26を切っている SB2

2からは、台付甕C2と高杯Cが共伴して出土してお

り、また、 SB32やSB39においては台付甕C2

の出土が認められている。

ー第w次調査一

第W次調査では、方形周溝墓からの出土土器が目立っ

ており、 SZ44やSZ53において良好な一括資料

が確認されている。ただ、方形周溝墓の性格上、それ

らの同時性にはなかなか問題があり、容易に判断され

るものでもない。各土器の出土位置や出土状況に十分

注意する必要があろう。

SZ44では南溝の溝内土坑中から台付甕Cl、台

付甕C3、広口壺Blの出土が認められる。これらは甕

類が土坑の下層で出土し、壺がその上層から出土 して

いる。また、東溝の覆土中からは台付甕Dの口縁部破

片が出土している。

SZ53からは、その北溝で広口壺A2の大型品が

確認されている。
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m. 土器編年

A. 基準資料

富士、富士宮地区の資料を中心として、東駿河に所

在する各遺跡の基準なる一括資料を第 1表と第 2表に

提示する。提示する内容は、滝戸遺跡の型式分類に則

したものであり、主要器種である台付甕と広口壺、あ

るいは外来系土器と認識されやすい高杯や小型高杯を

別枠に抽出したものである。

この表を見ると、まず台付甕では、台付甕Bと台付

甕Cが主体的な出土を示していることが良く分かる。

そして、それに続いて台付甕Flの出土例が目立って

いることも指摘できそうである。これとは反対に、胴

部上半がほとんど張らない台付甕F2や台付甕Gなど

の出土は、比較的少ない。台付甕F2は西遠江、台付

甕Gは静清平野を中心とした西駿河をそらぞれその故

地にしている外来系土器であるが、これらの受容は積

極的行われていなかった様子が分かる。

また、台付甕Aについては、この丸ケ谷戸遺跡（富

士宮市教育委員会1991)の他に上石敷遺跡（富士宮市

教育委員会1985)、月の輪平遺跡（富士宮市教育委員

会1981,1982)、泉遺跡（富士宮市教育委員会1993)など

の潤井川中流域の諸遺跡や大廓遺跡（小野、笹津lSBり、

夏梅木遺跡（註 1)、山木遺跡（註 2)などで S字甕

の古相を示すそのA類、 B類の出土が認められ、更に

月の輪平遺跡第43号住居址や御殿川流域遺跡群の中島

西原田遺跡（静岡県埋蔵文化財調査研究所1994)など

においては、 S字甕A類をモチーフとして在地の特異

な台付甕が創出されている。これらの諸例は、あくま

でも大廓様式段階のもので、弥生時代まで潮る例は認

められない。このように、外来系土器のS字甕である

台付甕Aの出現は、その時代性を反映している型式で

あるため、弥生時代後期から古墳時代前期前葉までを

網羅して時代設定をすると、時間的に偏った出土を示

し、その数も限られてくる。今回の基準資料の中では

丸ケ谷戸遺跡竪穴住居跡02出土資料が、遺構出土の一

括資料として取り上げられる。

広口壺では、広口壺Bと広口壺Cが主体的な出土を

示すことが分かるが、それぞれの型式内容もさらに細

分され多彩な状況を示している。そして、それらの中

でも広口壺Bl、広口壺B3、広口壺Clが目立った出

土を示している。

広口壺Aは、加飾性の強い在地系の壺であるが、そ

の出土例は広口壺Bや広口壺Cなどより少なく、その

器種構成比率も小さく、竪穴住居址からの一括資料と

しては恵まれていない。広口壺Aについては、壺自体

の用途や使用方法による他の型式との違いの有無など

から、改めて検討しなければならない要素が多い。そ

して、特徴的な大型壺である広口壺A3が出現する要

因についても、他の広口壺に無い性質が作用していた

と思われる。ただ、その具体的な内容についてはまだ

良く分からない。

現状で、この広口壺A3の出現は大廓様式段階を潮

る例を知られていない。潮る可能性があるものとして

は口縁端部内面の突帯が未発達で、複合部外面を縄文

と棒状の貼付文で彩る非常に加飾に富んだ型式的に古

相を示す破片資料が散見される。ただ、具体的な時間

設定がされる類例は、まだ認められない。いずれにし

ても、広口壺A3が盛行するのを大廓様式でのことで、

この様式の主要な一要素を形成している。

広口壺Aの動向を探ると、北神馬土手遺跡 1号住居

址の一括資料（杉山1979)は極めて重要であろう。こ

の住居址から出土している壺は、その口縁部が11個体

公表されているが、その内訳は、広口壺Alが4点、

広口壺A2が2点、広口壺A3が1点、広口壺Blが 1

点、広口壺B2が1点からなり、その他に広口壺A2と

の相関関係が窺える複合部の屈折が弱い特異な型式の

ものが1点確認されている。このように、北神馬土手

遺跡例は、竪穴住居出土の広口壺Aとしての重要性と

共にその数量や型式差の多さ、更にその中に広口壺A

3が含まれるなど、その特殊性が際立っている。

高杯は、バラエティーに富んだ型式分類がされるが、

その出土数はそれほど多くない。これらは、高杯Aと

高杯Bの在地系の高杯、高杯Dや高杯Eの菊川様式系

の高杯、高杯Gとした尾張系の高杯とそれ以外のもの

に大きく別けて捉えられるが、主要な 3つの系統につ

いて、その共伴例が認められない点ば注意されよう 。

特に、尾張を中心とした伊勢湾地方をその故地とす

る高杯Gが出土している丸ケ谷戸遺跡や上石敷遺跡な

どは、台付甕Aや小型高杯なども認められ、大きくそ

の前段階とは器種組成を違えている点も注意され、時

代差と認識される大きな要素となっている。

また、八兵衛洞遺跡C-9号住居址（沼津市教育委

員会1981)の場合は、この高杯Gと在来系の台付甕で

ある台付甕Cとの共伴が知られる。この高杯は搬入品

（註 3)と目されるもので、この遺跡の中では極めて

特異なものである。
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これらの主要器種以外のものでは、短頸壺のAとB

が雌鹿塚遺跡（沼津市教育委員会1990)、豆生田遺跡

（沼津市教育委員会1989)、瀬戸川遺跡（清水町教育委

員会1993)などの平野部の遺跡を主体として、一定量

の出土が確認されている。

以上が基準資料における各型式の出土状況の概要で

ある。次に、これらの一括資料の中で、出土頻度が比

較的高く普遍的に認められる台付甕B、台付甕C、台

付甕Fの具体的な組成について少し検討してみる。

まず、台付甕Bであるが、滝戸遺跡においては SB

2 6で台付甕Bの出土が確認されている。この住居は

他の竪穴住居との重複関係を持ち、他の竪穴住居を切

り、また切られる関係を示し、その切れ合い関係から

集落の中段階に位置づけられる竪穴住居である。

雌鹿塚遺跡第 1号住居址では、口縁部に輪積み痕を

残す台付甕Eと台付甕Bとの共伴が知られる。第12号

住居址においては、台付甕Bだけが確認されているが、

この住居と重複関係にある新出の住居で、口縁部に把

手を持つ特徴的な鉢Clの出土が認められる第13号住

居址における台付甕は、台付甕C2に変わっている。

また、短頸壺も BからAへと変わっている。第31号住

居址と第 1号土坑は台付甕Bと口縁部が鍵状に屈折す

る台付甕Fとの共伴例である。特に、前者は台付甕F

2との共伴例であり重要であろう。同様に、豆生田遺

跡72号住居址でも台付甕Bと台付甕Flとの共伴が知

られる。雌鹿塚遺跡竪穴状遺構ー 1では、台付甕Bと

西駿河系の台付甕G、鍔状口縁高杯と称される菊川様

式系の高杯Dとが共伴しており、外来系土器の目立っ

た様子が知られる。

次に、台付甕Bと台付甕Cとの共伴例について検討

する。確認されている 8例の中では、 6例が台付甕B

と台付甕C2との共伴例で、この組み合わせが目立っ

ている。但し、良好な一括資料に恵まれている瀬戸川

遺跡第24住居址では、台付甕Bと台付甕Clが確認さ

れている。そして、これ以外に台付甕Flや菊川様式

系の広口壺B2や広口壺E2、高杯Dとその影響が窺え

れる広口壺C2の出土が認められ、菊川様式の色彩が

強い型式組成を示している。

この台付甕Bは、単独の場合と台付甕Cとの組み合

わせのいづれも、それに関連する高杯は、出土土器の

時間幅が大きく詳細のよく分からない御幸町遺跡（沼

津市教育委員会1979,1980,1981)SD-1例を除くと、

高杯Dと高杯Eだけである。在来系である高杯Aや高

杯Bあるいは高杯Cとの共伴例は知られない。

台付甕Bを含まない台付甕Cを中心とした組成は、

一括資料の中でもその類例は多い。そして、台付甕B

に関連した資料を抽出した遺跡が、雌鹿塚遺跡、豆生

田遺跡、瀬戸川遺跡など沖積平野に立地しているもの

を中心としているのに対して、台付甕Cに関連してい

るものは、月の輪上遺跡（富士宮市教育委員会1981,18

2,1994,1996)や八兵衛洞遺跡など丘陵上の遺跡の名が

上がるようになる。

台付甕Cについては、まず台付甕Clと台付甕C2の

出土数にそれほど差がなく、両者とも普遍的に存在す

る型式であると言える。そして、月の輪上遺跡竪穴住

居跡53や豆生田遺跡21号住居址あるいは八兵衛洞遺跡

C-9号住居址、北神馬土手遺跡1号住居址などで認

められるように、この 2つの型式は共伴している類例

が多く認められる。つまり、これは両者が時間差では

なく、同時期の型式差として認識されることを表して

いる。

月の輪上遺跡竪穴住居跡53では、台付甕Clと台付

甕C2の共伴が知られるが、さらに台付甕Cl中には

肩部が強調され、その下の胴部が長胴となるものも認

められ、バラエティーに富む内容となっている。

雌鹿塚遺跡第15号住居跡や豆生田遺跡'43号住居址な

どにおいては、台付甕C2と台付甕Eとの共伴が知ら

れる。雌鹿塚遺跡第15号住居跡では、これに箱清水様

式系の高杯Hが加わっている。

台付甕Fとの関係では、雌鹿塚遺跡第35号住居跡、

豆生田遺跡21号住居址、八兵衛洞B-28号住居址、瀬

戸川遺跡第4土坑、下長窪上野遺跡第12住居址（長泉

町教育委員会1979)などで台付甕Flと台付甕C2との

共伴例が知られる。このように、台付甕Cとの関係で

は台付甕Flとの共伴例は多く認められるものの、台

付甕Bと共伴する台付甕F2との関係が窺えるものは

確認されない。

この事象のほかに、下長窪上野遺跡第12住居址でこ

れらの台付甕と広口壺B2及び小型高坪Aとが共に出

土している点も重要である。

以上の台付甕を軸にした型式組成をまとめると、台

付甕Bー台付甕E一台付甕F2の関連と台付甕Cl一台

付甕C2一台付甕Flの関連が窺える。また、台付甕

Bについては、高杯Cあるいは高杯Eとの関連も指摘

できそうである。
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追構 名 台付甕 広口 壺 高 杯 小型高杯 そ の 他

SZ02 須恵器模倣杯

SK16 C2 

S Z 1 7 D 

SB18 畿内系小型壺

S Z 2 1 A 小型柑小型器台 二重口縁壺

SB22 C2 C 

SB26 B Al E 鉢Al

SB27 Cl 

SB28 C2 Cl 短頸壺B

SB32 C2 

SB39 C2 

S Z 4 4 Cl D Bl 

S Z 5 3 A2 

逍構名 台付 甕 広口 壺

Bl 
.. ..~ 

A2 B 1 Cl El 
....................... 

B3 Cl D E2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Al Bl B3 Cl 

高 杯 I小型高杯 その他

月の輪上 竪穴住居跡53 I Cl C2 
---------------
竪穴住居跡58 
------------
溝状遺構2O I C 1 H2 I 
------------

渦状逍構o1 I Cl C2 

鉢El
........ 

短頸壺A 短頸壺B 鉢Bl
.................... 

鉢A2 鉢B2

鉢D

上石敷 K-4号竪穴住居跡 H2 Gl C D 平底甕高杯小型高杯小型鉢

M~-~ 溝状逍構I・・c・i・ ・ ・c; ・・ii ... ・・・I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・I・ci・・・・ ・・・・・・・・I・・・・・・・・・・・・・・I暉麟 B 平底甕（タクキ） 高杯

鉢E2(タクキ） 小型鉢

丸ケ谷戸 前方後方形周溝墓 Al A2 B Gl I A
 

ヒサゴ壺 手焙型土器他

竪穴住居跡02 AC2 H Fl Gl J A 平底甕(?クキ）小型鉢他

権現 第 1号住居跡 Bl B3 Cl El Al orBl 高杯

泉 溝状逍構 1 B C2 F B 1 B4 Cl 短頸壺B

的場 A住居跡 Bl B3 長頸壺

雌鹿塚 第 1号住居址 B E Bl 鉢Al

第 12号住居址 IB
--・------------------
第 13号住居址 IC2 Fl 
----------・ ・・・-------
第 15号住居址 IC2 E 
----・・--・------------
第28号住居址 IB

・------------・-・-----
第 31号住居址 IC2 F2 
--・---・・・----・・---・--

第 35号住居址 IC2 Fl 
--・・-・--・------
第 1号土坑 IB E Fl 
-----・-・・ 

竪穴状遺構ー 1IB G 

B 1 B3 Cl 
．．．一....・・・

Bl B5 
．．．． 

Bl 
..... 

-Bl B2 Cl 
........... 

A2 B5 
..... 

B3 
..... 

Bl Cl 
.... 

Cl 

H
 

D
 

短頸壺B
............ 

短頸壺A 鉢Cl

鉢Bl
・・・・・・・・ 

鉢Al

短頸壺A
........ 

鉢B2

第 1表 基準資料一覧表①
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追構名

豆生田

台付甕

2 1号住居址 ICl C2 Fl 
................. 

3 2号住居址 IB C2 
................. 

4 3号住居址 IC2 E 

7 2号住居址IB C2 Fl 

八兵衛洞 A-1 9号住居址 Fl 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

B-2号住居址
..................... 

B-28号住居址 ICl C2 
..................... 

C-5号住居址 ICl C2 

広口壺

Bl 
．．．．．．．．． 

Cl D 
..... 

B3 
..... 

Cl 

C1 
. . . .  曹

B3 Cl 

高杯 I小型高杯 その他

短墾餡麗B 鉢B

Bl 

御幸町

C-9号住居址ICl C2 
1 3 6号住居址 B C Bl B3 

Gl 

SD-1 I C2 D E I Al A2 B3 I Al B 1 

目黒身 第 1排水溝 E Fl A1A2B1Cl 

二本松 1号周溝墓 A2 Bl B3 Cl IA2 
El E2 

北神馬土手 1号住居址 Cl C2 H2 Al A2 A3 Bl 
B3 E2 

瀬戸川 第 1住居址 Cl 

鉢Al
........ 

長頸壺鉢B2

短頸壺A 短頸壺B 鉢Al

内醐口縁台付甕
短頸壺B

第11住居址 ICl 
---------------
第18住居址 IB C2 
---------------
第24住居址 IB Cl Fl 

E
 

Cl 
..... 

Al Bl B3 Cl ID 
E2 

平底甕
．．．．．．．．． 

短頸壺B

下長窪上野

第 1土坑 IB C2 

~ 第12住居址 C2 Fl 
............... 

第16住居址 IC2 ? 

鉢B2 鉢D

・・・・・・・・ 

鉢A2

B2 
A~D 

内碍口縁台付甕

第 2表 基準資料一覧表②
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8. 台付甕の型式変化 台付甕 B

台付甕Bの型式変化 （図ー 5)

滝戸遺跡や月の輪上遺跡などの潤井川流域の遺跡で

は、出土数がそれほど多くないため、その実態が良く

分からない台付甕Bは、近年、沖積平野部の調査によっ

て、その内容が徐々に分かるようになっている。ここ

では、在来系の台付甕として台付甕Cと共に主体的な

出土を示す台付甕Bについての型式分類とその変化に

ついて検討する。

台付甕Bはその胴部の形態から以下の4つに細分さ

れる（図ー 4)。

台付甕Bl

口縁部の内外面をはっきりしたヨコハケメで整形し

ているものを台付甕Blとしておく 。胴部はその最大

径をその上半に持つ無花果型を示す。その外面の整形

は、上半部において口縁部同様にヨコ及びナナメハケ

メによっている。

台付甕B2

胴部はその最大径を上半部に持ち、無花果型の形態

を示すもの。

台付甕B3

胴部の最大径がその中位にあり、球胴を指向してい

るもの。

台付甕B4

胴部の最大径がその下位にあり、やや下脹れ気味を

呈するもの。

この4つに細分した台付甕Bは、 3段階の変遷が辿

れる。主体となるのは台付甕B2と台付甕B3であり、

他の型式の動向は良 く分からない。また、最も盛行す

るのは段階 1-段階2で、以後は減少傾向にあり段階

3か段階4を以て終焉を迎えるようである。

一段階1-

資料的に恵まれていない段階であるため、その内容

は良く分からない。いづれも弥生時代中期の系譜を引

＜型式と認識される台付甕Bl、台付甕B2、台付甕B

4が確認される。口縁部が外面ヨコハケで、緩やかに

外傾する台付甕Blは弥生時代中期からの系譜が辿れ

るもの、西駿河や東遠江など当地より西側の地域でそ

の類例が散見される。この台付甕Blや台付甕B2は、

共に無花果型の胴部で胴上位で弱い張りを示す肩部が

作られ、口径は胴径と同じかそれを凌駕するもので占

B, 

B, 

B, 

：
 

B, 

図ー 4 台付甕B分類固

められる。この段階の台付甕Bは、内面を全域か口縁

部から胴部にかけての広い範囲にヨコハケメを施すも

のが多い。また、脚台部は内胄しながら広がるものと

直線的に広がるものが確認される 。 なお、口径12~13

cm程度の小型品が、やや目立った出土を示している。

この段階には台付甕B3の祖形となるものの出現が

認められる。これは、口縁部外面がヨコ～ナナメハケ、

胴部外面がヨコ～タテハケにより調整されおり、台付

甕Blと台付甕B2の整形技法が融合したと思われる型

式であり、その胴部の最大径は、胴部中位に持ち、ロ

縁部は直立気味で僅かに外傾し、頸部の屈曲が不明瞭

なものである。

-65-



一段階2-

台付甕B2と台付甕B3が主体を占める。台付甕Bl

と台付甕B4はこの段階で消失するようである。台付

甕B2は口径、胴径とも広がり、甕部が大型化する。

胴部の張りもやや増し、緩やかな曲線を描くようにな

る。台付甕B3は、外面がタテハ・ケにより整形される

ものに定型化する。この段階のものは、口縁部が直立

気味に開くか、僅かに外傾するものが多く、頸部の屈

曲も緩やかである。その胴部は、その径が口径と同じ

かそれを凌駕するもので占められ、長胴を呈するもの

が多い。この台付甕Bの内面整形として、ヨコハケメ

を口縁部と底部に残し、胴部をナデ整形するものが増

える。

台付甕Blは、大型品で脚台部に比べて甕部を大き

く作るものが確認される。

台付甕B4は、胴部の張りが弱まり、口縁部の屈曲

も緩やかになる。この段階以後台付甕B3と識別でき

なくなる。

一段階3-

前段階同様に台付甕B2と台付甕B3の2系統が確認

される。両者とも胴部が球胴あるいは偏平なものに変

化する。台付甕B2は胴径が増し、口径と同じ位のも

のが多くなり、胴部の張りが強調されるようになる。

口縁部は直立気味か、僅かに外傾するもので、頸部も

その屈曲は弱い。台付甕B3は胴径が口径を凌駕する

ものが多くなり、球胴化が進む。口縁部は台付甕B2

と同様にその頸部の屈曲は弱い。

一段階4-

肩部の張りが強まる台付甕B3がこの段階まで残る

可能性があるが、はっきりしない。肩部の形成や胴部

の張りが強まるという総体的な台付甕の変化の中で、

胴部整形の主体は、口縁部と胴部とを違える台付甕C

へと明らかな移行を示す。

台付甕Cの型式変化 （図ー 6、図ー 7)

一段階 1-

頸部～口縁部を作り出すために、その外面にタテ～

ナナメハケを施し、胴部とは明らかに異なる造作を行

うものを台付甕Cとした。段階 1において、胴部無花

果型の台付甕Clと胴部最大径をその中位に持つ台付

甕C2との両型式が認められる。ただ、台付甕Bに比

べてその数は少なく、その具体的な内容はまだ良く分

からない。

台付甕Clは、口縁部が屈曲が明瞭で、肩部が発達

したものが確認される。口縁部の開きは大きく、口径

が胴径を凌駕するのが一般的である。台付甕C2も口

縁部～肩部の屈曲が明瞭で、その胴部の張りも強いも

のと口縁部が外反し胴部がほとんど張らないものとが

確認されるが、いづれも胴部の最大径を中位よりやや

下位に持つ。台付甕Cのハケ調整は、口縁部外面をタ

テ～ナナメで、胴部にそれと方向を違えるナナメハケ

を施す共通した整形方法が認められる。ただし、内面

は、台付甕Clと台付甕C2の中で胴部の張らないもの

が、口縁部にヨコハケを残すのに対して、台付甕C2

の中で胴部の張りが強いものは、内面全域をヨコハケ

調整している。これは内外面とも胴部中位の張りを出

すためのハケ調整と捉えられるものであるが、それを

ナデ消すことなく全面に残している。この段階の台付

甕Cは、その口唇部に刺突文を施すものが多い。

一段階2-

前段階同様に台付甕Clと台付甕C2で構成される。

この内、台付甕Clの中には長胴を指向するものが確

認されるようになる。

台付甕Clは口縁部の屈曲が弱くなるとともに、肩

部が張りが弱くなる。口径は胴径より大きいものが一

般的である。台付甕C2は胴最大径をその中位に持ち、

球胴を呈するようになる。そして、この台付甕C2を

中心として、前段階同様に内面全面をハケ調整するも

のが多く認められる。

この段階では、非常に粗いハケ調整が特徴的な菊川

式系の台付甕の出現が確認される。この台付甕は、そ

の外面調整であるハケメを口縁部タテ、胴部上半ヨコ

とするもので、はっきりとその方向を違えている。ま

た、この段階の多くの台付甕C2がその内面全域にハ

ケメを残すのに対して、内面の一部にハケメをナデ消

している部分が確認される。

一段階3-

台付甕Cの組成上では、前段階と変わらない。ただ

し、台付甕Cの大型品である台付甕Hの出現が明らか

になる。

台付甕Clは肩部の張りが弱くなり、口縁部もやや

鍵状を呈するものに変化するが、後述する台付甕Fと
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型式的に類似し、識別しにくい部分が多い。胴部の張

りが口径を下まわる台付甕Flに対して胴部の張りが

徐々に強調される台付甕Clとする違いが見られるが、

この段階は、その違いが不明瞭である。

この台付甕Clには前段階同様に長胴気味のものも

確認される。これらは、いづれも内面の口縁部と胴部

下位にハケメを残し、胴部の大半をナデ整形により調

整するものに統一されるようになる。

台付甕C2は、胴部が偏平になり胴部の張りがより

強調される。そのため口縁部の屈曲も強いものが目立

つ。更に、その胴部を造作するため、内面の全面をハ

ケ調整している。このように、胴部の形態の違いによ

り、台付甕Clと台付甕C2とでは、異なる内面の整形

が確認される。ただ、その外面の整形は、共通してお

り、口縁部のタテハケと胴部上半のヨコハケからなる

技法が確立し盛行する。

一段階4-

大きく台付甕Cとしては、台付甕Clと台付甕C2

の2系統に分かれることに変化はないが、台付甕Cl

の型式分化が進み、バラエティーに富んだ内容を示す

ようになる。

台付甕Clは肩部の張りが増し、口径と胴径が同じ

位の数値になるもの多くなる。また、口縁部は肩部の

張りが目立つようになる事に相関して、やや直立気味

に付されるようになる。それは、特に長胴気味のもの

では顕著な変化として認められる。

この段階に台付甕Clからは、長胴気味で、肩部や

口縁部の屈曲を強調させるものが創出される。この型

式は、肩部をはっきり造作しているため、その張りも

目立ち、胴部の上位にある胴最大径が口径を凌駕する

ことを原則としている。この型式は胴最大径を胴部の

上位に持つ事で、台付甕Clの一群として位置づけら

れるが、口縁部の屈曲やそこから肩部への展開などは

台付甕C2の形状と類似しており、その型式的な要素

も指摘できる。そのため、初源的なものは前段階の台

付甕C2の大きな特徴であった内面全面ハケ調整を採

用している。

台付甕C2は、球形胴部に戻り、段階 2のものと類

似した形状になる。

段階4の台付甕Cは、口縁部分のその作りのやや複

雑な箇所で、その内面にハケメを残す以外は、胴部下

位に残すものが一部見られるものの、その胴部内面の

整形をナデで仕上げるようになる。これは前段階にお

いて台付甕Clに採用された技法であるが、この段階

より台付甕C2においても採用され、盛行する。つま

り、この段階で、台付甕Cにおいて外面の各部位にお

けるハケメを施す方向を違え、内面の口縁部と底部以

外をナデ仕上げするという一定の技法が確立したと言

える。そのため、内面を全面ハケ調整するものはその

数を極端に減らす。この技法が採用されることにより、

台付甕C2における段階2の型式と段階4のそれとを

分けることができるようである。

これらの事象以外では、この段階に、口縁端部の刺

突文の有無によらず、そこをヨコナデするものが確認

されるようになる。

一段階5-

各型式は前段階を踏襲する。器高に対して、肩部か

ら口縁部にかけての開きが大きくなるとともに、口縁

部が直立気味に外方に開くものが台付甕C全体に採用

される。また、この段階より、その容量の大きなもの

が目立つようになり、台付甕Cの大型化が図られるよ

うになる。

一段階6-

この段階は、台付甕Clと台付甕C2の2系統にロ

縁部が「く」字状に屈折するものが新たに加わる。こ

れをここでは、胴部の中位にその最大径を持つ事から、

台付甕C2の一つとして捉えているが、良く分からな

いその系譜が明らかになれば、新たな型式として認定

される可能性の強い型式と考えられる。

台付甕Clは、前段階と器形的にあまり変化がない

が、長胴気味のものがその数を減らし、ほとんど見ら

れなくなる。

この長胴甕の減少は、台付甕全体に認められる球胴

化傾向を反映したものと捉えられるが、特に、それは

台付甕C2において顕著な変化として確認される。台

付甕C2はこの段階になると張りが強い球形の胴部に

対して、頸部の締まりを強くし肩部の強調されたもの

が出現するようになる。台付甕C2はこのように胴部

の張りが強く、胴径が口径を凌駕するものと、前段階

から続く口径と胴径があまり変わらないものとの 2つ

の型式が確認されるようになる。

段階6では、各型式とも新出の要素が確認されるよ

うになり、器形的なバラエティーが認められるが、調

整技法の面でも新たな展開を示すようになる。この段

階になると、前段階の口縁部の屈曲に合わせたその内
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外面をハケ整形し、胴部の外面は口縁部と方向を違え

たハケを施し、その内面はナデ整形で仕上げる一定の

方法が崩れ、段階 1~3 に盛行した胴部内面のハケ整

形が復活したり、外面のハケ整形も口縁部タテ、胴部

ョコとする方向洲虔味になり、その区別が不明瞭とな

るものが登場する。この中には、口縁部外面のタテハ

ケメが肩部まで及び、口縁部に対するタテハケメの原

理が消失してものもある。

一段階7-

台付甕の球胴化が進み、胴最大径をその上位に持つ

台付甕Clはその数が減り、この段階で消失している

ようである。この台付甕Clの長胴気味のものについ

ては、すでにこれ以前に消失しているようで、確認さ

れなくなる。ただ、口縁部が直立気味に立ち上がるも

のは、これらとは反対にその数を増やし、独自の変化

を示すようになる。これは、台付甕Clの中で段階 5

まで確認された肩部を強調させ無花果型の胴部を示す

ものの型式的な要素を受け継いでいる。が、口径を胴

径に対して大きく狭め、その口縁部を規格的に幅広く

直立気味に立たせる点は、新出の要素として捉えられ

もので、新たな型式と認定することも可能である。た

だ、ここでは台付甕Clの一群として暫定的に捉えて

おく 。

台付甕C2は前段階とそれほど変わらないが、頸部

の屈曲がはっきりし、弱い鍵状を示すようになる。胴

部の張りは目立ち、口径を大きく凌駕する。

台付甕C2の新たな型式としての「く」の字口縁の

ものも一定量を示すようになり、この段階以後その数

を増やすようになる。

このように、段階7において主要となるのは、やや

幅広の口縁が直立気味に付され、胴部最大径をその上

位に持つもの（台付甕Cl)、球形胴部に外反する口

縁部が付される伝統的な台付甕C2、球形胴部に「く」

の字状に屈折する口縁部が付されるもの（台付甕C2)

の3型式であり、台付甕Cはこの段階で、この 3型式

に集約されるようになる。整形技法の面では、口縁部

が「く」の字状に屈折する台付甕C2以外は内面の全

面にハケメを残すものが多くなる。

台付甕Fの型式変化 （図ー8)

台付甕Fは、段階2以後に出現する型式で、西遠江

を故地とする外来系のものである。出土数はそれほど

多くないが、その型式変化を辿ることができる。

一段階2-

台付甕Flと台付甕F2の出現が確認される。

台付甕Flは口縁部が短く屈折して外方に開き、胴

部が垂下してその下半に移行する形態で、肩部とする

部分がほとんど見られないものである。口縁部はその

外面をヨコナデするものとハケ整形するものとが認め

られる。

台付甕F2は頸部の屈折が明瞭な事に加えて、胴部

の稜もはっきりしている。この口縁端部には刺突文が

施されている。

この段階の台付甕Fは、台付甕Cに同調して内面全

面にハケメを残すものが多いようである。

一段階3-

前段階と同様の構成を示すが、台付甕F2の数は極

めて少ない。

台付甕Flは、長胴化を示すとともに胴部に僅かな

張りが形成されるようになり、その下半の屈曲が不明

瞭になる。この胴部内面はナデ仕上げされている。

台付甕F2は口縁部の屈折及び胴部の稜がやや不明

瞭になる。

一段階4-

台付甕F2は胴部の屈曲部がその上位にあるものが

認められるが、その曲りは前段階ほどはっきりしてい

ない。また、口縁部も上方へ開くものに変わって、そ

の屈曲も弱まる。これは、胴部の上位が直線的に傾斜

することから、この型式に含めて捉えているが、変容

が進んでいる。これは、この型式の出現を最後に、こ

の段階で消失している。

台付甕Flは、口縁部の幅が広くなり、その開きも

強調されるようになる。胴部は球胴のものとやや偏平

のものとが確認される。

この段階になると、台付甕Fは台付甕Cと同様に胴

部内面の一部をナデで仕上げるものが一般的となる。

一段階5-

良好な例はまだ見られないが、段階 4の台付甕Fl
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C. 広口壺の型式変化

広口壺の主体となるのは、広口壺A、広口壺Bl、

広口壺B3、広口壺Cl、広口壺E2である。この内、

広口壺E2は段階2以後その出現が確認される新出の

型式で、東遠江の菊川式土器にその系譜が辿れる外来

系の土器である。ここでは、口縁端部に面を持つ複合

口縁壺（広口壺A) . 折り返し口縁壺（広口壺B)と

単純口縁壺の型式変化を辿ってみる。

広口壺A・広口壺Bの型式変化 （図ー9,図ー10)

広口壺Aの内、広口壺Alは、弥生時代中期の受口

状口縁壺にその系譜を辿ることができる（加納1981)。

また、広口壺A2は、前段階に出現する複合部外面

の中位から下位にかけて粘土帯を付加して幅広の面を

造作する口縁形態のものを初源としている弥生時代後

期の特徴的な型式である。

広口壺Blは、口縁端部外面に粘土帯を貼付する事

で造作されるもので、その技法は、広口壺A2の場合

と同様に弥生時代後期に出現する型式的属性で、弥生

時代後期を規定している。ただし、その初源的な型式

については、まだ良く分からない。

一段階 1-

広口壺Al、広口壺A2、広口壺Bl、広口壺B3が

すでに揃っている。広口壺B3はこの段階に出現する

ものであろうか。いづれの型式とも胴部の最大径をそ

の下位に持つ無花果型の胴部に長頸気味の長い口縁部

が付され、相互に同調した形態を示す。

広口壺Aは加飾性に富んでおり、複合部の縄文と貼

付文、頸部から肩部にかけての幅広の縄文帯と貼付文

など文様を施すものが多い。複合部は直立気味に立た

せ、あまり開かない。

広口壺Bは、胴径の割に、狭く締まった頸部から大

きく外方へ開く口縁部が付されるもので、口縁部の極

めて発達したものである。そのため、この段階のもの

の中には、口径が胴径を凌駕するものもある。

広口壺Blは、折り返し部の形成により口縁端部に

施文部分としての明瞭な面取りがなされる事からも分

かるように、加飾性に富んだ型式と言える。文様は、

折り返し部と頸部～肩部、さらに口縁端部内面に縄文

と貼付文が施され場合が多い。頸部～肩部の文様は、

頸部最小径付近の上下に幅広く施され、その上下の区

画もはっきりしていない。また、同時に貼付される円

形の貼付文は、縄文帯の下位から中位にかけて付され

ている。

広口壺B3は、形骸化した折り返し部を特徴として

おり、広口壺Blに比べて加飾性に乏しく、当初から

無文のものが一定量を占めている。文様を施す場合で

も、頸部～肩部に縄文と貼付文、折り返し部に貼付文

がそれぞれ施される程度のものが多い。

一段階2-

前段階と同じ構成で、広口壺Bが目立った出土を示

す。各型式とも、頸部が口径に比して太くなり、器高

に対して、口縁部が低くなる短頸化が進む。

広口壺Aは、口縁部が直立気味に立上がり、その上

位で大きく外反して、端部に複合部を貼付する。複合

部は前段階より外側に開くものが多くなる。

広口壺Bは、胴部が口縁部に対して大きくなり、そ

の最大径を下位に持つものが確認される。

文様は、加飾性の最も強い広口壺Aにおいても省略

化が始まり、複合部に貼付文だけ例や縄文だけを施す

例などが認められるようになる。また、この段階の中

で、 S字状の結節文や横線に代表されるような縄文帯

の区画が始まる。そして、それに伴うかのように頸部

～肩部の文様帯が、頸部最小径部分より下に施文され、

その範囲が限定されるようになり、その構成要素とな

る円形の貼付文が縄文帯の上端に施されるものが多く

なる。

一段階3-

広口壺A、Bの構成に変化はないが、広口壺Aの構

成比は小さくなり、その出土数は少ない。

前段階まで頸部の下位に弱い屈折部が形成されてい

た口縁部は、この段階では、更に短頸化が進み大きく

湾曲する曲線を描くようになり、その屈折部分は消え

る。胴部は、その最大径が中位に上がり、球形あるい

は算盤玉状を示すようになる。

文様は、肩部に施される縄文が、その上端を一条の

横線文、下端を S字状結節文により区画される規格的

施文原理が完成し、その一部の省略形態が盛行する。

また、櫛刺突による横線など菊川様式の文様もその構

成要素のひとつとして採用されるようになる。

一段階4-

良好な出土例が無いため、その実態は良く分からな
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いが、前段階と同じ構成を示すようである。

前段階までの短頸化の変化は、この段階になるとはっ

きりした変化として指摘できなくなる。また、その頸

部の最小径を測る部分も頸部の下位に戻り、口縁部は

そこから大きく外反する形状となり、段階2のそれと

類似するようになる。ただ、胴部は口縁部に比べて小

さくなり、安定した形態になる。

一段階5-

碁本的な広口壺A、Bの構成に変化はない。また、

各型式とも、頸部下位で最小径を測り、そこから大き

く外反する口縁部である点は共通し、前段階と類似す

る形状を示す。ただ、広口壺B3はその外反の度合い

が強まるとともに、頸部に弱い屈折部が形成されるも

のが出現している。

胴部は、その下位に最大径を持つ無花果型のものと

中位で最大径を測る球胴のものとが確認され、大きく

2つに分化する。

文様の構成については前段階と大きな変化が確認さ

れないが、肩部に円形の貼付文だけ施されるものなど

が出現しており、その省略化が進む。

一段階6-

前段階以来の4つの型式と新たに広口壺A3の出現

が確認される。

伝統的な型式の中で、球胴のものは、胴部がやや偏

平化し、口径に対して胴径が強調されるようになる。

広口壺Aは、口縁部の頸部が直立気味に一旦立上が

り、その上位で外反して端部に複合部が付されるやや

長頸のものになる。また、その複合部も直立気味のも

のと外反するものとが認められる。

広口壺B3は頸部に弱い屈折部が形成され、口縁部

がそこから大きく緩やかに広がってラッパ状をなすも

のが主体となる。

新たに出現する広口壺A3は、他の広口壺Aと同じ

長頸気味の頸部に幅広の複合部が付されるものである。

そして、その端部内面に貼付される粘土帯は、未発達

の断面三角形あるいは台形のもので、それにより形成

される上端面も、まだ、それほど広くはなく、複合部

全体の器厚を著しく上回る事はない（図ー11)。

文様は基本的に前段階と変わらないが、羽状文部分

を縄文と菊川様式系の擬縄文を融合させて表現するも

のが登場する。

剛
6
 

7
 

/ 
., .... 

/ 
.・・ 

/ 

図ー11 広口壺A3の変化

一段階7-

前段階に引き続いて 5つ型式に分けて捉えられるが、

広口壺A2と広口壺B3が激減する。

広口壺Blはその肩部～胴部の張りが増し、広口壺

B2へと型式変化している。また、広口壺B3について

も広口壺Blと同調した変化を示していると思われる

が、その類例は少ない。

広口壺A3は、頸部の屈曲が強まり、張りの強い胴

部が形成されるようであるが、全体の形態の分かる例

はまだ確認されていない。複合部は、徐々に外方に開

くようになる。口縁端部内面に付される粘土帯は、そ

の幅が広くなり、発達した断面三角形のものが確認さ

れる。そして、それにより上端面の幅も複合部の器厚

を大きく凌駕するようになり、特徴的な器形へと変化

を遂げている。

広口壺C・広口壺Eの型式変化 （図-13屈1-14)

単純口縁壺の変化をここでまとめる。単純口縁壺は、

在来系の広口壺Cが主体的な出土を示し、その数も多

ぃ。外来系の広口壺の中では、菊川式系の広口壺Eに

ついてその型式変化を辿ることができ、一定の出土量

が確認される。そして、この広口壺Eは、広口壺Cに

対して影響を与え、その融合型式を作り出し、どちら
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とも認識しにくい中間的な型式が創出される。

一段階 1-

広口壺Cと広口壺Dの共に在来系土器と捉えられる

2つの型式が存在するようである。ただ、広口壺Dの

出土例は極めて少なく、その系譜については良く分か

らない。

主体となる広口壺Cは、弥生時代中期の単純口縁の

長頸壺の系譜を直接引く型式で、長頸気味の口縁部に

最大径をその下位に持つ無花果型の胴部が付く形態を

示しているものが多い。広口壺Clの胴部は、その最

大径を下位に持つ無花果型と中位から上位に持つ球胴

形態の弥生時代中期以来の伝統的な 2者が存在してい

るようであるが、主体となるのは前者のようである。

この段階の広口壺Clは、口縁部が細長く直立気味

に立上がる頸部からその上半が外傾する長頸壺に近い

ものと口縁部が外傾しながら開く、やや頸部の太いも

のとが存在する。両者とも、口縁部がナナメ上方に開

く点で共通しているが、後者の方が頸部の屈曲を強調

させ広口の口縁形態を示す。さらに、後者の中にはロ

縁端部を明瞭に面取りするものが存在するようである

がその例は少ないようである。

口唇部を下方に肥厚させて、明瞭な面を形成する広

口壺Dは、広口壺Blと同じ意匠を持たせているもの

と捉えられるもので、口縁部を大きく外反させてその

端面の垂直化を図っている。そのため、この段階では

口径が胴径を凌駕している。

文様は、肩部～頸部にかけて縄文＋貼付文が施され

るものが多い。貼付文は縄文帯の下位から中位に付さ

れている。

一段階2-

主体となるのは広口壺Clである。広口壺Dの例は

まだ知られていない。また、この段階より広口壺E2

の搬入が始まっているようである。

広口壺Clは、前段階同様ナナメ上方に開く口縁部

であるが、その短頸化が指向される。口縁部は長頸気

味のものと頸部の屈曲の目立つものとが認められ、後

者の中には口縁端部を面取りするものが徐々に増える。

広口壺Clの胴部は、前段階同様に無花果型を主体と

している。

文様は、広口壺A・Bと同様の構成を示すものが肩

部に施されるが、加飾性にはやや乏しく、無文のもの

も多く見られるようになる。

一段階3-

引き続き主体となる

のは、広口壺Clであ

る。また、外来系の広

口壺Eがその数を増や

し目立つようになる。

広口壺Clは、頸部

が太くなり短頸化が進

むと共に、そのやや直

立気味の頸部から口縁

部が大きく外反する。

そして、大きく外反す

る事で、口縁端部内面

段階 3

段階 5

図ー12広口壺Cと広口壺Eの折衷型式

を視覚的に認識される面として、比較的幅広く縄文＋

S字状結節文が施文されるものが増える。

文様の施文部位や構成は広口壺Bに準じ、横線や結

節文などにより縄文帯を区画するものが多い。また、

口唇部を面取りするものの中には、その端部下端に刺

突文を施すものが多くなる。

広口壺Eは広口壺E2が多く、僅かではあるものの

広口壺Elの出現が確認される。広口壺Eはその下部

の発達した細長い無花果型の胴部に、大きく外傾する

口縁部が付される形態で、通常、口縁端部を面取りし

ている。文様は無文のものと有文のものとが見られ、

施される文様は、櫛刺突の 1段の羽状文が多い。

この段階から、広口壺Cと広口壺Eとの折衷型式

（図ー12)が登場し、どちらとも判断し難い特異な型式

が増える。胴部を細長い広口壺Eのそれを採用し、ロ

縁部は大きく外反するものが付される例などがそれに

当たる。

一段階4-

良好な資料に恵まれず、良く分からない段階である。

型式の構成は前段階を踏襲していると思われる。

広口壺Cは胴部高に比べて、口縁部が低くなる短頸

化が進んでいるようである。

一段階5-

広口壺C、広口壺D、広口壺Eが確認される。また、

前段階と同様に広口壺Cと広口壺Eとの折衷型式が散

見される。主体的に見られるのは広口壺Cであり、そ

の数も多い。

広口壺Cは、大型化が図られたようで、大型品が目
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立つようになる。胴部は無花果型か球胴のものであり、

前段階を踏襲する。口縁部は、頸部の直立部分がほと

んどなくなり、緩やかな曲線を描いて大きく外反する

ようになる。そして、器高に対する口縁部の比率が小

さくなりその短頸化が進む。

広口壺Dは、この段階に段階 l以来の存在が確認さ

れるが、その数は少ない。口縁端部以外は広口壺B、

広口壺Cと類似した形態を示す。

広口壺Eは、月の輪上遺跡の溝出土資料で壺全体の

15%ほどを占めているが、この段階にその数の増加が

認められる。この胴部は、屈曲部を下位に持つ無花果

型の系統のものであるが、胴部の最大径をその下位か

ら中位に持つようになり、張りの強い肩部を形成する

ものに変化している。

広口壺Eの中で普遍的に確認される広口壺E2は、

頸部から口縁部にかけての屈折が明瞭になる。そして、

この中には、口縁部内面と肩部に縄文が施文される加

飾性の強いものが登場する。

文様は段階3における文様構成を踏襲している。た

だ、菊川様式系の櫛刺突による羽状文をそのまま借用

した在来系の広口壺Cが登場し、型式と文様の相関性

が大きく崩れていく。

一段階6-

広口壺Cと広口壺Dとで構成され、その折衷型式も

多い。また、これらの小型品が急増し、法量の差が大

きくなる。広口壺Dは前段階を以て消失しているよう

で確認されない。

広口壺Cは、胴部下位に屈曲部を持つ無花果型の胴

部のものが多いが、その最大径を中位に持つものが増

え、肩部から胴部にかけての張りが強調されるように

なる。頸部は胴径に対して太くなり、口縁部は頸部が

やや直立気味に立上がり、その端部が短く外反するよ

うになるものと頸部の最小部から大きく外反し、その

端面を明瞭に面取りするものとが認められる。

広口壺Eは、広口壺Elと広口壺E2が確認されるが、

広口壺Elはほとんど見られない。広口壺E2は、胴部

の屈折がはっきりすると共に、それが前段階より上位

に上がり、細長い算盤玉状を呈するものが登場する。

ただし、広口壺Eは、この段階の後半に、在来系と思

われる球形胴部に広口壺E2の口縁を付す変容形が認

められるのを最後に消失するようである。

文様は、肩部と口縁部内面に縄文、結節文、貼付文

などを施文するものが見られるがその数は減り、大半

は無文のものとなる。

一段階7-

単純口縁壺は広口壺Cだけの構成となるが、広口壺

Cは広口壺Clと広口壺C2に分化する。

広口壺Clの口縁部は、短く直立気味に立ち上がる

頸部から口縁部が強く外傾するものと頸部が強い屈曲

を示して外反するものとが認められる。胴部は、その

下位に不明瞭な屈曲部が見られるものと球胴を示すも

のが確認されるが、いづれも胴部の張りが強調された

やや偏平な形状となる。

頸部の付け根に弱い屈折部を形成する広口壺C2は、

胴部に比べて口縁部が高く、太い形態のものが出現し

ている。これは、頸部下位と口縁端部の外面を部分的

にヨコミガキしている。

文様は、施文されるものが激減し、大半は無文とな

る。施文されるものも円形の貼付文や横線文が単独で

使われるものが散見され、その省略傾向が強い。
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D. 広口壺Bと広口壺Cの口縁部（第3表、図ー15)

弥生時代後期～古墳時代の広口壺は口縁部が相対的

に太くなり、全体の器高に対して短頸化を指向する。

その変化は、口縁頸部の屈曲角度の変化としても捉え

ること事ができる。そして、この時間的な変化を統計

的に処理できれば、客観的な型式変化として認識され

る。しかし、この場合、当地の土器が曲線を中心とし

た曖昧な線で設計されもので、型式的な属性を数量化

するには、その定点が求め難く、完形品でなければ統

計的な属性分析には馴染まないとする大きな難点があ

る。そのため、良好な資料の出土と蓄積が期待されな

ければ、正確な型式変化を追うことができないのが現

状である。

ここでは、一定の出土数が期待される口縁部破片を

その試料とし、その各部位についての数量的な属性分

析を試案として試みてみる。

図ー15は、主体的な出土を示す在来系の広口壺Bと

広口壺Cについて口径 (X)に対する口縁部の高さ

(Y)と、それから導かれる口径 (X) に対する屈折

角 (z)をそれぞれ段階毎に分けてグラフ化したもの

である。 Xは口径の半分、 Yは口縁端部とそこから垂

直に落として胴部内面と交差する点との間の長さ、 Z

はこのXとYからなる直角三角形のX側の鋭角をそれ

ぞれ表している。 X・Yの値の増減が、口縁部の大き

さの増減を表し、 Xに対してYの値の大きいものほど

長頸を指向していると言える。また、 Zの屈折角は、

それが大きいほどXの値に関わらず長頸を示し、 Zの

値に対するXの大小が、口縁部の相対的な大小を表し

ていると言える。

広口壺Bは、最小の資料がX4.6cm、Y6.2cm、最大

がXll.Ocm、Y23.6cmの数値を示している。この数値

は、いづれも段階1の資料によって記録されたもので

あり、段階 lにおける法量での格差が大きいことをよ

く表している。また、段階 1は他の段階に比べXに対

するYの値が相対的に大きくなっているが、特に、 X

が10cm前後に対してYが22cmを越える数値を示す資料

は特筆され、この段階を特徴づける。段階 2・3は試

料数が少なく評価の対象とはならないが、以後の段階

4~7 については、 X に対する Yの値がほぼ同一の直

線上に載り、その比率に大きな違いを示していない。

また、それぞれの数値も X7 cm・Y 9 cm~ XlOcm·Y 

15cmの段階 1よりやや限定された範囲に収まり、規格

性が強い製品が多いことが分かる。

この段階 lと他の段階との違いは、 Xに対する Yの

数値の違いとして認識されるが、その屈折角を導き出

すと、よりはっきりしてくる。広口壺Bについてのx-
Zの相関図を見てみると、段階 1のものは、 Zの値が

60° 以上の領域を示すのに対して、他の段階はそれ以

下に集中し、大きな違いを示している。

段階 1はZが60° ~ 10° の値を示し、口縁部の開き

が極めて緩やかである事がよく分かる。これに対して、

段階4以降は、段階4・5がZ50° ~60° 、段階 6 が

zss0~60° の範囲に収まり、重複する部分もあるが

新しい段階である段階6の方が、口縁部の中心軸に対

する傾斜角がやや緩やかである事が分かる。このこと

より広口壺Bは、単に口縁頸部の屈曲が徐々に強まる

と言った漸移的な変化を示さないことを表している。

広口壺Cでは、広口壺Bほど段階 1をはっきり分け

る事はできないものの、段階 1と段階2の資料がXに

対するYの数値が大きく、段階6と段階7のそれが小

さくなる傾向にあることは読み取れる。また、 X3.5

cm、Y5.0cm付近に集中する段階 6の一群があること

も注目され、広口壺Cの小型品が限定された段階に出

土していることが分かる。

次に、広口壺CのX-Zの関係を見てみると、まず、

段階 1と段階 2は、 X (口径/2)が5cm前後の数値

を示し、 Zが60° 以上を示す点が指摘できる。これは、

比較的口径が小さい割りに口縁部の屈曲が緩やかで、

口縁が長頸志向の強い形態である事を表している。そ

して、それとは対称的に，段階7の中で口縁部が「く」

の字に屈折する広口壺Clが、 Zの値を50° 前後より

小さくなり、他の段階とはやや隔絶するようになる。

また、段階 3~6 の広口壺Cl と段階 7 の広口壺 C2に

ついては、 Xの数値に大小があるものの、 Zは50゚ ～

60° の範囲に収まり大きな違いを示していない。

このように、 x-zの関係では、 Zが60° と50° 辺

りを境に 3つの段階に分けれる事が分かる。ただ、広

口壺BはZが60゚ 以上を示すのが段階 1のみであるの

に対して、広口壺Cでは段階 lと段階2の資料が相当

しており、広口壺Bの方が早い段階から短頸化と広口

化が進行し、型式の違いにより区分された内容に違い

を示している。また、 Zが50° 以下の例は、現状で広

口壺Clのみで確認される型式であり、やや特異な状

況を示している。これに相当する広口壺B、さらに広

口壺Aなどについては良く分かっておらず、今後、こ

の資料が発見されれば、共通した区分と認識されるも

のである。
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NO 遺 物 分類 X y z 段階 備 考

1 滝戸 S K16-3 C 2 5. 9 8. 5 55 7 
2 S B26-143 A 1 8. 7 15. 5 60 2 
3 S Z53-76 A2 11. 8 13. 6 49 6 
4 月の輪上 竪穴住居跡 58-12 B 1 

I 

11. 1 1 7. 0 57 3 
5 竪穴住居跡 58-13 C 1 7 . 9 12. 2 57 3 
6 竪穴住居跡 58-15 C 1 5. 85 9. 6 59 3 
7 竪穴住居跡 58-16 C 1 6. 8 5 9. 6 55 3 
8 竪穴住居跡 58-17 A2 9. 6 12. 4 52 3 ， 竪穴住居 ＇跡 58-14 E 1 7 . 5 13. 8 61 3 

10 27 B 1 9. 8 14. 2 55 5 防火水槽地点
11 溝状遺構 20-2020 B3 8. 4 5 12. 0 55 5 
12 溝状遺構 20-2008 C 1 8. 3 12. 5 56 5 
13 溝状遺構 20-2015 D 9. 2 5 12. 3 53 5 
14 溝状逍構 20-2003 E 2 4. 1 5. 2 52 5 
15 溝状逍構 01-UCOlOl A 1 9. 8 16. 0 59 5 
16 溝状遺構 01-UCOlOB B 1 7 . 2 11. 0 57 5 
1 7 溝状遺構 01-UC0105 B 3 9. 35 14. 2 57 5 
18 溝状遺構 01-UC0109 C 1 8. 2 14. 6 61 5 
19 上石敷 M - 1溝状遺構 11102 C 1 6. 15 6. 7 47 7 
20 権現 第 1号住居跡 209 C 1 3. 3 5 4. 6 54 6 
21 第 1号住居跡 210 C 1 3. 4 5. 2 57 6 
22 泉 第 1号溝 159 C 1 8. 6 5 15. 1 60 2 外来系
23 第 1号溝 160 C 1 5. 0 9. 6 63 2 
24 的場 A住居跡 B 1 6. 8 9. 9 55 2 外来系
25 雌鹿塚 第 12号住居址 91 B 1 4. 5 8. 4 62 1 
26 第 12号住居址 87 B 3 6. 4 5 14. 8 66 1 
27 第 12号住居址 88 B 3 5. 5 10. 0 . 61 . 1 
28 第 12号住居址 89 B 3 6. 0 1 完形品測定不可
29 ，第 12号住居址 90 C 1 6. 25 11 .・8 62 1 
30 第 28号住居址 167 B 1 9. 3 5 2 2. 6 68 1 
31 第 28号住居址 168 B 2 4. 6 6. 2 53 1 外来系？
32 第 28号住居址 169 C 1 7. 8 5 12. 8 58 1 ? 
33 第 31号住居址 199 B 5 7. 1 11. 2 58 3 
34 第 1 号土坑 305 B 1 6. 15 8. 1 53 2 外来系
35 第 1号土坑 306 C 1 6. 0 2 完形品測定不可
36 竪穴状遺構ー 1 3 3 6 C 1 5. 4 10. 6 63 2 
37 遺構外 364 B 1 11. 0 1 7. 2 57 2 
38 豆生田 21号住居址 6 B 1 6. 6 9. 6 55 4 外来系
39 32号住居址 2 C 1 5. 3 12. 8 67 1 
40 32号住居址 1 D 7. 5 1 完形品測定不可
41 43号住居址 1 B 3 8. 0 1 7. 0 65 1 
42 43号住居址 2 B 3 - 9. 1 18. 0 63 1 
43 72号住居址 1 C 1 6. 0 11. 0 61 2 
44 八兵衛洞 A -19号住居址 1 C 1 7. 3 8. 8 50 7 
45 B - 2号住居址 2 B 3 7. 1 10. 6 56 6 
46 B - 2号住居址 1 C 1 7. 5 11. 0 56 6 
47 C - 5号住居址 1 B 1 7. 4 11. 7 58 6 
48 御幸町 136号住居址 1 B 1 11. 0 2 3. 6 65 1 
49 S D - 1 2 Al 8. 0 13. 4 59 
50 S D - 1 1 B 3 8. 4 13. 4 58 
51 目黒 身 第 1排水溝 9 B 1 6. 8 10. 2 56 
52 第 1排水溝 2 B 1 7. 0 9. 2 53 
53 第 1排水溝 3 C 1 5. 8 10. 3 60 
54 二本 松 1号周溝墓 7 A2 9. 5 13. 8 55 
55 1号周溝墓 10 B 3 9. 8 15. 2 57 6 
56 1号周溝墓 11 B 1 7. 5 11. 2 56 6 
57 1号周溝墓 1 C 1 7 . 0 9. 2 53 6 
58 1号周溝墓 3 C 1 8. 0 11. 2 55 6 
59 1号周溝墓 12 E 1 6. 4 8. 8 54 6 
60 1号周溝墓 13 C 1 4. 5 6. 9 57 6 
61 1号周溝墓 14 C 1 3. 3 5. 7 60 6 
62 1号周溝墓 5 E 2 6. 2 9. 1 56 6 
63 1号周溝墓 8 C 1 5. 8 8. 6 56 6 
64 1号周溝墓 2 E 2 

I 
7. 5 11. 5 57 6 

65 1号周溝墓 4 E 2 6. 7 10. 8 58 6 
66 1号周溝墓 16 E 2 4. 2 7. 8 62 6 
67 北神馬土手 1号住居址 2 Al 8. 0 14. 2 61 6 
68 1号住居址 1 A2 6. 0 9. 0 56 6 
69 1号住居址 7 E 2 6. 2 10. 5 59 6 
70 瀬 戸川 第 1住居址 1 C 1 5. 5 11. 1 64 1 
71 第 24住居址 4 B 1 4. 6 8. 8 62 3 外来系（菊川）
72 第 24住居址 2 C 1 i 6. 4 10. 3 58 3 外来系（菊川）
73 第 24住居址 3 E 2 7. 0 11. 6 59 3 外来系（菊川）
74 第 24住居址 1 E 2 5. 8 11. 3 63 3 
75 下長窪上野 第 12住 居 址 11 B 2 7. 5 11. 2 56 7 
76 向山遺跡 B3 8. 0 10. 6 53 4 昭和 53年発見土器

第 3表 広口壺の法量比一覧表
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図ー15 広口壺 B、C法量比グラフ
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この分析は、段階 1の型式差と広口壺Cにおける段

階2と段階7の型式差の抽出や段階6に広口壺Cの小

型品が目立つ事象などが明らかになり、型式変化を辿

る際、ある程度の成果が得られ、それぞれの画期を考

える上で有効である。しかし、段階 3~6 に関しては、

ほとんど適用できないのが実情であり、それを区分す

るには、別の属性による数量分析が必要となる。例え

ば、 XとY、それから導かれる Zの値がほとんど同じ

でも、それぞれの段階で、全体の器高に対する Yの比

率とか、頸部最小径の上下位置などの違いが指摘でき、

それを数量化する方法も考えられる。ただ、前者につ

いては、まだ全器形の分かる類例の絶対数が意外と少

なく、数量分析するまでに至っていないのが現状であ

り、後者は、頸部における定点が定まらないと言う難

点があり、この分析にはなかなか馴染まない。当地の

土器資料は、客観的な土器編年確立のために多方面か

らの数量的な属性分析が必壊北なる。今回はそのひと

つの試案として、量的な部分でその数が期待できる肩

部～口縁部の破片について試行してみたが、前述のよ

うに各段階ごとに細分するまでには至っていないのが

結論である。ただし、今後大規模な調査などにより完

形土器資料の蓄積がなされれば、器高に対するYの変

移など新しい分析も可能となり、総合的な検討ができ

る分野として、不可欠なものとなる事だけは指摘でき

る。

E • 土器編年

ここでは、前項で検討した土器の型式変化を軸に東

駿河の土器様式を設定する事にする（図ー16、固ー17、

第4表）。

土器様式は、古墳時代前期を学史的に有名な大廓式

土器（小野1970)の名を使い『大廓様式』と呼称し、

弥生時代後期をその立地は大廓遺跡と大きく異なるも

のの、同じ地域に所在する雌鹿塚遺跡の名を冠して、

新たに［雌鹿塚様式jと呼称する事にする。また、そ

の対象地域を滝戸遺跡の所在する富士山西南麓から愛

鷹山南麓を含む黄瀬川扇状地までの東駿河と田方平野

を中心とした北伊豆地域の一部までとする。それは、

駿河湾最奥部であり、その途中に浮島ケ原の低湿地を

抱えるものの、地形的に開放し遮断するものがない連

続性が窺える範囲である。今回は便宜的に『東駿河の

土器様式Jとして取り扱うが、本来は北伊豆地域を含

めた名称である点は注意される。

土器様式の各時期は、段階 1~段階7にほぽ対応す

るが、、段階4と段階5はそれぞれの広口壺の型式差が

よく認識できず、台付甕のそれが不明瞭であることか

ら、同時期の前後を表すものとしておく。そのため、

雌鹿塚I式期＝段階 1、雌鹿塚II式期＝段階 2、雌鹿

塚III式期＝段階3、雌鹿塚W式期＝段階4. 段階 5、

大廓 I式期＝段階6、大廓II式期＝段階7にそれぞれ

対応させて捉える事ができる。以下では各時期につい

て解説するが、主要となる台付甕B・C・Fと広口壺

A~Dについての型式変化は、前項の内容に拠り再述

せず、その変化を基軸として他の型式組列について述

べる事にする。

雌鹿塚 I式期

台付甕Bが多様に器種分類され、それが比較的盛行

する事と長頸気味の口縁部を強調させた広口壺B、広

口壺Cの存在により設定される。

基準となる資料としては、雌鹿塚遺跡第12号住居址、

同第28号住居址、豆生田遺跡32号住居址、御幸町遺跡

136号住居址などの資料が当てられる。また、豆生田

遺跡43号住居址の資料も古墳時代中期の高杯や甕が混

在しているが、他はこの段階のものとすることができ

る。

台付甕は、台付甕B、台付甕C以外に口縁部に輪積

み痕を残す台付甕Eが一定の出土を示す。また、弥生

時代中期以来の平底甕がこの段階まで残るが、その量
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はそれほど多くない。

壺は、広口壺A、広口壺B、広口壺Cの他に短頸壺

Bの出土が目立つ。短頸壺Bは、無文のものを基本と

している単純な型式であり、この段階は口縁部高が器

高の1/5程度を測るもので、口縁部を比較的大きく作

るものが多い。

高杯は遠江の白岩式土器（弥生時代中期）の系譜を

引く長脚で、円錐形のものが存在するようであるが、

その類例は少ない。

鉢は、鉢Alと鉢Bから構成されるようである。鉢

Alの口縁部に折り返し部を持つものは、この段階か

ら登場しているようである。

雌鹿塚 II式期

この段階の基準資料は、前段階同様に沼津市～三島

市の沖積平野に所在する雌鹿塚遺跡第 1号住居址、同

第15号住居址、同竪穴状遺構ー 1、同第1号土坑、豆

生田遺跡72号住居址などや瀬戸川遺跡第11住居址の一

括資料がこの段階のものと捉えられる。また、泉遺跡

第1号溝の良好な資料も相当するもので、この段階か

ら富士山西南麓にも遺構出土の一括資料が確認される

ようになる。

この段階の大きな特徴は、この東駿河と駿河湾を介

して近接する東遠江の菊川式土器（中嶋1988)を中心

として外来系土器の搬入が明らかになることにある。

菊川式土器としては広口壺Eの他に、 頸部外面をナデ

整形し、胴部にハケメを残す菊川式土器特有な広口壺

が登場する（立花1993)。この中には、口縁部に広口

壺B4や広口壺E同様の屈折部を形成する折り返し口

縁壺などが含まれている。また、壺類以外にも、ハケ

メが非常に粗い台付甕や鍔状口縁高杯と称される高杯

D、高杯Eなどの菊川式土器の登場も確認される。

菊川式土器以外にも西遠江伊場様式（鈴木1991,lffi))

の影響が窺える台付甕Fや高杯F、隣接する西駿河の

台付甕G、または中部高地系の鮮明に赤彩されている

高杯Hなどが確認されており、各地域からの多彩な土

器交流の状況が認められるようになる。そして、これ

らの中で、台付甕E、広口壺Eが、この段階以後の型

式変化を追う事ができ、在地化した型式として捉えら

れるようになる。この外来系の活発な動きを指標とし

て雌鹿塚様式の中で I式期と II式期との間に大きな画

期を想定する事もできる（渡井1993)。

台付甕は、台付甕B、台付甕Cが主体となるが、こ

の段階で、台付甕Blが消失している。また、台付甕

Eもなくなるようである。

短頸壺は、短頸壺Aの出現が確認される。短頸壺A

は下脹れの胴部に大きく開く口縁部が付されるもので、

この段階では、その肩部がほとんど張らない長胴気味

で、やや大型品から小型品までバラエティーに富んだ

容量を示している。短頸壺Bは、器高に対する胴部高

が大きくなり口縁部の縮小化が図られる。

鉢は、前段階から継続する型式以外に鉢Cが出現し

ているようであるが、その数は少ない。鉢Aと鉢Bは、

前段階より口縁部の外反が弱まり、直立気味のものも

見られるようになる。また、鉢Bは、体部最大径をそ

の上位に持つ無花果型に近い形態のもので占められる。

雌鹿塚皿式期

この段階の基準資料としては、雌鹿塚遺跡第31号住

居址、瀬戸川遺跡第18住居址、同第2併甘舌址、同第24

住居址、月の輪上遺跡竪穴住居跡58などの一括資料が

上げられる。

台付甕は、台付甕Cが主体となると共に、その大型

品である台付甕Hの出現し、その容量での多様化が図

られようになる。台付甕Bはこの段階を以て消失する

ようである。

広口壺は、頸部が一旦直立気味に開いていたものが、

この段階になると緩やかな曲線を描いて外反するもの

が主体となり、弥生時代中期以来の長頸口縁の伝統に

終りを告げる。外来系としては広口壺E2がやや目立っ

た出土を示し、その型式変化を辿る事ができるように

なる。また、広口壺Cとの折衷型式も明らかになり、

その在地化が進んでいる様子が分かる。

短頸壺は、短頸壺Bがこの段階で消失しているよう

で、その数が激減しており様相がよく分からなくなる。

短頸壺Aは、口縁部の強調された形態である点は前段

階と変わらないが、胴部の張りが増し肩部がしっかり

形成されるようになる。

鉢はいづれも前段階の形式を継承しているようであ

る。鉢Blは、無花果型の体部のもと体部最大径が下

方に下がり、体部中位でそれを測るものや下脹れにな

るものとが認められるようになる。鉢Cは、把手を 2

ケ所に付し口縁部がやや幅広の鉢Clが見られる。

雌鹿塚N式期

弥生時代の終末段階として、雌鹿塚遺跡第13号住居

址、豆生田遺跡21号住居址、瀬戸川遺跡第4土坑、月

の輪上遺跡竪穴住居跡18、同竪穴住居跡53、同溝状遺
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構01、同溝状遺構20などが碁準資料となる。

台付甕は、前段階同様台付甕Cが主体となる。台付

甕Cの中には長胴で肩部が強調された型式が創出され、

その型式分化が図られる。台付甕E2は、胴部の張り

が弱くなり口縁部の屈折が不明瞭になるようであるが、

この段階の前半には消失しているようで、その例はあ

まり見ない。この段階の後半には、各台付甕の大型化

が目立つと共に、台付甕H2や台付甕 Iなどの大型品

が登場し、一定量を占めるようになる。

短頸壺Aは、器高に対して短い口縁が付される短頸

化が図られ、胴部の張りも増す。また、これは小型品

が数を減らし、容量の規格化が圏られ、出土数が目立

つようになる。ただし、この段階を以て消失している

ようで、以後の段階に継続しない。

高杯は、良好な出土を示す類例が少なく、その型式

変化についてはまだよく分からない。この段階に高杯

Alと高杯Blの出現が明らかになる。この両型式は鉢

状の杯部や口縁部を屈折させる点などそれぞれ高杯D、

高杯Eとの関連が窺われ、それらをモチーフとして在

地で創出された可能性が考えられる。

鉢は、鉢Alがこの段階で口縁部の外方への屈曲が

弱まり、鉢A2へと変化している。鉢Clは体部の最大

径が下降し、下脹れのものになる。ただし、この段階

を以て消失しているようである。

大廓 I式期

丸ケ谷戸遺跡前方後方型周溝墓や竪穴住居跡02出土

の一括資料に代表される伊勢湾沿岸地域を主とした外

来系土器の顕著な搬入を契機として設定される。基準

となる資料は、上記以外に雌鹿塚遺跡第38号住居址、

二本松遺跡第 1号周溝墓（瀬川・山内・小野1978)、

北神馬土手遺跡第 1号住居址、築地鼻北遺跡SB04

（沼津市教育委員会1985)、同 SKOl、八兵衛洞遺跡

B-2号住居址、同C-5号住居址、同C-9号住居

址、上石敷遺跡K-4号竪穴住居跡など丘陵部に展開

する諸遺跡を中心にその数は多い。

外来系土器としては、台付甕A、高杯G、小型高杯

の各型式、小型器台Aなどの伊勢湾沿岸地域のものが

目立って認められるが、高杯］や畿内V様式系の平底

甕または庄内甕と称される丸底甕などに代表される畿

内系の形式や北陸系、近江系あるいは播磨•吉備系の

ものまで散見され、その搬入経路は多岐に亘るようで

ある。

台付甕は、台付甕Aの登場が注目されるが、この段

階では尾張のS字甕A類新相からB類古相（赤塚1叙））

が確認される。大型品の台付甕H2と台付甕 Iは、そ

の出土例が増え、盛行するようになる。

広口壺では、定型化した広口壺A3の出現を大きな

特徴として上げられる。また、広口壺Cの小型品が顕

著な出土を示すようになる。

高杯は、高杯Alから変化した高杯A2などの在地系

の型式がこの段階の前半まで継続するが、以後なくな

るようである。

鉢は、鉢A2と鉢Bが前段階から継続する。

大廓 II式期

外来系の形式である小型器台が、器種構成の中で一

定量を占める段階として認識される。ただし、東駿河

においては、これを含む良好な一括資料はまだ確認さ

れていない。この段階の基準資料としては、八兵衛洞

遺跡A-1併引主居址、同B-28号住居址、下長窪上野

遺跡第12住居址、月の輪平遺跡第56号住居址、上石敷

遺跡M-1溝状遺構などの一括資料が上げられる。

台付甕は、この段階で台付甕A、幅広の口縁部が直

立気味に付されるもの（台付甕Cl)、伝統的な台付甕

C2、「<Jの字に口縁部が屈折するもの（台付甕C2)、

大型の台付甕H2の各型式が主体となり次段階に継続

される。これらとは逆に、台付甕F、大型の台付甕 I

がこの段階で消失しているようであり、伝統的な台付

甕Clがその数を大きく減らしている。

広口壺は、広口壺Al、広口壺A3、広口壺B2、広

口壺C2が主体となり、広口壺Clも一定量を示す。こ

れら以外は数が減り、その存在がはっきりしなくなる。

高杯は、高杯Gが主体を示す。これは、杯部が浅く

く大きく広がるようになり、口縁が強めに外傾するよ

うになる。

小型高杯は、小型高杯Dがこの段階でi肖失するよう

である。

小型器台は、前段階の型式の他に、受部が直線的に

大きく外傾するものが登場し、型式的なバラエティー

が確認されるようになる。

鉢は、鉢A2、鉢Bl、鉢B2が前段階から継続して

いるようであるが、主体となるのは鉢Blのようであ

る。

当地と隣接する西相模で、外来系土器が顕著な出土

を示す小田原市千代南原遺跡第W地点 1号土坑（小田

原市教育委員会1897)の良好な資料の大半は、この段

階のものと思われる。
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・・・・・・""・・・・ 
遺跡名 出士遺構 編年図番＝

滝 戸 遺 跡 S K 1 6 125 
S B 2 6 6 6, 7 4 

泉遺跡 第 7住居址 41 
第 1号溝 71 

月の輪上遺跡 竪穴住居跡 18 94 
竪穴住居跡53 29. 31 
竪穴住居跡58 79. 80, 82, 84, 87 
溝状迫構01 30, 32, 34, 88, 91 
溝状遺構20 28, 38, 39, 92, 93, 101, 102 
防火水槽工 事 地点 90 

月の輪平遺跡 第 56号住居址 52 
第 59号住居址 122 
遺構外 40 

丸ケ谷戸遺跡 竪穴住居跡02 46,117 
前方後方形周溝墓 115 

上 石敷遺跡 K - 4号竪穴住居跡 49. 119. 120 
M - 1溝状遺構 54, 5 7 

向山遺跡 昭和 53年発見土器 81, 85 

雌鹿塚遺跡 第 1号住居址 8, 13, 75 
第 12号住居址 4, 62, 63 
第 13号住居址 36, 89, 95, 99 
第 15号住居址 12. 14, 76 
第 28号住居址 1. 59, 64 
第 31号住居址 25 
第 35号住居址 48 
竪穴状遺構 ー 1 9, 69, 73, 77 
第 1号土坑 15, 70 
遺構外 17, 58, 65, 67, 68, 

豆生田遺跡 21号住居址 33, 35 
32号住居址 3, 6, 61 
43号住居址 5, 7, 60 
72号住居址 10, 16, 72, 78 

御幸町遺跡 136号住居址 2 
S D - 1 96, 97 
皿ー 13号住居址 98 

瀬戸川遺跡 第 11住居址 11 
第 18住 居 址 20. 23 
第 20住居址 21 
第 24住居址 18, 19, 22, 24, 26, 83, 86 
第 1土坑 100 
第 4土坑 2 7, 3 7 

西大久保 • 奈良橋向遺跡 遺構外 118,121 

二本松遺跡 第 1号周溝墓 104,107,109,110,112,116 

北神馬土手遺跡 第 1号住居址 103,105 

築地鼻北遺跡 S B O 4 51. 106, 113 
S K O 1 50 

八兵衛洞遺跡 A -19号住居址 124 
B - 2号住居址 111 
B -28号住居址 53, 56 
C - 5号住居址 44, 108 
C - 9号住居址 42. 43, 45, 47,114 

下長窪上野遺跡 第 12住居址 55, 123, 126 
第 16住居址 127 

第 4表 土器編年図使用資料 一 覧表
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N. まとめにかえて

ー滝戸遺跡の時代設定一

ここでは、前節の土器編年を踏まえた滝戸遺跡にお

ける集落の動向を検討してみることにする。

滝戸遺跡は 5回の調査が実施されているが、各調査

地点とも第 I次と第1I次調査の関連以外、厳密なそれ

は追及できるものではないし、各地点とも調査面積が

それほど広くないため、集落全体の構造やその変遷な

どを総体的に考える事は難しい。特に、調査地点が他

の箇所と大きく離れる第w次調査地点については、潤

井川を挟んで隣接する同時期の泉遺跡との関連も考慮

しなければならない位置関係にあり、広域的な見地で

の考察が必要となる。更に、この潤井川流域の弥生時

代後期～古墳時代前期の遺構は、ほとんど遺物を内包

しないという特徴も作用して、各遺構毎の時間的な変

遷を追うこともできない。このような状況の中で、 一

括資料の出土が認められた遺構を軸に、大概的な集落

の変遷を辿ってみることにする。

居住域

最も最初に住居が構築されたのは、第V次調査SB

26・SB27・SB28・SB29の重複する部分

で確認される。 SB28は雌鹿塚I式期に比定され、

SB26の一括資料は、雌鹿塚II式期の良好な資料と

捉える事ができる。そして、これらの住居址により切

られている SB29は、それら以前の住居になる可能

性が考えられるが、出土遺物は皆無で実態はよく分か

らない。東駿河においても雌鹿塚I式期以前の状況は、

まだよく分からないが、弥生時イ灼中期と雌鹿塚I式期

を直接結ぶにはまだ型式的な隔絶が大きく、不確実な

様式が存在しそうである。それが雌鹿塚様式の中で扱

えるのかそれ独自のものなのか、弥生時代後期を考え

る上で重要な今後の課題である。図ー18には、この段

階のものと思われる資料を提示してみた。竪穴住居出

土例は 1の神崎遺跡第4住居址だけで、 他は溝中や遺

構外のものである。1は大型の広口壺A2に相当する

が、複合部の幅がまだ比較的狭い。3は広口壺Alに

なるものであるが、頸部が長頸気味で、外傾する複合

部の幅も狭い。 4は複合部が内傾するが、広口壺A2

の意匠を備えている。これも長頸気味の頸部で、複合

部の幅は 1同様に狭い。これら 3点は、複合部に縄文

＋貼付文、頸部に横位の縄文がそれぞれ施文さており、

加飾性に富んでいる点や複合部の幅が狭く未発達であ

る点などが共通している。 2は弥生時代中期以来の伝

統的な長頸壺の系譜の中で捉えられるものであり、頸

部に縄文＋貼付文が施文されている。

｀ 
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図ー 18 弥生時代後期初頭の土器

この雌鹿塚I式期以前の弥生時代後期初頭について

は、暫定的であるが、広口壺の内で口縁部に折り返し

の技法が出現する段階と認識され、広口壺Bと広口壺

A2の登場が弥生時代中期との画期を規定する大きな

要素となると考えられる（中嶋1991)。

第V次調査では、上記以外の住居の他にSB22か

ら高杯Cと甕部内面の全体をハケ調整している台付甕

C2が共伴しており、大廓 I式期段階のものとして捉

えられる。また、 SB32やSB39出土の台付甕は、

やや長胴気味の台付甕C2であるが、口縁端部のヨコ

ナデや内面全体に対するハケ調整、外面の口縁部タテ、

胴部ヨコとするハケメの方向性の乱れなどから、これ

らも大廓I式期に比定される。それは、竪穴住居の長

軸方位の類似性や、いずれも方形碁調の平面形である

点などから傍証される。

SB32やSB39の周辺に密集する竪穴住居群は

大廓w式期（渡井1996)のSZ 2 1の方形周溝墓に切

られて、それより古く、 SB32、SB39の重複関

係を踏まえると、雌鹿塚W式期～大廓III式期（渡井19

96)の中で、その大半を捉えることができ、その中心

は大廓 I式期～大廓II式期に置く事ができる。

第I次、第II次調査では畿内系の小型壺が出土して

いる SB18が大廓I式期の竪穴状遺構であり、上記

のSB22、SB32、SB3.9などとの方位的な類

似性が指摘できる。他の竪穴住居は、後述する方形周

溝墓群よりも古い竪穴住居群で、雌鹿塚様式の中で捉

えられるものである。 SB20とした掘立柱建物もこ

の段階のものであろう 。

第W次調査で確認されている竪穴住居群は、各住居

とも土器の出土がほとんどなく、時代設定がしにくい

が、 SB54出土の小型高杯Aの破片やこの居住域か

ら採集されている土器に見られる粗製の小型壺である

広口壺C、胴部整形としてヘラミガキが認められる台
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付甕の存在などから大廊 I~II 式期の年代が与えられ

る。 そして、 SB62とSZ53との重複からも確

認されるように、隣接する方形周溝墓群よりもこの竪

穴住居群の方が新出の居住域である事が確認される。

墓域

墓域と しては、 第I次と第II次調査で確認されてい

るSZ O 5の西溝が、大廓II式期の広口壺C2が出土

している SK1 6によって切られている事から、 sz
0 5をそれ以前のものと捉えられるが、相互に関連が

窺える畿内系の小型壺が出土している SB18の存在

を考えると大廓 I式期に比定されようか。この西溝と

同一の方向のSK16は、 SZ05の溝が埋まってか

ら方形周溝墓を意識して構築されており、この墓群造

営段階に機能したものと捉えられ、その葬制になんら

関わっていたと思われる施設である。この土坑の年代

設定は、ある程度この区域の墓群の造営年代を規定し

ていると思われ、その下限を大廓II式期に求める事が

可能であろう。また、 SZ04や台付甕Dの出土が確

認されている SZ17などもその方向性の類似から同

ーの墓群として SZ05と近い時期のものと捉えられ

る。第I、II次調査区で確認されている方形周溝墓群

は、大廓 I~II 式期を中心とした段階にその時代を求

める事ができる。

第II次調査区に近接する第V次調査区で確認されて

いる SZ 2 1からは、大廓W式期（渡井1996)の良好

な土器群の出土を見ている。

第w次調査では、 SZ44とSZ 5 2、SZ 5 3で

完形土器の出土が確認されている。 SZ44南溝中の

土坑状施設出土の一括資料は、雌鹿塚w式期の前半段

階に比定され、大型の広口壺A2が確認されている S

Z 5 3も雌鹿塚w式期段階のものと捉えられる。また、

S Z 5 2から出土している広口壺の胴部は、その滑ら

かに屈曲する頸部の形状より雌鹿塚III式期段階のもの

とすることができる。

これらの完形土器以外では、 SZ47が位置する L-

17グリッドにおいて、折り返し部に棒状の貼付文を全

周させる広口壺Blの破片が採取されている。これは、

近接する泉遺跡などでも確認されている型式（富士宮

市教育委員会1981)で、弥生時代後期の中でも比較的

古い段階に認められ、雌鹿塚 I~II 式期に対応するも

のと考えられる。

第w次調査地点での遺構の変遷は、まず雌鹿塚 I式

期かII式期に調査区中央のSZ47やSZ48が構築

され、以後東西両方向に拡散するように周辺に墓域が

広がっていった状況が窺える。それは、例えば、その

東側に展開している SZ51~53 の関係からも確認

される事で、土器型式の検討から最も東側のSZ 5 3 

が雌鹿塚w式期で、その西側のSZ52が雌鹿塚m式

期のものと捉えられ、遺構の重複関係から SZ 5 1→ 

S Z 5 2の前後関係が確認されていることから、それ

らの構築は、 SZ49に近いSZ 5 1から SZ52、

ついでSZ53の順序を示している。

また、南北に溝を共有する SZ42とSZ43、S

Z44とSZ45、SZ 4 7とSZ48は、いづれも

潤井川に近い北側のものが後出のものであることが、

調査で確認されている。

この墓域は、雌鹿塚I式期から大廓 I式期まで造営

が窺われる方形周溝墓群であり、調査区域の中央から

東西への広がりと南から北へ展開する南北列の最低 2

基の方形周溝墓とする図式が想定される群構成を示す

ものである。そして、その東に展開する居住域は、こ

の墓域より後に造られた集落として把握され、その転

換の時期を大廓I式期の中に求められるものと考えて

いる。

以上が滝戸遺跡における各調査地点の居住域と墓域

に分けた遺構群の変遷であるが、それぞれの時間的な

相互の関連を確認すると、まず、雌鹿塚様式段階の居

住域として、第V次調査のSB26やSB28などそ

の調査区の東側の竪穴住居群と SB18以外の第I次、

第I1次調査で確認された竪穴住居がそれに相当する。

そして、これらは、三つの調査区を通して見ると掘立

柱建物を含む竪穴住居群が弧状に展開する様子が窺え

るのである。また、この段階の墓域としては、第W次

調査の方形周溝墓群が当てられるが、第V次調査地点

から約 100m程の距離を有している。

時代が下がって、大廓様式の前半段階（大廓 I~II

式期）になると、第V次調究のSB32やSB3 9な

どの調査区の西側を中心に展開する竪穴住居群と第w
次調査で確認されている竪穴住居群が居住域と認識さ

れ、墓域として、第 I次、第I1次調査で確認された S

B 1 8を含む方形周溝墓群がそれに当てられる。この

ように、この段階の居住域と墓域は、比較的近接して

同一の台地上に展開して造営されていた事が分かる。

第V次調査で確認されている SZ 2 1は、大廓様式

の後半段階（大廓W式期）の方形周溝墓であるが、こ

れに対応する竪穴住居は、この滝戸遺跡においてまだ

確認されていない。

第I次調査では 2基の円墳が確認されているが、そ

の内、 SZ02は、図ー44の11の須恵器模倣杯より 5

世紀後半代の古墳と認識される。これらの古墳が確認

された事で、滝戸遺跡が立地する丘陵上に、富士地区

では比較的古い段階に相当する 5世紀後半から 6世紀

にかけての群集墳が存在するものと理解される。

-93-



く引用・参考文献＞

赤塚次郎 1990 r廻間遺跡J愛知県埋蔵文化財センター

足立順司 1995 r長崎遺跡N (遺物・考察絹）j静岡県埋蔵文化財調査研究所

伊藤淳史 1996 「太平洋沿岸における弥生文化の展開―駿河湾岸中期弥生土器からの検討ー」

「YAY! J弥生土器を語る会20回到達記念論文集

植松章八 1981 「m住居址床面の二重構造について」「月の輪遺跡群j富士宮市教育委員会

小田原市教育委員会 1987 『千代南原遺跡第W地点j

小野真一• 笹津備洋 1969 「沼津市大廓発見の住居址と土器J「歴史科学」第20輯

小野真一 1970 「第七章 総合的考察」「目黒身j沼津市教育委員会

加納俊介 1981「3 出土土器の編年的位置(2)一月の輪古について一」［月の輪遺跡群j富士宮市教育委員会加納俊

介 1986「東海地方」「シンポジウム“月影式”土器について 報告編j石川考古学研究会

小山岳夫 1990「第3章第4節佐久地方中期後半～後期の弥生土器編年」 「赤い土器を追う」佐久考古6号

佐藤由紀男 1996 「遠江・駿河（中期）」「YAY! J弥生土器を語る会20回到達記念論文集

静岡県埋蔵文化財調査研究所 1994「御殿川流域遺跡群II中島西原田遺跡・八反畑前田遺跡・梅名大曲田遺跡J清水

町教育委員会 199sr瀬戸川遺跡ー第3次調査報告書ー」

杉山治夫 1979 「北神馬土手遺跡とその遺物」「沼津市歴史民俗資料館紀要J3 沼津市歴史民俗資料館

鈴木敏則 1985 「欠山式の地域性」「転機j創刊号

鈴木敏則 1991 「梶子遺跡VIIJ財団法人浜松市文化協会

鈴木敏則 1996 「遠江・駿河（後期）」 「YAY!」弥生土器を語る会20回到達記念論文集

瀬川裕市郎・山内昭二•小野真一 1978 「二本松遺跡の土器と方形周溝墓」 r沼津市歴史民俗資料館紀要2J

沼津市歴史民俗資料館

立花実 1993 「相模における東海系土器の受容」「転機J4号

長泉町教育委員会 1919 r下長窪上野遺跡」

中嶋郁夫 1988 「いわゆる「菊川式」と「飯田式」の再検討」［転機J2号

中嶋郁夫 1991 「東遠江における後期弥生土器編年と土器移動」r東海系土器の移動から見た東日本の後期弥

生土器』第 8回東海埋蔵文化財研究会

中嶋郁夫 1991 「駿河における後期弥生土器編年と土器移動」『東海系土器の移動から見た東日本の後期弥生

土器j第8回東海埋蔵文化財研究会

韮山町教育委員会 1912 r田方郡韮山町神崎遺跡緊急調査概報』

沼津市教育委員会 1970「目黒身j

沼津市教育委員会 1979 「御幸町遺跡第 1次発掘調査概報j

沼津市教育委員会 1980『御幸町遺跡第2次発掘調査概報J

沼津市教育委員会 1981『御幸町遺跡第m次発掘調査概報j

沼津市教育委員会 19s1r八兵衛洞遺跡群発掘調査報告書j

沼津市教育委員会 1985 r築地鼻北遺跡発掘調査概報j

沼津市教育委員会 1989 「豆生田遺跡発掘調査報告書j

沼津市教育委員会 1990 『雌鹿塚遺跡発掘調査報告書 I・II』

比田井克仁 1995 「二重口縁壺の東国波及」［古代j第 lO(}ry- 早稲田大学考古学会

富士市教育委員会 1991 「向山遺跡j

富士宮市教育委員会 1911 r滝戸遺跡発掘調査（第I次）概報j

富士宮市教育委員会 1978「滝戸遺跡発掘調査（第II次）概報j

富士宮市教育委員会 1980 『滝戸遺跡発掘調査（第m次）概報j

-94-



富士宮市教育委員会 1983 「滝戸遺跡発掘調査（第W次）概報J

富士宮市教育委員会 1981 『月の輪遺跡群j

富士宮市教育委員会 19s1r月の輪遺跡群IIJ 

富士宮市教育委員会 1982「月の輪遺跡群IIIJ 

富士宮市教育委員会 1994「月の輪遺跡群NJ

富士宮市教育委員会 1996 r月の輪遺跡群VJ

富士宮市教育委員会 19s5r上石敷遺跡j

富士宮市教育委員会 1993「富士宮市遺跡調査報告 7.N0.105泉遺跡 8.N0.24権現遺跡」『富士宮の遺跡J

富士宮市教育委員会 1994「猪之頭養鱒場内遺跡j

三島市教育委員会 1996 『西大久保•奈良橋向遺跡j

米田敏幸 1991 「2 土師器の編年 1 近畿」「古墳時代の研究j6土師器と須恵器雄山閣

渡井英誉 1993「付編 弥生時代W-3様式について一弥生時代第W様式の画期を模索する一」

「富士宮の遺跡』富士宮市教育委員会

渡井英誉 1994a「月の輪平遺跡第1号住居址出土のS字甕」［庄内式土器研究』 V 庄内式土器研究会

渡井英誉 1994b「東駿河における庄内式期の様相」「庄内式土器研究JVII 庄内式土器研究会

渡井英誉 1996 「東駿河における布留式併行期の様相（前）一土器編年の設定ー」 r静岡県考古学研究JNo28 

静岡県考古学会

＜註＞

註1 夏梅木遺跡については、三島市夏梅木地区の宅地造成に伴う発掘調査が三島市教育委員会によって実施され

ている。調査担当者の鈴木敏中氏のご厚意により出土資料を実見させていただいた。

文献三島市教育委員会 1991「夏梅木遺跡群J(概報）

註2 山木遺跡は、 1950年以来数次の調査により水田跡やそれに伴う木製品や土器が多量に検出された著名な遺跡

で、古墳時代前期を主体とする時代設定が行われている（小野1990)。1995年に県立韮山高等学校のプールの改

修に伴い静岡県埋蔵文化財調査研究所が、中世の韮山城跡として発掘調査を実施した際に、水田跡と同時期の

集落として竪穴住居24軒、掘立柱建物12棟が調査されており、その出土土器に搬入品と思われる台付甕Alが確

認されている。この資料については、静岡県埋蔵文化財調査研究所の羽二生保、笹原芳郎、岩崎しのぶの各氏

にご教示いただいた。

文献小野真一 1990 「山木遺跡」「静岡県史』資料編 l考古一

静岡県埋蔵文化財調査研究所 1996 「静岡県埋蔵文化財調査研究所 年報JX Il 

註3 沼津市文化財センター山本恵ー氏のご厚意により高杯Gが出土している八兵衛洞遺跡C-9号住居址出土土

器を実見する機会が得られた。図ー17の土器編年図に使用している図は、その際に再実測させていただいたも

のを使用している。

文献 沼津市教育委員会 1981『八兵衛洞遺跡群発掘調査報告書』
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く参考＞

野中用水表採資料

野中用水は、滝戸遺跡と野中向原遺跡とを画する谷部から滝戸遺跡の範囲と推定される東側を巡り、潤井川に結

ばれている用水路である。図ー56に掲載した土器は、野中用水と潤井川とが接続する部分の付け替え工事の際に出

土したもので、広口壺Bl、広口壺B3、広口壺Cl、台付甕、小型鉢などが確認されている。これらの土器は、滝戸

遺跡第w次調査開始直前に確認されたものであり、また、その工事地点は第W次調査範囲の東側に近接しており、

第w次調査区の東側に展開する集落に関連する可能性の強い地点である。採集土器の内、全体の器形が分かる180は

頸部が『く」の字に屈曲する大廓JI式期段階の広口壺Clであり、集落の時期と整合していることが分かる。
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第 I次

遺構番号

S Z O 1 

S Z O 2 

SZ03 

S Z O 4 

S Z O 5 

遺構番号

SB06 

SB O 7 

SB08 

SB09 

遺構番号

SK 1 0 

SK 1 1 

SK 1 2 

SK13 

SK 1 4 

SK 1 5 

SK 1 6 

第II次

r一
遺構番号

S Z 1 7 

遺構番号

SB18 

SB 1 9 

SB20 

第V次

r一
遺構番号

S Z 2 1 

長軸 (m)

1 6. 0 

6. 3 

8. 4 

8. 0 

長軸 Cm)

3. 7 2 

4. 9 4 

長軸 (m)

1. 1 5 

1. 0 

1. 3 5 

2. 9 

1. 5 5 

2. 3 

3. 3 

長軸 (m)

5. 4 

長軸 (m)

2. 4 

4. 0 5 

長軸 (m)

9. 1 5 

短軸 (m)

1 2. 0 

5. 3 

短軸 (m)

3. 1 

4. 1 6 

短軸 (m)

1. 7 5 

0. 9 5 

1. 9 

1 . 4 5 

短軸 (m)

短軸 (rn)

2. 2 3 

3. 2 5 

短軸 (m)

深さ Ccm) 

2 0 

3 0 

3 5 

2 0 

3 0 

深さ (cm)

6 

8 

1 0 

深さ (cm)

1 5 

2 7 

1 2 

3 5 

1 7 

2 5 

深さ (cm)

6 0 

深さ (cm)

2 0 

1 8 

3 0 

深さ (cm)

5 5 

第 5表 遺構一覧表①
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備 考

円墳

円墳

SZ05→ SK 1 6 

備 考

SB07→ S Z O 5 

炉跡のみの確認

備 考

備 考

備 考

SB 1 9→ SZ17 

備 考

集落よ り新しい



遺構番号 長軸 Cm) 短軸 (m) 深さ (cm) 備 考

SB22 2 5 

SB23 4 5 

SB 2 4 1 5 SB24→ SB23 

SB25 1 5 

SB26 6. 8 4. 9 2 5 SB26→ SB22 

SB 2 7 

SB28 7 . 5 5. 9 5 3 0 SB28→ SB 2 7 

SB29 SB29→ SB28 

SB30 2. 6 5 6 

SB 3 1 4. 8 4. 2 2 0 

SB 3 2 4. 5 5 3. 9 5 1 5 SB32→ SB 3 1 

SB33 2. 2 1 2 SB33→ SB32 

SB34 3. 0 5 8 S834→ S832 

SB35 3 0 

SB36 4. 5 3. 8 1 0 SB36→ SB35 

SB37 1 0 SB 3 7→ SB36 

SB38 4. 8 5 4. 2 1 5 

SB39 4. 7 5 4. 2 8 1 1 SB39→ SB38 

SB40 SB40→ SB39 

SB41 2 2 

第W次

遺構番号 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (cm) 備 考

SZ42 9. 1 5 6. 7 3 0 

SZ43 2 0 S Z 4 3→ SZ42 

SZ44 5 5 

SZ45 2 5 S Z 4 5→ SZ44 

SZ46 9. 2 7 . 7 5 3 5 

S Z 4 7 4. 9 5 4 0 

SZ48 6. 7 5 3 5 SZ48→ SZ47 

S Z 4 9 7. 0 3 5 

SZ50 1 8 

S Z 5 1 1 o. 3 1 o. 2 6 0 S Z 5 1→ SZ52 

SZ52 7. 2 5 3 0 

S253 6. 6 6. 5 5 0 S Z 5 3→ SZ62 

第 6表 遺構一覧表②

-98-



遺構番号 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (Cm) 備 考

SB54 3. 3 2. 6 1 5 

SB55 4. 1 3. 3 1 2 

SB56 2. 7 5 2. 2 ~5 

SB 5 7 4. 8 4. 2 2 0 

S858 3 5 

SB59 SB59→ SB60 

SB60 6 

SB 6 1 4. 3 3. 8 1 5 

SB62 3. 3 3. 0 3 0 

遺構番号 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (cm) 備 考

SK63 4. 3 5 0. 9 5 2 0 SK63→ SK64 

SK64 2. 4 5 1. 1 5 5 

第 7表 遺構 一 覧表③
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口径
油 出土地点 器種器形 器高 特 徴 調 整 文 様 備 考

底径

I 台付甕 B 18. 4 胎土 きめは細かく石英、長石が 外面 口縁部ナナメハケメ→胴部ヨコハケメ 1/4以下
1 目立つ。 (8本/a,) 外面スス付将

焼成やや便質 口唇部刺突文

色甜橙色

胎土 きめが細かく長石が目立 外面 タテハケメが残る 底部1/3存

2 つ。 内面ナデ
2. 9 焼成普通

色誤橙色

SK 1 6 広口壺 C2 11. 8 胎土 きめが細かく黒色砂粒の 外面 ヘラミガキ、口唇部、頸部ヨコミガキの 2/3存

3 22. 3 混入が目立つ。 ほかはタテミガキ タテ→ヨコ 口縁部内外面赤彩
8,8 焼成普通 内面 胴部上位と底部ヨコハケメ (9本/ca)

色調 （外～口縁部内）橙色
（内） 黄灰色

●● 

S Z O 5 壺 胎土 きめが粗く、 ,J,2 .-3.., の 内面胴部ヨコハメ (8本/cu) 底部全周

4 小石が多いn 外面赤彩

9. 7 焼成普通
色謁 （外）にぷい黄橙色

（内）灰黄色

S Z O 3 広口壺 B3 13.8 胎土 きめはやや粗く、 ,p1 1111の 口縁部 内面にハケメが残る (10本/ca) 口縁部1/3存
5 砂粒が目立つ。 口縁部赤彩？

焼成普通
色調黄橙色

広口壺C1 14. 4 胎土 きめはやや粗<、 "'1.., の 外面ハケメ 1/4以下
6 小石が目立つ。 文様 口縁部内面縄文(LR)

焼成普通
色調 にぶい橙色

広口壺E 0, 2 胎土 きめが粗く、黒色砂粒が目 口縁部1/4以下
7 立つ。

焼成普通
色関 にぶい黄橙色

広口壺B1 7. 1 胎土 きめは細いが、</>2-3.., 折り返し部剌突文 口縁部1/3存
8 （小型） の小石が目立つ。

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

胎土 きめは細かく、黒色砂粒が 外面 ヨコミガキ 口縁部1/4以下
9 目立つ。

7. 2 色関 （外）にぶい橙色
（内）灰黄褐色

胎土 きめが粗く、長石の混入が 外面 クテハケメが残る 底部全周
10 目立つ。 底部 ドーナツ底 ドーナツ底

4.2 焼成やや飲質
色翡橙色

S Z O 2 須恵器 10. 1 胎土 非常に緻密な胎土で、混入 体部外面ヘラケズリ→粗い 須恵器模倣杯
11 模倣杯 4. 8 物が少ない。 ヘラミガキ ほぼ完存

雲母が、少量見られる。 口縁部外面～内面ヨコナデの後粗いヨコミガキ
焼成良好
色調明黄（茶）褐色

S Z O 2 須恵器 胎土緻密で、石英が目立つ。 外面突帯 須恵器
12 高杯 焼成硬質 文様波状文

色関灰色

S Z O 2 石製模造品 長さ 4.2 石質滑石 石製模造品？
13 2ヽ.1 

恥 o.2 孔径 0,55 
重さ3.4g （内） o. 30 

S Z O 2 広口壺 B3 胎土 きめが細かく、長石、石英 文様 口縁部内面ハケ状工具よる押引文
14 が目立つ。

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

S Z O 5 台付甕C 胎土 きめはやや粗く、石英、長 外面 タテハケメ→口唇部ヨコハケメ 外面スス付着
15 石が目立つ。 内面 ヨコハケメ (7本le□）→口唇部ヨコナデ

焼成普通
色調 にぶい褐色

S Z O 5 高杯 胎土石英が、目立つ。 外面 ナナメハケメ (7本/cm)→上位ナデ 搬入品であろう？
16 焼成やや硬質 内面 ナナメハケメ＋端部ヨコハケメ→中位ナ

色盟浅黄橙色 デ

広口壺 E 胎土 細い黒色砂粒の混入が多い 外面 タテハケメ (1本/c11)
17 S Z O 5 焼成普通 口縁部内面～端面縄文 (LR,RL) 

色訊橙色

第 8表 遺物観察表①
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口径

伽 出土地点 器種器形 器高 特 徴 誤 整 文 様 価 考
底径

I S Z O 5 広口壺 E 胎土 きめはやや粗く、黒色砂粒 文様 内面細文 (RL)

18 が目だっ。 外面 ．ナナメハケメ (6本/c11)
焼成普通
色甜 明黄褐色

台付甕C 胎土 きめは粗く長石、 が目立つ 外面 タテハケメ (9本/cm)口唇部ヨコナデ

19 焼成やや硬質 内面 口縁部タテハケメロ唇部ヨコナデ
色閑 （外）橙色 胴部ヨコナデ

（内）にぶい褐色

台付甕C 胎土 きめはやや粗く、石英、長 外面 タテハケメ (11本/cm)口唇部剌突文

20 石が目立つ。 内面 ヨコハケメ
焼成普通
色関 にぶい橙色

台付甕C 胎土 きめはやや粗く、石英、長 外面 タテハケ メ(7本/ca)→口唇部ヨコハケメ

21 石が目立つ。
焼成普通 内面 ヨコハケメ→口唇部ヨコナデ
色関 にぶい褐色

台付甕A 胎土 長石の混入が、やや目立つ 外面粗いクテハケメ (6本/ca) S字甕搬入品
22 焼成硼質

色閑浅黄色

広口壺B3 胎土 きめが粗く、黒色砂粒が目 表面肌荒れ、整形不明
23 立つ。

焼成普通
色調 （外）橙色（内）灰褐色

胎土 きめが粗く 、長石を含む。 文様 縄文(LR)上部を ヨコナデに磨り消す＋連
24 焼成普通 籟文＋縄文

色調 （外）朋黄褐色
（内）黒褐色

胎土 "'l 1111の小石の混入が顕著 文様 剌突による横線＋擬縄文＋縄文(RL)

25 焼成普通
色巽 （外）橙色（内）褐灰色

胎土 "'1 1111の小石の混入が、目 文様擬縄文
26 立つ。

焼成普通
色関 （外）橙色

（内）にぶい橙色

広口壺 Bl 胎土 きめはやや粗く、黒色砂粒 内外面 ハケ(8本/cm)の後赤彩 口縁部 内外面赤彩
27 が目立つ。 口唇部 内面円形貼付文

焼成普通
色調橙色

広口壺A1 胎土 きめが細かいが¢,1 !Illの小 複合部外面棒状貼付文端面縄文(LR)

28 石が目立つ。
焼成やや硬質 頭部 外面ハケメ (5本/ca)が残る
色関 にぶい黄褐色

広口壺 B1 胎土 きめが細かく、混入物が少 内外面 ハケメ(5本/ca)の後ヘラ ミガキ
29 ない。

焼成普通
色甜 1こぶい橙色

SK 1 4 広口壺E 胎土 きめが細かく．．黒色砂粒が 外面 タテハケメ (8本/ca)→口縁部ヨコナデ
30 やや目立つ。 頸部タ テナデ

焼成やや硬質 口縁部内面～端面縄文(RL)

色調橙色

胎土 "'1 lllllの石英、が目立つ。 外面 口緑部タテハケメロ昏部ヨコナデ
31 焼成やや硬質 胴部ナデ

色誤l （外）にぷい橙色 内面 口縁部ヨコハケメ (4本/cu)胴部ナデ

（内）灰黄褐色 ・

台付甕C 胎土 きめがやや粗く石英、長石 外面 ナナメハケメ (9本/cヽ ）口唇部刺突文

32 が目立つ。 内面 ヨコハケメ
焼成やや軟質
色謁 にぶい赤褐色

胎土 やや粗く、石英、が目立つ 外面 端部ヨコハケ メ→タテハケメ (5本le曇｝ 脚台端部内面折り返ー

33 焼成普通 し
色閑 にぶい黄橙色

広口壺A2 胎土 石英、長石、金雲母が含ま 複合部外面 棒状貼付文

34 れる。 外面ハケメ (8本/c鳳）
焼成 やや硼買
色誤l （外）橙色（内）褐灰色

第 9表 遺物観察表②
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口径

Nn 出土地点 器種器形 器高 特 徴 関 整 文 様 備 考
底径

I 広口痰 B1 胎土 長石の混入が少量認められ 文様 口縁端部内面、折り返し部に縄文(LR)
35 る。 外面 ナナメハケメ (5本/c•)が残る

焼成普通
色調橙色

広口壺 B3 胎土 きめがやや粗く 、長石、石 内外面 ハケメの後ミガキ 口縁部内外面赤彩
36 英が目立つ。

焼成普通
色調橙色

広口壺 E 胎土 ややきめが粗く 、黒色砂粒 文様 口縁部内面縄文(LR)辿鎖文＇
37 が目立つ。

焼成 やや硬質

色誤 （外）明皮褐色
（内）灰黄褐色

胎土 ややきめが細かく、黒色砂 文様 縄文(LR,RL) +円形貼付文
38 粒が目立つ。 内面屈曲部

｀ 焼成普通
色関橙色

胎土 石英、長石、金猛母が見ら 文様 縄文(LR,RL) +円形貼付文
39 れる。

焼成普通
色調橙色

胎土 きめが細かく、石英が目立 文様 縄文(LR,) +円形貼付文
40 つ。

焼成普通
色関橙色

胎土 きめが粗<、 ,f,1-2●● の 文様縄文(LR,RL) +連鎖文
41 小石が目立つ。

焼成 やや硬質
色巽 （外）橙色

（内）にぶい黄橙色

胎土 きめは細かく、黒色砂粒が 文様縄文(LR)+連鎖文
42 目立つ。

焼成普通

色巽（外）橙色（内）にぶい橙色

43 胎土 きめは粗く、黒色砂粒が目 文様縄文(LR)+連鎖文
立つ。

焼成普通
色製 （外）橙色（内）灰黄褐色

44 胎土 小石の混入が目立ち、きめ 文様擬縄文
はやや粗い。

焼成普通

色閾（外）橙色（内）にぶい橙色

46 胎土 石英、長石を含む 。 ~1●●
の小石が多い。

焼成 やや硬質

色関 （外）橙色（内）にぶい橙色

n s・z 1 1 台付甕D 19. 1 胎土 きめがやや粗く、砂粒の混 外面 頸部タテハケメ→胴部ヨコハケメ 1/2存
46 入が目立つ。 (5本/c•)

焼成普通 折り返し部ハケメ→剌突文
色綱 にぶい黄橙色 内面 口縁部ヨコハケメ→胴部ナデ

47 S B 1 8 胎土 きめが粗く石英、長石が目 外面 タテハケメ (10本/ca) 内面赤彩脚台部1/2
立つ。 内面 ヨコハケメの後ヨコナデ 存

10. 0 焼成 やや軟質
色調 （外）にぶい黄褐色

（内）橙色

48 S B 1 8 胎土 きめが細かく、石英、黒色 文様 外面肩部波状文十円形刺突文 胴部 2/3存
砂粒を含む。 内面 底部ハケメ以外ヨコ方向のヘラナデ 表面剥離

3. 2 焼成普通 外面赤彩
色調 （外） 1こぶい黄橙色

（内）橙色

49 SB 1 8 高杯D 33. 7 胎土 きめは細かいが、黒色砂粒 文様 折り 返 し部ナナ メハケメ (11-12本/ca) 1/4以下
が目立つ。 ＋卑l突文

焼成普通

色関浅黄橙色

50 胎土 きめが、粗く、石英の混入 外面 クテミガキ？ 接合部全周
が目立つ。

焼成普通

色調橙色

第10表 遺物観察表③
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口径

No. 出土地点 器種器形 器高 特 ~t 誤 整 文 様 備 考
底径

51 広口壺 B3 19. 2 胎土 きめは細か く、黒色砂粒が 文様 折り返し部、口 緑部内面縄文(LR) 1/ 4以下
目立つ。 外面 タテハケメ (7本le霞）

焼成普通
色糾 だいだいい ろ

52 広口壺E 9. 3 胎土 きめは細か く、黒色砂粒が 外面 タテハケメ (7本/cm)が残る 1/4以下
目立つ。 内外面赤彩

焼成やや硬笠
色糾赤褐色

53 胎土 やや緻密で、黒色砂粒が目 外面 ヨコミガキ 胴下半1/2存
立つ。

5. 3 焼成 普通

色調 （外）にぷい黄橙色
（内）橙色

54 2. 0 胎土 きめが粗＜、 黒色砂粒が目 外面タテハケメ (4本/ca) 1/2存
4,0 立つ。
1. 6 焼成普通

色潤 （外）にぷい黄橙色
（内）にぷい橙色

55 台付甕 胎土 やや粗く石英、金雲母、長 外面 ナナメハケメ (6本/c11)口唇部面取り S字甕搬入品
石が認められる。 内面 ヨコハケメ

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

56 広口壺A1 胎土 きめが粗 く、黒色砂粒が目 外面 ナナメハケメ (7本/ca)+棒状貼付文
立つ。

焼成普通

色閑橙色

57 S Z O 5 広口壺 B1 胎土 黒色砂粒の混入が目立つ。 外面 ナナメハケメ (7本/ca)
焼成普通
色閑 1こぶい黄橙色

58 広口壺 E 胎土 "'1 ,., の小石が比較的多く 文様 口縁部、内面縄文(RL)+連鎖文
見られる。

焼成普通
色閑 （外）橙色（内）灰黄褐色

59 広口壺 E 胎土 きめは細かいが、 ~1 .,の 外面 ナナメハケメ (6本/ca)をナデ消す。
小石が目立つ。 文様内面縄文(RL)

焼成普通
色調 にぶい橙色

60 胎土 きめが細かく 、黒色砂粒が 口縁部 2段の輪積み痕を残す。
目立つ。 文様 内面縄文(RL)+円形貼付文

焼成普通
色巽 にぶい橙色

61 胎土 きめが細かく、石英、長石 文様 剌突による横線＋縄文(LR)
が目立つ。 外面 文様帯以外タテ ミガキ

焼成普通
色諷 （外）明黄褐色

（内）灰色

62 胎土 きめが細かく、黒色砂粒が 文様 剌突による横線 (2条）＋擬縄文
目立つ。 （羽条文）

焼成普通

色調 （外）橙色（内）灰黄色

63 胎土 石英、長石を少量含む。 外面 口縁部タテハケメ 胴部ヨコハケメ
焼成普通 (6本/ca)
色禍橙色

N S Z 4 4 台付甕 C1 14. 9 胎土 ¢2 -3●●nの小石を若干含 外面 口縁部タテハケ→胴部上半ヨコハケ 脚台部欠損
64 む。 胴部下半タテハケ(6本le●） 外面スス付着

焼成やや硬質 口唇部ナナメハケメ＋剌突文
色調 にぶい黄橙色 内面 口縁部ヨコハケメ

65 S Z 4 4 台付甕 C1 22. 3 胎土 ¢,2 -3昌nnの小石を多量に 外面 口縁部タテハケメ→胴部ヨコハケメ 脚台部欠損
含む。 (8本/ca) 胴部ハケメの後ナデ

焼成やや硬質 口唇部ヨコハケメ＋剌突文
色巽 橙色 内面 口縁部ヨコハケメ 底部ヨコハケメ

胴部ハケメの後ナデ

66 S Z 4 4 台付甕D 24, 8 胎土 小石を多量に含む。 外面 ナナメハケメ (6本/ca) 口縁部1/3存
焼成普通 折り返し部剌突文
色調 にぶい橙色-iこぶい黄橙色 内面 ヨコハケメ

第11表 遺物観 察 表 ④
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口径

l No. 出土地点 器種器形 器高 特 徴 課 整 文 様 備 考
底径

67 S Z 4 4 胎土 ，Jヽ 石を多景に含み、若干の 1I 外面 クテハケメ (8本/o,J 接合部残存
毀母が見られる。 外面スス付着

焼成普通
色閲 （外）橙色

（内）にぶい黄褐色

68 S Z 4 4 広口壺 B1 19.2 胎土 小石を多菰に含む。 文様 内面縄文(LR)円形貼付文 口緑部ほぼ完存
焼成普通 口縁部上位クテハケメ (10本le量） 内面赤彩が残る
色閑橙色

69 S Z 4 4 胎土 小石を多量に含む。 文様 縄文(LR)2段を連餡文で区切る＋円形貼 胴部ほぼ完存
焼成普通 付文 底部穿孔

8. 3 色詞 にぶい黄橙色 底部木葉痕 68と同一個体の可
能性有

70 S Z 4 4 胎土 緻密で小石を含む。 外面 ヨコミガキ 胴部下半1/3存
焼成 やや硬質 内面 肌荒れ、下位にヨコハケメ (8木/en)

7. 6 色調 （外）橙色
（内）黄橙色～灰黄褐色

71 S Z 4 4 胎土 緻密で小石を大量に含む。 内面 ヨコハケメ (6本/cm) 底部 2/3存
焼成やや硬質 底部木葉痕

10.1 色関 （外）橙色

（内）灰黄褐色

72 S Z 4 4 胎土 小石を大景に含み、若干の 外面頸部円形貼付文(1X6)位 胴部完存
15. 4 雲母含む。 底部木葉痕 底部穿孔
10. 9 焼成普通 内面 下位ナナメハケメ上位ナナメ →

色調橙色 ヨコハケメ (8本le璽）

73 S Z 4 7 広口壺 C1 16,3 胎土 きめが粗く、黒色砂粒が目 外面クテハケメ残る (10本/ca) 1/4以下
立つ。

焼成普通
色閲 （外）橙色

（内）にぶい橙色

74 S Z 4 7 胎土 きめがやや粗く、黒色砂粒 底部 2/3存
が目立つ。

8,0 焼成普通
色調 （外）にぶい黄橙色

（内）にぶい黄橙色

75 S Z 5 2 胎土 小石を多量に含み緻密。 外面 頸部タテミガキ、胴部ヨコミ ガキが残る 胴部 3/4存
焼成普通 底部木葉痕 胴部上位ヨコハケメ

8. 3 色網 にぶい黄橙色 (12本/cm)
内面 接合部ナデ ロ縁部ヨコミ ガキ

76 S Z 5 3 広口壺A2 26.8 胎土 小石を多く含み非常に緻密 文様頸部外面縄文 (LR,RL,LR)連籟文、 口縁部2/3存
（大型） 焼成普通 棒状貼付文(6X 4) 外面～口縁部内面

色悶 （外）にぶい黄橙色 複合部縄文(RL,LR)棒状貼付文 赤彩
（内）灰黄褐色 外iiii 頸部タテミガキ

内面 口縁部ヨコミガキ
胴部ヨコハケメ (10本/ca)

77 S Z 5 3 胎土小石を多く含む。 外面 タテハケメが残る 底部木葉痕 胴部完存
焼成普通 内面 口縁部ヨコミガキ 外面赤彩

9. 4 色調橙色 胴部ヨコハケ メ(8本le重）

78 台付甕 C2 21. 6 胎土 ~l 1111の小石を多皇に含む 外面 頸部タテハケメ→胴部ヨコナナメハケメ
焼成良好 (8本/cm)
色調 明茶褐色 口唇部ヨコハケメの後剌突文

内面 口縁部ヨコハケメ

79 SB 6 0 広口壺D 11. 6 胎土 長石、黒色砂粒が目立つ。 外面 ヨコ→タテハケメ (8木/cm) 1/4以下
焼成普通 口唇部 押し引き状の剌突文
色閑 （外）黄灰色（内）橙色

80 K-20 胎土 石英、長石が目立つ。 外面 ナナメ→クテハケメ (7本le層） 1/4以下

焼成調 普通 内面ヘラナデ
11. a 色 橙色

81 L -1 7 21. 2 胎土 小石、雲母を含む。 外而 折り返し部連続する棒状貼付文 1/4以下
焼成普通 文様 内面波状文＋縄文(RL,LR)円形貼付文

色潤 （外）胃灰褐色
（内）黄褐色

82 L -1 7 広口壺 B1 21. 2 胎土小石、塞母を含む。 外面 折り返し部連続する棒状貼付文 1/4以下

焼成普通 文様 内面波状文＋縄文(RL,LR)円形貼付文 81と同一個体か

色拇 （外）青灰褐色
（内）黄褐色

第12表 遺物観察表⑤
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口径

出土地点 器種器形 器高 特 徴 誨 整 文 様 備 考
底径

83 D-4 広口壺 B1 胎土 きめは粗<、 ,p1四の小石 外面 タテハケメ (8本/c11) 脚台部ほぼ完存
が目立つ。 内面下半ヨコハケメ 上半ヨコナデ

11. 6 焼成普通
色調 にぶい黄橙色

84 C -3 台付甕 13.6 胎土 小砂を多く含む。 外面 ヨコハケメ →タテハケメ (6本/cm)→胴上 1/4以下
半ヨコミ ガキ ロ縁部タテハケメ

内面 ヨコハケメ→胴上半ヨコミガキ
口縁部ヨコハケメ

85 D-3 台付甕 17. 2 胎土 きめが粗く、石英、長石が 外面 頸部クテハケメ以外ナデ 1/3存
目立つ。 内面 頸部 ヨコハケメ以外ナデ 外面スス付着

焼成やや軟質 胴中位接合部捧状工具によるヨコナデ

色調褐色

86 C -3 鉢 A1 ? 19.0 胎土 きめはやや粗く、黒色砂粒 折り返し部剌突文 1/4以下
C -4 が目立つ。

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

87 C -3 鉢 A1 or 16.9 胎土 きめが粗く、 ,J,1 .. の小石 口縁部 内面ヨコハケメ (7本/ca) 1/4以下

高杯A1? が多い。 折り返し部～内面
焼成普通 赤彩

色閑橙色

88 D -3 広口壺 C 10.0 胎土 きめは細かく、石英、長石 口縁部 内外面指頭痕が目立つ。 1/3存
が目立つ。

焼成 やや軟質

色調橙色

89 S Z 4 8 胎土石英、長石が目立つ。 文様外面擬縄文 (3段）

焼成普通
色調 （外）橙色 （内）黄灰色

90 S Z 5 3 高杯 D 胎土 きめはやや粗く、黒色砂粒 外面 ナナメハケメが残る

が目立つ。 折り返し部剌突文

焼成普通 口唇部内面 円形貼付文

色調 （外）にぶい橙色
（内）明灰褐色

91 S Z 5 3 高杯 胎土 きめはやや粗く、石英、長 口唇部剌突文 内外面赤彩

石が目立つ。
焼成 やや硬質

色巽赤色

92 SB 5 4 小型高杯A 胎土石英、長石が目立つ。 内外面 ヨコ ミガキ
焼成やや硬質 外面横線文
色調 （外）橙色 （内）灰褐色

93 S B 5 6 台付甕 C 胎土 きめは細かいが、¢,1 ... の 外面 口縁部タテハケメ→胴部ヨコハケメ 外面スス付着
小石が多く見られる。 (10本/ca)

焼成普通 内面 口縁部ヨコハケメ

色祖 （外）黒色

（内）にぷい黄褐色

94 S B 5 6 台付甕F1 胎土 きめが粗く、石英、長石が 外面 口縁部ヨコナデ頸部タテハケメ→

目立つ。 胴部ナナメハケメ (7本/ca)
焼成普通 内面 口唇部ヨコナデ以外ヨコハケメ

色調 にぶい橙色

95 S B 5 6 胎土石英、長石が目立つ。 外面 ハケメの後粗いミガキ 断面一部磨滅
焼成普通
色調 にぶい褐色

96 S B 5 6 広口壺A2 胎土 きめは粗く、石英、黒色砂 複合部 縄文(LR) 棒状貼付文

粒が目立つ。
焼成普通

色甜 （外）褐色

（内）にぶい黄橙色

97 SB 6 6 広口競 B3 胎土長石、砂粒が目立つ。 外面 タテハケメ (8本/c11)
焼成普通 内面文様縄文(RL)

色悶 にぶい黄橙色

98 S B 6 6 広口壺 B1 胎土 きめは粗い、黒色砂粒が目 口唇部にヨコハケメが残る 内外面赤彩
つ。

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

99 SB 5 6 広口壺 B1 胎土 きめがやや粗く、黒色砂粒 口唇部 内面竹管文
目立つ。

焼成普通

色調橙色

第13表 遺物観察表⑥
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口径

ぬ 出土地点 器種器形 器高 特 後 甜 整 文 様 備 考
底径

100 S D 5 6 胎土 きめが細かく、黒色砂粒が 文様外面縄文(LR)辿籟文 外面赤彩
目立つ。

焼成普通
色調 にぶい橙色

101 S B 5 6 胎土 きめは細かく、石英、長石 外面タテハケメ 底部木葉痕 断面磨滅
が目立つ。 内面 ヨコハケメ→タテハケメ (10本/ca) 転用土器

焼成普通

色甜 （外）にぶい黄褐色
（内）灰色

102 SB 5 8 台付甕 胎土 きめは細かく、石英、長石 外面 タテハケメ ロ唇部押捺文
が目立つ。 内面 ヨコケメメ (7本le冒）

焼成普通
色甜 1こぶい橙色

103 S B 5 8 台付甕C 胎土 きめは細かく、石英、長石 外面 タテハケメ ロ唇部ヨコナデ
が目立つ。 内面 ヨコハケメ (8本/ca)

焼成やや飲 償

色調 （外）にぶい黄褐色
（内）にぶい黄橙色

104 S B 5 8 台付甕 C 胎土 きめは細かく、長石が目立 外面 タテハケメ (11本/ca)
つ。 内面 ヨコハケメ

焼成 やや飲質

色団橙色

106 SB 5 8 胎土 石英、長石が目立つ。 外面 ナナメハケメ (12本/ca)
焼成普通 内面 ヨコハケメ
色謁橙色

106 SB 6 0 広口壺 B1 胎土 きめは細かく、黒色砂粒が 口唇部 剌突による鋸歯文
目立つ。 内面 ヘラ描による網目文

焼成普通
色関 にぶい橙色

107 C-3 台付甕 C 胎土石英、長石が目立つ。 口縁部 ヨコナデ 外面スス付着
焼成普通 胴部 内外面ヨコハケメ (8本/ca)
色調橙色

108 C-3 広口壺A2 胎土 きめが粗く、黒色砂粒が目 複合部 外面ヨコハケメ (10本/ca)が残る。
立つ。

焼成普通
色頴橙色

109 C-3 広口壺 B3 胎土 きめが粗く、石英、長石が 文様 内面縄文 (RL,LR) 
目立つ。

焼成普通
色関橙色

110 C-3 広口壺 B3 胎土 きめが細かく石英、長石、 文様 内面縄文(LR)円形貼付文
C-4 金雲母が見られる。

焼成普通
色関 にぶい橙色

111 C-3 広口壺B3 胎土 石英、長石、金雲母が目立 文様 内面縄文(LR)2段
C -4 つ。

焼成普通
色調 （外）橙色

（内）にぶい黄橙色

112 広口壺 B1 胎土 きめはやや粗く、石英の混 文様 内面波状文＋縄文(LR)円形貼付文
入が目立つ。 折り返し部剌突文

焼成普通
色関 1こぶい黄橙色

113 J -1 4 胎土 きめは粗く、石英、長石な 外面 下位ナナメハケメ (10本/ca)→ヨコミガ
ど小石が目立つ。 キ

焼成普通 上位文様縄文(RL)連鎖文
色調 （外）にぷい橙色 内面 下位ヨコハケメ

（内）にぷい黄橙色

V 台付甕C2 12. 7 胎土 きめはやや粗く、黒色砂粒 外面 タテハケメ (8本/ca) 1/2存
114 SB 3 9 長石、石英が目立つ。 内ilii ヨコハケメ 外面スス付祖

焼成普通
色関 にぶい黄橙色

115 SB 3 9 胎土 砂粒を含みやや緻密。
焼成普通

外面 クテハケメ (6本/ca) 脚台部 1/4存

色巽 （外）黄橙色

（内）橙色
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口径

No. 出土地点 器種器形 器高 特 徴 関 整 文 様 備 考
底径

116 S B 3 6 胎土 きめが粗＜、砂粒が目立つ 外面 タテハケメが残 る 脚台部完存
焼成軟質 内面 下位ヨコハケメ (9本le国） 脚台部内外面赤彩

8. 1 色閑 にぶい橙色

117 S B 3 6 胎土 きめが細かく 、砂粒がやや 外面 ナナメハケメ (5本/ca)→粗いタテナデ 1/4以下
目立つ。 内面 ヨコナデ

11. 2 焼成普通
色訊 （外）にぷい黄色

（内）にぷい黄橙色

118 S B 3 5 胎土 小石（長石）の混入が多い 外面擬縄文（羽状）＋縄文 (RL,LR)連籟文 1/4以下

＋ 焼成硬慣 内面 下位ナナメハケメ (5本/c1)
S B 3 6 色糾 にぶい黄橙色

119 S B 3 5 胎土 きめは粗＜、黒色砂粒が目 外面 下位クテハケメ (8本/ca)を残す 底部2/3存
立つ。 不明瞭なド ーナツ底

7. 9 焼成普通 内面 ヨコハケメ
色閑 （外） 1こぶい黄橙色

（内）褐灰色

120 SB 3 8 胎土 やや粗く，石英，長石が目 外llii 下位タテハケメ (7本/ca)→ヨコハケメ 胴部 1/2存
立つ 内面 下位ヨコハケメ→ヨコミ ガキ 内外面赤彩

焼成 やや軟質
色謁橙色～赤褐色

121 S B 3 8 胎土 細かい砂粒の混入が目立つ 外面粗いタテハケメ 脚台部 1/3存
焼成普通 内面 ヨコハケメ (11本/ca)

7.6 色 調 黄 橙 色 接合部上面指頭痕有

122 S B 3 8 胎土 細かい砂粒を多 く含む。 外面 タテハケメ→タテミ ガキ 底部 1/2存
焼成普通

7. 4 色調 （外）黒褐色-Iこぶい黄橙
色

（内）にぶい黄橙色

123 SB 3 0 鉢or 14. 5 胎土 砂粒及び小石を含む。 外面 胴部にタテハケメが残る 1/4以下

高杯？ 焼成軟質 口唇部剌突文
色詞 にぶい橙色 内面 頸部～口縁部ヨコハケメ (5-6本/c1)

124 SB 3 0 胎土 細かい砂粒を若干含む。 外面 下位タ テハケメが残る 底部 1/4存
焼成普通 内面 ヨコハケメ (10本/cm) 外面赤彩

8. 2 色謁 （外）にぶい黄橙色
（内）褐灰色

125 S B 3 2 台付甕C2 10. 8 胎土 砂粒の混入が目立つ。 外面 胴部ヨコハケメ→タテハケメ (7本/ca) 胴部 2/3存
焼成普通 口唇部 内外面 ヨコナデ
色誤 にぶい橙色 内面 ヨコハケメ

126 S B 3 2 広口壺 B1 U.5 胎土 砂粒を含み金雲母が少量見 内面 ヨコミ ガキが残る 1/4存
られる。

焼成普通
色調 にぶい黄橙色

127 SB 3 2 広口壺B3 15. 9 胎土 砂粒の混入が目立つ。 表面磨滅 1/4存
焼成やや悪い
色誤 にぶい橙色

128 S B 3 1 広口壺C 12. 7 胎土 砂粒の混入が非常に多い。 表面の凹凸が 目立つ。 口縁部 1/4存
焼成やや悪い 口唇部をわずかに折り返す部分がある 内外面赤彩
色関 にぶい橙色

129 S B 2 8 短頸壺 B 14. 4 胎土砂粒、震母を含む。 外面 口縁部ナナメハケメ (6本/ca) 1/4以下
焼成普通 胴部粗いヨ コハケメ が残る
色調 （外）橙色 内面 ヨコハケメが残る

（内）黄灰色

130 SB 2 8 広口壺 C1 17. 4 胎土 砂粒を含む。黒色粒が目立 外面 ナナメハケメ →タテミ ガキ 1/4以下
つ。 (8本/ca)

焼成普通 内面 ヨコナデ
色調 （外）橙色 文様縄文(RL)2段＋ 円形貼付文

（内）にぶい橙色～黄灰色

131 S B 2 8 胎土 細かい砂粒を含む 外面 タテハケメ (8本/ca) 1/4以下
焼成普通 内面 ヨコハケメ
色配l （外） にぶい橙色

（内）にぶい赤ほ色

132 SB 2 8 台付甕C2 20. 6 胎土砂粒、小石を含む。 外面 胴部ナナメ→クテハケ メ(7本/ca)→ 胴部 1/4存
焼成やや硬質 口縁部ナナメハケメ ロ唇部剌突文
色関 （外）にぷい黄橙色 内面 口縁部 ヨコハケメ

（内）灰黄褐色

第15表 遺物観察表⑧
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口径

油 出土地点 器種器形 器高 特 徴 調 整 文 様 備 考
底径

133 SD 2 8 胎土小石、砂粒を含む。 外而 タテハケメ →端部ナナメハケメ (7本/c国） 脚台部完存

焼成普通 内面下位ヨコハケメ 甕部スス付行

9. 3 色関 にぶい黄橙色

134 SB 2 8 胎土砂粒を含む。 外面粗いタテハケメ 脚台部 1/4存
焼成普通 内面下位ヨコハケメ (7本/cm)

11. 8 色調 （外）にぷい橙色
（内）にぶい黄橙色

135 S B 2 7 広口壺 C1 13. 4 胎土 砂粒の混入が多く、黒色粒 外面 ナナメハケメ→タテミガキ 口縁部 1/4存
子が目立つ。 内面 ヨコミガキ 内外面赤彩

焼成普通
色閑 にぶい黄橙色

136 S B 2 7 胎土 砂粒の混入が多い。 外而 ヨコミガキ 胴部 1/2存
焼成普通 内面 ヨコハケメ (12本Jc国） 外面タ ール状の付

9.4 色調 にぶい黄橙色 接合部ヘラナデ 着外面赤彩 ・

135と同一個体

137 S B 2 6 台付甕B 17. 7 胎土 砂粒を若千含み徴密。 外面 ヨコハケメ (8本/c11) 1/4以下

焼成やや硬質 口唇部刺突文 外面スス付着
色諮 にぶい橙色 内面 ヨコハケメ

138 SB 2 6 台付甕 B 17. 8 胎土砂粒の混入が多い。 外面 タテハケメ 口縁部 1/4存
焼成やや軟質 口唇部剌突文
色調 （外）明黄褐色 内面 口縁部にヨコハケメが残る

（内）橙色

139 SB 2 6 鉢 8. 7 胎土 細かい砂粒を含む。 外面 ヨコハケメが残る 完存

（覆土上層） 6,6 焼成普通
2.3 色調 にぷい橙色

140 SB 2 6 鉢 9. 4 胎土 細かい砂粒を含む。 外面 タテハケメ (6本/ca) 1/3存
（覆土上層） 7. 5 焼成普通 口縁部ヨコナデ

3. 4 色調 にぶい橙色 内面 肩部ヨコハケメ

141 SB 2 6 鉢A 1 9. 2 胎土砂粒を若千含む。 外面 ヨコミガキ 1/4以下
焼成普通 折り返し部剌突文
色調 （外）橙色 内面 口縁部ヨコミガキ

（内）灰黄褐色

142 SB 2 6 高杯E 28. 4 胎土 砂粒の滉入が多く、黒色粒 外面 タテハケメが残る 脚台部欠損
子を少量含む。 口唇部剌突文 内面タ ール状の付

焼成普通 内面 ヨコミガキ 着物
色調 （外）にぶい黄橙色

（内）褐灰色

143 SB 2 6 広口壺A1 20.2 胎土 細かい砂粒を多く含む。 外面 口緑部タテミガキ 胴部ヨコミガキ 頸部以上 2/3存
焼成普通 1 文様縄文(LR)連鎖文、円形貼付文(1X 

色調 にぷい黄橙色 I 7)複合部ナナメハケメ (10本/c鳳）
棒状貼付文(6X 5) 

内面 口緑部ヨコミガキ 頸部ナナメハケメ

144 SB 2 6 胎土 細かい砂粒を多く含む。 外面胴部ヨコナデ 頸部タテナデ 胴部 2/3存
焼成普通 文様縄文(RL,LR,RL,LR,RL)円形貼付文

8. 0 色詞 （外）にぶい橙色 底部木葉痕

（内）灰褐色 内面 底部と頸部ヨコハケメ (7本le璽）

146 S B 2 2 台付甕C2 胎土 砂粒と細かい金雲母を含む 外面 胴部ヨコハケメ→頸部ナナメハケメ 胴部 1/3存
焼成やや硬質 (7本/cm)
色調 にぶい橙色 内面 ヨコハケメ

146 S B 2 2 高杯 C 15.3 胎土 小石、黒色砂粒を多く含む 外面 杯部ヨコハケメの粗いヨコミガキ ほぼ完存
11. 2 焼成普通 脚台部タテハケメ (8本/en) 杯部内面底部剥離
8. 1 色詞褐色 内面 脚台部ヨコハケメ 杯部口唇欠損

147 S B 4 1 平底甕 胎土 小石の混入が目立つ。 外面 タテハケメ (7本le重） 底部 1/3存
焼成普通

6. 8 色関褐色

148 台付甕A 17. 3 胎土 石英、長石、金雲母が目立 外面 タテ→ヨコハケメ (5本/ca) 1/4以下
つ。 口縁部ヨコナデ

焼成硬質 内面 口唇部不鮮明な沈線が巡る
色調橙色

149 高杯 胎土 きめがやや粗く、石英、長 外而 タテミガキ 接合部全周
石が目立つ。 内面 杯部ヨコミガキ，脚部ヨコハケメが残

焼成普通 る
色閑 1こぶい赤褐色

150 胎土 砂粒、長石の混入が顕著。 外面 タテハケメ (8本/cm) 脚部台 2/3存
焼成普通 内而 ヨコハケメ

11. 4 色土黄橙色

第16表 遺 物観 察表⑨
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口径

No. 出土地点 器種器形 器高 特 徴 調 整 文 様 備 考
底径

167 SB 2 8 広口壺A2 胎土 きめが細かく、黒色砂粒が 外ilii ナナメハケメ (7本/ca) 内外面赤彩
目立つ。 複合部 棒状貼付文

焼成普通

色調 にぶい黄橙色

168 SB 2 8 広口壺 胎土 きめが細かく、黒色砂粒が 外面 上位にタテハケメを残す(9本/ca) 口縁部穿孔あり
目立つ。 複合部ナナメハケメ

焼成普通 内面 文様縄文(LR)小穿孔
色調灰黄褐色

169 SB 2 8 広口壺 C3 胎土 きめは細かく、黒色砂粒を 内面 文様ヘラ描きによる網目文

少景含む。
焼成普通

色閲（外）橙色（内）にぶい橙色

S B 2 8 広口壺 E 胎土 ¢, 2-3.., の小石が目立つ 外面 タテハケメ

170 焼成普通 内面縄文(RL)

色詞橙色

171 S B 3 1 胎土 "'1●●の小石の混入が目立 擬縄文（羽状）．剌突による横線 外面赤彩
つ。

焼成やや硬質

色調橙色

172 S B 3 6 広口壺A 胎土 きめはやや粗く、¢,1 .., 程 複合部 棒状の沈線文 (8 X)  内外面赤彩
の小石が目立つ。

焼成やや硬質

色詞 1こぶい橙色

173 広口壺 C3 胎土 きめは細かく、 "'l1111程の 内面 口唇部剌突による鋸歯文

小石が目立つ。
焼成普通

色詞（外）橙色（内）にぶい橙色

174 台付甕 C 胎土 きめは細かく、石英、長石 外面 口縁部タテハケメ→胴部ヨコハケメ

o r が目立つ。 (4本/ca)
台付甕F 焼成やや硬質 口唇部剌突文

色調灰黄褐色 内面 口縁部ヨコハケメ

175 台付甕 F 胎土 きめは粗く石英、長石を含 外面 口縁部タテハケメ→胴部ナナメハケメ
む。 (6本/c11)

焼成やや硬質 口唇部刺突文

色調 にぶい褐色 内面 ヨコハケメ

176 台付甕A 胎土 金雲母、石英、長石を含む 外面 タテハケメ→ヨコハケメ (5本/ca)
焼成硬質 口縁部ヨコナデ

色潤橙色

177 涸井川河川工 鉢 8.7 胎土 石英、長石を少景含む。 外面 ナナメハケメ →赤彩 ほぼ完存
事地点 5.9 焼成普通 内面 体部上位～口縁部ヨコハケメ 外面赤彩

3.3 色閑 にぶい黄橙色 (11-12本/ca)

178 野中用水表採 胎土 きめは細かく石英、長石が 内面接合部指頭押え 接合部全周
目立つ。

焼成普通
色調 （外）にぶい黄橙色

I 

（内）にぶい橙色

179 野中用水表採 広口壺 C3 20. 0 胎土 きめは細かく、黒色砂粒が 1外面上位タテハケメが残る 口縁部 1/4存
目立つ。 内面文様縄文 (LR,RL)

焼成 普通
色詞 にぶい黄橙色

180 野中用水表採 広口壺 C1 15.9 胎土 きめが粗く、¢,1-2 1111の 表面磨滅 1/2存
小石の混入が目立つ。 1I 内面 頸部接合痕

焼成普通 ・ 

色詞 （外）橙色

（内）にぶい黄橙色

181 野中用水表採 広口壺 B1 20. 6 胎土 きめは細かく、黒色砂粒が 外面 ナナメハケメ 1/4存
目立つ。 内面 口縁端部ナナメハケメ →口縁部ヨコハ 外面～口縁部内面

焼成普通 ケメ (9本le璽） 赤彩
色課 にぶい黄橙色

182 野中用水表採 胎土 きめは細かい、黒色砂粒の 外面 タテハケメ (8本le置）→横位の剌突によ

混入が目立つ。 る横線(3条）
焼成普通 下位はハケメをヘラミガキで消す

色詞 （外）橙色

（内）にぶい黄橙色

第17表 遺 物観 察表 ⑩
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口径

油 出土地点 器種器形 器高 特 徴 調 整 文 様 備 考
底径

151 広口壺 B1 12,8 胎土 きめは細か く、黒色砂粒が 1外面 ナナメハケメ (6本le霞）→ ヨコナデ 1/4以下
目立つ。 折り返し部ナナメハケメ

焼成 普通
色調 （外）にぶい橙色

（内）黄灰色

152 胎土 小石及び黒色砂粒の混入が 底部 1/3存
顕著。

8. 4 焼成普通

色調 （外）橙色

（内）オリープ黄

胎土 きめは細かく、石英、長石 外面 タテハケメが残る 1/4以下
153 黒色砂粒を含む。 外面赤彩

6. 4 焼成普通
色調 （外）橙色

（内）にぶい黄褐色

154 S Z 2 1 台付甕A 6. 3 胎土 金雲母、石英、砂粒を含み 外面 胴部ヘラケズリ→粗いナナ メハケメ 口縁部 1/3存
西溝 緻密。 (5本/cm)

焼成硬質 口縁部ヨコナデ
色課 にぶい黄褐色

156 S Z 2 1 台付甕A 胎土 紐密で金撲母、石英を含む 外面 胴部ヘラケズリ →粗いタテハケメ 脚台部完存
西溝 焼成硬質 (5本/ca) 154と同一個体

10. 3 色調 にぶい黄褐色 脚台部ヨコハケメが残る 外面スス付着
上位に粗いタテヘラヘズリ

内面脚台端部折り返し

166 S Z 2 1 台付甕A 14. 6 胎土 砂粒、金雲母、石英を含む 口縁部ヨコナデ 口緑部 1/4以下
焼成囲質 外面 胴部ヘラケズリ →ナナメハケメ →肩部
色開黄褐色 ヨコハケメ (5本/cm)

157 S Z 2 1 台付甕A 胎土 金撲母、石英の砂粒の混入 外面 胴部ヘラケズリ →タテハケメ (5本/c霞） 脚台部 1/2存
が多く緻密。 脚台部上位ナナメハケメ 外面スス付着

9. 2 焼成観質 内面 脚台端部折り返し 156と同一個体
色調 （外）橙色

（内）にぶい黄橙色

158 S Z 2 1 台付甕A 胎土 砂粒、石英、金冥が目立つ 外面 口縁部ヨコナデ 1/4以下
焼成硬質 胴部ナナメハケメ→ヨコハケメ (7本/cm)
色潤 （外）にぶい橙色 内面 口唇部沈線

（内）にぶい黄橙色

159 S Z 2 1 小型培 9. 0 胎土 設密で金雲母を少量含む。 外面～口縁内面ヘラミガキ 完存
東溝 焼成やや硬質 内面ヘラナデ 底部穿孔

色国 にぶい黄橙色 内外面赤彩

160 S Z 2 1 小型器台 9. 8 胎土 細かい小石、金雲母を含み 外面 ヘラケヅリ ロ縁部ヨコナデ 脚台部欠損
東溝 緻密。 内面 放射状のヘラミガキ 内外面赤彩？

焼成やや硬質

色調 橙色

161 S Z 2 1 台付甕H2 6. 0 胎土 黒色砂粒、小石を含む。 外面 頸部～口縁部ナナメハケメ (9本/cm) 1/4以下
東溝 焼成普通 口唇部刺突文

色調 （外）にぷい黄橙色 内面 胴部ヨコハケメ →口縁部ヨコナデ→
（内）橙色 胴部タテハケメ

162 S Z 2 1 胎土砂粒、小石を含む。 外面 ヨコナデ底部木葉痕 1/4以下
焼成普通 内面 ヨコハケメ (8本/ca)

11. 0 色調（外）灰黄褐色（内）褐灰色

163 S Z 2 1 広口壺 B1 12. 8 胎土砂粒を少量含む。 外面 タテハケメ (9本/ca) 1/4以下
東溝 焼成普通 文様複合部縄文 (LR)

色関 にぷい黄橙色 内面縄文(RL,LR)下端にヨコハケメが

残る。

164 S Z 2 1 胎土小石、黒色、砂粒を含む。 底部木葉痕 1/4以下
東溝 焼成やや硬質 内面 ヨコハケメ (10本/c●） 外面赤彩？

9.6 色躙 （外）黄橙色（内）褐灰色

166 S Z 2 1 胎土砂粒が多い。 外面 タテハケメ → ヨコナデ 底部 1/2存
東溝 焼成普通 内面粗いヨコハケメ (4本/ca)

12. 2 色調 （外）橙色 （内）灰色 I 

166 S Z 2 1 二重口縁壺 22. 0 胎土小石、金雲母を含み緻密。 I!外面 口縁部ヨコナデ下位ヘラケヅリ
東溝 7. 8 焼成普通 胴部ナナメのヘラミガキ

34. 5 色巽にぶい橙色 文様肩部クテハケメの後ヨコハケメ

(7本/ca)ハケメはその下端をヘラミガ

により磨り消す部分がある

内面 口縁部ヨコヘラミガキ
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口径
池 出土地点 器種器形 器高 特 徴 調 整 文 様 備 考

底径

183 野中用水表採 胎土 きめは細かく、長石が目立 外面文様細文(LR,RL)

つ。 内面 ヨコハケメ (5本le口）
焼成普通
色潤 （外）橙色

（内）灰黄橙色

＇ ＇ 
184 S B 2 6 胎土 きめは粗く、長石が目だっ 外面粗いタタキ 製塩土器

,・ 焼成普通 内傾口縁
色調 にぶい買橙色

185 丸腕 10.8 胎土 緻密で石英少歴見られる。 ロクロ形成 高台付碗 瀬戸、美濃
6.6 焼成硼質 施釉 1/2存
4. 9 色調灰白色

186 志野III! 11. 6 胎土 ややきめが粗く、石英が目 ロクロ形成 高台付IIll 顛戸、美濃

2.2 立つ。 施釉 1/4存
6.4 焼成硼質

色関灰白色

187 1V次調査 片口鉢 胎土 ややきめが粗く、石英、の 外面 ヘラナデが見られる 常滑

混入が極めて多い。 片口部
焼成硬質

色調暗赤褐色

188 v次関査 揺鉢 胎土 緻密で石英、長石、黒色砂 内面条線(6条単位） 瀬戸美濃
粒が見られる。

焼成碇質
色詞 暗赤褐色

189 V次調査 鉢 胎土 きめはやや粗く石英、長石 外面 口縁部肥厚、沈線 内外面スス付着
が見られる。

焼成普通
色顕橙色

池 出土地点 種 類 最大長 最大幅 最大厚 孔 径 重 さ 材 質 備 考

190 SB 3 5 磨 石 8.60 3.10 1. 25 49.9g 硬砂岩 住居址堀り方内出土

191 V次謁査 有孔円盤 2.80 2.35 0. 70 0. 40 9.8 蛇紋岩 未製品？ 盲孔

192 SB 3 1 小 玉 0. 90 0.60 0.65 0.30 0. 5 ガラス 住居址覆土中出土

193 S B 2 6 丸 玉 o. 35 0.35 0.25 0.10 0.09 ガラス 住居址床面出土

第 19表 遺物観察表⑫
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I. 遺

A. 土

物

器

本調査で出土した縄文土器は以下の22類である。

1. 早期前半の縄文土器

2. 早期前半の無文土器

3. 清水ノ上式土器

4. 木島式土器

5. 関山式土器

6. 諸磯式土器

7. 北裏C1式土器

8. 五領ケ台式土器

9. 北屋敷式土器

10. 勝坂式土器

11. 曽利式土器

12. 加曽利E式土器

13. 称名寺式土器

14. 三十稲場式土器

15. 堀之内式土器

16. 縁帯文系土器

17. 付加条縄文土器

18. 加曽利B式土器

19. 沈線文が施される土器

20. 縄文が施される土器

21. 無文の土器

22. 上記土器の底部

なお、挿図は基本的に拓影図が1/3、実測図が1/4の

縮尺で掲載している。

1. 早期前半の縄文土器（図ー 1)

第Il調査区より 2点が出土している。 0101は厚手の

尖底を呈する底部で富士黒土層内の出土である。 LR

縄文が比較的はっきりとしたまま底部端まで至ってい

る。本地域の縄文が施される尖底土器は、はっきりと

しない部分が多いが若宮遺跡（注 1) や、 ;J~濁訊遺

跡（注 2)などで、押型文土器に先行する金雲母を多

量に含む表裏縄文土器と、それに続く縄文土器群が知

られている。それは金雲母が目立たなくなり、縄文の

裏面施文が口縁部付近に狭られたり、無くなったりし

てくるもので、伝統的に多いLR縄文と胎土などを考

え合わせると、それらの底部にあたりそうである。

0102は濁った薄いピンク色（明褐灰色）を呈し「す」

の抜けたような軽い感じの土器で、 RL縄文の節も太

く（もっと太いものが目立つ）、これも前述の 2遺跡

に見られた本地域の特徴的な土器である。 0101に続く

位置付けが考えられている。

注1.富士宮市教育委員会他 1983 「若宮遺跡」

注2.富士宮市教育委員会 1989 「小松原A遺跡」

2. 早期前半の無文土器（図ー 2)

第1I調査区の富士黒土層内に一括出土した、 0201に

代表される早期前半の無文土器が見られる。

0201は口径39.5cmの尖底土器で、底部から 3分の 1

を欠く。非常に粗い作りで縦のナデが無造作に行われ

口縁部付近には指頭によるオサエが目立つ。そのため

口唇部は弱い波状になったり、部分的に丸頭や尖頭に

なったりもしている。全体的な器形は黒田向林遺跡!¥lo.

191土器（注1)に似て、胎土には少しの繊維と大粒

の石英や長石などのガラス質の鉱物を多く含むなど共

通点が多く、おそらく高山寺式土器に併行する無文土

器に考えても良いと思われる。

0202~0208も同様のガラス質の鉱物を胎土に多く含

むもので、 0202は0201と同様のナデを横に見る。他は

比較的丁寧にナデられて擦痕があまり目立たなく、 02

06~0208のように口唇部が押さえられて内折れしたり、

外折れしたりして特徴的なものもある。

0 5an 
, • •'• I 

番号出士区名称 型式名 器新口径底径最対至器厚文様 胎土 煉 成 色 調 備考

OLOL IJ 尖底土器表即電文系？ ー 一尖底 ― l.5糀文LR*!!砂、絨維 不良にぶい褐色尖底推志詑.5an

0102 II 頷吐器？早期屑文 ― -- - l.5糀文RL祖柵砂、少繊維不良明褐灰色

図ー 1 早期前半の縄文土器実測図
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¥ -------------- 疇〗麟パ~~{tl 0202 

0203 

゜
10cm 

0209 

番 号出士区名称 型式名

0201 II 尖底土器無文土器群

0202 If 尖底土器無文土器群

0203 II 尖底土器無文土器群

0204 fl 尖底土器無文土器群

0205 II 尖底土器無文士器群

0200 II 尖底土器無文土器群

0207 .11 尖底土器無文土器群

0200 ll 尖底土器無文土器群

0209 II 尖底土器無文土器群

0210 r 尖底土器無文土器群

0211 II 尖底土器無文土器群

器高口径底径最大径器厚文様胎土 焼成色謁 備考

(35) 39.5尖底口縁 0.9 無文石英．長石、9少繊維不良にふい黄褐色 iilli寺式士音に1111

0.8 無文多石英、長石｀繊維 良黒灰色

0.7 無文石英、長石、少俄維 良 にふい黄褐色 0201に類似

0.9 無文石英長石、俄雉 不良暗褐色 • 0205¥こ類似

0.9 無文多石英、長石．＇少俄維不良にふい黄褐色 0204に類似

0.9 無文石英、長石．繊維 良黒褐色

0.9無文石英長石．繊維 良 にふい黄橙色

0.9 無文租礫、石英．，少繊維不良にふい黄橙色

LO無文祖礫 不良にぷい橙色

l.l 無文租礫、長石 不良にふい褐色

0.8 無文祖礫 不良にふい赤褐色

図ー 2 早期前半の無文土器実測図

0209~0211は粗礫を多く含んだ粗い胎土をもつもの

で、やはり擦痕はあまり目立たないでいる。

これらを含めて無文土器の帰属は難しいものがある

が、あまり目立たない繊維の混入と上記の胎土のあり

方は、早期後半の条痕文系土器群の無文土器のそれと

は明らかに異なることは確かである。

そして早期前半の無文土器には平坂式土器が知られ

るが、それが本地域にどのような関わりを持っている

かは全くはっきりとせず、大仁町大平A遣跡で異方向

帯状施文山形押型文土器と共伴する無文土器（注 2)
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0305 
0306 

0302 補IJTL 0303 0304 
0301 

謬刀 躊〗
0307 0308 

0309 

゜
5cm 

番号出土区名称 型式名 器高口径底径最 大 径 器 厚 文 様 胎 土 煉成 色調 備 考

0301 fl 尖底土器 清水ノ上 I - 0.5 無文 細砂、長石、石英 良 にぷい黄橙色 おせんぺい的器面

0302 II 尖底土器 清水ノ上II - 0.5 刺突文 粗礫 不良 暗褐色

0303 II 尖底土器 渚水ノ上ll - 0.5 刺突文 粗礫 不良 黒褐色 補修孔

0304 II 尖底土器 清水ノ上II - 0.6 刺突文 粗礫 不良 灰褐色 波状口縁

0305 II 尖底土器 清水ノ上II 稲 0.8 刺突文 粗礫多 最不良にぷい褐色 緑帯部幅2an

0306 II 尖底土器 渚水ノ上II 稲乱 0.8 刺突文 祖礫、石英、長石 不良 にぷい赤褐色 緑帯g防届2.San

0307 II 尖底土器 清水ノ上II - 0.7 刺突文 祖礫 不良 赤褐色

0308 Ill 尖底土器 清水ノ上II - 0.8 刺突文 祖礫 不良 灰黄褐色

0309 II 尖底土器 清水ノ上II併行一 - 0.6 無文 祖礫` 石英、長石 不良 にぶい赤褐色 0300に胎土、色調類似

糾01 V 尖底土器 木島 - 0.5 . 細線文 砂` 長石 良 灰黄色 裏面指頭圧痕

図ー 3 清水ノ上式．木島式土器実測図

も、押型文土器と撚糸文土器の併行関係を論ずるなか

で宙に浮いたままとなっている。このような状況にあ

ってさらに近年、関東地方一円では撚糸文系土器群の

終末期に無文土器の占める割合が高くなり、貝殻沈線

文系土器群との間が飽和状態となって、混迷の度を深

めているらしい。一応ここでは、貝殻沈線文系土器に

併行する高山寺式土器に関わりを持った無文土器を提

示しておきたい。

注1.富士宮市教育委員会 1986 「黒田向林遺跡」

注2.漆畑稔他 1993 「長者原大平遺跡群発掘調査報告書」

静岡県大仁町教育委員会

3. 清水ノ上式土器（図ー 3)

0301が胴部で、他の 8 点 (0302~0309) が口縁部で

ある。 0301は指頭圧痕が残るいわゆる「おせんべい土

器」の胴部上半の縁帯部端に『爪による刺突を器面に

対して斜めに加え、浮いた粘土を刺突方向に起こしな

がら押しつける（注 1)』痕跡が認められるもので、木

島式土器の中、後半や、清水の上 1式土器（注 2)に

特徴的な作りである。他の胴部資料にも細線文が目立

たず「おさえ」や「なで」による無文が多いから、そ

れらの占める面積の多い後出型式の胴部が主体になっ

ているものと思われる。

0302~0308は清水ノ上 1 式土器の縁帯部の幅が 3cm

内外に統一され、そこに押し引き状の刺突文や押捺文、

爪型文が列状に施される特徴的な清水ノ上 2式土器

である。本遺跡のものは角棒の単独刺突 (0302)やそ

の2枚重ね (0303.0304)、さらに半赦竹管によるもの

(0305~0308) で、半戟竹管によるものは従来より言

われる縁帯部の幅より狭く、 2~2.5cmの有段のはっ

きりした縁帯部の両端に一列づつ半戟竹管が押し引か

れている。

0309は粗い胎土に石英、長石などのガラス質の鉱物

が含まれ焼成、色調も0306に似た無文の土器である。

注1.池谷信之 1985「平沼吹上遺跡発掘調査報告晋J沼津市教育委員会

注2.山下勝年他 1976「清水ノ上貝塚J南知多町教育委員会

4. 木島式土器（図ー 3)

灰色系の薄手の土器 (0401)で、表面に半戟竹管状

のエ具による浅く細い沈線が斜め、あるいは交わって

比較的ラフに施され、裏面には指頭による圧痕が目立

っ。いわゆる木島式土器の終末期に至った 「細線文指

痕薄手土器」で、関山 1式土器と併行関係が捉えられ

つつある（注）ものである。そしてまたこれは清水ノ

上 l式土器と共通する部分も多く、型式名の統一も提

言されているところである。

注．渋谷昌彦 1982「木島式土器の研究」 「悟岡県考古学研究J11僻岡県考古学会

5. 関山式土器（囮ー 4)

2点とも直線的に立ち上がる胴部が平口縁に至る深

鉢形土器である。

0501は復原口径15cm弱の小形品で、胎土には繊維を

多く含む。組紐圧痕文を地文にして半戟竹管による沈

線を口縁部に 3cm幅で巡らせ、その間を鋸歯状に結ぶ
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番号出 土 区 名 称 型 式 名 器 高 口 径 底径最大径器厚文様 胎 土 焼 成 色 調 備 考

0501 I 深鉢形土器関山II - (14.6) ーロ縁部 0.9 粗紐文．竹管沈線細砂、餓維 良 黒褐色 内面丁寧なミガキ

0502 II 深鉢形土器閣山II - (32.0) ーロ緑部 0.8 LR縄文、栖沈線 砂、長石、石英、金雲母良 にぷい橙色

図ー 4 関山式土器実測図

もので、鋸歯状の基点は竹管を半回転するためにコン

パス文風になっている。

0502は円筒状の胴部にLRの斜縄文が列状に整然と

施され、口縁部の下方6cmのところで幅1.5cmの櫛状

工具を波状文風に巡らせ、口縁部文様帯を区別してい

る。そして口縁部の間を連続する刺突文で充填し、ま

た波状の空間も櫛を押捺している。

このようにコンパス文がくずれて波状文風になった

り、地文に組紐文が多用されるのは、後出の特徴に挙

げられ両者とも関山 2式土器とされよう。

6. 諸磯式土器（図ー 5)

平口縁で緩いキャリパー状の胴部が予想される0601

は浅いRL縄文を地文として、口縁部に 2列で半戟竹

管の内側を連続して刺突したC字状爪形文が巡り、そ

の下方に平行沈線による対角線文が描かれる。この対

角線文は水子式土器に系統が認められ、諸磯式土器の

成立期（諸磯a式）の特徴とされている（注）。

また0602も口唇部まで及ぶRL縄文を地文に波状文

が描かれ、これも古式の要素とされる。

注谷口康浩 1989 「縄文土器大観」 1小学館

7. 北裏C1式土器（図ー 6.7) 

北裏Cl式土器は灰色系の薄手の土器群で、胎土に

は粗い砂粒と長石系の乳灰色粒の混入が目立っている。

文様は刺突や爪形文を多用することを特徴としていて、

本遺跡では4類に分けられる。

a 類 (0701~0713) は縄文を地文にして、半戟竹管

による平行沈線を口縁部と平行に巡らすものである。

そのうち0701~0110はヘラ描きや、ヘラ削りによって

三角陰刻文が意識され、特に0705~0710は、はっきり

している。また0705.0706には玉抱三叉文風のヘラ描

きも見られる。 0711.0712はヘラによる部分が丸棒の

側面押圧に置き換えられるものである。全体的には平

口縁が多いが、内湾、外反と「く」字状に屈曲するも

のが多く単純に直立する口縁部は殆どない。縄文はR

Lで節が横に細長く硬く撚られたものが目立ち、鷹島

式土器や船元1式土器など、粗く硬い繊維を用いた縄

文を特徴とする関西系土器群に似た感じを受ける。

b 類 (0714~0724) は縄文を地文にして連続爪形文

を施すもので、波状口縁になるものが多くそれに沿っ

て施されている場合が多い。 a類と同様に0714~0717

が爪形文で区画された内側にヘラによる三角陰刻文が

施され、 0718~0721が丸棒の押圧によるものである。

0718はそれが交互に押圧されて連続「コ」字状文風

となり五領ケ台2式土器に、 0721は唯一、 Rの一段撚

りの縄文が施される浅鉢形土器で、その特徴から鷹島

式土器になど、東西に関連を窺わせるものも見受けら

れる。なお他の浅鉢形土器については、頸部の屈曲が

著しく判断されない場合が多い。また口縁部の突起上

に縄文が施されて特徴的な0724の口縁部下を巡る 3条

の爪形文や、 0722の大きな爪形文は後述する d類に似

るものである。

c 類 (0725~0727) は連続爪形文、平行沈線文、縄

文を施すもので、掲載資料はいずれも平口縁である。

それは口唇より比較的大振りの爪形文、その下部を 2

~3 条の平行沈線、以下を縄文で構成して共通してい

る。 0725は平行沈線下に波状の隆帯が付けられ波頂部

にヘラ描き、その内側に三角陰刻文が削られ、また縄

文も横に細長いRL撚りのものが施されるなど、 a、
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番号出土区 名 称 型式名器高口径 底径最大径 器 厚

0601 II 深鉢形土器 諸磯a - 0.9 

0602 Ill 深鉢形土器 諸磯a? - - 0.6 

0602 文様 胎 土 焼 成 色 調 備考

叫配文．竹管沈線 ・刺突 砂、長石、石英、金雲母 良 赤褐色 重n感有

匹．竹管沈線 細砂 良 黒褐色口唇施文

図ー 5 諸磯式土器 実 測図

b類の混合的色彩が強いものである。

d類 (0728~0735) は連続爪形文だけで文様が構成

されるものである 。 詳細には0728~0730の口縁部に沿

う爪形文の他に、爪形文が施された隆帯が付くもの、

0731~0733の口縁部に沿って数条の爪形文が巡るもの、

0734. 0735の1条のものなどに分けられる (0735のロ

唇に爪形文が少し残る）。やはり波状口縁となるもの

が目立ち特に隆帯が付くものはトリッキーで、 0730に

は口縁部内側に蓋受け状の凸帯が巡っている。また数

条の爪形文が巡るものは、いずれも口縁部が内湾して

共通している。

このような爪形文の多用や器形から、これらには関

西系土器群からの変化が予想され（注）、五領ケ台 2

式土器との併行関係も捉えられつつある。文様帯が口

縁部下に集中し、以下、胴部が無文となる構成は早期

の粕畑式土器から断続的でありながら続く東海地方西

部の伝統のなかでの受容であり、それは以後の北屋敷

式土器にも脈打っているかも知れないのである。

注増子康真 1981「東海地方西部の縄文文化」 「東海先史文化の

諸段階」本文絹・補足改訂版発行紅村弘

. 8. 五領ケ台式土器（固ー 8 ~10)

五領ケ台式土器は細線文系土器と、集合沈線文系土

器のふたつの流れがあり、 1式から 2式にそれらが互

いに影響しながら変遷を辿っていくことはすでに周知

されている（注 1)。本遺跡の主体は 2式で、古式の

要素を認めるものは0807~0810の 4 点に過ぎない。

0808は細線文に充填された区画内に交互に小さな三

角印刻文が施されるもので、その外側を横走する沈線

は曲面が丸く浅い単沈線で2式に近いと言える。0807.

0809.0810は半戟竹管による集合沈線文系土器で、信州

地方の前期末からの竹管文優勢土器群への系譜も取り

沙汰されるものである。0807は円筒状で口縁部に 2列

の爪形文と平行沈線文を巡らして文様帯を区画し、胴

部は縄文を地文にして平行沈線を降ろしている。

五領ケ台2式土器は以下に分けられる。

a 類 (0801.0802 . 0811~0815) は細線文系土器の 2 式

段階に大きな特徴とされる縄文の全面施文と文様の沈

線化によるものである。0801.0802はやや外側に直線的

に直立する胴部から急に開いて内湾する口縁部をもつ

もので、口縁部は太い単沈線を複数で弧状に繋いで、

0801はその接点に渦巻の隆帯を配し0802.0814は内部

に三角印刻文の発展形ともされる玉抱三叉文も見られ

る。さらに0801.0802にはY字状の隆帯が垂下し、 0815

のように胴部は結節を伴う縄文が施されて特徴である。

b類 (0803.0804.0816.0817)は沈線と連続コ字状

（以下、コ字状文）が一周するものである。コ字状文

は沈線間を交互に刺突して作られるが、コ字状への意

識は高く丁寧で、以下の c類とは違いがはっきりして

いる 0 0803は富士山様の波状口縁をもつ集合沈線文系

土器で、半戟竹管による平行沈線とコ字状文を頸部に

一周させて上下を区別し、直線的な胴部は縦の平行沈

線と円弧状の沈線で埋める。口縁部は波頂部より頸部

と同様の文様帯が下がるが無文部の占める割合が増し、

貼付文でアクセントをつけている。0804.0817は単沈

線で、 0817は押し引き状に引かれている。

c類 (0805.0806. 0818 ~ 0823. 0840)はコ字状文が

形骸化して、ただ習慣的に刺突を交互に加えるだけの

ものである。他の文様も縄文、沈線、爪形文が入り交

じることが一般でシャープさに欠ける。0805がその典

型で、植木鉢様の口縁部にRL縄文が、その下に凸状

爪形文を一周させ、また垂下して文様区画を分割する

ものである。区画内にはラフな単沈線が横走し、上下

にコ字状文を配すがすでに連続性は欠け始めている。

それから0823のように完全にポイント化された施文ま

で退化していく 。また0806の沈線も弱々しく完全に鈍

化している。0840は唯一の浅鉢で爪形文とコ字状文が

口唇を巡る。

d 類 (0824~0829) は沈線に沿っ て 1 列に刺突文が

施されるものである。刺突文は横走する沈線の下端を

T字状に押さえていくものが大半で、コ字状文の一方

からの施文と言える。0826はそれを丁寧に沈線内に納
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼 成 色 調 備 考
0701 ll 深鉢形土器 北裏CI - (25.0) — 口縁部 0.5 RL縄文、平行沈線、陰刻 石英` 長石舟且砂 良 褐灰色
0702 [[ 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0,6 RL縄文、平行沈線、陰刻 祖砂、金雲母 良 にふい黄褐色 緩い波状
0703 V 深鉢形土器 北裏CI 一口縁部 0.7 RI.; 縄文？ 平`行沈線、陰刻 長石、祖砂、 良 灰黄褐色
0704 V 深鉢形土器 北裏CI 一口縁部 0.6 R1..i縄文、平行沈線、陰刻 長石、界且砂 良 灰黄褐色
0705 II 深鉢形土器 北裏CI - D縁部 0.6 RL縄文、平行沈線、陰刻 石英、長石、砂 良 にぷい黄褐色 玉抱三叉文風
0706 [[ 深鉢形土器 北裏CI —頸部 0.7 ぼ縄文、沈線陰刻 多祖砂、長石 良 灰黄褐色 波状
0707 V 深鉢形土器 北裏C1 一胴部 0.6 ば縄文、平行沈線、陰刻 細砂、金雲母 不良 灰黄褐色 脆弱
0708 [[ 深鉢形土器 北裏CI 一頸部 0.7性縄文．平行沈線、陰刻 細砂、石英 良 灰黄褐色
0709 V 深鉢形土器 北裏Cl ーロ縁部 0.7団縄文．平行沈線、陰刻 粗砂 不良 褐灰色
0710 [[ 深鉢形土器 北裏CI 一頸部 0.6 乱縄文、平行沈線．陰刻 租砂 良 褐灰色
0711 II 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.5RL縄文、平行沈線、押圧 細砂 良 にぷい黄褐色
0712 V 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.7 RL縄文｀平行沈線、押圧 長石祖砂 不良 にぷい黄橙色
0713 II 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.7 RL縄文、平行沈線 長石、序且砂 良 にぷい黄橙色
0714 II 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.7 ば縄文、爪形文、陰刻 長石、東且砂 良 黒褐色 波状
0715 V 深鉢形土器 北裏CI 一口縁部 0.4 RL縄文、爪形文、陰刻 祖砂 良 褐灰色 波状
0716 II 深鉢形土器 北裏Cl —口縁部 0.6 RL縄文、爪形文、陰刻 租砂 良 褐灰色
0717 II 深鉢形土器 北裏C1 ーロ縁部 1.2 RL縄文？、爪形文、陰刻 祖礫 不良 にぷい黄褐色 波状
0718 II 深鉢形土器 北裏C1 ーロ縁部 0.8RU縄文、爪形文押圧 祖砂 良 灰黄褐色 波状
0719 [[ 深鉢形土器 北裏C1 ーロ縁部 0.8 凡縄文？、爪形文、押圧 長石、祖礫 良 褐灰色
0720 [[ 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.7 飩縄文、爪形文、押圧 長石、f且砂 良 にぶい橙色
0721 II 洩鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.8 R縄文、爪形文、押圧 祖礫、長石 良 にぷい黄褐色
0722 [I 深鉢形土器 北裏CI 一頸部 0.8 LR縄文、爪形文 長石、石英、砂 良 にふい褐色 波状
0723 II 深鉢形土器 北裏CI 一胴部 0.9 祉縄文、 爪形文 細砂 良 にぷい黄橙色 球形状胴部
0724 ll 深鉢形土器 北裏CI ー胴部 0.5 祉縄文、爪形文 長石、序且砂 良 灰黄褐色 波状、球形状

図ー 6 北裏 C1式土器実測図一 l
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼 成 色 調 備 考

0725 Ill 深鉢形土器 北裏CI 一頸部 0.7 RL月文、平菰』、Ii¥杉文、闘 長石、石英、砂 良 にふい黄橙色

0726 I 深鉢形土器 北裏CI ーロ縁部 0.6 且縄文？、平行沈線、爪形文 石英、専且砂 良 灰黄褐色

0727 V 深鉢形土器 北裏CI —口緑部 0.8 RL縄文、平行沈線、爪形文 石英、長石、9且砂 良 褐灰色

0728 II 深鉢形土器 北裏C1 ー胴部 0.5 爪形文 長石、rn砂 良 にふい橙色 球形状胴部

0729 II 深鉢形土器 北裏CI 一口縁部 0.6 爪形文 長石、石英、専且砂 良 にふい赤褐色 波状

0730 II 深鉢形土器 北裏C1 ー胴部 0.5爪形文 fl! 砂 良 灰黄褐色 蓋受け状凸帯

0731 II 深鉢形土器 北裏C1 一胴部 0.6 爪形文 長石、9且砂 良 にぷい赤褐色 球形状胴部

0732 I[ 深鉢形土器 北裏CI 一胴部 0.6 爪形文 長石、石英、序且砂 良 灰褐色 球形状胴部

0733 II 深鉢形土器 北裏CI ー胴部 0.8 爪形文 長石、9且礫 不良 にふい橙色 球形状胴部

0734 II 深鉢形土器 北裏C1 一頸部 0.8 爪形文 長石、砂 良 にふい橙色

0735 II 深鉢形土器 北裏CI ー頸部 0.8 爪形文 長石、砂 良 にぷい褐色

図ー 7 北裏 C1式土器実測図ー 2

めている。 0827が沈線で、 0824~0826が縄文と沈線で

帯状に 1周し、 0828.0829が縄文地文に横の弧状の沈

線を重ねるなど横位帯状の意識は残っている。爪形文

はない。また0825~0827のように口唇に刻みをもつも

のが目立ってくる。さらに0824には退化した橋状把手

と思われるX状の貼付文も見る。

e 類 (0830~0839) は上記に伴うことが確認される

縄文、沈線文、爪形文が施されるものである（注2)。

0830.0831は肥厚した口縁部にRL縄文を 1周させ、

くびれた無文部を境に隆帯を巡らせ、 0831はそこに再

度縄文を施している。 0832,0833は口縁裏面にも縄文

を見るもので、 0832はそこに縄文原体の結び目を当て

ながら刻みを付けるため、あたかも円形の刺突列に見

える。 0833は折り返された口縁部の下端を平行沈線で

区切り、さらに縄文帯を強調させている。

0834~0835は弱々しい沈線を基調とするもので、い

ずれも内湾する口縁部の口唇に細かい刻みを施してい

る。 0834の頸部をしぽった器形は0830.0831に通じ、

また縦の文様帯も見るが全体的には無文化の傾向にあ

る。0836の沈線は押し引きされたものである。

0837~0839は爪形文の施されるもので、そのバラエ

ティーである。 0838は口縁部を 1周する爪形文をその

0 5cm 一

まま口唇に施し、刻み目にしている。

0840-0844は浅鉢形土器である。 0840が口唇に沿っ

て爪形文と交互の刺突文が巡り、 0841-0844が口縁部

内面に爪形文が3-4列施されるものである。 0841は

それに交互の刺突文が加えられている。

以上、五領ケ台式土器が2式の段階になると、前述

するふたつの流れの折衷型の土器も出現するなど、さ

らに複雑さを増すこともあって（注 3)、2、ないし

3段階の細分案（注4)も検討されるが、検討内容の

違いを主張する部分もある（注 5)。いずれにしても

本遺跡の五領ケ台2式土器は新しい段階を属するもの

で、連続コ字状文のb類から c類への規範の崩れを 2

段階に考えると、 00状の貼付文を共通してもつ d類を

b類と共に前に、 c類のポイント的コ字状文が施され

る0823はa類0802の破片であるから、 a類、 c類は後

に置けて、山口の設定と無理がなくなるのである。

注1.山口明 1980「縄文時代中期初頭土器群における型式の実

態」 「静岡県考古学会シンホジューム」4

注2.富士宮市教育委員会 1985 「上石敷遺跡」

注3.能登健 1981「五領ケ台式土器」「縄文土器大成」 2講談社

i主4.今村啓爾 1985「五領ケ台式の編年」［東原大学文学棉研究室研究紀要J4 

注5.池谷信之 1985「平沼吹上遺跡発掘調査報告普J沼津市教育委員会
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色詞 備 考

0801 II 深形土器 五領ヶ台 - (29.5) - (30.5) 1.0 祉穐文、沈線、隆帯 租砂、金雲母 良 暗赤褐色

0802 II 深鉢形土器 五領ヶ台 - (31.0) - (32.0l I、O 叫見文、沈線、隆帯 租砂、金雲母 良 暗赤褐色 玉抱え三叉文
0803 II 深鉢形土器 五領ヶ台 - (28.0) ーロ縁部 1.0 沈線 祖砂、金雲母 良 にぷい暗赤褐色 貼付文

0804 II 深形土器 五領ヶ台 ー (21.0) - (23.8) 1.0 沈線 祖砂、金雲母 良 にぷい赤褐色

0805 II 深鉢形土器 五領ヶ台 - (18.0) ーロ緑部 1.0 叫亀文沈線．爪形文 祖砂、金雲母 良 にぷい赤褐色
0806 V 深鉢形土器 五領ヶ台 - (21.5) - (27.5) 0.9 沈線．隆帯．爪形文 祖砂、金雲母 良 暗赤褐色
0807 II 深鉢形土器 五領ヶ台 - (13.8) ーロ縁部 0.8 見縄文、沈線、爪形文 9且砂．金雲母 良 極暗赤褐色

0808 ll 深形土器 五領ヶ台 1.0 沈線．三角印刻文 祖砂 良 灰褐色
0809 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.6 沈線爪形文 粗砂、金雲母 良 赤褐色
0810 II 暉形土器 五領ヶ台 ' ' 0.9 沈線 粗砂 不良 にふい橙色

0811 !I 深鉢形土器 五領ヶ台 '" 0.8 匹、沈椒 粗砂、金雲母 良 暗赤褐色
0812 I 深鉢形土器 五領ヶ台 0. 7 四紋、沈線 祖砂、金雲母 良 にぷい赤褐色 こぷ状突起

図ー 8 五領ケ台式土器実測図ー 1
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番 号 出 土 区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 傭 考

0813 II 深鉢形土器 五領ヶ台 1.2 四奴、沈線 祖砂、金冥母 艮 暗赤褐色

0814 V 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 祉縄文．沈線 砂．金雲母 不良 にぷい赤褐色 玉抱え三叉文
0815 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 叫見又隆帯 粗砂、金雲母 良 暗赤褐色 S字状結節

0816 V 深鉢形土器 五領ヶ台 1.0 沈線 祖砂 金`雲母 良 暗赤褐色 波状口緑
0817 I 深鉢形土器 五領ヶ台 0.9 沈線 祖砂 良 極暗赤褐色

0818 V 深鉢形土器 五領ヶ台 1.0 ば縄文．沈線 祖砂、石英 良 にぷい橙色

0819 V 深鉢形土器 五領ヶ台 1.1 四蚊．沈線 祖砂 良 赤褐色

0820 II 深鉢形土器 五領ヶ台 1.0 艮縄文、沈線爪形文 租砂、金撰母 良 にぷい褐色

0821 II i采鉢形土器 五領ヶ台 l. 5 祉縄文．沈線 粗砂 良 にぷい赤褐色

0822 II 深鉢形土器 五領ヶ台 1.0 RL縄文、沈線 多祖砂 良 にぷい赤褐色 波状□緑
0823 ll i紐形土器 五領ヶ台 1.2 四寛文、沈線 祖砂、金雲母 良 暗赤褐色 玉抱え三叉文
0824 II 深鉢形土器 五領ヶ台 ー (23.0) ーロ緑部 0.9 四亀文、沈線 砂、金雲母 不良 にふい赤褐色 貼付文
0825 ll 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 RL縄文、沈線 砂 良 にぷい橙色
0826 ll 深鉢形土器 五領ヶ台 0,7 紅縄文、沈線 粗砂．金雲母 良 赤褐色
0827 ll 深鉢形土器 五領ヶ台 0.6 沈線 砂、金雲母 良 極暗赤褐色
0828 V 深鉢形土器 五領ヶ台 0.9 四亀文、沈線 租砂 ． 不良 にぷい赤褐色
0829 II 深鉢形土器 五領ヶ台 1.0 RL縄文、沈線 租砂 金`窪母 良 にぷい赤褐色

0830 II 深鉢形土器 五領ヶ台 o. 7 祉縄文隆帯 祖砂、金雲母 良 暗赤褐色
0831 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 叫鳳文、隆帯 多rn砂 不良 にぶい橙色
0832 V 暉形土器 五領ヶ台 0.8 訊縄文、沈線 多砂 良 極暗赤褐色 刻み目見縄文
0833 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 収縄文、沈線 祖砂、金雰母 良 暗赤褐色

図ー 9 五領ケ台式土器実測屈ー 2
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

0834 V 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 沈線 多序ll砂．金雲母 不良 暗赤褐色

0835 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 沈線 砂．長石．石英 良 灰褐色

0836 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.8 沈線 砂、金雲母 良 にぷい赤褐色 沈線押し引き

0837 II 深鉢形土器 五領ヶ台 l. 0 沈線、爪形文 祖砂、金雲母 良 赤褐色

0838 II 深鉢形土器 五領ヶ台 I. 2 爪形文 祖砂、金雲母 ’ 良 灰褐色

0839 II 深鉢形土器 五領ヶ台 0.7 沈線、爪形文 祖砂、金雲母 良 極暗赤褐色

0840 V 洩形土器 五領ヶ台 0.9 爪形文．刺突文 砂多金雲母 良 赤褐色

0841 V 洩鉢形土器 五領ヶ台 1.0 爪形文．刺突文 砂` 長石、石英 良 にぷい赤褐色

0842 V 洩鉢形土器 五領ヶ台 0.9 爪形文 砂、金雲母 良 赤褐色

0843 II 洩鉢形土器 五領ヶ台 1. 0 爪形文 砂、金雲母 良 赤褐色

0844 ll 浅鉢形土器 五領ヶ台 0.9 爪形文 砂、金雲母 良 赤褐色

図ー 10 五領ケ台式土器実測図ー 3

9. 北屋敷式土器（図―11)

東海地方に特有の灰色系硬質の薄手土器で、角状の

突起と、口縁部外面の文様帯に各種の刺突文が施され

ることに特徴をもっている。各種の刺突文については

公蔵免遺跡（注 1)に詳しいが、一様に施文具の外側

で押し引き文風に突かれることから、文様部が自ら凹

んで独立した区画になっている。このことは施文具の

内側を使って隆起する爪形文を施す北裏C1式土器と

は正負の関係に見える。

この北屋敷式土器は東海地方西部では北屋敷IIa~ 

c式、さらに d式が提唱されているが（注 2)、ここ

ではまず本遺跡例を 3類して対比したい。

a 類 (0901~0906) は横位の列状刺突の拘束から解

散され他方向 (0901)に多様化するもので、 0902.090 

3の刺突列間の半戟竹管による半月形連続刺突や、施

文具の背 (0904)、ヘラ先 (0905.0906)などで列点状

の文様が付加されている。

b 類 (0907~0913) は角状の突起をもち大波状口縁

となるもので、突起間を押し引き文風に突くことから

中央が凹んで多角形状となり、口縁部が強調されてい

る。 0907.0908が2列、 0909が3列の三角状ヘラ、 0910

が「 1」状のヘラで 2列にされる複列施文から、 0911

~0913の「 3 」状、「 1 」状のヘラによる単列施文ま

でを見る。大波状口縁で多角形になるものは上記 c式

に始まり、 0913のような平縁で上面観が多角形口縁と

なるものは同 d式の目立つ要素であると言う。

c類 (0914)は幅2cm程で肥厚する口縁部の表裏面

と、口唇部にRL縄文が施されるもので、 a. b類に

比べると平口縁の単純な器形で、公蔵免遺跡で共伴を

見る。

以上のように本遺跡は公蔵免遺跡の内容に極近く、

公蔵免第231図2土器や、 0902.0903の竹管文併用例を

もって北屋敷lIC式の古式な部分から、同 d式の終末

期まで揃えている。これに広合遺跡（注 3)、ニツ洞

遺跡（注4)を加えて、東海地方東部における北屋敷

式土器終末期のひとつのあり方を提示することになる

が、広合遺跡で指摘するように同西部の衰退に比べ角

状突起や、爪形文（刺突文）の極みにあるような活発な

土器主張の位置付けにはまだ問題が多いように思える。

注1.楼拇稔 I源）「公巌免遺跡発掘調査報告書J静岡県大仁町教育委員会

注2.増子康真 1986「東海西部沿海地域縄文中期土器型式の検討」

「知多古文化研究J2知多古文化研究会

同．夏廿和之 1991「矢作）II上流I靭縄文文化研究」「古代人」 52名古屋考古学会

注3.池谷信之 1990 「広合遺跡(b.c.d区）・広合南遺跡発掘

調査報告書」 沼津市教育委員会

注4.同 1991 「広合遺跡(e 区）• ニツ洞遺跡(a区）発掘調査

報告書」 沼津市教育員会

10. 勝坂式土器（図ー12~15)

勝坂式土器はすべて後半のもので、鈴木分類（注 1)
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径厚 文 様 胎 土 焼成色翡l 備 考

0901 II 深鉢形土器 北屋油 一頸部 0.5 く状刺突文 多祖砂、長石 良 灰褐色

0902 II. i采鉢形土器 北屋敷 一頸部 0.7 ＜訊戻文、打酎i『lllE且 多祖砂 不艮 にぷい赤褐色

0903 II 深鉢形土器 北屋敷 ー 頚部 0.5 半歓竹管刺突、押圧 多粗砂 良 にぷい褐色

0904 II 深鉢形土器 北屋敷
.,_ 

ー 頸 部 0.5 3状刺突文、i旨押圧列点 多租砂 良 灰褐色

0905 Ill 深鉢形土器 北幽 一 頚 部 0.4 3状刺突文、押圧列点 細砂 良 にぷい黄橙色 多角波状

0906 II 深鉢形土器 北屋激 一頚部 0.5 く状刺突文、押圧列点 多砂 不艮 灰褐色 多角液状

0907 V 深鉢形土器 北屋敷 ーロ縁部 0.6 三角状刺突文 祖砂 不艮 にぷい黄褐色

0908 V 深鉢形土器 北屋敷 ーロ縁部 0.5 三角状刺突文 多租砂 不良 灰褐色 角状突起

0909 I 深鉢形土器 北屋躯 ーロ縁部 0.5 三角状刺突文 多祖砂 良 暗赤灰色 角状突起

0910 II 深鉢形土器 北屋敷 ーロ縁部 0.4 1状刺突文 多祖砂 良 灰褐色 多角波状

0911 II 深鉢形土器 北屋敷 ーロ縁部 0.4 3状刺突文 多祖砂、長石 良 灰褐色 多角波状

0912 V 深鉢形土器 北屋敷 (17.0)ーロ縁部 0.5 3状刺突文 多祖砂 良 灰褐色 多角波状

0913 II 深鉢形土器 ~ti屋敷 一口縁部 0.5 I状刺突文 細砂 良 にぷい褐色 多角波状

0914 III 深鉢形土器 北屋敷（井行一 (25.0)ーロ縁部 0.4 RL縄文 多祖砂 良 黒灰色 DI!~ 〖、 Dli 但文

図ー11 北屋敷土器 実 測 圏

に従えば、 2式の中核的モティーフであった抽象文と

縦位区画文が失われ、また楕円横帯区画文も見られな

い3式の最終段階にあたる。従って加曽利E式土器や

曽利式土器の最初の部分と重なることが多く、中部高

地の井戸尻3式土器から曽利式土器への変遷を捉えて、

近隣でもその部分を井戸尻式として呼称するむきもあ

る（注 2)。

本遺跡では勝坂3式土器のなかで言う文様モチィー

フを基本にして分類しておきたい。

a類 (1001.1007~ 1016) は 4 個の大形の把手をも

ち、胴部で大きくくびれ底部が屈折底となるもので、

いわゆる多喜窪重文タイプとして呼ばれるものである。

大きく膨らんだ口縁部には三叉文、渦巻文、あるいは

曲線状の沈線などを組み合わせ、把手同様に華美に飾

り立ててし”ヽる。把手には山形のもの (1001.1010. 1011) 

から、それに双孔のみみずく状の小把手が付けられる

もの (1007~ 1009) や、その発展形 (1014) 、さらに中

空の三角錐状の把手 (1015)や、横に貰通する大きな

孔の開けられるもの (1016)など多種多様で、口縁部

資料の 3分の 1が把手で占められるなど、その圧倒的

な最が窺い知れる。

b 類 (1017~ 1025) は口縁部から胴上部にかけて、
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番 号 出 土 区 名称 型式名 器高口径底径最大径厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

lOOl 深鉢形土器 勝坂 26.0 19.5 10.4猫23.3 0.9 隆帯、沈線文 粗砂、長石 良 にぷい褐色 埋痰01

1002 深鉢形土器 勝坂 (20.0) 19.8 ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文 租砂、長石 良 赤褐色、

1003 II 深鉢形土器 勝坂 (29.0) 23.0 10.8 D縁部 0.9 隆帯、沈線文 租砂 良 にぷい橙色

1004 11 深鉢形土器 勝坂 (29. 5) 18.6 一口縁部 0.9 隆帯、沈線文 粗砂 良 暗赤褐色

1005 深鉢形土器 勝坂 (26.0) - 9.6口縁部 0.8 隆帯、沈線文 租砂 良 にぷい褐色

1006 II 深鉢形土器 勝坂 0.9 隆帯、沈線文 租砂、長石、金雲母良 赤褐色

図ー12 勝坂式土器実測固ー 1
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径厚 文 様 胎 土 煉成 色調 備 考

1007 II 深鉢形土器 勝坂 ー (32.4) ーロ緑部 1.0 隆帯、沈線文 租砂 良 暗赤褐色

1008 深鉢形土器 勝坂 ー (20.0) ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文 租砂、長石 良 灰褐色

1009 II 深鉢形土器 勝坂 ー (21.6) ーロ縁部 0.5 隆帯、沈線文 租砂 良 灰黄褐色

JOJO I 深鉢形土器 勝坂 - (22.0) ーロ頚部 0.8 隆帯、沈線文 租砂 良 にぷい赤褐色

1011 深鉢形土器 勝坂 ー (34.5) ーロ頸部 0.8 隆帯、沈線文 租砂長石 良 赤褐色

1012 Ill 深鉢形土器 勝坂 I.I 隆帯、沈線文 祖砂 良 明赤褐色

1013 深鉢形土器 勝坂 9.0 - 1.0 隆帯、沈線文 租砂 良 赤褐色

1014 Ill 深鉢形土器 勝坂 0.9 隆帯、沈線文 租砂長石 良 明赤褐色 把手

1015 II 深鉢形土器 肪坂 I.I 沈線文 柑砂 良 暗灰褐色ヽ 把手

1016 II 深鉢形土器 勝坂 0.7 隆帯沈紐文 祖砂 良 黒褐色 把手

1017 深鉢形土器 勝坂 ー (35.6) ーロ緑部 1.1 隆帯、沈線文 多祖砂 不良 にぷい黄橙色

1018 ll i諏形土器 勝坂 I. 3 隆罹沈線文 多祖砂 良 にぷい黄褐色

図ー 13 勝坂式土器実測図 ー 2
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1017 

1022 

冒□3 冒塁《'""

番号出 土区名称 型式名

1019 V 深鉢形土器 勝坂

1020 II 深鉢形土器 勝坂

1021 V 深鉢形土器 勝坂

1022 II 深鉢形土器 勝坂

1023 II 深鉢形土器 勝坂

1024 深鉢形土器 勝坂

1025 II 深鉢形土器 勝坂

1026 II 深鉢形土器 勝坂

1027 11 深鉢形土器 勝坂

1028 I 深鉢形土器 勝坂

1029 Ill 有孔鍔付土器勝 坂

1030 Ill 有孔鍔付土器勝坂

鸞 ~1027
＼
 

器高口径底径最大径厚 文 様 胎土

- - - - 1.5 隆帯、沈線文 多祖砂

ー (26.0) ーロ緑部 0.9 隆帯、沈線文 rn砂、長石
ー (28.0) ― 頸部 I. 2 隆帯、沈線文 rn砂

- (19.0) ―頸部 0.6 隆帯、沈線文 細砂、金雲母

ー (22.0) ―頸部 1.0 隆帯、沈線文 租砂 長`石

- - —頸部 0.8 隆帯、沈線文 多祖砂

24.5 一胴部 0. 9 隆帯、沈線文 rn砂
ー (22.0) ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文 tll. 砂、長石
- (13,0) 一口縁部 0.8 隆帯、沈線文 細砂

- (21.0) ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文、縄文細砂｀長石

- - - - 1.4 ナデ（有孔） 多tll.砂、長石
ー ナデ（有孔） lll. 砂

勝坂式土器実測図図ー 14

直

成

良

焼

不

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

「g

色゚ 調

にぷい黄褐色

にぷい赤褐色

にふい赤褐色

にぷい黄褐色

暗褐色

にふい橙色

赤褐色

にぷい黄橙色

にふい赤褐色

褐色

黒褐色

にぷい黄褐色

備考

ミガキ有
ヽ

3
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--

1032 

o 5cm ― 番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径厚 文 様 胎 土 煉成

1031 V 洩鉢形土器 勝坂 (16.5) 38.6 (4.5)器40.9 1.0 無文．肌荒れ 多祖砂 不良

1032 rr 深鉢形土器 勝坂 隆帯、沈線文 桂砂 不良

1033 表採 香炉形土器 勝坂 隆帯、沈線文 粗砂 良

1034 V 香炉形土器 勝坂 -」 一頸部 1.0 隆帯、沈線文 粗砂、長石 良

図ー15 勝坂式土器実測図ー 4

文様帯が集中する口頸部文様帯系土器である。刻み目

の施された隆帯などで胴部以下と文様帯が区画される

もので、 3 式後半には1017~1019のような大形の円筒

形土器が、公蔵免遺跡（注3)で代表されるように波

及を見せるが、本遺跡ではこれしかない。さらに分類

上では口縁部が文様帯となるため、軽い波状で球状と

なる口縁部では1021.1023~1035のように a 類に近く、

ここではこのような a.b類の折衷形ともとれるよう

な、把手まで達しない波状口縁のバラエティーで大多

数を占めていると言える。

c類 (1026.1027)は2式後半に現れる小形円筒形土

器が、 3式後半には口縁部の無文帯に発達していくも

ので、当該期の土器型式としては最も安定したタイプ

とされるが、本遺跡における資料は一般的ではない。

d 類 (1003~ 1006) は c 類の無文口縁部がさらに顕

著になるに従い、胴部の文様が強調される胴部文様帯

系土器である。 4点の復原土器が目立つが、破片資料

に無文口縁部は以外と認められず、その形状から曽利

式土器口縁部に判断されている部分が多いかも知れない。

e類 (1028)は縄文の施されるもので、口唇部に小

突起が付けられている。右側に向かう帯状の爪形文が

認められるから、何らかの抽象文の端部の可能性もあ

る。縄文資料は他の底部資料を含めて全く少ない。

その他、有孔鍔付土器の口縁部破片 (1029.1030)と

色調

灰黄褐色

橙色

黒褐色

にぷい黄橙色

備考

底部欠

人面

人面、ミガキ

抽象文（魚）

浅鉢形土器 (1031)、さらに人面意匠の破片 (1032.10 

33)と抽象文が施される把手 (1034)を見る。

1032.1033の人面土器は円板状で、顎の部分が不明瞭

なこと、肩に至る断面ならびに背面の粘土の剥落部分

を見ると、土偶よりも香炉形土器の吊り手に付けられ

た人面に思える。 1034は多喜窪重文タイプの把手で、

渦巻文、三叉文を目に、細い刻み目の隆帯を口にして、

淡水系の魚類を意匠しているように見える。

勝坂式土器と北屋敷土器との併行関係は、近年の発

掘成果によって大略は知れてきたが、前項で示すよう

に詳細にはまだ問題を含むようである。ここでは一応

東海西部の衰退に反した同東部地方の強烈な角状突起

の発達が、多喜窪重文タイプの土器との接触の結果な

のか、富士 • 愛鷹地域に見る併存状況と、そうしたタ

イプの全くない伊豆半島公蔵免遺跡のあり方に焦点を

おいて、井戸尻式土器を含めた勝坂式、北屋敷式土器

の3者のあり方を今後は注目して行きたい。

注1.鈴木保彦 1981「勝坂式土器」「縄文土器大成」 2講談杜

注2.沼津市教育委員会 1993「ニッ洞遺跡(b.c区）発掘調査報告書」など

注3.i委梱稔 1990f公巌免遥踪発掘調査報告曹J悟岡県大仁町教育委員会

11. 曽利式土器（図ー28~33)

曽利式土器は中部高地を中心に集成作業が進み、関

東一円の加曽利E式土器との対比も検討されている
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（注 1)。本地域も曽利式文化圏の外縁にあたり、その

資料も他に比べて優位にあるから、それに従っていき

たい。便宜状a-e類に分類するが、これは曽利 1-

5式に対応するものである。

a類 (1101-1111)は口縁部で3種に分けられる。

a-1種は1101.1102.1111の把手が付くもので、 110

1は長さが30cmに及ぼうとする大形の豪華把手の逸品

で、戦後の学校建設の際よりの収集品である。 1102は

粘土紐の剥落が著しく文様は不明である。 1111は勝坂

式以来の環状把手が変化して、この時期より確立され

るx把手が付けられている。

a-2種は1103-1107の無文口縁のもので、折り返

しのないもの (1103-1105)、あるもの (1106.1107) 

に分けられる。胴部は円筒状で深く粗い平行沈線を地

文にすることが普通であるが、 1105は撚糸を押圧して

特徴である。頸部は前者が隆帯上に爪形の刺突文が施

されて勝坂式（井戸尻式）の残影が感じられる。後者

は曽利式の基本パターンに発展している。胴部の懸垂

文は隆帯で釣り針状に貼付されている。

a-3種は1108-1110の極端に湾曲された口縁部に

摺曲文が施されるものである。曽利式土器と分布を異

にする唐草文土器の影響の成立とされ、曽利式と分離

される場合もある（注2)。本遺跡の資料は比較的多

い。

なお、曽利 1式土器と勝坂3式土器の新しい部分の

併行関係が箕輪A遺跡で知られている（注3)。

b 類 (1112~1123) は竹管による沈線に頼る従来よ

りの曽利系統のものと、地文に縄文が施される曽利縄

文系に分けられる。

b-1 種は1112~1115で、竹管による沈線を特徴と

して、 1112.1113は籠目文土器系の斜行文の施される

もので、図化されないが格子目、重弧文の例が多い。

1112の頸部は斜格子文が並列されて古い要素を見る。

1114は無文口縁が減少していく過程の一例である。 11

15は粘土紐を弧状に繋ぐもので、その接点が渦巻状と

なっている。渦巻つなぎ弧文として加曽利E式土器の

影響とされる。

b -2 種は1116~1122の曽利縄文系とされるもので、

曽利 2式のなかで半数近くを占める。 1116は1115と同

じ渦巻つなぎ弧文を見て、口縁下部より結節縄文風の

s字状沈線が下る。1117.1118は口縁文様帯のアレン

ジで地文が縄文のものである。 1119~1122は縄文を地

文に、 2式の特徴的な粘土紐による頸部横位蛇行から、

胴部の懸垂文が貼付されるものである。 1123は浅鉢型

土器で器面の磨きが著しい。口縁部の立ち上がりから

2式ないし 1式のものと思われる。

c 類 (1124~1130) は地文が竹管から主に条線に変

わって行くもので、縦、横、斜、羽状、綾杉文と変化

が多い。口縁部と胴部に文様を主にすることで分けら

れる。なおその文様区画は、前類の粘土紐の貼付によ

るものから、両側に太い沈線を用いた低隆帯に変わっ

てきている。

c-1種は1124.1126.1127で、口縁部に渦巻つなぎ

弧文や、 S字文、円文などが施されるものである。胴

部は縦割りが始まり、 1124はその中央を蛇行懸垂文が

太い沈線で描かれる。地文を縄文に置き変えると加曽

利E式といった折衷形土器の典型である。他にもそれ

ぞれの口縁部横帯文は加曽利E式色が強い。この種の

口縁部破片はかなり目立った出土量を見る。

c-2種は1125.1128.1129で、胴部に x把手から横

s字文、さらに大柄な渦巻文が施される1125を代表に、

蕨手状懸垂文 (1128)、H形懸垂文 (1129)が胴部に展

開されている。 1130はx把手をもつ鉢形土器で所属は

不明な部分も多いが、口縁部を巡る低隆帯と弱い竹管

沈線がc類に近い要素としておきたい。

d 類 (1131~1134) は地文が完全に条線となり、胴

部のくびれも弱くなってきている。口縁部横帯文の残

影が残る1134と、口縁部に太い沈線が横走するだけに

なる1131.1132に分けられよう 。胴部は沈線、または

低隆帯でn区画がはっきりしてきて、 1131のような蛇

行懸垂文によるものもある。 1133は小形土器で条線の

みで全体が埋められている。その条線は d類のものに

似る。

e 類 (1135~1143) は曽利式土器の終末にあたり、

n区画内の地文も綾杉文から、より簡素化されていわ

ゆる連八文、雨垂文などを主にするもので、そのなか

に加曽利E式の影響の大きいものも含まれる。

e -1種 (1135)は加曽利E式の影響下に登場する

四耳広口壷形土器で、 x把手土器の衰退に反してこの

類の土器が盛行する。曽利 5式に対する加曽利E4式

の盛り返しに関わるものか興味が持たれる。

e-2 種は1136~1143で、口区画がはっきりして、

そのなかの連八文はかつて千居遺跡で有名をはせた特

徴的な一群である（注4)。1136の渦巻文、 1137の楕

円文とo状の低隆帯による口縁部文様のあり方は、前

類の退化で、まるでコントラストを感じないものであ

る。このような古式な部分から、 1138のようにn区画

文だけのものも発生して、益々退化の傾向を見る。
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I ~--------畠 〗
1203 

゜
10cm 

1206 

番号出土区名称 型式名 器高口径底径最大径厚 文 様 胎 ± 焼成 色調 備 考

1201 II 深鉢形土器加曽利E ー (30.0) ーロ縁部 1.0 知息隆帯、氾泉 多柑砂、長石 良 にぷい赤褐色 連孤文土器

1202 I_ 深鉢形土器加曽利E (27.0) 33.8 ー痴36.3 l.2 磨消縄文R沈線 多祖礫 不良 にふい黄褐色 埋甕10

1203 II 深鉢形土器加曽利E - ( 36. 0) 一夏員g~ l. 3 磨i肖縄文R沈線 多租砂 良 にぷい橙色 弱い波状口縁

1204 II 深鉢形土器加曽利E 一頸 部 1. 3 語i肖縄文RL.沈線多砂、長石 良 明赤褐色

1205 II 深鉢形土器加曽利E ーロ 縁部 1.0 磨i肖縄文RL、沈線多砂 良 にふいI登色
1206 深鉢形土器加曽利E - (34.0) - D縁部 1. 1 磨消縄文RL、沈線多祖砂 良 暗赤褐色 弱い波状口縁

1207 V 深鉢形土器加曽利E ー頸部 0.9 語i肖*'13'1.:R、沈線 多祖砂、長石 良 黒褐色

1208 I 深鉢形土器加曽利E ーロ緑部 0.9 磨消縄文LR.沈線細砂、長石 良 明赤褐色 弱い波状□緑？

1209 II 深鉢形土器加曽利E —屑部 l. 6 磨消縄文R、沈線 多租礫 不良 にふい赤褐色

l2l0 深鉢形土器加曽利E l.l 磨消縄文LR、沈線多祖砂長石 良 暗赤褐色

1211 深鉢形土器加曽利E ーロ縁部 1.0 縄文LR.咄隆起線多砂 良 にぷい1登色
1212 V 深鉢形土器加曽利E ー肩部 1. 1 縄文LR.沈線 祖礫、長石 良 にふい赤褐色

1213 深鉢形土器加曽利E ー ロ縁部 1.5 縄文LR.沈線 祖礫 良 にふい橙色

図ー 16 加 曽 利 E 式 土器実測固
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以上、本遺跡の曽利 1~5 式土器の資料的な流れを

見ると、 1式より 3式にかけて順次発展傾向にあるが、

4式で若干の衰退が見られ、 5式で加曽利E式の手助

けか復活気味となるがそれも以前ほどではない。岳南

地区において本遺跡と対峙する富士市天間沢遺跡（注

5)も同様の傾向が窺える時、千居遺跡の発生は曽利

式3式期における「飽和』の状態から、その打開を図

るための分村対策のひとつの例か、今後の検討も必要

となろうが、いずれにしても千居遺跡の廃絶と時を同

じくして曽利式土器も終鋸を迎えている。

注1.長綺元広他 1997「巾棉裔地縄文土器集成」 1中棉高地縄文土器集グ）v-1 

注2.末木健 1981「曽利式土器」「縄文文化の研究」 4雄山OO

注3.富士宮市教育委員会 1993「箕輪A遺跡」「富士宮の遺跡J

注4.小野真一絹 1975「千居」加藤学園考古学研究所

注5.富士市教育委員会 1985 「天間沢遺跡」

12. 加曽利E式土器（図ー16)

加曽利E式土器は曽利式土器圏にあって完全に従の

立場で、曽利式に包括される部分も多い。そのなかに

あって1201は連弧文土器として独立呼称もされる特徴

的なものである (a類）。

a類は条線を地文に口縁部に 2本の隆帯、頸部とそ

の下端を深い半歓竹管で 3本の沈線、さらにその頂部

より浅い半戟竹管による沈線で弧線文を重複させるも

ので、桐生（注 1)の言う Bl型式にあたる。そこでは

加曽利E式4段階分類をとらないが、 4段階分類にあ

てれば加曽利E2式後半に出現し、同 3式に最も盛行

し、神奈川県に主体を持つとされる。1201も加曽利E

3式のなかの所産とされるが、口縁部に貼付される 2

本の隆帯が曽利 2式の縄文系土器の渦巻つなぎ弧文の

隆帯に似て、その影響が窺い知れる。口縁部の欠損と

隆帯の剥落が残念である。なお、この時期には連弧文

土器の盛行の反面、加曽利E式土器の減少が言われる

が、本遺跡でもそれに対応する土器は見当たらない。

連弧文土器の出自については東海西部の咲畑文化圏

から中間地域を通過し、そこで唐草文系、曽利系の要

素も加わるが、それは主体文様とはならず、連弧文の

モチィーフだけが西関東で在地化したものとされる。

その中間地域にあたる富士岳南地域で、本遺跡と双壁

とされる天間沢遺跡（注2)に加曽利E2式との折衷

形の良好な資料がある。しかし、ここで言う連弧文土

器はない。ということは天間沢遺跡が西関東へ連弧文

の橋渡しをして、本遺跡に連弧文土器が逆輸入された

とするべきか、知多半島に搬入品と思われるものがあ

れば、全くそれは里帰りであり、そのようなワンポイ

ント的な出土の状況が本土器の性格でもあり、分布の

西域におけるあり方かも知れないのである。

加曽利E式は同4式より見る。口縁部の文様帯が殆

どなくなり磨消縄文が発達してくるものである。

b 類 (1202~1205) は磨消懸垂文が施されるもので、

1202.1204.1205は微隆起線文を口縁部に巡らして前式

を残影している。 1203は弱い波状で口縁部文様帯を全

くもたない。地文と磨消部分の施文が1204.1205と逆

になったり、地文がヘラ書きに置き換えられたりして、

曽利式土器と判断つかない折衷的なものが目立ってく

る。また、 1202.1203のような l段撚りが目立つのも特

徴である。

c 類 (1206~1210) は磨消縄文が曲線的に展開され

るもので、 1201は太い沈線を微隆起線文で縁取ってい

る。口縁部も微隆起線文、縄文、弧状沈線文などバラ

エティーに富み、球形気味の器形が多い。

d 類 (1211~1213) は口縁部に沈線文が巡り、 以下、

縄文が施されるもので資料的には多い。これも単線、

複線、それに微隆起線文を加えたものを見るが、単線

のものが一般的である。

注1.桐生直彦 1981「連孤文土器」「縄文文化の研究」 4雄山閣

注2.平林将信 1985「天間沢遺跡j富士市教育委員会

13. 称名寺式土器（図ー17.18)

昭和51年の第I次発掘調査当時は、不明な部分が多

かった称名寺式土器が調査例の増加とともにその実体

が見え始めて来た時で、本遺跡もそうした資料の追加

を果たした遺跡のひとつであった。しかし依然として

絶対量に欠け、その成立過程についても未だ論議が続

いている（注 1)。本遺跡のあり方についても前後の

曽利式や堀之内式土器に比べると貧弱感は拭えないが、

ー型式を画することは確かである。

それらは沈線によって文様区画が描かれ、その中を

充填する方法によって分類される。

a 類 (1301~ 1304. 1308~1310) は区画内を縄文で充

填するもので、いわゆる磨消縄文を施すものである。

全形を知れるものは1301以外ないが、それでも口縁部

より垂下する J字状文の一部が見て取れる。1301はJ

字状文が上下に連鎖されている。また、 1301は頸部の

くびれた小形の土器であるが、 1302~1304は口径が40c

mを超える大形の深鉢形土器で、 1303.1304の口縁部に

は貼付文が付けられ、 1304はC字状を組み合わせて S

字状の貼付文に近い。貼付文間は口縁部の波状に沿っ
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1301 

1303 

1305 

1306 

゜
10cm 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色調 備 考

1301 V 深鉢形土器 称名寺 一，18.6 ーロ緑部 0.6 腿縄文、沈線文 多砂 良 黄褐色 口縁小突起 1

1302 [[ 深鉢形土器 称名寺 ー (46.0) ー ロ緑部 0.9 ぼ縄文、沈線文 多粗砂 良 にぷい黄褐色

1303 II 深鉢形土器 称名寺 ー (50.0)ーロ縁部 1.0 ぼ縄文、沈線文 多祖砂、長石 良 にぷい黄褐色 貼付文

1304 深鉢形土器 称名寺 ー (32.0) ー ロ緑部 0.8 平、沈線、刺突文多租砂、長石 良 にぷい黄橙色 c字状貼付文

1305 II 深鉢形土器 称名寺 - 26.5 - ! 届Jg~ 0.8 沈線文 多祖砂、長石 良 にぷい赤褐色

1306 II 深鉢形土器 称名寺 - 29.s - n届18~ 0.8 条線文 多租礫 良 にぷい褐色

1307 I 深鉢形土器 称名寺 ー (31.0) - D縁部 0.8 沈線、刺突文 多祖砂、長石 良 灰褐色 杷手

1308 深鉢形土器 称名寺 ー ロ縁部 1.0 匹、沈線文 多祖砂、長石 良 にぷい赤褐色 ‘’

1309 深鉢形土器 称名寺 ー ロ縁部 0.7 RL縄文` 沈線文 多砂 良 にぷい橙色

1310 深鉢形土器 称名寺 - D縁部 0.8 凡縄文` 沈線文 多砂、長石 良 にぷい褐色

図ー 17 称名寺式土器実測図ー 1
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番号出土区 名称

1309 深鉢形土器

1310 深鉢形土器

13ll ll 深鉢形土器

1312 II 深鉢形土器
1313 深鉢形土器

1313 

゜
5cm 

型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色課］ 備 考
称名寺 ーロ緑部 0.7 凡縄文．沈線文 多砂 良 にふい橙色
称名寺 ーロ緑部 0.8 趾縄文、沈線文 多砂長石 良 にぶい褐色
称名寺 ーロ緑部 1.0 沈線文 多祖礫 良 にぷし、l橙色 弱い波状口緑
称名寺 ーロ縁部 0.9 沈線文 多砂 良 にぷい橙色 補修孔
称名寺 0.9 沈線文 多祖砂 良 にぷい赤褐色

図ー 18 称 名 寺 式 土 器 実 測 図 ー 2
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10cm 

番号出土区 名 称 型式名 器高口径底径飛大径器厚 文 様 胎土焼成 色調 備考

1401 II 深鉢形土器 三十稲場 ー 16.2 一 胴部 0.6 沈線、見縄文原IJ突文 多祖砂 やや不良 暗褐色 ねじれ橋状把手

8状橋状把手1402 V 深鉢形土器三十稲場 一 (11.5) ―胴 部 0.5 剌突文 多祖砂やや不良暗褐色

図ー19 三十稲場式土器実測図

て半戟竹管を回転させて円形にした刺突文を連続させ

ている。 1308は口縁部に窓枠状の区画文をもち、古い

部分に属するものである（注 2)。区画文に縄文、さ

らにはっきりしたJ字状文が施される a類は称名寺式

土器1式に対応されよう。

b類 (1305.1307. 1311~1313) は沈線によって区画

を描くもので、 1305を除くと、沈線間には同じ施文具

で列点状の刺突が施される。称名寺2式に対応されよ

う（注3)。1305は列点をもたないことで新しい部分

に属するものとされるが、 J字状文もはっきり残り、

R字状文の萌芽を感じさせる部分もあり（欠損部分が

多く、見当違いの可能性も高いが）、終末期に見られ

がちな退廃感はない。 1307は把手をもつもので、 8字

状文風のモチーフが認められ、堀之内式に近いことを

窺えさせる。

c類 (1306)は条線が施されるものである。器形は

1305に近いが歪みが著しい。条線は口縁下部を横位に

一周させた後、帯状に垂下される。統一性は感じられ

ないが、一部にJ字を1方彿させる部分もある。 b類同

様2式内の所産である。

本遺跡において関連が取り沙汰される西日本系中津

式土器は認められないが、関東地方全域でしばしば共

伴が認められる三十稲場式土器が伴出しており、広域

な文化の交流を再度認識される。

注1.横浜市埋蔵文化財センター 1990「称名寺式土器に関する交流研究

会の記録」 「調査研究集録」7

注2.鈴木徳雄 1994「称名寺式の形制と施文域」「東海大学校地内遺跡調

査団報告j4東海大学校地内遺跡調査委員会

1995「称名寺式の文様施文過程と伝統」

「縄文時代」 6縄文時代文化研究会

注3.安孫子昭二1981「称名寺式土器の成立」 「縄文土器大成j3後期講談社

14. 三十稲場式土器（図ー19)

称名寺 2式土器に共伴が認められる三十稲場式土器

が3点認められる（注 1)。新潟県から福島県を中心

とする極めて地域色の濃い土器で（注 2)、器形も頸

部が強く外反して蓋受け状の形態を呈し、もちろん蓋

も付随するものである。本遺跡では蓋は発見されてい

ない。刺突文を多用することも特徴で、 1402の胴部に

全面に施されている。 1401の胴部は粗いRL縄文が施

された後、ナデられるが所々に縄文が残る。

両者とも器形は殆ど同じで、 4単位の橋状把手のね

じれが多い1401は、それをつまむように沈線が垂下し

ている。 1402は「8」字状となり、それは新しい段階

には「S」字状の貼付文に変わって行くらしい。それ

から肩部には刺突をもつ弱い三角状の凸帯を巡らすた

めに怒り肩風となり、頸部のしまりがなお強調されて

いる。

新潟県姫川流域が翡翠の産地であり、中期以降その

製品が東日本一円に分布されることは周知され、本遺

跡の硬玉製品の出土も広域な「交易」を物語るものと

捉えられるが、それに付随して動いたであろうこの土

器のあり方と、有蓋で小形の特徴的な器形は興味深い

ものである。

注1.柿沼修平 1981「称名寺式土器」「縄文文化の研究J4雄山閣

注2.宮尾亨 1994「三十稲楊式土器の型式構成」「季刊考古学HB雄山梱

15. 堀之内式土器（図ー34~40)

堀之内式土器は口縁部破片数（以下同じ） 1,616点を

数え、第 2位の曽利式土器710点を圧倒して、本遺跡

の主体を成すものである。 1式と 2式が認められ、そ

れぞれに関連するものを挙げると以下である。

I区 II区 m区 V区計

堀之内 l式 322 612 53 403 1,390 

堀之内 2式 18 145 2 61 226 

注口土器 1 27 

゜
2 30 

付加条縄文 111 234 5 143 493 

詳細に見ると、堀之内 1式土器の膨大な出土量が再
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度確認され、本遺跡の隆盛期を窺い知ることができる。

同2式期に量が減り衰退へ忍び寄る影を知るが、併行

する付加条縄文の施される土器の493点を見ると、ま

だそれ程ではなかったように思える。なお、それらは

第11I調査区に全く及んでいないことも特徴のひとつで

ある。

堀之内 1式土器はいわゆる磨消縄文のもの、地文に

縄文が施されるもの、沈線のみのものの3形態に大き

く分けられるようであるが、本遺跡では縄文と沈線文

の2類にしている。深鉢形土器が圧倒して浅鉢形土器

ははっきりせず、他に注口土器30点 (1点は加曽利B

式？）を伴っている。

a 類 (1501~1512) は縄文が施されるものである。

a-1 種は1501~1506で、あまり意識のない磨消縄

文が施されるものである。器形は球形に近く、頸部が

「く」字状に屈曲することを特徴としている。口縁部

は無文で、口唇には 3~4 単位で1526. 1527や、 1501

に見られるような華美な装飾把手が付く場合が多く、

このような把手の出土量は口縁部資料の半数近くを占

めている。 1501が埋甕11に使用されたもので、甕内に

は曽利式土器片が混入したりして、本遺跡の極度の重

複状況を知れるものである。 1505は「8」字貼付文が

橋状の把手として四方に付くもので、三十稲場式土器

との関連も取り沙汰される。

a-2 種は1507~1512で縄文を地文として沈線が描

かれるものである。器形は1507.1508のように頸部が

少しくびれるものがあるが、殆どは1509~1512のよう

にストレートに若干開き気味に立ち上がるものである。

従って頸部によって文様帯を区切ることなく、口縁部

から直接垂下させる場合が多い。1509.1510が蕨手文、

1511が蛇行沈線文を縦位列点文で囲んで垂下させるな

ど、東北系色彩を感じさせるものである。1512は複数

の沈線によって文様を描くもので、垂下した単位を ジ

グザグに繋いで充填させる手法は1528に関連が窺える

ものである。なお、この1512は埋甕12(1535)内より

出土したものである。

以上、縄文の施される a類を説明するが、その出土

量は後述する沈線のみの b類の10分の 1にも満たない

状況であり、 完全に客体的立場をと って、そのあり方

は関東地方西南部に近い（注 1)。

b 類 (1513~1532) は沈線文のみのもので、 a 類で

分けられた器形を踏襲して 2つに分けられる。

b-1 種は1513~ 1527で、球形に近い胴部とくびれ

た頸部、無文の口縁部と口唇の過度とも思われる装飾

が特徴のものである。圧倒的な出土量を誇る堀之内 1

式土器のなかでもおよそ80%がこの種で占められ、ロ

縁部破片は各種の把手の見本と言っても良い程、多種

多彩である。 1526.1527や箕輪A遺跡第 1号住居跡出

土の人面把手付き土器に見られるように、これらの土

器のあり方は、この地域における地域的な繁栄がその

まま土器に表現されているかの様である。

1513~1515は口唇と頸部の横帯を縦の隆帯で繋ぐも

ので、橋状把手や「8」字貼付文が接点に付けられて

いる。 1516.1517は渦巻文を基本にして、 1516はその

渦巻文の間を集合沈線で充填している。 1520.1521は

X字状文とその変形のものが描かれ、これらは前者を

含めモチーフを全て 3本の沈線で描き、その接点に

「8」字貼付文を付けることを特徴の第一義としてい

る。 1523-1524になると胴部の沈線はあまり目立たない

ものとなり、 1525のようにミガキだけのものも見られ

るようになる。

b-2 種は1528~ 1532で、頸部のくびれがあまり目

立たないものである。具体的には口唇部に文様帯をも

つものが直線的で、 1530のように文様をもたないもの

が若干のスロープを描いているといえる。この1530や

1531. 1532に描かれるH字状文が、称名寺式土器の J

字状文からの関連を取り沙汰されるもので、関東地方

西部を主体にして下北原式土器が提唱されているらし

い（注2)。1531.1532の口唇の刺突は1518に通じて両

種の融合を知れるものである。 1528.1529は4、ならび

に3本の沈線で、懸垂文を降し、それをジグザグの斜

行文で繋ぐもので、これもまた港北ニュータウン内遺

跡など、関東地方西南部に特有のものである。しかし

資料全体に占める b-2種の割合は a種と同様におよ

そ10%程を占めるに過ぎず、 b-1種の圧倒的な優位

性のなかでは従の立場を取らざるを得ないでいるので

ある。つまり縄文の施される土器 (a類）に対する比

率は関東地方西南部に変わらないでいるものの、沈線

文のみが施される土器 (b類）の内容は 1種、 2種で

そのあり方が異なり、そこには地域性のようなものが

示されているかも知れないのである。

その他にナデ、 ミガキが施された無文の土器 (1533

~ 1535) がある 。 1533. 1534が口縁部形態から堀之内

式に、 1535は埋甕12で、甕内に混入していた1512より

帰属が知れるものである。

続く堀之内 2式土器の貧弱な状況はすでに知れてい

るが、内容も小形品に限られて、大形品が全く目立た

なくなる。この部分については後述する付加条縄文が
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番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成色調 備 考

1601 II 深鉢形土器縁帯文系 0.7 沈線、剌突隆帯 祖砂長石 良 にぷい黄褐色

1602 11 深鉢形土器縁帯文系 0.6 沈線、剌突隆帯 砂、長石 良 にぷい橙色

1603 I 深鉢形土器縁帯文系． 1.1 沈線、刺突隆帯 砂多、長石 不良 にぷい橙色

1604 V 深鉢形土器緑帯文系 0.6 沈線 祖砂多 不良 にぷい赤褐色 補修孔

1605 V 深鉢形土器縁帯文系 0.5 沈線 租砂多 不良 にぷい橙色

1606 V 深鉢形土器緑帯文系 0.6 沈線 砂、石英 良 にぷい黄橙色

1607 V 深鉢形土器縁帯文系 I.I 刺突、沈線 祖砂多 不良 にぷい黄橙色

1608 V 深鉢形土器 縁帯文系 0.8 刺突、沈線 祖砂多 良 にぷい橙色 重量感有

1609 ll 深鉢形土器緑帯文系 I.I 刺突沈線 粗砂多、長石 良 にぷい黄橙色

図ー20 縁帯文系土器実測図

施される土器が併行して、大形深鉢形土器の担う分を

賄っていたようである。

資料は底部から直線的に立ち上がって反り気味にロ

縁部に至る、いわゆるバケツ形の深鉢形土器 (1536~

1538)と、胴部中位が若干くびれた浅鉢形土器 (1539.

1540)を見る。いずれも磨消縄文による文様が施され

るもので、 1536と1539が長円形のものを数段重ね、 15

37.1538は独特の三角形のモチーフを基本にして、文

様も鋭利で幾何学的構図がはっきりしているものであ

る。1537は菱形状に残る空白部分をさらに斜線で埋め

ている。1538は埋甕13に使用されたもので、比較的厚

手で重量感がある。

1539. 1540の浅鉢形土器はいずれも顕著なミガキが

かけられ、 1540の底部には細かく編まれた網代痕が見

られる。

注口土器 (1541~1560) は30点が破片で出土して、

全く形状は窺えない。大半が堀之内式のものであるが、

1552の磨消縄文は加曽利B式のそれに近い。注口部が

円筒状に長いもの (1541-1546)が多く、把手と連続

していないことから堀之内2式の注口資料が多いよう

である。この他に注口部が口縁部に直接付けられた15

49、円孔だけの1551がある。この1551の胴部に施され

る縄文帯は三条の沈線で構成されるもので、浜松市蜆

塚遺跡など県西部との関連を取り沙汰されるものであ

る（注3)。これも堀之内 2式併行期のものらしい。 1

553-1560は把手のバラエティーである。

なお、これら注口土器の破片は30点中、 27点が第II

調査区の出土である。この異常とも思える出土量と大

方のものが堀之内 2式の所産であるとすれば、そこに

は今まで同じレベルで考えていた第II調査区と第V調

査区の配石遺構にも時期的な差や、性格的な差も考え

なければならない重要な問題が隠されていることを認

識しておかなくてはならないと思われるのである。

注1.市立市川考古学博物館 1982「シンボジウム堀之内式土器資料集J
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注2.安孫子昭二 1981「関東．中部地方」［縄文土器大成3J後期講談社

注3.向坂銅二 1992「縄文時代」「静岡県史」資料編3考古三静岡県

16. 縁帯文系土器（図ー20)

圧倒的な堀之内式土器の資料のなかに西日本的要素

をもつ一群、いわゆる縁帯文系土器が23点認められる。

口縁部に文様が顕著に施されることが特徴のひとつで

もあり、その方法によって 4類にされる。

a類(1601-1604)は口縁部が肥厚して帯状を意識す

るもので、 1601-1603に見られる裏面の施文も特徴で

ある。佐久間町半場遺跡（注 1)に類似資料がある。

渦巻文や同心円文の中心に透し孔が施され、口縁部文

様帯の下面は幅広く開け、そこに頸部を巡る横帯まで

刺突された隆帯で弧状に繋ぐ1603.1604の沈線は太く

直線状になっている。

b類 (1605.1606)は「く」字状の口縁部が屈曲する

もので、そこには縦の沈線を連続して施し、屈曲部分

の下には 2本の沈線を巡らす。

c類(1607)は弱い波状ならびに弱く屈曲した文様帯

に大きな刺突の円孔を弧状の沈線で囲むもので、 a類

1602に近い。しかし沈線は圧倒的に太い。厚手で胎土

は粗く、焼成も最悪で堀之内式のそれらとは最も異質

なものである。

d類(1608.1609)は弱く屈曲する口縁部に、先ず、 16

08は透し孔を挟んで堀之内式風の「8」字を祐彿させ

る沈線、 1609は刺突孔と 2列の沈線が巡り、その下部

より充填される沈線に特徴をもち、それは北白川上層

式のものに似るものである。

以上、本遺跡における縁帯文系土器を説明するが、

貧少な資料のなかで不明な点は多い。かつて県西部で

袋井市大畑遺跡（注2)を中心に大畑 I式土器が設定

され、静岡県史（注 3)にも絹年されている。おそら

く本遺跡の内容もそのうちにあるものと思われるが、

県西部から信外1地方で知られるあり方からすれば、天

竜川以東の緑帯文系土器の波及度合いはこれ程のもの

でしかなかったのであろう。

注1.佐久間町教育委員会 19s2r半場逍跡1978年度発掘調査報告瞥j

1985「半場遺跡1981年度発掘調査報告瞥J

注2.袋井市教育委員会 1981 「袋井市大畑遺跡」

注3.向坂鋼二 1991「第2章縄文時代」 「静岡県史」資料綴3考古三

17. 付加条縄文が施される土器（図ー21.22)

付加条縄文の施される土器の口縁部破片（以下同じ）

が493点認められる。この付加条縄文の施される土器

の帰属については、近年、修善寺大塚遺跡（注 1)、

三島市北山遺跡（注2)などで堀之内 2式土器を主体

にした共伴が認められ、従来より言われていた縄文中

期末から加曽利B式期までの時間幅も大分限定されて

きたようである（注3)。また分布についても伊豆半

島が主体地域とされてきたが、富士市原田中島遺跡

（未報告）や、富士川を越えた富士川町浅間林遺跡

（注4)、同中野遺跡（注5)でも確認され、その西域

もかなり拡大してきている。

この付加条縄文の施される土器は、 1703の推定口径

43.9cmが示すように40cm前後の大形のものが目立ち、

胎土は粗く焼成も良好のものは少ないが、器厚は薄い

ものが多い(1701.1702)。施文原体は「つる」状のもの

をそのまま撚ったような大形のものから、繊維質がはっ

きり残るしっかりした撚りのものまでがあるが、概し

て前者の粗い撚りがその特徴の第一義としている。元

来、他の文様要素と併用されて施文されることは少な

いが、 1705には口唇端部に沈線が一条が巡り、懸垂す

る数本の沈線の外側 1列を残し、内側の沈線の凹面に

竹管の先で、「◎」状に刺突を連続している。堀之内

式の縄文系土器に見る縦位列点文に通ずるか、今後の

類例の増加を待ちたいが、沈線と竹管の刺突は堀之内

式に好まれる技法であることは確かである。

ここで関連を取り沙汰される土器の地区別出土数を

挙げると以下である。

I区 JI区 m区 V区 計

曽利式 121 299 164 126 710 

称名寺式 54 42 5 5 106 

堀之内 1式 322 612 53 403 1,390 

堀之内 2式 18 145 2 61 226 

付加条縄文 111 234 5 143 493 

先ず、付加条縄文の施された土器の出土比率からす

ると、堀之内式土器のそれと全く同じで、やはり曽利

式や称名寺式土器には関連しないことが知れる。次に

その出土量であるが、縄文や無文の時期不明な口縁部

破片を除くと堀之内式・曽利式土器に次ぐ第3位を占

め、もはや 1画期を占めるような驚異的な数値を示し

ているのである。つまりそれは堀之内 2式土器の226

点が小型の精製土器片数に限られるなか、大型深鉢の

機能を果たすに充分な数値と言えるかも知れないので

ある。 1705に堀之内 1式的な古式な部分も見るが、そ

の主体的な波及時期はやはり同 2式期であり、堀之内

2式から加曽利B式土器に至る間の大形深鉢形土器の

はっきりしない部分を賄っていた本地域独特の土器と
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番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

1701 II 深鉢形土器付加条縄文ー (40 . 8) —口縁部 0.9 ぼ付加条縄文 多粗礫、長石 不良 にぷい1登色
1702 I[ 深鉢形土器付加条縄文ー (39.I) —口縁部 0.9 RL付加条縄文 多租砂．長石 良 にぷい赤褐色

1703 V 深鉢形土器付加条縄文ー (43.9) ーロ縁部 l.l 旧付加条縄文 多tJ.I砂 良 暗赤褐色

1704 V 深鉢形土器付加条縄文ー (28.0) 一口縁部 0.8 RL付加条縄文 多祖礫 良 極暗褐色

1705 深鉢形土器付加条縄文一 (22.3) ーロ縁部 0.8 ぼ文、 ~.ll.煕 多砂 良 褐色 口唇沈線

図ー21 付加条縄文が施される土器実 測図ー 1
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三島市北山遺跡 滝戸遺跡

神奈川県綾瀬市宮久保遺跡

堀之内 2式併行 （加曽利 B 1式併行）

図ー22 付加条縄文が施される土器実測固ー 2

して良いのであろう。

この時に関東地方南西部では特有の朝顔形、または

バケツ形と称される深鉢形土器が大小揃っていて、そ

のサイズに関する論考さえ行われていたりするが（注

6)、続く加曽利B1式期には格子目文を意図する付

加条縄文土器に同形の粗製深鉢形土器を見たりもする

のである（注7)。その地域でその間における付加条

縄文土器の動向は知らないが、本地域におけるこの土

器の特徴は、滝戸遺跡に隣接する福伝遺跡の外縁で打

製石斧と共に単独で出土したり（注 8)、西富士道路

建設に伴う発掘調査で富士市伝法B地区に新発見され

るなど（注9)、従来の核から飛び出したような出土

状況にあり、それが文化の飽和状態を打破しようと懸

命に拡散しようとする姿を写し出しているのであれば、

箱根山を越えることもあながち不可能には思えないの

である。

注1.修善寺町教育委員会 1982「修善寺大塚」

注2.三島市教育委員会 1986「北山遺跡」

注3.瀬川裕市郎 1990 「縄文土器ー東海地方—」「考古学ジャー

ナル328」ニュー ・サイエス社

注4.富士川町教育委員会 1981「浅間林発掘調査概報」

注5.富士川町教育委員会 1984 「中野逍跡」

注6.綾涌市教育委員会 1993 「上土棚逍跡（縄文時代絹）、上土棚南

逍跡」綾涌市埋蔵文化財報告書3

注7.神奈川県埋蔵文化財センター 1978「宮久保遺跡」神奈川県埋蔵文化

財センター発掘調査報告瞥15

注8.富士宮市教育委員会 1993「富士宮市の遺跡J

i主9.富士市教育委員会 1981「西富士道路（富士地区）埋巌文化財発掘調査報告書」

18. 加曽利B式土器 （図ー23)

加曽利B式土器はB1式の範疇に納まり、それに後

続するものは見当らない。資料点数も34点と堀之内式

土器1,616点の足元にも及ばず、当該期の一気の衰退

状況を如実に表している。数点が深鉢形土器片の他は

浅鉢形土器片で占められ、一応浅鉢の比率が高い。注

口土器はおそらく 1552だけと思われる。また深鉢形土

器には付加条縄文の施される土器も継続されているも

のと思われるが、、それを判断するだけの資料はない。

深鉢形土器は比較的小形であり、サラダボール状の

球形の鉢が特有であるようにおそらく深さをあまりも

たないものと思われる。 1801.1802が外面に磨消縄文

を施すもので、縄文は細かく磨きも丁寧である。 1801

は口縁部が大きく開き、 1802は「く」字状に閉じられ

特徴的である。 1803は外面に施文はなく、口縁部内側

に1804と同じ刺突列と 2本の沈線が巡っている。

浅鉢形土器は外反する口縁部をもつものが目立つ。

文様はいずれも口唇から口縁内側に単列で施されて、

それ以下に及ぶものはない。その内容は1804.1805が

刺突列と横の沈線（以下、横線）、 1806が縄文帯を横

線で挟み、 1807.1808が横線を集合させ、接点部にポイ

ントを入れるもので、それぞれにバラエティーはある

ものの施文の状況は殆ど同じである。1809は唯一の底

部資料で網代痕が見られる。

以上の加曽利B1式土器を出土区別に見ると、 34点

中31点、およそ90%以上の高率で第II調査区に集中し

ている。このことは縄文中期前半から後期前半まで連

綿と着実に発展を重ねてきた滝戸遺跡が、その終焉を

向かえ殆ど極地的に小規模化された生活の跡を見せて

いるのであろう 。中部山岳地方がそうであったように、

その外郭を形成する本地域でも確実に文化は衰退し、

潤井川を対峙して両輪をなしてきた富士市天間沢遺跡

（注 1)では逸速く 生活の姿はなく、文化の主体は伊

豆半島や富士川以西等の海岸部へ移ってしまうのであ

る（注 2)。
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番号出土区名称 型式名 器高口径底径 最 大 径 器 厚 文 様 胎 土 焼成色調 備 考

1801 II 深鉢形土器加曽利Bl - (30.9) 一口縁部 0.7 見縄文、沈線 祖砂、長石、石英 良 暗灰黄色

1802 V 深鉢形土器加曽利Bl - (19.1) ーロ縁部 0.7 団縄文、沈線 細砂、長石 良 にぷい黄褐色

1803 [[ 深鉢形土器加曽利BI - (14.6)一口縁部 0.6 刺突、沈線 祖砂、長石雲母 良 褐色

1804 II 浅鉢形土器加曽利Bl - (26.4) 一口縁部 0.6 刺突、沈線 砂長石、雲母 良 にぷい黄褐色

1805 II 洩鉢形土器加曽利Bl - (23.4) 一口縁部 0.5 刺突、沈線 祖砂．長石 良 暗赤褐色

1806 ll 浅鉢形土器加曽利BI - (21.3) ーロ縁部 0.6 RL縄文、沈線 祖砂 不良 にぷい黄褐色

1807 II 浅鉢形土器加曽利Bl - (20.3) ーロ縁部 0.5 沈線 砂長石 良 にぷい赤褐色

1808 II 洩鉢形土器加曽利Bl ー ロ縁部 0.5 沈線 細砂 良 にぷい赤褐色

1809 II 浅鉢形土器加曽利Bl 7.4 - 0.5 ぼ縄文、沈線 祖砂 良 暗赤褐色 網代底

図ー23

注1.富士市教育委員会 1985 「天間沢遺跡」 II

注2.静岡県 1990 「静岡県史」 資料編l考古1

加曽利 B式土器実測固

19. 沈線文が施される土器（図ー24)

沈線文が施される土器は資料を口縁部破片に限った

こともあり、口縁部辺にかなり特徴的な文様の抽出が

ない限り、不明なままのことが多い。これらは大きく

①太い沈線が単、複数で横位に巡るもの、②沈線が集

合して施されるもの、＠躙い沈線が無雑作に施される

ものに分けられる。①．②は前述してきたそれぞれの

土器の口縁部と思われるが、なかにそれらと胎土、色

調を異にした黒灰色で分厚い円頭状の口縁部が認めら

れる。波状口縁と思われその縁に沿って 3条の太い沈

線が巡るもので、おそらく後期後葉の東海から関西系

の粗製深鉢形土器と思われるが、 1個の資料ではあま

りに貧弱過ぎる。

これらのなかで唯一器形が知れるものが③の1901で

ある。口径40cmを超える大形の胴張り深鉢形土器で、

胴部をナナメに規制なくなぐり書いた細いヘラ状の沈

線で埋められるものである。口縁部は肥厚して、何単

位かで小突起が付けられているようである。この突起

のあり方や、赤褐色の色調と内外面の丁寧なミガキは

堀之内式のそれと似ているものである。

なお、過去に本遺跡より後期後葉から晩期資料も出

土したと聞くが（注 1)、本調査の資料のなかでは、

それとはっきり判断されるものはなかった。比較的はっ

きりとした清水天王山式土器や大洞系統の土器を出土

する辰野遺跡を比較すると、それは斜面のごく狭い平
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1903 V 0.9 沈線相砂、長石良黒褐色

l叙 V l.l 沈線租砂、長石良にぶ、戟色
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図ー24 沈線文．縄文が施される土器実測図
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番号

1901 

2001 

2002 

2003 

2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

2101 

2102 

2103 

2104 

2105 

2106 

2107 

2108 

区土

I
I
I
I
I
I
I

V

I

I
I
I
I
I
I
V
I
I
I
V
V
I
I
II
V

出 名称

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

洩鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

洩鉢形土器

鍋形土器？

鍋形土器？

鍋形土器？

鍋形土器？

型式名

堀之内？

堀之内？

堀之内？

器高口径底径最大径

ー (40.8) — 胤司音B

- (41.9) - -

ー (41.2) -

ー (29.1) -

ー (25.2) -

ー (25.5) -

ー (25.2) -

- (18,5) -

- (33.0) -

ー (36.8) -

ー (34.4) -

ー (32.6) -

ー (35.8) -

ー (38.8) -

ー (29.8) -

ー (33.6) -

ー (25.3) -

図ー25

器厚

I. I 

1.2 

1.0 

I. 0 

0.8 

I. 4 

0.8 

1.0 

1.1 

I.I 

0.9 

1.2 

l.l 

I. 2 

1.3 

- 0.8 

即0.0 0.8 

文様

細沈線

Rl.R3段縄文

柑覇文

躙改押圧、沈線

団縄文

RL縄文

ぼ縄文

RL縄文

四題文

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

胎土 焼成

祖礫長石 良

多祖砂長石 良

多fl!礫 良

多粗礫 不良

多租礫 不良

多祖礫、長石 良

多祖砂｀長石、石英不良

多長石、石英、砂 良

多細砂 良

多祖礫 不良

多祖砂 良

多祖砂、長石 良

多砂長石 良

多租砂 良

多租礫 良

多砂長石 良

砂、長石 良

色調

赤褐色

にぷい赤褐色

にぷい黄橙色

にぷい黄橙色

にぷい黄褐色

にぷい黄褐色

にぷい黄橙色

にぷい赤褐色

にぷい赤褐色

にぷい赤褐色

灰褐色

赤褐色

にぷい赤褐色

にぷい赤褐色

にぷい赤褐色

暗赤褐色

暗灰黄色

備考

三角突起付

補脩孔

□緑部ナデ

□唇部随双：

重旦感有

内面ミガキ

内面ミガキ

内面ミガキ

文様の施されない土器実測図
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坦地を居住域にするなど、本調査区との立地条件の差

は歴然としているもので（注 2)、加曽利B1式の局

地的な占地状況などからすると、それ以降はなおさら

ワンポイント的なものであったと思われるのである。

注1.加藤学園考古学研究所 1983「駿豆地方の縄文土器集成J

注2.富士宮市教育委員会 1993 「富士宮市の遺跡」

最終整理段階において沈線文が施される土器のなか

に、特徴的な沈線が集合する 3 点の土器 (1902~1904)

が抽出された。時間的制約のなかで充分な検討ができ

ず、ここに掲載してご教示を願う次第であります。

1902. 1903は波状口縁で口縁部が詰まったキャリパー

状の器形が予想され、口唇が外側 (1902)、内側 (1003)

から殺ぐように削られて特徴的である。 1904もやはり

波状口縁で口唇も角頭状に削られるが、湾曲度合いは

前者より少ない。 3点とも地文に条線は持たずに沈線

を集合させるもので、口縁部の 2本の横線を基本にそ

れ以下は弧線文風の円弧を並べたり、縦、斜めの区画

を沈線を集合させて埋めたりもしている。 1903の沈線

は丸棒状のエ具の先端で最もはっきり描かれ、 1902は

バラケ気味、 1904は完全にバラケたハケ状の沈線となっ

ている。器厚は 1cm内外、胎土は粗砂中に長石粒を

混じえ、色調も黒褐色から暗褐色でこの地域の曽利式

や加曽利E式土器に近いものである。

20. 縄文が施される土器（園ー24)

縄文が施される土器はこの時代の代名詞にされるよ

うに全般に亘って存在し、本遺跡における資料点数

（口縁部破片、以下同じ）も多い。資料の大半は直線

的に外方に開いていく単純な平口縁のもので、口径が

40cmを超えるものも目立ち (2001.2002)、その予想さ

れる容置は煮沸用容器にふさわしい。また以外にバラ

エティーに富んだ器形にも及んでいて「く」字状に外

反する口縁をもつものや (2004~2007)、浅鉢 (2008)

の例もある。この浅鉢の内面は外面の縄文の凸凹した

感じと反比例するように非常に良く磨かれている。こ

のようななかには2004のように堀之内式、 2005のよう

に曽利式に似た器形を窺えるものもあるが、その殆ど

が前述するような単純な器形のため、帰属関係を探る

のは困難ではっきりしないことが多い。従来、こうし

た土器は後述する無文土器と共に煮沸用の粗製土器に

判断されて、精製土器への関凶こ比べ等閑視され、ま

た単純に後期から晩期にかけて存在が一般化されるも

のとしてきたが、近年では早、前期まで遡って認知し

ているケースもあり、中期後半の存在も伊豆地方で追

求されている（注）。とすれば、本遺跡の隆盛時にお

いてもそうした粗製土器の使用も充分予想され、縄文

の施される土器と文様の施されない無文の土器を併せ

た数字が、型式の知れる資料点数とおよそ対等してい

ることもうなずける。つまり数字から見ると、決して

従属的な立場にあるものではなく、また調査区別分布

状況にも隔たりがないことから、これらはそれぞれの

時期に万遍なく併存していたと思われるのである。

注．金子浩之 1996「伊豆地方における縄文時代中期後半の粗製土

器」 「考古学の諸相J坂詰秀一先生還暦記念会

21. 文様の施されない土器（図ー25)

ナデ、ミガキなどで器面を調整して、意図的な文様

が施されない土器（以下、無文土器）である。これら

は擦痕が残り、あたかも粗製土器を語れるものが大半

であるが、丁寧なミガキが施されるものもあり一様で

はない。また口縁部だけを対照にしていることもあり、

曽利式土器の優勢地域である第1II調査区に出土比率が

高くなるなど、器形の特徴にも左右されている。そう

した特徴的な部分を除くと縄文の施される土器より量

的には下回り、粗製土器内における縄文が施される土

器との比率はそれに及ぶことはなかったようである。

このなかで最も資料を占めるのは平口縁の大型深鉢

形土器である。しかし40cmの口径を超えるものはな

く、沈線、縄文の施される土器のそれらより幾分小振

りである。 2101が器面をナデによって調整する最も一

般的なもので、 2102に擦痕が残り、 2103が内外面とも

丁寧にナデられるものである。 2102の口縁部のヨコナ

デ、 2103のミガキは堀之内式土器のなかに似たものを

見る。この無文土器の特徴は2104のような浅鉢の資料

が多いこともあるが、その中間形と言うべきか、深鉢

より浅いいわゆる鍋様の土器が目立つこともある。い

ずれも小破片で全体を捉えられないが、 2105.2106のよ

うに「サラダボール」状の球形の胴部のものが一般形

で、 2107のように口縁部を厚く縁取りしたり、 2108の

ように口縁部が内湾してつぼむものなど、バラエテイー

に富むものである。後期後半から晩期にかけて深鉢の

丈が短くなる傾向にあるが、おそらくその時期まで下

らないこれらの土器が煮沸用の土器であるとすれば、

これまでに言われだ深鉢型土器一辺倒の食物調理に一

考を投げかけているのかも知れないのである。

22. 底部

確認される底部は0101の尖底を除くと、全て平底で
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2,075点（完存、破片を全て含める）である。小破片で

はっきりしないものも多いが、それらは全て円形のも

のと思われる。第1I調杏区の出土が全体のおよそ47%

を占め半数近い。以下、第V調査区、第 I調査区と続

く。これは第 I調査区の包含層が薄いこと、第V調査

区の弥生l梼代遺構が縄文時代包含層に深く及んでいる

ことなど、遺物包含層の容量の差と思われる。それぞ

れの内容は平らにナデられているもの（以下、平滑底）

が1,437点およそ70%、網代底が601点およそ30%と、

殆どこの両者で占められ、木葉痕の残る底部は37点、

2%にも及ばないでいる。このなかには第m調査区の

ように網代底が皆無に近い地点があるなど、網代底の

占めるパーセンテージが本遺跡全体のなかに占める後

期の土器のあり方を暗示しているのか、興味深い数字

を示している。

平滑網代木葉計

I区 273 101 6 380 

II区 625 324 16 965 

m区 140 8 2 150 

V区 399 168 13 580 

言t1,437 601 37 2,075 

ここで2,075点の底部片から何個体の土器が復原さ

れるか検討して見たい。資料数の多い第1I調究区を例

に挙げたい。第1I調査区より出土した底部の完存品は

8点、その略完存品が12点で、 2(),fl目体はすでに数えら

れる。残りの945点の破片を 1個体のうちに占める割

合で数を拾い、それらが1個体になった個数を拾うと

以下である（小数点以下、四捨五入）。

破片割合x点数＝個体数

3/4 36 27 

2/3 18 12 

1/2 43 22 

1/3 92 31 

1/4 203 51 

1/5 115 23 

1/0 87 15 

1/8 143 18 

1/10 58 6 

1/12 113 9 

1/12以上 37 

言十 945 214 

第1I調査区の945点の底部破片は214個体に復原でき

る。これに除いていた完存、略完存の20個体を加える

と、 965点中234個となり、つまりこれは4.12破片で 1

個体が復原されることになる。これを本調査で知れた

2,075点の底部破片にあてると、 503個体の土器が復原

されるのである。

第I調査区 380点-;-4.12=92個体

第II調査区 965点-;-4.12=234個体

第m調査区 150点-;-4.12=36個体

第V調査区 580点-;-4.12=141個体

計 2,075点-;-4.12=503個体

23. 土器の出土について（図ー26.27)

本調査で得た土器片は通常のポリコンテナに200箱

以上で収蔵されている。そのなかから先ず、復原可能

な土器を探し、そして、マッチ箱以上の大きさで口縁

部破片と底部破片を全て拾い出した。その数値が以下

である。

型式名 I区 II区 m区

1. 韓前半縄文 (2) 

2. 早期前半の無文

3清水ノ上 7 1 

4. 木島

5関山 (1) (1) 

6諸磯 1 

7北裏Cl 2 35 1 

8五領ケ台 4 93 2 

9北屋敷 4 19 8 

10. 勝坂 78 186 28 

11曽 利 121 

12加曽利E 40 

13称名寺 54 

14. 三十稲場 1 

15堀之内 340 

16縁帯文系 2 

17. 付加条縄文 111

1 14 
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 18加 曽利B 2 31 3 36 

19. 沈線文 36 80 20 57 193 

20縄文 132 370 41 295 838 

21無文 127 276 67 110 580 

22底部 380 965 150 580 2,075 

言十 1,435(1) 3,509(3) 553 1,969(1) 7,456 (5) 

これを発掘調杏区別に発掘面積をあてると以下の割

合になる（胴部破片を除く）。

面積m2 (%) 土器出土数（％）

I区 540 (46) 

II区 250 (21) 

（胴部）

V区計

(2) 

15 

8 

(1) (1) 

(2) 

1 2 

7 45 

42 141 

6 37 

72 364 

1,435 (19) 

3,509 (47) 
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Ill区 100 (9) 553 (8) 

V区 280 (24) 1,969 (26) 

計 1,190 (100) 7,456 (100) 

これを見ると先ず、第Ill・V調査区が面積、土器量

とも数値が近く平均的であることに比べ、第 I・II調

査区の変動が大きいことに気付く。これは第I調査区

の発掘容量が足りなかったためと（注）、第II調査区

が第V調査区と同じような発掘面積にも関わらず、 2

倍近い土器量をもつのは、第V調査区が全面に亘って

弥生時代遺構に重複を受けているのに対して、第 II調

査区はそれ程ではなく、避物包含層の残存容量が多かっ

たためのものと思われる。

従って単純に調査区面積と土器出土量は比較できな

いことを知り、次に上記の口縁部破片出土量と復原さ

れた底部個数をあたると以下の結果を得る。

口縁部数（％） 底部個数（％）

I区 1,055 (20) 92 (18) 

II区 2,544 (47) 234 (46) 

Ill区 403 (7) 36 (7) 

V区 1,389 (26) 141 (28) 

計 5,391 (100) 503 (100) 

ここで知るように口縁部破片数と底部復原個数の比

率は殆ど同じである。つまり、このことは口縁部破片

が発掘された遺物包含層の容量（発掘容積）のなかで、

それに内蔵されている土器そのものの実体を表してい

ると理解するべきであり、それらの実数が調査区毎の

発掘容積の差を御破算にした、本遺跡のそれぞれの時

代の消長を反映しているものとして良いと思われるの

である。

なお、この後は帰属のはっきりしない沈線文、縄文、

無文の土器を除いた3,780点の口縁部破片を対象とす

る。

先ず、全体の出土量は前述してあるから100点以上

の出土量をもつ 7位まで拾うと、①堀之内式土器1,61

6点 (43%)②曽利式土器710点 (19%(③付加条縄文

土器493点 (13%)④勝坂式土器364点 (10%)⑤加曽

利E式土器181点 (5%f⑥五領ケ台式土器141点 (4

%)⑦称名寺式土器106点 (3%)である。ここでは

改めて堀之内式土器の圧倒的な出土量を知るばかりで

はなく、それに併行する付加条縄文土器を合わせると

56%に達して全体量の過半数を占めるなど、このあま

りの異常な高値に限度を超えた文化の隆盛が崩壊寸前

の飽和状態にあることも感ずるのである。

そして、これらを調査区別に分けると次の結果も得

る (0内番号は上記土器番号と同じ）。

I区 760点①340点(45%)②121点(16%)③111 

点(15%)@: 汀8点(10%)~加点(5%)

⑥4点(0.5%)⑦54点(7%)

II区 1,818点①757点(42%)②299点(16%)③234 

点(13%)④186点(10%)½沿1点(5%)

R33点(5%)(J_加点(2%)

m区 275点①55点(20%)②164点(60%)、③5点

(2%)④ 28点(10%)⑤5点(2%)⑥

2点(0.5%)⑦5点(2%)

V区 927点①464点(50%)②126点(14%)③143 

点(15%)④72点(8%)½加点(5%)

⑫ 2点(5%)⑦5点(0.5%)

この結果を調査区毎にまとめると、

第I調査区称名寺式土器の出土率が高く、五領ケ

台式土器のそれが低い。

第II調査区全体比率と殆ど同じである。

第m調査区 曽利式土器と勝坂式土器の出土比率が

異常に高い。

第V調査区堀之内式土器が半数を占め、勝坂式土

器、称名寺式土器の出土比率が低い。

と言うようにそれぞれの調査区でそれぞれの違いを

見出すことができる。そしてこれを総括すると、先ず

第I調査区の発掘調査が下層面まで達していなかった

ことを、上層の堀之内式土器から勝坂式土器まで平均

的な出土比率を示していながら、五領ケ台式土器で急

に途絶えることから知れ、それから曽利式土器から勝

坂式土器が第V調査区にあまり影響せず、逆に堀之内

式土器が第m調査区に殆ど影響しないと言う分布状況

の違いもはっきりしてくるのである。

埋甕の分布も、勝坂式土器を使用するものが第 I調

査区に埋甕01、曽利式土器を使用するものが第II調査

区で埋甕02~埋甕07、第m調査区で埋甕08.09。加曽

利E式土器を使用するものが第 I調査区で埋甕10。堀

之内式土器を使用するものが第V調査区で埋甕11.12、

第II調査区で埋甕13というように土器の分布状況に完

全にならって構築されているのである。

注窟士宮市教育委員会 1977 「滝戸遺跡発掘調査（第I次）概報J

「D縄文WI遺構 n、下層面I!)杞石磁構ぎに縄文期下層

而についてみよう。......本下屈面は、残念ながら期廿

等I!)関係で全域の調査ができなかったが、………」
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口攣〗
1103 

1104 

1101 

1106 

゜ 一10cm 

番号出土区 名 称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色調 備 考

1101 表採 深鉢形土器 曽利 - (31.0) ーロ縁部 I.4 隆帯、沈線文 多祖砂 良 にぷい褐色 戟後表採大把手

1102 I 深鉢形土器 曽利 - (19.5) ーロ縁部 1.0 隆帯、条線文 砂（精選） 良 にぷい赤褐色 把手付

1103 V 深鉢形土器 曽利 - (15.0) ーロ縁部 1.1 隆帯、沈線文 細砂 良 にぷい褐色

1104 III 深鉢形土器 曽利 - (17.4) ―頸部 1.0 隆帯` 剌突文 租砂 良 暗赤褐色

1105 I 深鉢形土器 曽利 - (18 . 0) —口縁部 0.8 隆帯、沈線、撚糸圧痕 細砂 良 にぷい赤褐色

1106 Ill 深鉢形土器 曽利 ー (20.8) ーロ縁部 I.I 隆帯、沈線文 細砂 良 にぷい橙色

1107 I 深鉢形土器 曽利 - (38.4)ーロ縁部 I.I 隆帯、沈線文 祖砂、長石 良 暗赤褐色

図ー28 曽利式土器実測図ー 1
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ハ）

． 1111 

1114 

゜
10cm 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底 径 最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色調 備 考

1108 II 深鉢形土器 曽利 - (40.0) ーロ縁部 I.l 隆帯、沈線文 柑砂 良 にふい黄橙色

1109 II 深鉢形土器 曽利 - (19.0) ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文 細砂 良 暗赤褐色

1110 ll 深鉢形土器 曽利 - 18.0 ーロ縁部 0.8 隆帯、沈線文 細砂 良 暗赤褐色 埋甕02,

Ill! Ill 深鉢形土器 曽利 - D緑部 0.9 隆帯、沈線文 租砂 良 赤褐色

1112 V 深鉢形土器 曽利 - (36.5) ーロ緑部 I..4 隆帯、沈線文 細砂 良 にぷい黄橙色

1113 II 深鉢形土器 曽利 - (33.5) ーロ縁部 I.I 隆帯、沈線文 祖砂．長石 良 にぷい橙色

図ー29 曽利式土器実測図ー 2
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1119 

1121 

1123 

゜
10cm 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色調 備 考

1114 I 深鉢形土器 曽利 15.2 ーロ縁部 0.9 隆帯、沈線文 細砂 良 にふい橙色

1115 Ill 深鉢形土器 曽利 - (34.0) 一口縁部 1.1 隆帯、沈線文 多祖砂 良 にぷい赤褐色

1116 V 深鉢形土器 曽利 - (38.5) - D縁部 1. 0 隆帯、沈線文、縄文RL 多砂 良 暗赤褐色

1117 I 深鉢形土器 曽利 - (36.0) ーロ緑部 1. 2 隆帯、沈線文、縄文RL 多祖砂 良 にぷい赤褐色

1118 V 深鉢形土器 曽利 - (33.0) - D緑部 1.0 隆帯、沈線文、縄文ぼ 多祖砂 不良 にぷい黄褐色

1119 I 深鉢形土器 曽利 - 33.3 ー ロ縁部 1.0 隆帯、縄文RL 細砂 良 暗赤褐色

1120 V 深鉢形土器 曽利 ー (24.0) ーロ縁部 0.8 隆帯、縄文ぼ 細砂 良 にぷい褐色

図ー30 曽 利式土器実 測図 ー 3
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10cm 

番号出土区 名 称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土 焼成 色調 備 考

1121 V 深鉢形土器 曽利 ー (22.0) ーロ縁部 l.0 隆帯、t鳳文RL 祖砂 良 にぷい橙色

1122 I 深鉢形土器 曽利 20.0 19.7 7.2 口縁部 0.9 隆帯、縄文RL 祖砂 良 暗赤褐色

1123 I 洩鉢形土器 曽利 - (20.2) ― 肩部 l. 3 無文 多rn砂 良 暗赤褐色

1124 ll 深鉢形土器 曽利 41.6 40.4 9.5 口縁部 0.8 低隆帯、条線文 多租砂 良 暗赤褐色 埋甕03

1125 ll 深鉢形土器 曽利 - 10.7 口縁部 1.0 j邸径帯、条線文 多租砂 艮 極暗赤褐色 埋甕04

1126 II 深鉢形土器 曽利 ー (39,0) ーロ緑部 I.I 低隆帯、沈線条線 多t且砂．長石 良 明赤褐色

図ー31 曽利式土器実測図ー 4
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1130 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎土

1127 II 深鉢形土器 曽利 - (22.0) ーロ縁部 0.8 f邸径帯、沈線、条線 多砂、長石

1128 ll 深鉢形土器 曽利 (25.0) 20.9 ーロ縁部 o.9 I邸径帯．条線文 多祖砂

1129 II 深鉢形土器 曽利 (23.0) 23.3 (7.5)口縁部 o.s I邸径帯、条線文 細砂

1130 Ill 鉢形土器？ 曽利 ー (23.5) - ! 同g~ 1. 0 (t¥隆帯沈線文 祖砂

1131 I 深鉢形土器 曽利 - (25.0) - D縁部 1.0 太沈線．条線 祖砂

1132 V 深鉢形土器 曽利 ー (32.0) ーロ縁部 1.0 沈線、条線 多祖砂

1133 II 深鉢形土器 曽利 13.0 14.3 5.5 口縁部 0. 7 条線 多祖砂

図ー32 曽利式土器実測図ー 5
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焼成 色調

良 暗赤色

良 にぷい赤褐色

良 暗赤色

良 にぷい赤褐色

良 にぷい1登色
良 にぷい褐色

良 暗赤褐色

1132 

10cm 

備考

埋甕05
埋甕06

埋甕07



1135 

1136 

1142 

゜
番号出土区 名 称 型式名器高口径底径最大径器厚文 様 胎土

1134 II 深鉢形土器 曽利 ー (21.0) - D縁部 0.6 f邸径帯条線 ＇ 多祖砂

1135 Ill 広口壷形土器曽利 一 (22.5) ーロ縁部 1.1 太沈線、縄文旧 祖礫、長石

1136 Ill 深鉢形土器 曽利 (27.0)23.3 (7.5)口縁部 1.0 太沈線、綾杉文 多細砂

1137 V 深鉢形土器 曽利 ー 28.0 - (32.0) 0.8 倍隆幣、沈線、栖描 多祖砂

1138 Ill 深鉢形土器 曽利 一 {17 , 0) —口縁部 0 . 8 太沈線 祖砂

1139 II 深鉢形土器 曽利 ― ― ーロ縁部 I.I 太沈線、綾杉文 多租砂

1140 II 深鉢形土器 曽利 ― ― ーロ縁部 0.9 沈線、連八文 多租砂、長石良

1141 V 深鉢形土器 曽利 ― - -D縁部 0.9 太沈線｀連八文 祖砂 良

1142 Ill 深鉢形土器 曽利 ― - 8.6 - 1.1 太沈線、連八文 多租砂、長石 良

1143 II 深鉢形土器 曽利 ― - 9,4 - 1.0 太沈線、連八文 多祖砂、長石 良

曽利式土器 実 測図 ー 6
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成

良

良

良

焼

良

良

不良

図ー33

色調

にぷい赤褐色

赤褐色

暗赤褐色

にぷい褐色

にぷい赤褐色

にぷい黄褐色

赤褐色

赤褐色

にぷい褐色

にぷい暗赤褐色

備考

埋甕08

弱い波状口縁

埋甕09



―＿ここー：ーニニ喜虞□二三

゜
10cm 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土焼成 色調 備 考

1501 V 深鉢形土器 堀之内 38.6 38.5 9.7 口縁部 1.1 沈線、乱縄文、貼付文多砂、長石 良 赤褐色 埋棧II

1502 I 深鉢形土器 堀之内 - 19.l ー ロ緑部 0. 7 沈線、し縄文、貼付文 多細砂 良 暗赤褐色

1503 II 深鉢形土器 堀之内 ー (20.5) ー ロ縁部 0.8 沈線、ぼ縄文 多細砂 良 にふい褐色

1504 I 深鉢形土器 堀之内 ー (15.6) ー ロ緑部 0.8 沈i泉縄文 細砂長石 不良 赤褐色

1505 深鉢形土器 堀之内 ー (23.8) ー ロ縁部 0.6 沈線、RL縄文 細砂 良 にぷい赤褐色 橋状把手

1506 !I 深鉢形土器 堀之内 - (29.1)ー ロ緑部 0.4 沈線、RL縄文 細砂 良 黄褐色

1507 V 深鉢形土器 堀之内 - (24.0) ー ロ緑部 0. 7 沈線、ぼ縄文 多祖礫 不良 にぷい黄褐色

1508 II 深鉢形土器 堀之内 ー (25.1) ー ロ緑部 I. 0 沈線、ぼ縄文 桂砂、長石 良 にぷい褐色

図-'-34 堀之内式土器実測図一 l
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1515 

゜
10cm 

~ 

番号出土区 名 称 型式名 器高口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

1509 V 深鉢形土器 堀之内 - (32.8) — 口縁部 1.0 沈線、訊縄文 多粗礫、長石 良 にぷい黄褐色

15[0 V 深鉢形土器 堀之内 - (30.3) — 口縁部 1. 1 沈線、ぼ縄文 多粗砂 良 にぷい黄橙色

1511 V 深鉢形土器 堀之内 19.5 (18.8) 8.8 口縁部 0.8 沈線、RL縄文 多砂 良 にぷい黄橙色

1512 V 深鉢形土器 堀之内 - (18.3) —~ 口縁部 0.8 沈線、ば縄文 多祖礫 艮 暗灰黄色 埋痰12甕内出土

1513 II 深鉢形土器 堀之内 - (42.0) - D縁部 1.0 沈息隆帯 多砂 良 にぷい黄褐色

1514 V 深鉢形土器 堀之内 ー (30.6) ー ロ緑部 0.7 沈息隆帯、貼付文多粗砂 良 にぷい黄褐色

1515 Ill 深鉢形土器 堀之内 - (29.8) ー ロ縁部 0.9 沈線、隆帯 多祖砂、長石 不良 にぷい赤褐色

1516 V 深鉢形土器 堀之内 - (34.8) ー ロ縁部 1.1 沈線 多祖礫．多長石不良 にぷい黄褐色

図ー35 堀之内式土器実測図ー 2
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 ゜
10cm 

番号出土区 名称 型式名 器高口径底径 最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

1517 V 深鉢形土器 堀之内 - (36.9) ― 口縁部 0.9 沈線 多租礫 良 にぷい黄褐色

1518 II 深鉢形土器 堀之内 - (37.8) ー ロ縁部 0.9 沈線 多rn礫、長石 良 にぷい黄褐色

1519 V 深鉢形土器 堀之内 - (26.5) - D縁部 0.8 沈線 多租砂 良 黒褐色

1520 V 深鉢形土器 堀之内 - 22.1 ー ロ縁部 0. 7 沈線貼付文 多細砂 良 にぷい黄橙色

1521 II 深鉢形土器 堀之内 ー ロ縁部 0.6 沈線、貼付文 多祖礫 良 にぷい褐色

1522 V 深鉢形土器 堀之内 - 18.6 ー ロ縁部 0.6 沈線 多祖砂、長石 良 黒褐色

1523 II 深鉢形土器 堀之内 ー (24.7) ー ロ縁部 0.5 沈線 多祖砂、長石 良 にぷい黄権色

1524 深鉢形土器 堀之内 - (2じ3) ー ロ緑部 0.8 沈線 多細砂 良 黒褐色 重星感有

1525 II 深鉢形土器 堀之内 ー (21.0) ー ロ緑部 0.9 ミガキ 細砂 良 にぷい！登色

図ー36 堀之内 式土器実 測図ー 3
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二` ゜
10cm 

箕輪 A遺跡第 1号住居跡出土土器

番号出土区 名 称 型式名 器 高 口 径 底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成 色調 備 考

1526 II 深鉢形土器 堀之内 0.8 沈息刺突 多粗砂、長石 良 にぷい黄橙色 人面？把手

1527 V 深鉢形土器 堀之内 - (35.8) ー ロ緑部 0.8 沈線、刺突 多細砂 良 にぷい黄褐色 把手

図ー37 堀之内式土器実測図ー 4

-198-



1528 

口

［三｛゜；ゲ三° 〖'"'

＼
 

¥
‘
ヽ
ぃ＼
 

)[＼ f

¥や
入＼
 

Aぃ

2

‘
¥
 

ヽ
＼
ー
ヽ

｀` ‘ 

IOcm 

番号出土区 名 称 型式名 器高 口径底径最大径器厚 文様 胎 土 焼成 色調

1528 深鉢形土器 堀之内 (36.2)ー ロ縁部 l.O 沈線 多祖砂、長石 良 赤褐色

1529 II 深鉢形土器 堀之内 (21.8) ー ロ緑部 0.7 沈線 多祖砂、長石、石英 良 黒褐色

lぷlO [[ 深鉢形土器 堀之内 (22.4) ー ロ縁部 0.8 沈線 多細砂 良 にぷい黄褐色

lぶl II 深鉢形土器 堀之内 (23.0) ー ロ縁部 0.8 剌突、沈線 多細砂 良 にぷい褐色

lぷl2 II 深鉢形土器 堀之内 (23.2) - . 口縁部 0.8 刺突沈線 多細砂 良 にぷい褐色

15-33 V 深鉢形土器 堀之内 (34.0) ー ロ縁部 l.0 ナデ 多砂 良 にぷい黄褐色

lci34 II 深鉢形土器 堀之内 (29.4) ー ロ縁部 0.8 ナデ 多租砂、金雲母 良 にぷい黄褐色

l迅5 V 深鉢形土器 堀之内 27. 7 24. 7 8. 4 口縁部 0.8 ミガキ 多砂 良 赤褐色

図ー38 堀之内式土器実測図ー 5
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1540 

゜
10cm 

番号出土区 名 称 型式名 器高 口径底径最大径器厚 文 様 胎 土 焼成色調 備 考

1536 II 深鉢形土器 堀之内 - (26.0) ー ロ縁部 0.8 隆帯、沈線、他縄文 多祖礫、長石 良 にぷい黄橙色

1537 !I 深鉢形土器 堀之内 (20.0) 20. l (9.6)口緑部 0.5 隆帯、沈線、団“じ［ 多砂 不良 黄褐色

1538 II 深鉢形土器 堀之内 19.4 16.3 9.1 口縁部 0.8 隆帯、沈線.RL縄文 多砂 良 にぷい黄褐色 埋甕13

1539 V 洩鉢形土器 堀之内 18.6 ー ロ緑部 0.6 沈線、ぼ縄文 多細砂 良 褐色 ミガキ顕著

1540 II 浅鉢形土器 堀之内 14.2 (19.8) 6.2 口緑部 0.6 隆帯、沈線．ぼ穐文 多細砂 良 褐色 ミガキ頷著

図ー39 堀之内式土器実測図ー 6
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番号

1541 

1542 

1543 

1544 
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1548 
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出 称

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
D

D
0

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
0

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

名 型式名

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内 一

堀之内併行一

加曽利8? -

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

堀之内

器高口径底径最大径器厚

- 2.4 - - 1.6 

2.2 - - 1.0 

2.2 - - 0.8 

2.1 - - 0.8 

- - - 0.9 

0.8 

0.6 

0.6 

0. 7 

0.8 

0. 7 

0.7 

0.6 

1. 2 

0.9 

0.8 

0.5 

0.9 

1. 7 

(19.2) 

文様

無

無

無

無

隆帯

無

無

沈線、ぼ縄文

沈線

沈線

沈線、収縄文

沈線、ぼ縄文

無

無

無

沈線

沈線、訊縄文

沈線、訊縄文

沈線

隆帯刺突

胎土

多細砂

多細砂長石

多細砂長石

多細砂長石

多細砂多長石

多細砂

祖砂

多細砂

多砂長石

多砂、長石

多祖礫

多細砂

多砂

多砂長石

多砂長石

多粗砂

多祖砂長石

多祖砂、長石

多細砂

多細砂

げ

良

良

良

良

良

良

碩

良

良

良

碩

良

良

良

良

碩

良

良

良

良

色調

灰褐色

灰褐色

赤褐色

にぷい赤褐色

にぷい黄褐色

にぷい赤褐色

にぷい黄褐色

にぷい褐色

黒褐色

にぷい赤褐色

にぷい褐色

にぷい1登色
にぷい黄橙色

灰褐色

灰黄褐色

にぷい褐色

黒褐色

明赤褐色

にぷい赤褐色

に祁雅色

備考

注口部

注口部

注口部

注口部

注口文様有

注口部

注口部

口縁部

口緑部

胴部

口緑～胴部

口緑部

口縁把手

口縁把手

把手

把手

□縁把手

口縁把手

把手

把手

図ー40 堀之内式土器実測固 ー 7
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B. 再利用土器片

土器片を再利用したものに土器片円盤と土器片錘が

ある。土器片円盤は従来より言われる「土製円板（盤）」

を指している（注 1)。

土器片円盤119点、土器片錘17点が出土している。

出土状況はいずれも散在的で直接遺構に関わるもの

はない。

1. 土器片円盤（図ー41.46~48)

土器片円盤は土器片の周縁を打ち欠いたり研磨した

りして、全てが円形であるように意図されている。こ

れらは通例の如くその加工法によって、以下の 3類に

分けられる。

I 類打ち欠きによるもの (001~079) 。

n類打ち欠き後、一部研磨によるもの(080~110) 。

III類打ち欠き後、周縁研磨によるもの(111~119) 。

I類79点、 n類31点、 III類9点で、 I類の圧倒的な

量と1II類の希少なあり方が注目される。なおまたn類

に脆弱な資料が多く、 I類の風化資料や洗浄作業によ

るものの混在があるとすると、 III類の希少感はさらに

増すものと思われる。

これを出土地区別に分けると、以下にまとまる。

I区 n区 III区 V区計

I類 15 18 11 35 79 

n類 5 6 3 17 31 

III類 1 3 1 4 9 

言t21 27 15 56 119 

調査区の包蔵容量の差から第V調査区の出土量が目

立つが、ここでは出土地区別に見る I. Il. III類の類

最大 平均

I類

゜063 
II類

゜ ゜088 094 

Ill類 0,15 鬱O
117 

1区

II区

Ill区

V区

lo 30 ¥ ¥ ¥60個

全体 i . I類 '1 _"類 ) 111、I_

0 60 l20fl!l 

図ー42 土器片円盤出土区 一 覧

似性の高いパーセンテージから（図ー42)、地区別に

差のない出土状況を知り、それぞれの個性がそれぞれ

の出土地区に反映されない、総体的なあり方の部分抽

出であることを確認しておきたい。

利用部位は95%が胴部で占められ、他は口縁部 1点

(061)、底部6点 (002.018. 046. 049. 055. 100)である。

そのうち100がn類の他はいずれも I類の加工がなさ

れ、底部資料は全て平滑である。胴部破片も以下のと

おり、縄文、沈線、無文など凹凸の少ないものが80%

以上で選ばれている（図ー43)。

縄 文 沈 線 無 文 隆 帯 底 部

I類 31 15 17 11 5 

n類 8 9 8 5 1 

m類 3 4 2 0 0 

全体 42 28 27 16 6 

ここで言う隆帯の多くは曽利式や加曽利E式のなぞ

りによる低隆帯であり極端な凹凸を感じないが、隆帯

資料のないm類から見ると、 I・Il類の打ち欠けによ

る利用土器片の選び方は幾分ラフに感じる。このこと

は周縁研磨するm類が当初より凹凸の少ない資料を選

んだとも言えるが、それではなぜ、そうした資料が選

最小

゜
O仄〗

015 

浅間大社遺蹄出士陶器片円盤

(18c-19c) 

゜110 <10 ゜
5cm 

114 

図ー41 土器片円盤分類図
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I類

II類

Ill類

全体

底部

沈線 無文 隆帯

゜
50 100 12嘩

図ー43 土器片円盤文様別分類

ばれて研磨されなければならなかったのか、その因果

関係の検討も必要となろう。

次に、出土地区別に利用土器片の時期を探ると、第

I調査区に勝坂式 (003)、第 I・II調査区に加曽利E

式に関連する撚糸文 (030.076. 110. 前述の統計資料に

は縄文に含めてある。）、第V調査区に堀之内式に伴う

付加条縄文 (066.069. 072. 073)を見るなど、それぞ

れの地区で卓越した土器形式資料が含まれるから、お

そらく「その場」にある土器片が再利用されたものと

言える。

以上、個々の特徴を把握して全体的な法量分類に移

ると、以下のとおりである。

長 幅厚cm重g

I類

II類

III類

平均 3.7 3.5 0.98 15.6 

最大 7.6 6.9 1.5 77.8 

最小 2.4 2.3 0.7 5.5 

平均 3.3 3.2 1.01 12.5 

最大 4.53.9 1.4 23.5 

最小 2.7 2.5 0.7 5.7 

平均 3.2 3.1 1.06 12.7 

幅

長

函．
 '‘
 

＇ —,' 
ヽ
ヽ
ヽヽ

ヽ
ヽヽ

ヽヽ
ヽ
ヽヽ

ヽ
ヽヽ

ヽヽ
ヽ
ヽヽ

ヽヽ
ヽ
ヽヽ

g
 

．

ヽ

3

ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ

重

図ー44 土器片円盤法量比較

厚
1. lan 

一全体

----- I類

•—.. . ー ・ ー ・ — . II 類

....... Ill類

最大 3.9 3.6 1.3 20. 7 

最小 2.4 2.4 0. 7 4.1 

全体平均 3.4 3.3 1.02 13.6 

最大 7.6 6.9 1.5 77.8 

最小 2.4 2.3 0.7 4.1 

I類が量的に圧倒することもあって、最大値から最

小値まで幅広い分布を見せるが（図ー45)、4cm前後

を境にして見ると、それ以下の分布状況には I・II・

III類という加工法の差がお互いの法量から逸脱するこ

となく、 90%近い数値でそこに集中している。このこ

とは土器片円盤が加工法を重視しているのではなく、

その形状や法量に対して打ち欠いたり研磨したりして

作られていたとするべきであり、 III類の希少な存在を

性格の逸脱にまで発展させる必要はなさそうである。

土器片円盤、いわゆる土製円板（盤）は縄文時代か

ら近世に至るまで連綿と出土するが、その性格につい

ては諸説がありいまだ明らかではない。ここで兵庫県

高砂市高砂町近世遺跡（注 2)を例に挙げると、 113

点の土製円板のうち、本遺跡分類で言う I類が84点、

II類が26点、皿類が3点で、殆ど同様のパーセンテー

ジを示している。土師質土器、瓦質土器、瓦等の破片

が利用されるが、 III類の加工が瓦破片であったことを

知ると、特徴的な厚さを示すIII類は（図ー44)、その

厚さ故に、円形に加工するためには必然的に研磨せざ

るを得なかったと言えるかも知れないのである。とす

れば逆に I類の薄さは高砂町遺跡の土師質土器や瓦質

土器の加工と同様に、容易に円形に打ち欠けた結果な

のかも知れないのである。

次に、法量について見ると、全体で径2 .8~7.4cm 、

厚さ0.6~2.2cm、重さ 6~140gの数値に納まるらしい

が、これもまた利用する素材の大半が瓦破片だったと

言う素材自身の厚さ、重さの直接的な反映を除くと後

の内容は殆ど同じなのである。そう言えば土製円板の

アレンジ形であろう土製三角板を修善寺町大塚遺跡な

どで見ることもあるが（注 3)、利用素材の表裏が研
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図ー45 土器片円盤法最分布

磨されることは管見になく、縄文時代から近世に至っ ており、それぞれの文化のなかで、果たして生産や消

てもなお、厚さ、重さに対して無関心でいられるあり

方が、この土器片円盤の性格を暗示しているのかも知

れないのである。

つまり土器や瓦の破片を「円形」という形の道具に

するという単純な製作行為であるが故に、それぞれの

文化にあっても共通の法量を生み出しているものと言

えるかも知れないのである。そして、それ故にそれぞ

れの文化や地域のなかで、それぞれの用途が語られる

ことになり、ここでも新たに薩摩灘における引き網漁

の投てき用威嚇具が検討のひとつに加えられているの

である。以前よりの土製紡錘車、有孔円板の未製品、

言十量具、換算具、研磨具、土器の補修具ならびに混和

剤、蓋、錘、泥面子、 冥銭、さらに中、近世遺物とし

て独立させ小型円板の名称で燈明皿の燈芯を押さえる

具とするもの（注4)など、先学諸氏の充分な検討に

も関わらず、その用途が確定しないのもそうしたこと

が原因して致し方ないことかも知れないのである。

土器の誕生後、その破片が再利用されることは必然

的であろうが、同じ再利用土器片の土器片錘の消長、

つまり、土器片錘が有溝土錘や管状土錘に進歩、発展

していくことと比べると、あまりに連綿としていすぎ

費とかの直接的な生活のなかに関わっていたか疑問も

湧くところである。

縄文時代にはそのような直接的な生活に対して、機

能や用途を想像できない道具を「第二の道具（注5)」

と呼び、いわゆる呪術や儀礼などの精神生活に関わり、

実用の道具の生産への限界を祓う発展的遺物として位

置づけている。しかし土器片円盤が第二の道具に対等

するような遺物でないことは、その器量からも明らか

である。こうしたなかで生態人類学的立場から、「縄

文時代は兎にも角にも保守的で、第二の道具の発生も

収入を増やすことよりも遊ぶことばかりが派手になる」

ことの結果であるとする提言（注 6)は、土器片円盤

が第一の道具でも第二の道具でもない、ただ遊ぶもの

であった可能性を指摘しているのかも知れないのであ

る。

2. 土器片錘（図ー49・50)

土器片錘は有孔の 1点 (01)と、土器片の側片に縄

掛けの刻みをもつものが16点(02~ 17) ある。

有孔の資料は台形状に打ち欠けられた本体の中央や

や上寄りに径0.4cmの孔が両側から開けられている。
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o 5cm ― 番号出土区 分 類 長 幅 厚(cm)重(g) 備考 番号出土区分類 長 幅 厘(cm)重(g) 備 考
001 I I 4.2 4. I 1.0 19.2 021 ff I 4.3 4.1 I. I 19.1 
002 4.0 (3.4) 1.4 (23.4) 4/5底部 022 II 4.0 4.0 l.O 16.5 
003 3. 7 3.6 I. 3 15.6 023 II 3.6 3.6 1.0 15.3 
004 3. 7 3.4 0.9 13.6 024 II 3.6 3.6 1.0 9.8 
005 3. 7 3.5 0. 9 13.5 025 II 3.6 3.4 I. 2 16.6 
006 3.6 3.4 1. 4 19.7 026 II 3.5 3.3 0.9 12.0 
007 3.5 3.4 1.0 15.8 027 II 3.5 3."4 1.0 11. 5 
008 3.6 (3.5) I.I (14.7) 5/6 028 3.3 3.3 1.0 JO. I 
009 3.5 3.4 I. 4 18.8 029 3.3 3. I I. 2 12.5 
010 3.2 3.1 1.0 11.6 030 3.4 3.2 0.7 8.8 
Oil 3.2 3. I 0. 7 7.8 031 3.0 2.7 I. 2 9.9 
012 3.2 3.0 0.9 7. 7 032 2.9 2.8 I.I 9.9 
013 3.0 2.8 l.O 9.7 033 2.8 2.6 I. 2 8.7 
014 (2. 7) (2.3) 0. 9 (4. 7) l/2 034 3.9 3.8 1.0 18. I 
015 2.6 2.5 0.9 5.5 035 Ill 3.7 3.7 I. 2 22.6 
016 II 5.6 4.7 l.O 32.7 036 Ill 3.8 3.6 1.0 15.6 
017 II 5.1 5.1 0.9 27.8 037 Ill 3.6 3.5 0.9 12.4 
018 II 4.9 4.5 l. 3 34.0 底部 038 Ill 3.4 3.2 0.7 9.1 
019 II 4.6 4.4 0.9 19.5 039 Ill 3.2 3.1 I.I 12.1 
020 II 4.2 4.2 1.0 22.3 

図ー46 土器片円盤実測図ー 1
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番号 出土区 分 類 長 幅 厚(cm)重(g) 備考 番号出士区 分 類 長 幅 厚(cm)重(g) 備考

040 Ill 3.4 3.0 1.0 10.7 060 V I 4.0 3.6 1.5 24.7 
041 Ill 3.1 3.0 0.8 8.6 061 V 3.7 3.7 0.8 11.5 口緑部
042 Ill 3.2 2.8 I. 5 14. 9 062 V 3.8 3.8 I.I 14.7 
043 Ill 3.1 2.8 1.0 8.6 063 V 3.9 3.5 I.I 17.3 
044 Ill 2.6 2.5 1.0 8.3 064 V 3.6 3.4 I. 2 18.2 
045 V 7.6 7. I I. 4 77.8 065 V 3.7 3. I I. 2 17.8 
046 V 6.0 5.5 I.I 47.5 底部 066 V 3.5 3.5 0.9 10. 7 
047 V 5.5 5.5 0.9 27.3 067 V 3.5 3.4 I.I 12.5 
048 V 5.3 4.5 0.7 22.3 068 y 3.6 3.5 ,0.9 11. 9 
049 V 4.6 4.5 I. I 28.6 底部 069 V 3.2 3.1 1.0 8.6 
050 V 4.4 4.4 0.9 16.5 070 V 3.3 3.0 I.I 13.3 
051 V 4.5 (3.9) I. I (20. 5) 4/5 071 V 3.5 2.9 I.I 9.6 
052 V 4.3 3.9 I. 2 15.8 072 V 3. I 3.0 0.9 8.6 
053 V 4.0 (3.6) 0.9 (l[.7) 4/5 073 V 3.1 2.9 0.7 6.4 
054 V 4.3 3.6 0.8 12.9 074 V 3.1 2.8 0.7 7.1 
055 V 4.0 3.8 I.I 18.9 底部 075 V 3.0 2. 7 0.7 6.3 
056 V 4.0 3.8 I.I 18.4 076 V 3.0 2. 7 0.9 6.8 
057 V 4.1 3.7 0.7 11. 9 077 V 2.8 2.7 I.I 9. I 
058 V 4.0 3.8 0.8 14.5 078 V 2.7 2.7 0.9 8.0 
059 V 4.0 3.6 I. 3 17. 4 079 V 2.4 2.3 0.9 6.4 

図ー47 土 器片円盤 実 測 図ー 2
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番号出土区分類 長 幅 厚(cm)重(g) 備考 番号出土区分類 長 幅 厚(cm)重(g) 備考
080 I II 3.8 3.6 0. 9 15.4 100 V II 3.7 3.4 0.9 11. 5 底部
081 II 3.7 3.5 0.8 13.8 IOI V II 3.1 3.1 I. I 8.6 
082 II 3.2 3.2 1.0 12.6 102 V II 3.1 3.0 0. 7 6.4 
083 II 3.2 3.1 0.9 11. 4 103 V II 3.0 2.7 1.0 9.1 
084 II 3.1 (2.6) 1.0 (8.9) 4/5 104 V II 3.0 2.9 l. 2 11. 3 
085 II II 4.3 4.0 1.0 18.8 105 V II 3.0 3.0 0.8 8. 7 
086 II ！！ 4.0 4.0 1.0 18.5 106 V II 2.9 2. 9 0.9 9.1 
087 II II 4.1 4.0 0.9 16.0 107 V II 2.9 2.g 1.0 8.7 
088 II II 3.4 3.0 l. 2 1'4. 7 108 V II 2.8 (2.4) 1.0 (7. 7) 4/5 
089 II II 3.0 2.5 0. 7 6.9 109 V II 2.9 2.7 1.2 '8.3 
090 II II 2.8 2.8 0.8 5. 7 110 V II 2.8 2.7 0.8 7.5 
091 Ill II 3.5 3.4 I. 2 13.5 Ill Ill 3.8 3.7 1.0 17.2 
092 Ill II 3.2 (2. 7) 1.0 (10.3) 3/4 112 II Ill 3.6 3.3 I. 3 18.5 
093 Ill II 3.1 3.1 0. 9 10.2 113 II Ill 2.8 2.7 0. g 7.5 
094 V II 4.8 (2.8) 1.4 (17.6) 1/2 114 II Ill 2.5 2.4 0.8 4. I 
095 V II 4.8 (3.2) 1.0 (12.4) 3/4 115 Ill Ill 4.0 3.5 I. 4 20.7 
096 V II 4.0 4.0 l.l 23.5 116 V Ill 3.8 3.7 0.9 12. 7 
097 V II 4.0 3. 7 l. 5 23.4 117 V Ill 3.0 3.0 I. 2 13.6 
098 V II 3.8 3.6 l. 3 19. 7 I l8 V Ill 3.1 2.9 I. I 9.6 
099 V fl 3.8 3.4 1.1 12.5 119 V Ill 3.0 3.0 I. I 10.1 

図ー48 土器片円盤実測図ー 3
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曽利式後半の胴部破片の再利用である。

後者の土器片錘はいずれも胴部破片を再利用した隅

丸の長方形を基本とし (05.17が略正方形）、縄掛けの

方向は13の短軸例を除いて全て長軸である。利用土器

片は無文、縄文など凹凸の少ないものが主体に選ばれ、

05の爪形文、 02.14の沈線文によ って勝坂式、 曽利式な

どと知れる。これらは縄掛けの刻みによ って以下の 3

類に分けられる（図ー51)。

I 類擦り切りによるもの (02~05) 。

II 類打ち欠きによるもの (06~13) 。

III類打ち欠き後、周縁研磨によるもの(14~17) 。

これらを法量の平均値で対照させると、以下のとお

りである。

長幅厚cm 重g

I類 3.6 3.0 0.9 13.4 

II類 4.0 3.6 0.9 17.0 

III類 4.7 3.7 1.1 23.1 

全体 4.1 3.4 1.0 17.8 

I類の擦り切りによるものが、からげる縄の太さを

象徴しているのか小型化を指摘できるが、 02のように

突出したものもある。 II類の打ち欠けによるものが本

，遺跡の土器片錘の平均的あり方を示しており、大まか

にはそのうちの小型の部分を I類が、大型の部分を 11I

類が占めていると言える。 III類には丁寧な研磨によ っ

て14と15のように同形を作りながら、 素材の厚さから

重さに大きな差をもつものもある。

このことから、縄掛けの刻みの違いによる形状や法

量の規制はそれ程ではなく、錘の性格が 「重さ」にあ

るとすれば以下の 3群を抽出できる（図ー52)。

A群 10g前後 (03.04. 05. 12. 13) 

B群 20g前後 (02.06. 07. 08. 09. 10. 11. 15. 16. 17) 

C群 30g以上 (14)

そしてここで一般的な土器片錘が長さ 4cm前後、重

さ30g台（注7)とすると、本遺跡では16点中、 14の 1

点しか一般的に言われる土器片錘に対応しないのであ

る。その用途については漁網錘、あるいは編機の錘具

の可能性が指摘されて久しいが（注 8)、本遺跡のA

群やB群などに代表される、あまりにも軽い錘のあり

方に対して、常々疑問が投げかけられているのも確か

なことである。

そのうちのひとつに、埋甕内やその上部からの出土

例から、呪具、 装飾具類などの副次的な性格を示唆す

る向きもあるが（注9)、類似する遺構をもつ本遺跡

で、それを積極的に支持する資料には恵まれないでい

るし、その支持率も一般には低いものと言えよう 。

あとは、賀茂郡東伊豆町宮後遺跡などで指摘される

Cココ

有孔

縄掛け

14 15 

Ill類

I類

16 
17 

(

ー

|u08 

C
日
日
日
2
06 

へじ

n
ー
ー1
l
ー
~

07 

]|| 09 10 

番号出土区 分 類 長 幅 厚(cm)重(g) 備 考 番号 出土区分類 長

01 I 有孔 3.5 3.8 0.8 14.1 10 II 縄掛けII 4.0 

02 縄掛け I 4.6 3.4 I. 2 23.5 曽利 11 3.7 

03 I 3.6 3.2 0.7 11. 5 12 3.0 

04 I 3.7 2.8 0.8 10.9 13 II 2.8 

05 I 2.6 2.5 l.O 7.8 勝坂 14 t軋mけ0 5.2 

06 NIUt卦tナII 5.2 4.3 l.O 23. 7 15 ~ 5.2' 

07 4.8 4.1 0.6 16. 7 16 皿 ~.9 
08 ~-6 3.9 0.9 22.1 17 

゜
3.6 

09 II 4 2 3.6 I. I 20.8 

図ー49 土器片錘 実 測図
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幅 厚(cm)重(g) 備 考

3.3 0.9 18.8 

3.0 I.I 15.2 

3.0 0.9 9.0 

3.3 1.0 9.7 

3.6 I. 4 33.8 曽利

3.5 1.0 18.2 

3.9 0.9 20.7 

3.6 1.0 19.7 



全体

(1/3) 

l類

図ー50

II類

土器片錘集成図

Ill類

有孔

縄掛け

゜

▼ 平均

c
 

図ー51

20 

土器片錘法量分布

40g 

ように、「住居址内から使用痕のある資料が出土して

いる点を考えると、漁榜以外で住居内で使用した可能

性も考慮に入れておきたい。」とするもので（注10)、

これはおそらく石錘を漁網錘として、屋内における編

機の錘具の可能性を慎重にしているものと思われるの

である。

このようななかにあって、敢えて石錘を編布用のモ

ジリ編み錘として限定し、海岸部から内陸部に向かっ

て土器片錘の平均重量が軽くなっていく事実から、内

湾沿岸t生と内水面河川湖i召性の漁業活動の差を説くも

のもある（注11)。これは霞ケ浦周辺に展開される阿

玉台式の土器片錘の隆盛と、多摩から諏訪湖周辺に至

る勝坂文化圏での貧弱なあり方から推測されたもので

あり、それによれば、「勝坂文化圏の土器片錘は、小

型のものが大きさ的にまとまつて少量ずつ散在してい

る。また、おそらくは大量に必要とする為であろう阿

玉台文化の整形の施されない土器片錘に対し、整形と

いう工程を経る勝坂文化の土器片錘は、バランスをと

る必要がある『投網jに用いたものと考えたい。」と

しているのである。

また、そこでは霞ケ浦から多摩周辺に至る各々の遺

跡から出土する土器片錘の重量の統計を挙げ（図ー52)

20g前後と70g前後にふたつのピークをもつ遺跡が多

くあることを指摘し、それを漁法の異なるふたつのセッ

トを常備していたホームベース的遺跡とし、内陸部に

向かうに従い、 20g前後に限られてくるものに対して

は、環境に応じた重さの錘を持たざるを得なかったキャ

ンプサイト的遺跡としているのである。

これに従えば、本地域を代表する有力歴代遺跡（注

12)の本遺跡はキャンプサイト的遺跡に分類されるが、

それを云々することよりも、先ず果たしてそこで言う

本遺跡の土器片錘の有り方は、眼下の滝戸渓谷におけ

るひとつの「魚を取る網」を想像させてくれているの

であろうか。

確かに阿玉台文化圏の礫の希少な地域性が、 70g前

後の「錘」としての重さに対して、整形の施されない

大型破片で漁網錘に対応していたであろうことは充分

に納得されることである。しかし、それが地域を越え

て波及するにはあまりにも先細りであり、海岸部と内

陸部の遺跡で共通して持つ20g前後の土器片錘が何で

あったにしても、礫の豊富な内陸部、つまり勝坂文化

圏では70g前後の「錘」の重さを石錘で担っていたと

すれば、「錘」として生産目的に使用するふたつのセッ

トは、どの遺跡にも常備されていたと言え、その統計

結果には何ら違いは出てこないように思われるのであ

る。

福井県鳥浜貝塚出土の管（す）が4-7mm間隔で

丹念に絡み編みされている（注13)などの事実を知る

とやはり小型の錘は必要不可欠のものであったであろ

う。そして、それが木や骨で賄われていたとしても、

「錘」として重さの異なるセッ トのなかに、土器片錘

1神谷原 (MO)
B Vl・V 
ヌ=13.Gg
SD= 4,4g 
n= _5-

2 井の頭池B(TS2)
AV 
ヌ=18.lg
SO= 5,6g 
n= 7 

3世田谷総合運動場
A N・V (SO} 
ヌ=30.49
SD= 11.3g 
n=12 

4W訪山(TS2)
AV・Vl 
ヌ=30.4g
SD=11.3g 
n=12 

5 伊皿子(TS2)
AV 
ヌ=58.6g
SD=2Q.6g 
n=lO 

6動坂(MO)
AN-VI 
ヌ=45.lg 
SD=24.3g 
n =40 

~I I I I I I I I I陪
1015⑳ 153035405075100 

I. 八王子神谷原遺防

2. 三鷹 井の頭池B遺防

3. 東京 世田谷総合運動場遺防

4. 東京 詩訪山遺防

5. 東京 伊皿子遺蹄

10 

10 

7大谷津A(MO)
AN-VI 
ヌ=21.19
SD= 9,79 
n =29 
,'.  

8 虚空蔵(SM)
AN-VI 
ヌ=11.lg
SD= 5.Bg 

n =13― 

9中山新田(MO)
AV• VI 
ヌ=23.99
SD=¥4,5g 
n =103 

11城の腰(SO)
AV・Vl 
ヌ=32.0g
SD= 13.Sg 
n= 9 

12加曽利(SO}
AV•VI 
ヌ=29.7g
SD=2J ,2g 
n=41 

10 
3高根木戸(SO)
AN-VI 
ヌ=39.lg 
S0=25.Qg 
n=20 

6. 東京動坂遺防

7. 水戸大谷津 A遺辣

8. 東京虔空蔵遺粒

9. 千葉中山新田遺跨

10. 千葉水砂遺防

士器片錘匝量別分布図

小林 1989転穀

土器片錘重量分布

11. 千葉岐の腹遺防

12. 千葉加曽利遺跨

13. 千葉高根木戸遺跨

図ー52
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や石錘とともに利用されることは何ら不思議はないし、

それこそ素材は何であれこの重さの異なる［ふたつの

セット」こそが「錘」としての用途の大きなヒントに

なるかも知れないのである。

注1.岡村 淳1981「再利用土器片について」 「横浜市道高速2号線埋蔵

文化財発掘調査報告書j 同調査団

「土製円板という名称は、土器片を再利J!Iしたものをさす

上で必ずしも適当なものとは應えず、「土器片盤」等の名

称により妥当性を感じるが・・・・・」を支持する。

注2.JII吉謙二1995「高砂町遺跡出土の土製円板」「のじぎく文化財だ

より」第34号（財）のじぎく文化財保護研究財団

注3.小野真一他 1982「修善寺大塚」修善寺町教育委員会

注4.兼康保明 1988「中・近世の小型円板とその用途」斎藤忠先生

頌寿記念論文集「考古学叢考」吉川弘文館

注5.小林達雄 1977 「日本原始美術大系」 1講談社

1988 「古代史復元」3講談社

注6.西田正規 1989 「縄文の生態史観J東京大学出版会

注7.戸沢充則 1994 「縄文時代研究事典」 東京堂出版

注8.渡辺誠 1973 「縄文時代の漁業」 雄山閣

1976 「スダレ状圧痕の研究」「物質文化J26 

注9.注lに同じ

注10.小林謙ー 1989「縄文時代中期前葉段階の土器片錘に

みる生業活動」「古代文化」 第41巻第4号

注12.植松章八 1971「富士宮市史」上巻富士宮市

注13.小笠原好彦 1983「福物・布」「縄文文化の研究」 7雄山閣

C. 土 偶

土偶の右足の欠損品を 1点見る（固ー53)。第 Il調

査区の出土で、長径3.2cm、短径2.5cmの楕円柱状のも

ので、およそ3cmが残っている。赤褐色で焼成は良好

であるが、胎土には砂、長石、石英などが混じり、精

選された感じは受けない。出土地点は第Il調査区のな

かでは堀之内式土器の卓越した場所にあり、おそらく

当該期のものと思われる。

本市には 「安養寺の土偶」の逸品があり、 実測図を

［静岡県史（注 1)J説明を『富士宮市の文化財（注2)』

より紹介しておきたい。

安養寺の土偶

昭和57年8月25日 市指定有形文化財

考古資料

杉田中村遺跡

幕末の頃、用水の施設工事中に 3体の土偶が出土し

たと言う。現存するものは 1体のみであるが、一般に

土偶は破片で発見されることが多く、完形のものはき

わめてめずらしい。県内では榛原郡中川根町上長尾遺

跡出土例（晩期）とともにわずか2例を数えるに過ぎ

ない。縄文後期前葉堀之内 I式期のものと思われるが、

顔を突き出して円形につくった非写実的なモチーフに

特徴がある。全面朱で塗彩したらしい痕跡を残し、縄

文人が祈りを込めた呪術具にふさわしいものと言える。

全長16.5cm

注1.静岡県 1992 「静岡県史」 資料絹3考古三

注2.富士宮市教育委員会 1993 「富士宮市の文化財」 第三刷

し~-

゜
10cm 

図ー53 土偶片．及び安養寺の土偶実測図
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D. 石器

本調奔で出土した石器は以下の20類である。

1. 尖頭器

2. 石鏃

3. 石錘

4. 石皿

5. 蜂の巣石

6. 磨石類

7. 敲石

8. 磨り面をもつ敲石

9. 台石

10. 特殊磨石

11. 打製石斧

12. 磨製石斧

13. スクレイパー類

14. 石錐

15 凹石

16. 砥石

17. 石鋸

18. 石匙

19. 硬玉製大珠

20. 石棒

なお、掲載される挿図の縮尺は次のとおりである。

2/3 尖頭器．石鏃石錐

1/3 石錘．磨石類．敲石．磨り面をもつ敲石．

特殊磨石．打製石斧．磨製石斧．スクレイ

パー類．凹石．石鋸．石匙．硬王製大珠

1/5 石皿．蜂の巣石．台石．砥石．石棒

1. 尖頭器（図ー54)

尖頭器は 2点が出土している。 01は第II次概報（注

1)に紹介される。「富士黒土層出土の石器. 9尖頭

器 (Ed)両面加工の粗製葉形尖頭器であり、碁部に

若干の舌を作り出す。風化強。縄文時代早期の所産で

あるとしておきたい。」頁岩製で、法量は長さ7.7cm、

幅3.3cm、厚さ1.4cm、重さ285gを測る。さらに実測

図の所見欄には表面は風化が進み黄褐色のパチネーショ

ンを吹いている。若干柄を作り出している。と付記さ

れている。 02は有舌尖頭器である。第V調査区の栗色

土層から富士黒土層にかけての部分より出土して浮遊

状況にあり、関連遺物もない。硬砂岩製で両面より丁

寧な調整がなされ、側縁は直線的にはっきりとした鋸

歯状となる。尖頭部を欠くがかなりの長身が予想され、

舌部も長く基部の返しもしっかりしていて全困内にシャー

02 

↑
l
l
_
心｀
 O 5cm 

図ー54 尖頭器実測図

プな感じを受ける。法量は長さ(4.1cm)、幅1.9cm、

厚さ0.5cm、重さ4.0g、長さを復原すると6.5cm位で

ある。

とにかく本地域の旧石器時代は全く不透明で、土器

で遡ると若宮遺跡の表裏縄文系土器群の終末までであ

る。有舌尖頭器にははっきりとした併出遺物がつかめ

ないことが多く、遺跡と出土土器の上限を挙げておく

と以下である。

遺跡名 出土土器 数量

1. 滝戸 縄文尖底土器 1 

2. 若宮 表裏縄文土器 4 (注2)

3. 月の輪平撚糸文•押型文 1 (注3)

4. 上石敷 撚糸文土器 1 (注4)

注1.富士宮市教育委員会 1978 「滝戸遺跡発掘調査（第I1次）概報J

注2.富士宮市教育委員会 1983 「若宮遺跡」

注3.富士宮市教育委員会 1981 「月の輪遺跡群」

注4.富士宮市教育委員会 1985 「上石敷遣跡J

2. 石鏃（図ー57~59)

石鏃は107点で、基部の不明な11点 (097~107) を除

くと全て無茎鏃である。また、いずれも打製であるが、

020には両面より局部磨製がなされている。基部の形

状で2類される。

I 類基部の直線的な平基無茎鏃 (001~006) 。

II 類 基部に扶入のある凹基無茎鏃 (007~096) 。

I類6点、 II類90点、比率は 1: 15でII類凹基無茎

鏃が圧倒している。なお、そのII類は基部の扶入の長

短でさらに 3種される。

II類 a種全長に対する扶入の割合1/6以下

(007~029) 。

II 類 b 種全長に対する挟入の割合1/4~1/5

(030~071) 。

II 類 c 種全長に対する扶入の割合1/2以上~1/3

(072~096) 。
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l区

II区
I類

： 
, T 

’’ ’’ ’’ ’’ 全体「□湮コロ
a種 1

II類 b種

命
1 

100個

¥ 50個
ヽ
ヽ

｀ 

ヽ

直 c種丁宝引

図ー55 石鏃出土区 一覧

lI類 a種23点、同 b種42点、同 c種25点で、扶入が

深く脚の長い c種が目立ち、分類上では a種にひけを

とらない占め方を見せる。そして、これらはまだ数値

的に測れない挟入、側縁の形状でも細分される（図一

56)。

I類は相変わらず長さのない正三角形状の分厚いボ

テッとした感じのものである。およそ「刺突」という

感じに欠け、石鏃としてlI類の凹基式石鏃の普遍的な

あり方を見ると、三角形状のスクレイパーの可能性を

探る必要も出てこよう。なぜならこうした I類の断面

形は往々にして片面の調整が粗く、左右が対象となら

ない例が多いのである。

ここで、厚さの平均値を示すと、 I類0.49cm、lI類

a種0.38cm、lI類b種0.35cm、lI類 c種0.29cmで、

やはり I類が極端に厚く、 lI類は扶入の深度に従って

徐々に薄い作りになっている。

lI類 a種 1は二等辺三角形状の長身のものである。

lI類a種 2は正三角形状のもので、前述の平均値が示

すように比較的厚さをもつものが含まれている。大形

品が頁岩製である。

lI類b種は資料全体の43%を占め、量も多いことも

あって形状の変化も多い。 lI類b種 1は長身で脚部を

広げた安定した形である。大形から中形品に頁岩製を

見るが、作りは丁寧である。lI類b種2は正三角形の

扶りが深くなったもので、全体的には湾曲気味に扶ら

れるものが主体であるが、なかには鋭角に切られてい

るものもある。lI類b種 3は幾分長身気味の身の部分

から脚が内側に閉じた鍬形鏃風のものである。lI類b

種4は064に代表されるように作りが非常に丁寧で、

側辺が弧状となって丸味をもつが、断面は薄く鋭い。

lI類c種 1は前述a種 1、b種 lの長身鏃のグルー

プの脚が最も扶られているものでタワー風の形伏がはっ

きりしてくる。大形品に頁岩が使用されるが頁岩製特

有の粗雑感はなく、むしろ精巧さを感じる程である。

lI類c種 2は長身の身部の1/2程が扶り込まれ、「人」

II類

a種 2

b種 1

b種 2

b種 3

b種 4

c種 1

c種 2

c種 3

最大 平均 最小 数巌

0003

八
012

八
[018

八

□
0
0
1八

0
0
9八

〗0
0
7八
口

030 033 

△
043

八
053

□
067

八
076

八
084

八
093

八□
038

八□
051

ハ□
064

八^バ
072

八□
082

〔
□

089

△
006 

7
 

2
 

八゚

△
029 

八^只
037 

△
050 

△
063 

ハ071 

7081 

△
 
A088 
公

096

6個

13個

10個

8個

13個

13個

8個

10個

7個

8個

0 3cm 

し――』-・一士—•—l

図ー56 石鏃分類図

字状の診伏となるものである。側縁は内側に湾曲する

ために尖端の鋭さがなお強調されて、最も精巧で特徴

的である。全て黒曜石製である。 II類 c種 3も長身の

身部の1/2近くが扶られるものであるが、 c種 2とは

逆に側縁が丸くなるため円脚鏃風の形伏となっている。

これも黒曜石製で作りは精巧である。
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畠〗馴曇］創創尉
00 I 002 003 004 005 006 

喜~ ~~Al "~A~, いい3007 
008 009 

釦釦贔|
014 015 016 

曇［皇［鼻］鼻］。鼻〗
皐]嵐ijJ贔［釦直］釦釦

022 023 024 025 026 027 028 029 

030 031 032 033 034 035 036 

038 039 040 041 042 

鵡]い037 

贔［鼻〗鼻~A~ 鳳［贔,i/lj 喜'..~
゜

5cm 
ヒ

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重備考 番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重備考
OOl V 黒曜石 l. 9 l 8 0.75 2.1 024 V II a 黒曜石 1.5 1.7 0.25 (0.2) 
002 II 黒濯石 2.8 1.25 0.5 1.2 025 I II a 黒曜石 1. 6 l.2 0.25 0.3 
003 II 黒曜石 (1.6) (1.4) (0.45) (0.8) 026 V ll a 黒曜石 (1.7) (1.1) 0.3 (0.3) 
004 V 黒曜石 (1.5) (1.1) 0.45 0.6 027 V II a 黒曜石 l.65 0.9 0.4 0.4 
005 V 黒曜石 1.3 1.2 0.5 0. 7 028 V JI a 黒Bfi石 (1.1)(1.1) 0.3 (0.3) 
006 V 黒曜石 (1.3) (1.2) 0.3 (0.3) 029 II II a 黒曜石 (1.9) (0.95)(0.3) (0.3) 
007 II II E. 頁岩 2.65 2.0 0.4 I. 7 030 I II b 頁岩 4.3 2.0 0. 45 1.8 
008 I II a 頁岩 2.5 1.65 0.4 l.2 031 Ill II b 頁岩 1.75 1.75 0.3 0.6 
009 V II a 頁岩 3.l5 l.5 04 I. 2 032 V II b 頁岩 (2.25)1.5 0.55 (1.6) 
010 II II a 黒曜石 3.0 l.65 0.7 l.6 033 V "b 黒曜石 2.4 1.0 0.4 0.6 
011 I II a 黒耀石 2.15 1.15 0. 45 0. 7 034 II II b 黒曜石 (2.45)(1.5) 0.4 (0.6) 
012 II II a 黒瑾石 2.2 1.3 0.35 0.4 035 V [[ b 黒曜石 2.25 1.2 0.3 0.4 
013 V II a 黒曜石 2. l 1.3 0.3 5.0 036 V II b 黒曜石 (1.3) (1.2) 0.3 (0.3) 
014 II II a 黒曜石 1.8 I.I 0 3 0.3 037 V II b 黒曜石 (2.0) (l.85) 0.3 (0.4) 
015 V II a 黒曜石 I. 9 I.I 0.3 0.3 038 I II b 黒暉石 l.8 1.8 0.3 0.7 
016 II II a 黒曜石 1.7 1.0 0.3 03 039 II II b 頁岩 (2.05)(1.6) 0.55 (1.2) 
017 V II a 黒曜石 (1.5) 1.4 0.45 (0.8) 040 Ill II b 黒曜石 (2.0) (1.8) 0.35 (0.5) 
018 fl II a 黒曜石 (1.7) 1.7 0.6 (I.I) 041 II II b チャート 1.15 1.6 0.3 0.5 
019 II II a 黒曜石 (1.9) (1.45) 0.35 (0 6) 042 V II b 黒曜石 (1.6) (l.2) 0.3 (0.4) 
020 V II a 黒耀石 2.0 l.5 0.35 0.5 043 I II b 黒曜石 1.95 1.3 0.3 0.5 
021 II II a 黒曜石 1.5 1.35 0.5 0.7 044 V II b 黒曜石 (2.0) (0.8) 0.3 (0.3) 
022 Ill II a 黒曜石 1.4 1.4 0.4 0.5 045 V II b 黒曜石 1.9 (1.2) (0.35)(0.6) 
023 Ill II a 黒曜石 1.5 1.35 0.3 0.3 046 V II b 黒曜石 (1.25) 1.0 0.3 (0.3) 

図ー57 石鏃実測図ー 1
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髯 州剛鮎ぷ
046 047 048 049 050 

鼻~A~ 鼻~i~ 麟り
051 052 053 054 055 

鮎酎贔]属~A~
059 060 061 062 063 

靡〗虞舟属[
056 057 058 

鼻〗鳳［彎⑯［鼻〗轟［鼻。［羹［轟［
~o~ 員］贔0~&\,i 人［八州
凡が

079 080 

番号出土区分類石材

047 V II b 黒曜石

048 V ll b 黒曜石

049 V II b 黒濯石

050 V II b 黒曜石

051 II II b 黒曜石

052 V II b 黒濯石

053 V JI b 黒曜石

054 II II b 黒曜石

055 II [[ b 黒濯石

056 V II b 黒曜石

057 fl II b 黒曜石

058 V II b 黒曜石

059 V II b 黒暉石

060 Ill II b 黒曜石

061 Ill II b 黒曜石

062 V II b 黒曜石

063 II II b 頁岩

064 II II b 黒曜石

065 II II b 黒曜石

066 I II b 黒曜石

067 V II b 黒曜石

068 II ll b 黒曜石

069 V JI b 黒曜石

.070 V II b 頁岩

州

長幅厚誼備考

1.3 (0.9) 0.3 (0,3) 

1.3 1.4 0.35 0.4 

(l,4} 1.2 0.3 (0.3) 

1.4 1.1 0.3 0.3 

2.6 (1.1) 0.3 (0.7) 

2.0 1.5 0.35 0.5 

1.9 1.15 0.3 0.4 

2.3 (1.15) 0.25 (0.3) 

1.25 1.5 0.3 0.5 

2.0 (1.2) 0.35 (0. 7) 

(1.55)(1.4) 0.4 (0.5) 

1.5 1.3 0.3 0.3 

1.55 1.05 0.2 0.3 

(1.35} (1.25} 0.45 (0.5) 

(1.5) (1.15} 0.4 (0.4) 

1.55 0.85 0.3 0.2 

1.5 1.1 0.3 0.3 

3.2 1.8 0.45 2.1 

2.35 1.3 0.5 1.0 

(2.1) (1.5) 0.4 (0.9) 

2.5 1.2 0.3 0.5 

1.8 (l,3} 0.4 (0.6) 

1.55 1.3 0.4 0.5 

1、7 1.65 0.35 (0,4) 

゜
5cm 

081 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重備考

071 II II b 黒曜石 l.95 l.7 0.3 0.3 

072 V II c 頁岩 (3.1) 1.7 0.4 (l.2) 

073 V II c 頁岩 (2.35)2.15 0.3 (0.8) 

074 II II c 黒曜石 (2.0) 1.8 0.35 (0.9) 

075 V II c 黒曜石 2.4 (1.5) 0.3 (0.6) 

076 V II c 黒曜石 2.2 1.35 0.3 0.5 

077 V II c 黒曜石 (2.3) (l.2) 0.2 (0.3) 

078 Ill II c 黒曜石 (2.0) (1.25} 0.25 (0.3) 

079 V II c 黒曜石 (1.55)(1.6) 0.35 (0,4) 

080 V II c 黒曜石 (2.0) (1.35) 0.3 (0.3) 

081 Ill ll C 黒曜石 1.8 (0.95) 0.3 (0.3) 

082 Ill II c 頁岩 2.4 1.9 0.35 0.6 

083 Ill II c 黒Bil石 (2.0)(1.8) 0.35 (0.5) 

084 V II c 黒曜石 2. I 1.9 0.3 0.4 

085 If. II c 黒曜石 (2.0) (1.0) (0.3) (0.3) 

086 II II c 黒曜石 (l.5) (l.15)(0.25)(0.2) 

087 Ill II c 黒曜石 (l.5) (l.l) 0.25 (0.2) 

088 Ill II c 黒曜石 1.35 1.3 0.25 0.2 

089 II II C 黒曜石 (2.5) (0.85) 0.35 (0.4) 

090 V II c 黒石 (1.4)(1.6) 0.3 (0.5) 

091 Ill II c 頁岩 1.75 1.75 0.3 0.6 

092 Ill II c 黒暉石 (1.8) (0.95) 0.3 (0.3) 

093 II II c 黒曜石 l. 6 1.5 0.25 0.3 

094 Ill II c 頁岩 (2.75)(1.2) 0.3 (1.0) 

図ー58 石鏃実測図ー 2
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106 
107 

番号 出土区分類石材 長 幅 厚 重備考

095 V II c 黒曜石 1.3 (0.9) 0.2 (0.2) 

096 Ill II c 黒暉石 l.25 l. l 0.2 0.2 

097 II II c 黒曜石 (0.9) (1.2) (0.35)(0.5) 

098 V II c 黒曜石 (1.45)(1.5) (0.45)(0.6) 

099 Ill II c 黒曜石 (2.3) (1.0) (0.3) (0.3) 

100 II lie 黒曜石 (1.8) (1.05)(0.3) (0.3) 

IOI Ill II C 黒曜石 (1.7) (0,95 0.3 (0.2) 

図ー59

以上、 10種に分類される石鏃に気付くことは、それ

ぞれの種別において法量の大小が殆ど同じで、また出

土量においても 6 ~13個とあまり差のないことである。

つまり、それぞれの形状でそれぞれの法量を持ち合わ

せていて、この種が大形、この種が小形であるという

ような規則制は感じられないのである。時期的な帰属

関係はもう捉えられないが、 II類 c種の長脚系の石鏃

が第Ill調査区に集中する傾向が窺える時、そこが曽利

式土器の卓越した調査区であったことを関連付けられ

るであろうか。また特に調査面積の狭い第Ill調査区に

目立つ出土量は異常であるし、その 6倍もの調査面積

をもつ第 I調査区のたった7点の出土数は縄文中期に

ありがちな石鏃の減少傾向を差 し引いても、これもま

た異常なことである。（図ー55)。

3. 石錘（図ー63~65)

石錘は94点が出土している。これらは縄掛けの刻み

によって 2類される。

I 類擦り切りによる切目石錘 (01~25) 。

Il 類打ち欠きによる礫石錘 (26~94) 。

A! 齢~ A~

石鏃実測図ー 3

086 

゜

087 088 

5cm 

番号出土区分類 石 材 長 幅 厚 重 備考

102 II II c 黒曜石 (2.1) (0.9) (0.4) (0.3) 

103 V II c 黒曜石 (1.45) (1.0) 0.3 (0.3) 

104 V II c 黒曜石 (1.5) (0. 9) 0.3 (0.2) 

105 II II c 黒曜石 (l.4) (l. l) (0.2) (0.2) 

106 V II c 黒曜石 (1.4) (0.7) 0.3 (0.1) 

107 Ill II c 黒曜石 (1.15) (l.O) (0.2) (0.2) 

I類25点、 n類69点で、 I類には打ち欠き後に擦り

切りが施される02.17.20.24が含まれている。

石材はいずれも硬砂岩、砂岩、粘板岩など堆積岩系

のいわゆる扁平な河原石が一般で、 03.29など敲石の

転用例もあるが、殆どそれらを直接に素材としている。

縄掛けの方向は I類がすべて長身の素材の長軸上に一

対で施されるのに対して、 n類は基本的には長軸上に

一対であるものの、 80.81.88などの円形素材や、 4方

掛け ?(39)、3方掛け (29.35.43.65)など特殊なもの

もあり、幾分統一感は薄れる。欠損は板状切離を特徴

とする素材を用いることもあり製作課程上の敲打に起

因するものが多く、明らかに使用によ る欠損を認める

ものはごく稀である。

石錘の出土地区別状況は、以下のとおりである。

I区 n区 皿区 V区 計

I災頁 4 9 1 11 25 

n類 17 32 3 17 69 

言t 21 41 4 28 94 

これを見ると第r.n調査区の全体的な出土量が目

立ち、第V調査区にI類の占める割合が高いことが知
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V区

゜ 図ー60

50 

石錘出土区一覧

100個

れる。単純に捉えれば第V調査区が最も後期が優先さ

れる調査区であるから、 I類の切目石錘など、磨製に

よって作出される石錘類に転換が図られていく課程と

しても捉えられ、またこの出土地区別状況は各出土地

区における中期土器群と堀之内式土器の出土比率（図一

27)に符号しているとも言えるのである。

次に法量を比較すると、次のとおりである。

長幅厚cm 重g

5.4 3.4 1.1 31 I類平均

最大値

最小値

II類平均

最大値 9.5 7.7 2.6 

最小値 3.6 3.0 0.9 17 

I類は小振りで細長く、また最大、最小値の変動巾

が大きい。 II類は長さでI類と近いにも関わらず、幅

が太く、厚く肥満した小判形で、法量は小から大へ正

比例して膨らんでいく傾向にある。そこで変動巾の大

きい I類を図に落とすと（図ー61)、平均値を境に II

10.5 4.5 1.8 

3.2 1.8 0.8 

5.5 4.4 1.5 

61 

12 

59 

241 

長 cm I類

類の小形品のあり方と殆ど差のない a種と、より細長

いことが強調された b種に分けられる。こうした形状

差が、機能差と して論議を呼ぶ所以であるかも知れな

いが、重量分布（図ー62)を見ると、I類 b種も I類

a種ならびにIl類小形品（平均35g)と同じ分布を示

し、形状差ほど重量に差をもつものではないことが知

れる。つまり、それは錘として幅の欲しくない必然性

が、擦り切り技術の進展によって細長い素材の縄掛け

を可能にして行ったことの反映と見るべきで、ここで

はそのような小形品だけに擦り切り技術が施されて、

切目石錘として残っていく事実を捉えるべきである。

北陸地方で切目石錘は30g台が最も多く全体の約20%

であり、 10~60g が全体の約75% を占めると言う統計

は（注 1)、全国的に充分に共通するであろうし、本

遺跡でも違いはない。これを大方が漁網用錘として認

めるなか、そうした法量こそが漁網用錘に必要であっ

たとするべきで、そこでは共通の法量を占める Il類小

形品が漁網用錘であった可能性も高いし、それ故に小

形品に擦り切りが施されていったと考えることは妥当

に思えるのである。

そうした時Il類大形品のあり方が常々問われる訳で

あるが、これについてはすでにもじり編み用の錘を唱

える部分もある（注2)。しかし、その性格上明確な

分類基準が設けられるはずはなく、錘として漁網用、

編み物用の機能を内諾しながらその可能性を指摘する

に留まっていることが多いようである。縄文前期に176

点の礫石錘を出土する沼津市平沼吹上遺跡（注 3)で
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るし、それ以上に敷物とか遮断壁としてのスやゴザが

もっと編まれていたとしても良いはずである。

本遺跡のII類大形品にそうした痕跡を看取すること

はできないが、それでも眼下の滝戸渓谷やその向こう

に広がる古大宮湖（注4)の存在は、平沼吹上遺跡に

近い自然条件であるし同様の生産手段はあってしかる

べきである。このような自然条件から狩野川上流の河

岸段丘上の修善寺大塚遺跡の48点（法量の記述がなく

不明であるが200g前後と思われる資料5.6点、注5)、

狩野川支流の大見川段丘上の中伊豆町上白岩遺跡の 8

点（法量の記述がなく不明であるが200g前後と思われ

る資料 1点、注6)、富士山より下る樹根状台地の末

端で両側を小河川（天間沢・ ジンゲン沢）が下る富士

市天間沢遺跡の26点（最重量113gの 1点、注 7)、新

富士火山の溶岩流をせき止めるような幅広い台地上に

湧水源を有する千居遺跡に石錘が皆無である（注 8)、

というような事実を知ると、石錘のあり方はそうした

ひとつひとつの遺跡が占有する自然条件、つまり生産

エリアのなかでの「水産域」のあり方がそのまま、そ

れらの出土状況に反映されているように思えるのであ

る。

注1.山本直人 1988「北陸地方の憔網錘」「季刊考古学J25雄山開

注2.渡辺誠 1973 「縄文時代の漁業」 雄山閣

1976「ス ダレ状圧痕の研究」「物質文化」 26

1978「福井漿勝山市古宮適椋発据調登報告l勝山市文化財詞査報告3

注3.沼津市教育委員会他 1985「平沼吹上遺跡発掘調査報告書J

注4.植松箪八 l邸「窟士宮市IJ)硝粒文化」 ［富士宮市の遺蹄j富士宮市教育委員会

注5.修善寺町教育委員会 1982 「修善寺大塚」

注6.中伊豆町教育委員会 1979「上白岩遺跡発掘調査報告書J

注7.富士市教育委員会 1984「天間沢遺跡I」1985「天間沢遺跡IIJ 

注8.加藤学園考古学研究所 1975 「千居」

゜出士区 II I II I Ill I V II I III I V 

類 I類 II類

図ー62 石錘重量分布

も200g前後の重量を もつものが数点含まれ、それらは

他と巽なり短軸両端の打ち欠けで、研磨や擦痕が看取

されるという。つまり、それは使用に際して一度だけ

縄が掛けられる漁網用錘と違い、縄をからげたりほど

けないように木などで止めたり、再々、手に触れられ

る編物用錘の使用痕とも捉えられ、遺跡前面に広がる

浮島沼における漁網の他、湖沼に自生するヨシ、アシ

の類をもじり編みしたウケ、エリ、ヤナ漁も予想され

4. 石皿（図ー92~95)

石皿は明瞭な凹みをもつものと盤状のものがあり、

早い段階では盤状のものが有利であるが、おそらく凹

みをもつものも軌をひとつにしていたと思われ、その

後、定型化しない盤状のものは凹みをもつものと用途

の差をもっていたことを指摘するむきもある（注 1)。

確かに縄文II寺代早期の石器構成を備える若宮遺跡（注

2)でも両方ははっきりと確立してなっており、縄文

時代中・後期まで逍存が認められる特殊磨石とセット

関係を取り沙汰される盤状のものに対して、今ここで

敢えて石皿に分類しなくても、それは大きく台石の一

部に置き（台石の項を参照）、ここでは通常言われる
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靭 出且t頒石材 長幅厚 重備考 番号出士区分類 石材 長幅厚 重備考
01 II I a 硬砂岩 5.9 4.3 1.3 48 18 II I b 硬砂岩 5.5 3.2 0.9 27 
02 [[ I a 硬砂岩 5.6 3.8 I. I 42 19 I b 硬砂岩 5.2 3.0 1.0 24 
03 Ill I a 硬砂岩 5.1 4.5 1.0 34 20 V I b 砂 岩 5.5 3.2 1.8 39 
04 V I a 硬砂岩 5.3 3.6 1.2 (29) 1/6欠 21 I I b 硬砂岩 5.1 2.8 1.3 28 
05 V I a 硬砂岩 4.9 4.1 I.I 31 22 [[ I b 硬砂岩 5.1 (2.0) 1.3 (17) 1/4欠
06 V I a 硬砂岩 4.8 3.9 1.1 30 略完形 23 V I b 硬砂岩 4.9 2.6 0.9 (15) 1/6欠
07 [[ I a 硬砂岩 4.6 3.9 (1.0) (24) 1/3欠 24 I b 硬砂岩 4.8 2.0 0.8 12 略完形
08 V I a 硬砂岩 5.0 3.4 1.5 39 25 I b 硬砂岩 10.5 1.8 I. I 33 
09 V I a 硬砂岩 5.0 3.4 1.1 29 26 II II 硬砂岩・ 9.1 7.7 2.6 241 
10 V I a 硬砂岩 4.9 3.3 0.9 20 略完形 27 [[ II 硬砂岩 9.5 6.5 2.4 198 
11 II I a 硬砂岩 4.4 3.3 I. I 24 28 I II 砂 岩 8.5 6.6 2.1 187 
12 V I a 硬砂岩 4.2 3.4 1.3 26 29 II 硬砂岩 8.4 5.6 1.8 135 3旗即脱
13 V I a 砂岩 3.4 2.5 1.3 16 30 II 硬砂岩 7.2 5.6 1.3 80 
14 V I b 硬砂岩 6.5 3.8 1.6 61 略完形 31 II II 砂 岩 6.4 5.8 2.0 125 
15 ll I b 硬砂岩 6.4 3.2 1.1 30 32 [[ II 砂 岩 6.8 5. 8 2. 4 (107) 1/5欠
16 II I b 硬砂岩 6.6 3.1 1.2 31 33 Ill II 砂 岩 7.0 5.4 2.0 95 
17 .II I b 砂岩 6.0 2.8 1.2 30 34 II II 硬砂岩 7.3 4.8 1.3 62 

図ー63 石錘実測図 1 
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OQ, O~., (! □0□□ 

47 0~., 0, 0., 口〗!o
51 oo~o~~ ロ~c □0点

O>~. OU,, 00~0 059 o 060 
QU" 00~WO~ > 064~Q,0~,
00, ロ〗, 0~69 OU,o p~71 Q□ 
番号 出土区分類石材長幅厚重備考 番 号 出 土 区 分 類 石 材 長 幅 厚 重 備 考

35 ll ll 硬砂岩 6.4 6.1 1.5 81 3方縄掛け 46 ll ll 硬砂岩 5.4 4.9 1.4 56 

36 V ll 砂 • 岩 5.8 5.5 1.9 89 47 ll ll 硬砂岩 5.8 4.3 1.3 51 

37 ll ll 硬砂岩 6.9 5.5 2.3 127 48 I! I! 砂岩 6.1 3.9 1.2 42 

38 ll II 砂岩 6.5 5. 7 2.4 124 49 I 不可砂岩 (6.6)(4.0) 2.1 (87) 1/3欠

39 V ll 砂岩 5.8 5.7 1.8 84 50 I I! 砂岩 6.1 4.7 1.6 54 

40 ll ll 砂岩 5.6 5.5 1.6 69 51 I I! 粘板岩 6.1 3.9 1.1 42 

41 V ll 硬砂岩 5.5 5.2 1.6 66 52 V ll 砂岩 5.8 4.2 1.7 57 

42 ll ll 硬砂岩 6.0 4.9 1.2 47 3方縄掛け 53 I ll 硬砂岩 5.1 3.7 1.0 36 

43 ll ll 砂岩 5.4 4.8 1.7 66 3方縄掛け 54 V ll 硬砂岩 5.4 4.0 1.2 39 

44 ll ll 砂岩 5.2 4.9 1.6 62 55 I! I! 砂岩 5.6 4.4 1.8 63 

45 V ll 砂岩 5.7 4.2 2.1 74 56 I! I! 硬砂岩 6.1 4.6 1.4 44 

図ー64 石錘実測図ー 2
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瞑

臨

餌
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碑

鍔

蒻

瞑

岩

岩

岩

暉

蝉

石

硬

砂

砂

礫

砂

砂

硬

粘

硬

硬

硬

硬

硬

硬

砂

礫

砂

硬

硬

長

6.0 

5.3 

5.5 

4.9 

5.6 

5.5 
5.4 

5.4 

5.2 

5.3 

4. 7 

5.3 

5.1 

5.3 

4.8 

5.2 

5.0 

5.1 

4. 7 

幅 厚

3.6 1.4 

4.6 1.8 

4.0 2.3 

4.4 1.9 

3. 4 I. 3 

3. 5 I. 4 
4.3 1.4 

4. 4 I. 8 
3. 9 1.1 

3.8 1.0 

3.8 I. 3 

3.3 1.5 

3. 9 1.1 

4.2 I. 1 

3. 7 1.5 

4.1 2.1 

3. 9 I. 2 

3.8 1.1 

4.0 1.0 

重

3
9
5
5
6
8
5
6
3
8
4
3
4
1
4
0
3
6
2
9
4
0
3
7
3
1
3
0
3
7
5
7
3
3
2
7
2
8

備考

脆弱

剥落顆著

3方縄掛け

1/5欠

脆弱

1/5欠

石 材

硬砂岩

硬砂岩

硬砂少岩

硬砂岩

硬砂岩

硬砂岩

砂 岩

硬砂岩

砂岩

i疑灰岩

礫 岩
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粘板岩

硬砂岩

硬砂岩

硬砂岩

硬砂岩

硬砂岩

硬砂岩

図ー65 石錘実測図

「扁平な礫の中央に浅い凹みのある大型の石器（注3)」

を石lIIl.にしている。なお、石皿を併用する蜂の巣石 II

類16点は省いている。

本遺跡で確認される石llilは24点である。そのうち完

形（略も含める）は 3点(01.04. 05)で、他は全て欠損

していて「石皿片」とする方が適切に思える程である。

偶然の割礫を感じさせない程に小破片となった石皿の

あり方から、故意破砕による祭祀儀礼が以前から指摘

されているが（注4)、確かに異常なほど他の石器よ

り欠損率は高い。特に蜂の巣石II類を合わせた欠損率

は40点中37点で9割を楽に超え、 完形でないことが通

常とさえ言える。また台石もそうした性格を充分に追

番号

76 
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I
I
I
I
I
I
I
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3
 

長

4.9 

4.6 

5.0 

4.8 

4.2 

4.4 

4.6 

4.1 

(4.2) 

4. 4 
4. 7 

4.6 

4. I 
4.3 

4.5 

4.3 

4.1 

4.2 

3.6 

II区

幅厚重

4.0 l. l (26) 

4.0 (l.5) (36) 

3.3 1.1 31 

3. 7 1.1 (25) 1/4欠

4.2 1.2 28 

4.4 0.9 30 

3.6 1.6 36 

3.9 1.0 23 

3.0 1.5 (30) 1/2欠

3.8 1.3 32 

3.4 1.3 29 

3.4 l.l 25 

4.0 l. l 26 

3.9 1.4 28 

3.3 1.4 27 

3.5 I.I 21 

3.1 0.9 17 

3.0 1.1 20 

3.0 (0. 9) (14) 1/3欠

III区

備考

1/3欠

1/4欠

脆弱

随している。

調査区毎の石皿と蜂の巣石II類の出土数を挙げると

以下のとおりである。

I区

石

蜂の巣石II類

計

石皿と蜂の巣II類がいかに親密な相関関係を保って

いるかが知れ、数字的には石皿として使用された40点

のうち、 4割が蜂の巣石に併用されていたことになる。

また、この両者を合わせた出土率は第 I.II調査区が

40点中33点と全体の80%強を占め、異常な程特徴的な

皿 6
 3
 

，
 

13 

11 

24 

ー

゜ー

V区

2
 6
 

計

4
 

24 

16 

40 
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I区

II区

Ill区

V区

全体

石皿

20 25個

石皿 蜂の巣石 II類

0 20 40個

図ー66 石皿と蜂の巣石 1I類の出土区一覧

値を示す（即ー66)。この要因については第1I次調査 1I 類 c 種 (15~17) は素材の外縁が角張って方形に

概報（注5)に若干触れられるが、第V調査区終了時 近いものであるが、使用面は楕円にローリングされる

点で知れることは、第 I. JI調査区が曽利式前後の土 1I類a種と同様のものである。

器型式の優先地域で、石皿、蜂の巣石の出土の少ない 1I類d種 (18.19)は両面使用のものである。比較的

第V調査区は堀之内式土器の優先地域であることと、

それに伴う集・配石の形態の違いが可能性として挙げ

られるが、他の要因も踏まえなくてはならない大きな

問題も含み、多くを語れないのが残念である。なお追

記するが、台石については出土状況に大きな異常は全

くない。

以上の石皿は通例のように凹みの状況によって 5類

に分けられる。

I 類凹みが浅いもの (01~04) 。

JI 類縁を残して弓状に凹むもの (05~19) 。

III類縁から直接に凹む小形のもの (20.21)。

W類縁が立ち上がり、凹みが深く平坦に近いもの

(22.23)。

V類 中央が高くなった、いわゆる「中高石皿」と

思われるもの (24)。

その数は I類4点、 JI類15点、 III類 2点、 W類2点、

V類 1点で、 JI類が60%以上を占めて、 一般的な石皿

のあり方を示している。そして、そのあり方は蜂の巣

石も同調している。

I類は安山岩や花尚岩などの硬質な素材が利用され

ることもあり、凹みが浅く 一様に厚い。

JI類は量も多いことからさらに細分が可能である。

JI 類 a 種 (05~13) は使用面に沿った楕円形から卵

形の薄く平たい素材が利用され、比較的多孔質の素材

が選ばれている。これらが最もポピュラーなものであ

る。

JI類b種 (14)は縁辺部が蔽打による剥離痕で埋め

つくされ、使用面の凹部も球形状で、厚さも極端であ

り他とは異質な感じを受ける。外縁の形状は楕円形で

ある。

硬質の素材で、当初より両面使用が意図されているの

か、 II類a種などの縁部断面形が「く」字状であるの

に対して、「コ」字状となり断面形ははっきりしてい

る。凹みは緩く広くなり、表裏で影響しない範囲で凹

みが作られている。なお、本種の出土率は 1割に満た

ないものであり、縄文早期の若宮遺跡の凹みをもつ石

皿25点のうち 6点が両面使用であることからすると、

その頻度は低い。中・後期に至って凹みの深い石皿の

一般化がもたらしたものか、本種の担っていた機能が

台石などの盤状のものに分散が可能になったためなの

か、今後に注意を払っていたい。

m類は小形のもので、 20は掃き出し口が残っている。

縦長の素材に溝状の凹みが施され、縦一辺からの磨り

に対応するものである。 21はローリングを目的として

いて、使用目的に差があるかも知れない。

W類は唯一周縁加工がなされるものである。（他の

資料は全て凹み以外は原面を残す転石利用で、割礫を

利用するものはない。）2点とも細片で全形を知り得

ないが大形品ではなく、使用面は楕円形と思われる。

なおその断面形は「IJ」状である。蜂の巣石19も同様

の資料である。

V類はやはり小破片で全形がはっきりしないが、中

央寄りの残存部が縁部より高くなっているため、「中

高石皿」の可能性を認めたものである。後期以降にそ

の存在感を示すものであるが、後期前半以後、文化の

はっきりしない本地域では資料的に貧弱でも致し方な

いないことであろう。

石材はII類が量的に圧倒していて片寄りが多く、自々

の特徴を掴むまでにはいかないが、全体的に安山岩、

玄武岩が多く、また多孔質のものが好まれて、全く一
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般的傾向からは逸脱していない。

石皿の用途については磨石をセ ットにして粉砕や製

粉処理が考えられ、その対象は食物だけに留まらない

ことは周知される。従って凹みの深浅が用途の限定に

手掛りを与えていることは確かなことでもあり、浅く

縁のないものが堅果類のカラ割り、深いものが地下茎

や球根を捏ねるためのもの（注6)を予想しても、そ

れは大違いでもなく、中期の短冊形石斧の発達に合わ

せれば、なお説得力を増している。しかしいずれにし

ても石皿の果たしたであろう用途は複雑過ぎて、限定

された用途は掴めないままが現状であり、またそれが

石皿の本質であるとする方が良いかも知れないのであ

る。

つまり石皿の用途に対する進展は全く見られないま

まであるが、本遺跡で台石とした砂岩製の円盤状で扁

平な磨面をもつものは、磨ることに対して紛塵の混入

が充分に予想され、そうした面から見るとそうした恐

れが全く無いものを石皿とするべきなのかも知れない

のである。

最後に周辺遺跡の石皿の欠損状況を挙げると以下で

ある。

遺跡名 時期 種別石皿数欠損数

若宮 縄文早期集落 25 21 

滝戸 中・後配石

滝ノ上（注7) 中・後 配 石

天間沢（注8) 中・後 集・配

千居（注9) 中 集・配

上白岩（注10) 中・後 集・配

修善寺大塚（注11)中・後 集•配

計 （欠損率92%)

いずれの遺跡も石皿の欠損率は高い。そしてそこで

知れることは縄文早期集落跡の若宮遺跡のあり方も、

中・後期の集落、配石遺構も全く状況が同じであると

言う事である。遠く武蔵野丘陵の多聞寺前早期遺跡

（注12)においても 9点の石皿のうち 7点が欠損して

いる状況を加えると、 一概にその行為が時期的な特殊

行為、または配石と言う特殊遺構に関わるものとする

ことはまだまだ早急な判断であるように思われるので

ある。

注1.棗藤基生 1982「食物調理用石器」「季刊考古学」創刊号雄山開

注2.富士宮市教育委員会 1983 「若宮遺跡」

注3.戸沢充則 1994 「縄文時代研究事典」 東京堂出版

注4.安達厚三 1983「石皿」「縄文文化の研究」 7雄山閣

注5.富士宮市教育委員会 1978「滝戸遺跡発掘調査（第11次）概報J
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注6.渡辺 誠1988「縄文時代の石器」「考古学ジャーナル」 2N0.287 

注7.富士宮市教育委員会 1981

注8.富士市教育委員会

「滝ノ上逍跡」

「天間沢逍跡J

注9.小野真一編 1975「千居」加藤学園考古学研究所

注10.中伊豆町教育委員会 1979「上白岩遺跡発掘調査報告書J

注11.修善寺町教育委員会 1982 「修善寺大塚」

注12.戸沢充則他 1982「多間寺前遺跡 I」多開寺前遺跡調査会

5. 蜂の巣石（図ー67~70)

素材に多数の凹みが施されて蜂の巣に見えることか

ら「蜂の巣石」と命名されている。雨垂石とも言われ、

また凹み石に包括するものもあるが、「幾分扁平な片

手で持てる位の石に一つか二つの小さい凹みがある。

之を凹石という 。それからモット大きい石に同様の凹

みが蜂の巣のように沢山あいて、丁度軒滴の為に凹み

が出来たかの如く見えるものがある。之を俗に蜂巣石

だの雨垂石だのという 。」として高橋健自の 「考古学j

（大正二年）を紹介して、石器の一器種に取り上げ

（注 1)、他も（注2)それに同調しているからそれに

従う 。

用途については、木の実などを凹みに固定して、殻

や皮を割り取る台石であることで大方が認めるが、一

部には発火具説を継承しているものもある（注3)。

本遺跡で認められる蜂の巣石は19点で、出土区別に

は第 I調査区 3点、第I1調査区14点、第1II調査区 0点、

第V調査区 2点で、石皿の出土比率と同じように第I1

調査区が特徴的に高い。そうした面でも石皿との関連

が窺える。

それらは素材の違いで大きく 2類にされる。

I類 自然礫を素材とするもの (01~03) 。

II類石皿の裏面などを素材とするもの (04-19)。

本遺跡の蜂の巣石は I類3点、 II類16点で、それが

この器種の特徴ともされるように石皿の併用例が圧倒

的に多い。そうしたことが堅果類の殻割り説を担う要

因になっていることは周知される（注4)。

I類の01がま ったくの自然礫を素材としているため

に完形であるが、他は全て欠損品である。このことに

ついて石皿の廃品利用が多いこと（注2に同じ）を特

徴のひとつに挙げるむきも多いが、明らかに石皿の廃

品を利用して新たな凹みが施されたものは11.18の2

点に過ぎない。04.05.06.08.16や前述の解説に使用され

る千葉県貝の花遺跡例に見られるように凹みが切断さ

れているものも多く、 一概に石皿が廃品となった後に

製品化されることが一般的であるとは言えないように
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02 

0,, 
04 

o 10cm 
L,, ● .....  , - - ~-~ 

05 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考

01 II I a 安山岩 17.7 14.4 10.7 3.15 

02 II I b 安山岩 (18.8)(12.8) (8.8) (3.3.5) 

03 II I b i血岩 (15.1)(12.2)(8.6) (2.65) 

04 II II a 玄武岩 (26.3)(16.3) (8.5) (2.15) 多孔質

II II a 安山岩 (20.7)(16.5) (7.6) (3.05} 多孔質

II II a 玄武岩 (21.3)(20.5) (5.5) (2.55) 多孔質

図ー67 蜂 の 巣 石 実 測 図 ー 1
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09 

番号出土区分類 石 材． 長 幅 厚 重kg 備考

07 V II a 安山岩 (30.4) 32.7 13.0 (14.05) 多孔質

08 II II a 安山岩 (19.6)(19.4) (7.2) (3.15) 多孔質

09 V II a 花商岩 (22.9) 21.2 7.3 (5.05) 

図ー68 蜂の巣石実測図ー 2

-224-



13 

¥¥ 

ロニ 〇
iucm 

し..、 I _.J 

12 

番号出土区 分類 石材 長 幅 厚 重迎備考

lO II a 安山岩 (29.1)(25.3)(10.9) (7.90) 

11 II ll a 
iW灰岩 23.3 17.9 11.0 4.20 石皿片再利用

12 11 11 b 
玄謬 (24.2)(20.5)(11.5) (6.55) 多孔質

13 11 II b 
砂岩 (18.5)(14.3)(7.5) (3.05) 

14 I ll b 
安山岩 (21.4)(17.l) (5.3) (2.60) 

図ー69 蜂の巣石実測図ー 3
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□ 
0 10cm 
I',,,,, 一,.,.--, __ J 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考

15 II b 砂岩 (17,4)(13.9) (8.9) (2.11) 

16 II II b 凝灰岩 (16.3) (15.0) (5.3) (1.32) 

17 II II b 安山岩 (19,4)(13.6) (6.8) (1.60) 

18 II II b 安山岩 17.1 12.9 6.6 1.5 石皿片再利用

19 II II c i約岩 (17.6)(14.5) (7.2) (1.10) 

図ー70 蜂の巣石実測図ー 4

思える。本遺跡はもとより、資料中に統一的な凹みの

位置関係が見い出せないことが多いなか、それは石皿

と一体化して果たしていた機能面が、石皿自身の被割

礫行為に付随した遺存状況を見せているものと理解す

べきではなかろうか。

石皿の廃品を再利用する 2点のうち、 11は表裏に凹

みをもつ石皿の割礫後、安定した三角形状の頂部に新

たな凹みを 6穴連続して設けている。 18は石皿の割面

を研磨して整え、その中央に凹みを 1穴設けている。

凹みの形状は多孔質の素材や、軟らかい素材のもの

に「U」字状のものが多く、硬質の素材は「V」字状

に穿孔されているものが多い。従って「V」字状の凹

みがはっきりとした円錐状になっているのに対して、

多孔質の凹部を利用したものには円形をとらないもの

もある。このような孔に回転運動の軸受け的な用途を

考えるには不向きで、球状のものの固定のための凹み

と理解するのが妥当であり、それらは素材への穿孔方

法の違いで良かろうと思われるのである。

その凹みが施される位置によって、さらに細分され

る。

I類a種 (01)は表裏に凹みをもつものである。

I類b種 (02.03)は表面だけに凹みをもつもので

ある。

01は作業面が地表面と平行にならない部分をもち、

球状の対象物の固定には不向きな面もある。07.09な

どの側縁部の曲面に凹みをもつ例もあるが、石皿と 一

体化していない I類には、調理用石器のそれとは違っ

た凹みの利用も考えねばならないヒントのひとつかも

知れない。

Il類は石皿の表裏に凹みをもつもの (a種）、石皿

の裏面に凹みをもつもの (b種）、石皿の表面だけに

凹みをもつもの (C種）がある。

Il 類 a 種 (04~ 11) は04~08が多孔質の素材の特性

を生かした、蜂の巣石そのものの例である。08のよう

に剥離面の凸凹まで利用するなど、凹面を最大限に生

かしている。05.06.09には石皿の作業面に凹みを見る

が、 09の凹みのあり方を見ると、石皿として機能して

いる時点で凹みも併設されていたようである。他は幅

のある縁部を利用してそこに凹みが穿たれている。な

おそれは裏面ほど密集しない。 11の凹みのあり方は前

述するとおりである。

Il 類 b種 (12~18) は石皿の縁部が狭いこと (12.17)
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や無縁石皿が素材であるためか、石皿表面に凹みを見

ないものである。12の裏面に蜂の巣状の凹みが見られ

る他は、 4 ~ 1 穴と凹みの数は少なく、大きさもあま

りない。そのような凹みに堅果類の殻割りに効率が求

められる筈はなく、無縁石皿故のことであれば、調理

としての一連の作業から逸脱した性格を考えねばなら

ないかも知れない。

JI類 c種 (19)は、はっきりとした有縁石皿の破片

で、縁部頂部に凹みが穿たれている。このような石皿

の資料は本遺跡では少なく、蜂の巣石としての資料も

貧弱になるのは致仕方のないことである。破片自体が

縁部に片寄っていることもあり、本来は裏面にも凹み

があるかも知れない。

注1.斎藤忠 1992「日本考古学用語辞典」学生社

注2.戸沢充則編 1994 「縄文時代研究事典」東京微出版

注3.鈴木道之助 1981 「図録石器の基礎知識縄文」柏書房

注4.齋藤基生 1982「植物調理用石器」 「季刊考古学」雄山閣

6. 磨石類（図ー96~100)

磨石類は一つの石器の中に磨石 ・敲石・ 凹石の各機

能が複数で含まれている場合が多いことから、それを

一括して呼称し、それぞれの観点から観察することが

提唱されてきたものである（注 1)。しかし、その観

察方法が統一的に浸透しているとは言い難く、また現

状では「類Jという意味が、磨石に残る敲打痕、凹痕

を有した 「単独」の石器までを包括して、磨石類＝磨

石・敲石・凹石に捉えるような誤解が生じていること

も否めない。従って「磨石の基本的な特徴を一口で言

えば、それは形態はどうあれ、研磨することによ って

機能を全うした石器であることに尽きよう 。……従っ

て一つの石器の中に凹孔あるいは敲打痕が認められて

も、磨痕が観察される場合は磨石として取り扱うこと

にしたい。」（注2)と言う指摘も尤ものことである。

ここではそうした指摘を充分に踏まえ、また磨石類の

提唱の原点に戻りそれに従うものである。

本遺跡で確認される磨石類は66点である。セット関

係を取り沙汰される石皿は大半が破片となって24点、

それに石皿の蜂の巣石併用例16点を加えると40点であ

る。石皿の 1個に対して1.7個の磨石類が相対する結

果となるが、配石跡主体の出土状況にあって直接的に

数値を捉える訳にはいかないように思われる。

法量は09が長さ13.9cm、幅11.4cm、厚さ7.9cm、重

さ1.916gで最も大きく 、06が（以下同じ） 5.7cm、5.2c

m、3.4cm、91gで最も小さい。欠損率60%で平均値を

頼れないが、いずれにしても掌で握れる大きさを逸脱

していない。このことは磨石類の使用法が掌と一体化

していたことを示すものであって、法量と形状の差の

大きい敲石の敲きとは異なった動きと働きが感じられ

るものである。

また石材はおよそ半分が砂岩、礫岩であるが、その

他は花尚岩、安山岩、玄武岩などの硬質なものが目立

つのに対して、敲石は4分の 3が砂岩などの軟質の素

材で占められ、ヒビ割れも著しい。つまり磨石類は硬

くきめの細かいものが選ばれ、そうしたことが食物調

理に適したものとされる所以なのであろう 。しかし、

このことは石対石における研磨の強度の度合をも示す

ものであり、石皿の凹みが r使用痕』でなく、機能面

であるとすれば、石皿の凹みを作るエ具は果たして何

であったのか、常々疑問に感ずることである。果たし

て磨石類と石皿の使用面が一致することが、調理の道

具としての一体化した機能を示しているのであろうか。

現在まで言われる磨石類と石皿の関係の全てを御破算

にするような大それたことまでは考えないが、石皿の

凹みにぴったりと納まるクッキー状炭化物（注3)を見

るにつけ、石皿に対する 「手や木」の行為のあり方、

つまり遺物として現れない行為があることをもっと認

識しておくべきであると思うのである。

磨石類66点は前述したように併用される機能で 5類

に分けられる。

I 類磨痕だけのもの (01~07 ) 。

II 類磨痕と敲打痕をもつもの (08~35) 。
m類磨痕と周縁ならびに表裏面に敲打痕をもつも

の (36~50) 。

w類側面にも磨痕をもつもの (51~64) 。

v類 磨石類の半割された小口面に磨痕をもつもの

(65.66)。

量的な分配は I類7点、 II類28点、 m類15点、 W類

14点、 V類2点である。やはり磨石類が唱えられるよ

うに、単純な磨りだけの I類は 7点でおよそ10%を占

めるに過ぎない。しかも 4点が欠損していて全体を観

察できないからその割合はも っと低くなると思われる。

また I類には小形品が目立ち、しかも全面を研磨され

る07を見るように、 単純な磨りだけの行為をもつこと

は他の類と異なった性格を持っている可能性もある。

II類は磨石類のあり方では最もポピュラーなものと

言え、本遺跡でも40%強を占める。それに周縁敲打だ

けを捉えてill・N類を加えると56点に達し、約85%の

磨石類が周縁に敲打痕を持つことになり、これこそが
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磨石類の機能と言っても過言ではない状況となる。

続いてIII・N類が拮抗して続く。 1II類はII類に表裏

面の敲打が加えられたもので、同様の敲打をW類に捜

すと11点で計26点、約40%が表裏面に敲打痕をもつが、

III・N類を合わせても半数に達しないように、周縁蔽

打の高率の割にその比率は高くない。そうした表裏面

の敲打痕を蔽石II類65点（扁円形で磨石類の形状に近

いもの）に求めても16点、約25%にしか認められず、

やはり表裏面で蔽く作業は、周縁で敲く作業より少な

かったことが知れる。

w類はいわゆる石鹸状を呈する磨石と俗称されるよ

うに、側面に著しい敲打痕と磨り面が認められるもの

で使用前の石鹸に似る。詳細には a種の両側面が磨り

面で敲打痕の全くないもの(51)、b種の片側面が磨り

面、もう片側面が敲打痕で表裏面に敲打痕のないもの

(52.53)、c種の片側面が磨り面、もう片側面が敲打痕、

そして表裏面にも敲打痕があるもの (54~64) に分け

られる。 c種が14点中11点、ほぼ80%を占めるから、

これが先に言う石鹸状を呈する磨石の一般形状と言え

る。そしてこれらは表裏面の磨り面の長軸と短軸の曲

面度合いが異なることが多＜、 I~III類に見られるよ

うなローリング運動を一様に当てられないことが多い。

そこでそうした機能面を石皿に当てると石皿W類（縁

が立ち上がり、凹みが深く平坦に近いもの）に近いが、

24点中 2点では充分に対応しているとは言い難い。そ

こで対応可能な石皿I類（凹みが浅いもの）を 4点加

えると21%で、本類が磨石類の中で占める25%と一応

近くなるが、それで関係がはっきりした訳ではない。

とくにW類c種の片側面が敲打、もう片側面が磨り

というような機能分化がはっきりと統一されたものに

対しては相当に特定した作業内容を想定しなければな

らないし、それが一つの対象物に一連で行われたもの

か、またそれぞれの対象物にそれぞれの機能面で対応

したものかにしても、石皿 I・N類だけでは相方を務

められないほどの多彩なものであることは充分に承知

されることである。そしてその補充には台石や砥石、

さらに蜂の巣石などの設置型の大形石器を挙げざるを

得なくなり、このことからしても短絡的に石皿＝磨石

のセット関係を語るべきではないことを警鐘されてい

るように思えるのである。

V類は65が磨石類 I類、 66が磨石類III類の半割後の

小口面に石対石ではない磨り面、つまり湘ぽっく濡れ

たようなソフトな感じの使用面をもつもので、さらに

66の使用面の中央には径 2 ~ 3cmで浅い凹みが見られ

る。おそらく「底面の磨痕の状況からあまり固い物に

直接ぶつかっていないようである。（注4)」と言うス

タンプ形石器に似た使用面をもつものであろうが、出

現時期の違い、また小口面が円形に近い形状の違いか

らそれを呼称しないでいる。むしろ飛騨白川村のトチ

むき石（注 5)に似たもので、そうした視点で見ると、

本遺跡出土の砥石や台石もトチむき用台石に似る。こ

のような磨石類V類は滝戸遺跡第w次調査地点（注6)

より 7点の出土を見ており、そこが滝戸渓谷に接した

地点であり、最近特に注目されるトチの水さらし場状

遺構（注7)のあり方を知ると、磨石類をはじめ、敲

石、凹石などのはっきりしない用途の限定のためにも

今一方から注意を払っておきたい石器の一つである。

最後に出土区別に見ると以下のとおりである。

I区 Il区 lI1区 V区計

I類 1 5 

゜
1 7 

II類 7 11 

゜
10 28 

lil類 7 5 

゜
3 15 

w類 3 7 

゜
4 14 

V類

゜
2 

゜゚
2 

計 18 30 

゜
18 66 

第II調査区がおよそ45%、第 I・V調査区は同数で

あるが、第 I・IIの隣接した調査区を合わせると48点、

75%を占める。第m調査区はいずれの石器の出土状況

も貧少なものであるが、縄文時代における普遍的石器

である磨石類において皆無の状況は、磨石類のあり方

つまり第 I・II調査区における一連の固定作業を行う

石皿や台石、敲石と同様の高出土率に相反した「何

か」を暗示しているかも知れないと思われるので

ある。

注1.鈴木次郎 1977「尾節遺跡j神奈川県埋蔵文化財調査報告書13

注2.小林康男 1978「縄文時代の磨石」「中部高地の考古判長野県考古学会

注3.駒形敏朗他 1981「岩野原逍跡」長岡市教育委員会

注4.小田静夫 1983「スタンプ形石器」「縄文文化の研究」 7雄山OO

注5.渡辺賊 l!m「縄文帽IJ)石器」「考古学ジャーナル」 NO加ニューサイエンス社

注6.富士宮市教育委員会 1983「滝戸遺跡発掘調査（第W次）概報」

注7.田村秀雄 1995「貯蔵穴と水さらし場」「季刊考古学J50雄山閤

7. 敲石（図ー101~ 107)

調理や工作などで敵くという行為に求められるのは

硬質の物質であり、それに対して一番身近にある礫が

頼られることはごく自然である。そしてそれに磨石を

用いることが多々あり、磨り、敲くという一連の作業

を基本にしながら凹石も含めて、昭和50年代以降より
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図ー71 敲石出土区一覧

「磨石類」が提唱されてきた（注 1)。 しかし、それ

は磨ることを第一義として敲石、凹石の機能の併用し

たものを指したものであって、磨石類＝磨石・敲石・

凹石ではなかった訳である。

近年そうした分類による報告書記載例が目立ち、ま

た磨石類と石皿をセットとして考える延長上に、あた

かも石皿と敲石がセット関係を有しているような誤解

を受けることさえある。確かに敲石の一部に食料調理

の粉砕などに使用されたものもあろうが、調理の道具

としての位置付け（注 2)は絶対的なものではなく、磨

りを除いた敲石には独立した呼称を残すべきで、エ具

としての可能性も追うべきであると思われるのである。

本遺跡で確認される敲石は133点で、打製石斧に次

ぐ出土量をもち、磨石類を凌駕している。つまり、そ

れは手頃な礫による敲打が工作をはじめとして、多岐

に渡る作業の中でいかに駆使されていたかを如実に示

していよう 。まず、大きく分類すると以下に分けられる。

I 類棒状のもの (001~062) 。

II 類扁円形のもの (063~ 127) 。

III類球形のもの (128~ 131) 。

W類 三角柱の側面頂部を使用面とするもの (132.

133)。

この量的な分配は I類62点、 II類65点、 III類 4点、

w類 2点で、 III、W類の特殊な形態のものを除けば、

95%以上が棒状と扁円形のものである。また、それの

出土量はほぽ互角である。 I類が強く荒い瞬間的な敲

打、 II類が柔らかく細かい継続的な敲打が予想さ れて

いて（注 3)、その作業内容もほぼ五分であったと思

われる。

石材は133点中100点、約75%が砂岩ならびに硬砂岩

で占められ、欠損品は81点で約60%に及ぶ。石材が硬

質なためか硬砂岩に欠損率が高いが、全体的には使用

方法による因果が表れていると言えよう 。しかし、こ

うした敲石より圧倒的に高い石皿の欠損率はやはり異

常で、過失だけで済まされない何らかの原因が説われ

ることは充分にうなずける。

法量は I類で014が、 II類で107が最大値を示すが、

いずれも掌で握られる大きさに納まり、 I類の特殊な

もの (054~062) を除けば、装着痕も見られず、素手

で使用したものと言える。

出土区別に見ると、以下である。

I区 I1区 1I1区 V区計

I類 16 29 4 13 62 

Il類 12 33 3 17 65 

m類 2 

゜゚
2 4 

W類 2 

゜゚ ゜
2 

計 32 62 7 32 133 

第II調査区が全体の46%を占めて、他を圧倒し、隣

接の第I調査区を含めると70%強の出土率を見る。そ

してこの状況は石皿、台石、磨石などの固定作業を行

う石器に共通した特徴でもある。

敲石は使用に即した自然礫が使用されるため、加工

による分類はされないが、使用痕にそれぞれ差を認め

ることができる。

I a 種(001~041) は長軸の端部が敲打されるもの

で、量的には41点と最も多く、第II調査区には20点が

出土している 。 片側 (001 ~013) と両側 (014 ~ 041)

があり、 13:28で両側敲打が2倍を上回り、これが一

般的と言える 。 I 類 b 種 (042~049) は側面に敲打を

合わせ持ち 、 I 類 c 種 (050~053) はそれに加えて表

面にも敲打痕が認められるものである。いずれの敲打

痕も通常の磨石類における側面、表裏面における蔽打

とは違って、長身の素材を利用した振子的な敲打によ

るものである。

I 類 d種 (054~062) は完全に「ハンマー」的な使

用がされたもので、 056.062に柄の装着痕が認められ
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る。 058~061は磨製石斧からの転用で、そのまま着柄

が可能である。磨製石斧の欠損からの転用が示すよう

に054~058 も I 類のそれぞれのなかから小口面の広い

ものが選ばれている。その使用面は石対石の接触は感

じられず、それより軟らかいものの敲打であり、木工

用の使用の可能性が高い。

II 類 a 種 (063~097) は扁円形の主に長軸端部が敲

打されるもので、 35点が認められI類a種に次ぐ出土

量をみる。この両者が敲石の一般的なものと言ってよ

く、第II調査区に17点出土して、これもまたそれに追

随している。 1方向からのものが12点、対面のものが

23点で、扁平形状から対面のものが圧倒し、これに II

類 b種 (098~106) の 3~4 方向の敲打のもの 9 点を

加えると、 II類65点中32点で、およそ半数が複数の方

向から敲打されていることになる。

なお、 I・II類に共通する非常に小形のものは直接

に対象物を蔽くことは不可能であり、むしろ間接的に

働きかける「箭（や）．艇（たがね）」的な使用を想定し

ておきたい。

II 類 c 種 (107~122) は前種よりは厚さをもって楕

円形に近く、磨石類的な敲打がされるものである。お

そらく対象物もそれが行ったものに近い筈であるが、

磨石類に比べると砂岩質の軟質な素材が多く、粉塵の

混入が充分に予想されて調理には全く不向きと考えら

れる。 I類a種、 II類a種に次ぐ16点の出土を見て、

その使用頻度は高かったものと思われる。 II類d種

(123~127) はそれに角、つまり肩の部分に斜めから

の敲打が追加されるもので 5点が認められる。磨石類

には殆ど認められないことから、こうした敲打こそが

敲石の使用のヒントになるのかも知れないものである。

m類は球形の素材の全周に著しい敲打が加えられる

もの (128~130) と、俵状に敲打されるもの (131) で

ある。安山岩、玄武岩、花尚岩など、他とは異なって

硬質の素材が利用され、全て原形を保っている。数量

も限られているから、前述した敲石とは異なった特殊

な使用も予想され、今後の類例の増加を待ちたい。

w類は三角柱状の素材の側面頂部に敲打痕が認めら

れるものである。おそらく幅の狭い部分を対象とした

ものであり、使用面から考えると扁平の素材のII類に

通ずるものであるが、本類は直線的な使用面であるこ

とを考えると、それらとは相反して対象物の方が曲面

を持ったものである可能性が高い。

注1.鈴木次郎 1977「尾椅遺跡」神奈川県埋蔵文化財調査報告書 13

注2.鈴木道之助 1981「石器の基礎知識m」柏書房

注3.富士宮市教育委員会 1983 「若宮遺跡」

8. 磨り面をもつ敲石（図ー72)

基本的には長軸部に敲打痕をもつ敲石 Ia類である

が、細長い素材に沿った平らな磨り面をもつもので、

13点が認められる。使用面が平らであることを目的と

するためか断面形状は全て四角を基本としている。素

材は13点中 8点が硬砂岩で占められるように硬質でき

めの細かいものが好まれている。従って使用面は平滑

で湿り気を帯びたような光沢を見せ、磨る対象物は石

対石に見せる粉化を伴うものではないことは容易に知

れる。また敲打に関する使用は粘板岩に近い硬砂岩系

の素材の特性にしても、板状に割れて激しい敲打の跡

が窺える。

磨面のあり方で 2類される。

I類長方形の素材の側面に磨り面をもつもの

(01~10) 。

Il類正方形の素材の表裏面に磨り面をもつもの

(11~13) 。

I類10点、 Il類3点である。 I類の大形品は敲石 I

類に近い自然素材の 1面に平坦磨面をもったものが多

い (01~06.10) 。 07~09は小形であるが両側面の磨り

面のあり方は強調される。全体的に I類の磨り面は細

長い。それに反してIl類の磨り面は、素材の広口面に

あるためそれらより広い。磨る方向は I類が縦、 Il類

が縦、横が可能である。しかし、両者とも広く大きな

範囲を磨ることは無いように思える。湘分が染み込ん

だような黒い光沢は、おそらく動、植物の 2次的加工

に用いられた痕跡と思われるが、骨や皮、または木を

砕いたり、なめすにしては敲打による使用の激しさが

気になる。

こうした同類の石器が弥生、古墳時代遺跡より出土

することは知られている（注）。それらの多くは顕著

な敲打痕を認めることはないから、敵打に関しては縄

文時代石器的で、磨りなめすという作業に関しては同

じ行為をも って対処したものと言えようが、複合遺跡

の特徴か本遺跡では01がSZ17の溝内、 10がSB31の掘

り方内、 11がSB36の炉石に使用されるなど、弥生、

譴時代遺構に関わりをもって出土している。

注．富士宮市教育委員会 1985 「上石敷遺跡」

9. 台石（園ー108~111)

いわゆる作業台で、敲きや磨りに対応されるもので

あるが、直接「磨り」と「磨り」が重なり 合うことは
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石材長幅厚重備考

砂岩 04.6) 5.2 3.5 (455) szl7溝内

粘板岩 (8.0) (5.0)(3.7) 024) 

緑泥片岩 13.4 4.2 3.2 273 

砂岩 12.l 4.4 3.1 286 

硬砂岩 (9.8) 5.2 3.4 (275) 

硬砂岩 .(7.6) 4.6 1.7 (100) 

硬砂岩 (9.6) 2.8 (1.4) (76) 

硬砂岩 (7.7) 1.9 (1.1) (25) 

硬砂岩・ 7.5 2.7 1.5 63 

硬砂岩 8.2 2.9 1.4 50 S831堀方

硬砂岩 16. l 3.8 3.5 263 S836炉石

硬砂岩 14. 9 (2. 9) 3.1 (200) 

砂岩 10.7 2.9 2.0 64 

図ー72 磨り面をもつ敲石実測図

少ないらしく、砥石や石皿のような磨耗面はもたない

ものである。つまりそこにはいろいろな対象物が乗せ

られ、敲かれ磨かれた面であり、広い意味の作業面と

したほうが適切に思える。このように台石と判断した

ものは31点である。

31点の台石は作業面の違いによって大きく 2類され

る。

I 類凸面を作業面としたもの (01~04) 。

Il 類平坦面を作業面としたもの (05~31) 。

I類 4点、 Il類27点で、 Il類が特に前述した作業面

をもつもので、台石としては一般的で、そのうちには

特殊磨石（注）に対応されるものも含まれよう。
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I類は狭い作業面のもので、敲きと磨りの作業の内

容によって 2種される。

I類 a種 (01.02)は半割された安定度の良い素材の

三角形凸部を利用した敲打を行うもので、 「かなとこ」

風の使用が考えられる。 Il類にも側面にこのような敲

打痕を見る。

I類b種 (03.04)は弱い曲面部を作業面とするもの

で、 03の肩部などの凸面は I類a種同様の使用も兼ね

ている。

I類a・b種とも対象物は接触面の少ないものであ

ろう。また、 04は欠損後の使用例であり、その形状に

よるものか、欠損例は少ないと言える。

Il 類は作業面の広いことに起因するのか、 05~09の

5点以外は全て欠損しており、その率は高い。作業面

は共通するが、使用される素材の形状で 3種される。

Il 類 a種 (05~20) は扁平面をもつ角礫であり、そ

れは05.06に代表されるように作業面が地表面と並行

にならず、斜めの場合が多い。このような形状に対し

て製粉作業に疑問を向け、石皿と区別するひとつの要

因としている場合も多い（注に同じ）。厚いもの (05.0

6.11~15) と薄いもの (07~10.16~20) があるが、同

じ様に両者とも作業面に薄い剥離痕をもつ例が多い。

16の敲打痕が示すように弱い連続的な磨り敲きのよう

な作業が行われたものと思われる。

Il 類 b種 (21~27) は弱い曲面を作業面とした硬質

な長円形の素材で、素材に沿った細長い作業面はいず

れよりも磨耗度は高く滑らかである。作業面よりも広

い対象物が予想される。

Il 類 c 種 (28~31) は円盤状の扁平の円礫で、粒子

の粗い素材のものである。従来であれば石皿に扱われ

ようが凹面がないこと、あまりに軟質であり製粉作業

に粉塵の混入が危ぶまれること、周縁に敲打痕が著し

く自らも敲石的機能も果していることなどから、それ

より省いたものである。またそれぞれの径の値も似て

おり、何かしら目的に応じた素材の選択も窺える特徴

的なものである。

以上、台石として作業面をもつ礫を捉えてきたが、

具体的な台石の定義が乏しいこともあって、各々の調

査による取り上げ状況に片寄りがあることは否めない

様に思える。

本調査においても調査者、調査~次の異なりを超え

た統一的な取り上げ方がなされたかは不安である。一

応、第 I調査区 6点、第Il調査区13点、第1II調査区 1

点、第V調査区11点の出土数を挙げ、第 I. Il調査区

に出土率が高い傾向にあることを記しておく。

注．特殊磨石はかつて縄文阜肌の特徴的な石器として、製粉川の道具IJ)可能性も指摘

されたりしていたが、当設期にすでに石皿や磨石I/)一般的な普及が確認されたり、

また、本遥勝をはじめ巾、後期遺跡にも存在が知られるようになってきている。

（財）長野県埋巌文化財センター他 1994 「県道中野豊野線パイパス

滋賀中野有料道路埋蔵文化財報告普 栗林遺跡J

10. 特殊磨石（図ー73)

特殊磨石は略三角柱や四角柱状の角ばった長身の自

然礫の角の部分に沿った細長い機能面をもつもので、

その機能面は磨石類の表裏の磨り面と異なるややザラ

ついた感触の磨り面であることを特徴の第一義として

いる。かつては縄文早期押型文系土器群の時期の特徴

的な石器（注 1)として挙げられていたが、最近では

縄文中、後期にもその存在が確認され、それは時期的

な産物ではなくして大きく地域的に捉えられた中部山

岳文化圏の特徴的な石器としての把握が一般化しつつ

ある。つまり、それは特殊磨石の発生以来、その機能

が磨石類とある部分で同調できないまま中部山岳地方

の文化の衰退まで続いたことであり、その意味で独立

した呼称（注2)には賛同したい。

本遺跡の特殊磨石は 8点である。それは併用される

機能で3類にされる。

I類 自然礫に磨り面だけをもつもの (01.02)。

II 類長軸の端部に敲打痕をもつもの (03~06) 。

m類敲打痕と側面に磨り面をもつもの (07.08)。

以上のように特殊磨石は 7割以上が敲き、磨りを併

用される。こうしたことが敲石、磨石類と同様の機能

が想像される所以であるが、 8点中 5点が中央部より

2分の 1に欠損することは機能面に集中する大きな力

が作用した結果であり、そうした機能の集中度合いは

最も形状の近い磨石類w類の機能面にも見出せないも

のである。とにか<m類の側面の磨り面も示すように、

それはローリングには対応できないものであり、対応

される石器は台石などの平らな面をもったものと思わ

れるのである。堅果類の皮むき（注 2)を説くが、皮

むき用には対応できる磨石類の確実な存在があり、敢

えてそこに機能を求めるには細長い機能面はあまりに

もふさわしくなく、皮なめし用の石器説も軽視するこ

とはできない筈である。今一度、磨石類のなかの一形

態ではない、特殊磨石のあり方を検討して行く必要性

を充分に感じるのである。

なお、出土区別点数は第II調査区6点、第 I調査区

1点、第V調査区 1点で、磨石類・敲石と同様に第 II
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番号出土区分類石材

01 II 砂岩

02 II 砂岩

03 II 礫岩

04 V II 殺灰岩

長幅厚重備考

(9.3) 8.0 5.1 (532) 

(10,5) (7.1) 6.4 (760) 

(l 1.8) (10. 2) (7. 7) (1123) 

12.4 8.6 6.5 985 

番号出土区分類石材

05 II II 砂岩

06 II II 玄武岩

07 II Ill 玄武岩

08 II Ill 安山岩

長幅厚重備考

15.8 8.0 (5.6) (975) 

12.4 6. 4 5.4 630 

(6.8) 6.6 4.3 (274) 

(12.2) 8.8 4.6 (880) 

図ー73 特殊磨石実測図

調査区の出土率が圧倒的に高い。 「打製土掘具」の名称の提唱さえある（注 1)。なお、

注1.八木光則 1976「いわゆる r特殊磨石」について」信濃28-4 その名称についてはそこで言う両刃石斧を指すもので

注2.戸沢充則編 1994 「縄文時代研究事典」東京抱出版 あり、片刃石斧は省いている。本逍跡ではその分類法

はとらないで、先ず、通例に従い短冊形・ 搬形・分銅

11. 打製石斧（図ー75. 112~122) 形の基本形とその他の 5類に分けて進めたい。

打製石斧は271点が出土して、本遺跡石器資料中もっ

とも多いものである。縄文時代を代表する石器として

従来よりその機能について多くの人々に語られるもの

であるが、近年では農具としての支持が一般的で、
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I 類短冊形のものである (001 ~ 196) 。これらは

形状、刃部などの違いで 3類にされる。

a種 も っとも短冊状のもの (001~ 160) 。

b種尖頭状のもの (161~ 172) 。



図ー74 両刃石斧の着柄想定図（注より転載）

c 種小形で箆状のもの (173~196) 。

II類撥形のものである (197~ 258)。これらは刃

部の違いで 2類にされる。

a種刃部が弧状のもの (197~237) 。

b種刃部が直線状のもの (238~258) 。

m類分銅形のものである (259~266) 。

W類分銅形に近い形状をした特殊①で、頭部に複

数の凸部を見るものである (267)。

v類刃部に鋭利な感じを受けず、むしろハンマー

的要素の強い特殊②である (268~271) 。

これらの出土比率は I類196点、 II類62点、 m類 8

点、 N類 1点、 V類 4点で、 I類がおよそ72%、II類

がおよそ23%を占め、この両者で大半を占める。この

出土比率は殆どの遺跡と変わりないものであるが、 m
類の分銅形のものが3%では少な過ぎるように思える。

次に出土地区別状況は以下のとおりである。

I区 II区 rn区 V区計

I類 33 78 25 60 196 

II類 8 29 10 15 62 

m類 2 5 - 1 8 

w類― - - 1 1 

V類ー 2 - 2 4 

言t 43 114 35 79 271 

いずれの石器と同様に第II調査区より全体のおよそ

42%の打製石斧が出土しているが、第m調査区にも他

調査区に劣ることのない出土量があり、そこが曽利式

土器の優勢地域であるとするとその因果関係は興味深

い。このような例は石鏃の出土量にも共通したものが

あるらしい。

以上の状況にある打製石斧の石材は砂岩122点、頁

岩71点、硬砂岩58点、安山岩6点、粘板岩 5点、凝灰

岩 5点、緑泥片岩2点、チャート 2点である。この上

位 3種で251点、およそ93%を占め、石器の種類によ

る素材の特定を充分に知れる。

そして打製石斧が農具であれ、 エ具であれ、その使

用による欠損の頻度も大方予想されるものであるが、

本遺跡における完形品は38点、それに略完形品43点を

加えても81点、およそ30%に過ぎない。残り 70%に達

する欠損品の出土状況を第II次調査概報では配石遺構

に関連するものと示唆しているが、石皿などの欠損率

の高さからしても特徴的である。なお、これに反して

頁岩を素材とするものの完形率は異常に高く、 71点中

36点でおよそ半数、そして略完形品を含めると81点中

46点、およそ57%を占めることから、その他の石材の

もの、特に砂岩製のものに欠損率がさらに上乗せされ

ることを付け加えておかなければならない。

このように欠損率の高い資料で数値に頼ることは不

安であり、資料の投影によって特徴を探って見たい。

なお、図の横線は5cm幅、 3分の 1の縮尺である。

先ず、 I類が形状に統一性があり、直線的で刃部も

鋭利である。 I類 a種は断面の片寄りが少ない、いわ

ゆる身の反りの少ないもので図ー74のような着柄が想

定されるものである。「突き鍬」と呼ばれる「山イモ

掘り」の掘り棒に似ており、縄文中期の球根類や根茎

類などの食料依存度の高さをその出土量からしても窺

い知れるものである。 I類 b種は尖頭状の刃部をもっ

て更に突くことに関しては有利である。 I類 c種は長

さが7cmを超えない小形のもので、身の反りが目立つ。

前述の片刃石斧の特徴に近いが、そこで言う 30~60゜

の角度の片刃には及ばず、木工具としての手斧に当て

はめられないでいる。24点中18点、およそ75%が頁岩

を素材としており、 II類 b種のような小形の打製石斧

や石匙などの特徴と共通している。

II類は撥形のものを刃部の状況で分けたものである。

II類 a種はその形容の如く小さな頭部から幅広い刃

部を特徴とするものであるが、刃部形状と刃部幅は I

類 a種と変わらないでいる。身の反りは資料中もっと

も大きく、柄に対して直角、つまり「「」形に刃部を

付けた現在の鍬のような使用は納得されるところであ

る。

II類b種は直線状の刃部をもち、身長も短く断面も

厚いボッテリした感じを受けるもので、 I類 c種より

さらに片刃石斧に近い特徴をもつものである。前述す

るように21点中16点、およそ76%で頁岩が素材とされ、

I類 c種のあり方に全く近く、また石匙の石材率と同
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I類 a種 J類 b種 l類 c種

II類 a種

特殊①（多頭形？）

(267) 

Ill類 IV類

特殊②（ハンマー形？）

(1/3) 

V類

図ー75 打製石斧集成図
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様であるように、その形状分類に関しても I類c種、

つまり横型石匙でつまみ部が太く、刃部幅の狭いもの

と違いを見つけるのにも苦労するものである。

III類の分銅形のものは資料数も碁本3形では10%を

超えることなく、縄文時代中期後半から後期にかけて

存在感を見せるものであると言う。本地域では隣接す

る福伝遺跡で堀之内式併行の付加条縄文の施された深

鉢形土器と共に、長さ23.2cm、幅11.3cmを測る大形

の逸品が出土しており盛行時期を当てている（注2)。

w類の特殊①は分銅形石斧に近い形状をして、頭部

に3方に向けて凸部が付くものである。刃部（？）は

先端を欠損するが、本来は三角形状に突き出していた

ものと思われる。この石器の天地も不安で、石斧であ

ることは尚更不安であるが、胴部のくびれ部には非常

にはっきりとした摩滅痕が見られ、それは単に柄に着

装した時の紐による「しばり痕」ではなく、木の棒が

直接そこに当てがわれたと思われる程である。つまり、

分銅形石斧の着柄法ではなく、多頭石斧や、環状石斧

のように傘状に両側から挟んで着柄していたと思われ

るのである。造作は打製石斧のようで粗雑な感じを受

けるが「第 2の道具」の可能性もある。

v類は刃部のはっきりしないもので、対象物に対し

て割り入る機能より、敲く機能に重きが置かれていた

ものと思われる。敲石 I類d種にも磨製石斧の欠損品

を敲きに再利用したものがあり、刃部の磨耗度合によ

ると新たな機能が果たされていたであろうことは充分

に承知されるものである。

注1.鈴木次郎 1983「打製石斧」「縄文文化の研究」 7雄山閣

注2.富士宮市教育委員会 1993「福伝遺跡」 「富士宮の遺跡J

12. 磨製石斧（図ー76.77)

磨製石斧は29点が出土している。近年では打製石斧

と完全に分離され「斧」としての地位を確立している。

本調査で得た磨製石斧は 3類にされる。

I 類乳棒状のもの(01~10) 。

II 類定角状のもの(11~19) 。

III類局部磨製のもの(20~29) 。

これら磨製石斧は後期に至ると定角式磨製石斧の定

着化が図られてく る傾向にあるらしいが（注 1)、県

西部地方における遠州式石斧の発達など地域の独自性

もかなり発揮されるらしく、本遺跡における出土比率

もI類10点、 II類9点、 III類10点と殆ど同率である。

出土区別では第 I調査区 6点、第II調査区16点、第1II

調査区 1点、第V調査区 6点で、第II調査区が全体の

およそ55%を占めて他の石器の出土比率と大過なく、

そこでいう中期、後期といったそれぞれの時期的な優

勢地域と比較しても、その出土比率と比例した特徴的

な数値を示すまでには至らず、一様な出土をみている。

また、これらは石斧の特質なのか欠損品が多く、完形

品は11.25.29の3点で完形率はおよそ10%に過ぎない。

I類の乳棒状磨製石斧は01にその典型を見て、側面

には整形のための敲打痕が若干残っている。他は02~

07までが胴部で欠損し、この類に欠損例が多い。使用

法の違いも考えられるが、素材も砂岩や凝灰岩などの

軟質なものが多いことにもよるようである。

Il類の定角状のものは I類に比べて、蛇紋岩など硬

質なものが圧倒して鋭利な感じを受ける。撥形が一般

的で14が胴張りのものである。 11は敲打痕と顕著な研

磨痕が残り、鈍重な感じから製作途上品と思われる。

16にも同様の粗い研磨痕を見る。 18.19は著しく小形

の頭部破片である。堀之内式期の注口土器内より小形

石斧が出土した例などから儀器や装飾品の性格が考え

られているが（注2)、非実用的な小形品でありなが

ら欠損していることは意図的な破砕も考えねばならな

いと思われる。

m類は石斧をより鋭利にしたいと言う磨製の原点で、

その発生以来、不変的なものである。 20~22が手頃の

扁平礫の側面を簡単な敲打や研磨で整えて刃部を作る

ものである。 23.24は剥片を同様に使用している。 25.2

6は殆ど打製石斧であるものに対して研磨を施すもの

で、刃部の研ぎ出しを見るとこれで完成品と思われる。

27~29は小形の細長い素材の側面を整えて薄く鋭利な

刃部を作るもので、完全に繋を1方彿させる。他はいわ

ゆる横斧で、手斧として使用したものであろう。

なお、 I類、 Il類の刃部資料には極端な片刃例はな

く、おそらくそれは縦斧で斧として使用されたものと

思われる（注 3)。

注1.早川正一 1983「磨製石斧」 「縄文文化の研究」 7雄山閣

注2.鈴木道之助 19s1 r石器の基礎知識」 m柏書房

注3.佐原 真 1994 r斧の文化史」 東京大学出版会

13. スクレイパー類（図ー78)

粗雑な剥片の薄い側に刃部を施すもので、掻器、削

器を含めてスクレイパー類を呼称している。本遺跡で

は15点が認められる。前時代的な遺物であるが、縄文

時代に至っても石匙や石箆の一部と共に皮剥ぎなどに

使用されていたらしい。それらは刃部の施される位置

によって 2類に分けられる。
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番号出土区 分煩 石材 長 幡 厚 重 備考 醤 号 出 土 区 分 類 石 材 長 帽 厚 璽 傭考
01 砂岩 16.4 4.4 3.2 (360.0)略完形 13 II II 蛇紋岩 (10.4) 5.5 2.1 (190.0) 
02 II 砂岩 (9.0)(5.0) (3.0) (200.0) 14 I II 蛇紋岩 (9.3) 5. 3 2.5 (200.0) 
03 V 砂岩 (8.4)(4.5) (3.5) (186.8) 15 V II 蛇紋岩 (4.4) (4.7) (2.8) (84.5) 
04 砂岩 (8.I) (4.8) (3.9) (20.0) 

16 Ill II 蛇紋岩 (4.3) (4.3) (1.8) (45.3) 
05 [[ 砂岩 (It.1) (5.6) (3.0) (300.0) 

17 II II 蛇紋岩 (2.9) (2.5) {l.5) (8.4) 
06 II 硬砂岩 (7.7) (4.7) (2.9) ([56.8) 

18 II II 蛇紋岩 (2.1) (2. 0) (0.8) (2,9) 
07 II 緑泥片岩(9.5) 5. 0 3. 9 (230. 0) 

19 II II 蛇紋岩 (1.8) (2.0) (0.7) (2.5) 
08 II 硬砂岩 (4.9) (4.9) (l.8) (61.9) 

20 V Ill 硬砂岩 7.6 (4.3) 2.0 (90.3) 
09 V 砂岩 (4.3) (3.7) (0.7) (13.4) 

21 I Ill 砂岩 (6.0) 4.8 (1.2) (40.0) 
10 II 砂岩 (5.6) (3, 8) (0.8) (16. 9) 

22 V Ill 硬砂岩 (5.0) 3.0 1.0 (27.3) 
11 II II 緑泥片岩12.4 4.6 2.9 270.0 

23 II Ill 粘仮岩 (7. 7) (4. 6) 1.2 (50.9) 
12 II II 砂岩 (15.I) (6.5) 3.8 (590.0) 

24 II Ill 粘板岩 (6.3) 3.8 1. 1 (33.3) 

図ー76 磨製石斧実 測図一 1 
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10cm 

番号出土区分類石材長 幅 厚重備考

25 I Ill 硬砂岩 11.6 3.5 1.1 67.2 

26 I Ill 硬砂岩 (9.6) 3. 7 1.4 (66.4) 

27 V Ill 粘板岩 (5.3) 2.0 0.9 (12.8) 

28 II Ill 硬砂岩 (6.8) 1. 4 0. 7 (10. 7) 

29 II Ill 砂岩 6.5 1. 2 0.9 10.2 

図ー77 磨製石斧実測図ー 2

I類横長の剥片の下部に刃部をもつもの(01-00)。

II類縦長の剥片の側面に刃部をもつもの(09-15)。

刃部の位置からすると I類が掻器的なもの、 II類が

削器的なものに大別できる。石材は15点中11点、およ

そ73%が頁岩で占められ、小形石器のあり方に追随し

ている。また作業は皮剥ぎなどが予想されるように硬

質のものを対象としたものではなく、欠損率は20%の

低率である。これらは形状ならびに刃部の細かい部分

でのあり方でさらに細分される。

I類 a種 (01-07)は横刃形石器や粗製の石匙的な

もので、幅広い刃部を有効的に利用しなものと思われ

る。 07は黒曜石の大形剥片を使用したもので刃部は鋭

Vヽ

'゚I類b種 (08)は円形掻器である。砂岩製で軟質の

ためか刃部の損傷が著しい。

n類 a 種 (09~11) は尖頭形の剥片の側面に弧状の

刃部をもったいわゆる前時代のナイフ形石器に最も近

いものである。

n 類 b 種は (12~15) も同じく削器、いわゆるサイ

ド・スクレイパーで、角張った縦長の剥片の側面に細

かく連続する刃部が作出されている。

以上、それぞれの刃部のあり方を見ると、 I類が横

型石匙、 n類が縦型石匙に機能的な発展を重ねていっ

たための消長であろうことは充分に納得されるところ

である。

14. 石錐（図ー79.80)

石錐は50点が認められ、 一般の遺跡のなかでは比較

的その出土数は多いと言える。調査区別では第I調査

区9点、第II調査区27点、第m調査区0点、第V調査

区19点で、第 I.II調査区を合わせると36点、約 7割

を占め、石皿などの高出土率と同様にこれも又興味深

ぃ。石錐はその名称が示す通り「錐」であり、対象物

を穿孔することを目的としているため石材は硬質なも

のに限られて、大形のものに頁岩、小形のものに黒曜

石が使用されている。なお、後者には石鏃と区別が付

きにくい場合が多いが、片面加工、湾曲気味の素材な

ど、穿孔に有利と判断できるものを石錐として、石鏃

より区別した。

欠損について見ると23点と約半数近くが錐部を欠き、

容易ではない穿孔作業が窺い知れる。

近隣遺跡に適当な石錐の分類資料もないことから、

先学の分類に基ずき（注）、それに大方従っておきた

"¥ 
I゚ 類全体の形状が棒状をなすもの (01~06) 。

Il類 明瞭なつまみ状の頭部をもつもので錐部が長

いもの (07~16) 。

III類 明瞭なつまみ状の頭部をもつもので錐部が（著

しく）短いもの (17~25) 。

W類錐部が次第に太く広がり、頭部との区分が不

明瞭なもの (26~47) 。

V類棒状あるいは長三角形の剥片の先端に微弱な

調整加工を加え、そのまま石錐として用いた

もの (48~50) 。

以上の分類にあてられた石錐は I類6点、 Il類10点、

III類9点、 W類22点、 V類3点である。 W類が44%を

占め、以下Il. III類と続く。

I類は全体量の 1割を若干超えるだけで、その占め

る割合は比較的少ない。しかし縄文草創期の断面三角

鑽と呼ばれる石器を含めて本類は早い段階からその存

在を示し、以後そうした特徴的な石器は消滅していっ

ても、なお縄文l時代全般を通じて安定した器種となっ
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d~5 

番号出土区分類石材

01 I I a 硬砂岩

02 I I a 頁岩

03 V I a 頁岩

04 V I a 頁岩

05 11 I a 頁岩

06 II la 頁岩

07 I I a 黒曜石

08 V I b 砂岩

e)~" 

:>"
長幅厚重

6.4 9.5 2.2 (127.7) 

7.2 (9.3) 2.0 (88.3) 

5. 7 6.0 1.2 42.2 

4.8 7.5 1.7 63.6 

5.2 (5.5) 1.2 (30.7) 

4.8 5.8 1. l 30.3 

4.1 4.7 1.3 20.1 

3.6 4.3 0.9 17.0 

図ー78

備考

略完形

ス

巳嘉!,

ク

ているらしい。つまりその形状から着柄しての手揉み

状での使用が考えられ、つまみ部をもつ錐との使用方

法の差もあり、前述文献に挙げられる長野県阿久遺跡、

北海道末広遺跡で占める出土量も本遺跡例と殆ど同じ

であるから、 I類の石錐全体のなかで占める仕事量も

その程度であったことを示しているのかも知れない。

素材は全て頁岩が使用され、 04を除くと錐部は両面

より調整が施されている。04は断面三角形の素材で側

面と頭部に簡単な調整がされるものである。頭部に舌

状部分が残るが、有舌尖頭器には判断されないもので

ある。

詳細な細分はされないが錐部断面を見ると、 01~03 .

05.06が菱形で、 04が三角形（図面標示▲以下同じ）で

ある。 06の錐部が頭部より若干の独立を感じるから b

種として分類すべきであったかも知れない。

II類はつまみ状の頭部に付けられる長い錐部のあり

方で細分される。なお、頭部の調整は07.08に可能性

もあるが、他は剥片時のままであるものが多い。

II 類 a 種 (07~11) は錐部が長くはっきりとしてい

゜
10cm 
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岩
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岩

岩

岩

山

石

安

頁

頁

頁

頁

頁

頁
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．
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八惰
長幅

9.6 3.9 

6.6 3.0 

6.1 3.1 

(6.2) 3. 7 

7.8 3.4 

7.0 3.0 

6.2 3.0 

厚重

1.3 44.1 

1.0 17.4 

1.0 18.8 

1.8 (21.1) 

1.4 30.3 

0.9 20.0 

1.4 22.0 

備考

イ パー類実測図

て、まっすぐ垂直に作られているものである。いずれ

も頁岩製で両面より丁寧な調整がされ、最も形状が整っ

ている。錐断面は菱形である。つまみ状の頭部は親指

と人差指でつまむのに適当な大きさである。

II類 b種 (12.13)は若干大振りの厚手でボテッとし

た感じを受けるものである。両者とも錐先端を欠くた

めはっきりしないが石錐全体の断面が湾曲した 「C」

状のもので、表面からの調整が裏面を上回るため錐自

体の断面形も三角形となっている。 12は欠損部分が根

元のため確認は不可能であるがおそらく同じように三

角形と思われる。

II 類 c 種 (14~ 16) は大形で錐部が太いため、頭部

との差もあまり無い。これらは平面から見て、錐部が

「C」字状に湾曲 しているものである。錐部の調整も

比較的丁寧であり、断面は15が三角形、 14.16が菱形で

ある。

このII類b種、同 c種のように断面が 「C」字状と

なり、中心軸が一定しないものに対して、宮城県上深

沢遺跡では「回転軸と錐部中心軸が一定せず偏った角
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17 .. 

0 5cm 

番号出土区分類石材長幅厚重備考

07 I Ila 頁岩 4.4 2.0 0.8 2.4 

08 II Ila 頁岩 (4.25)(1.35) 0.5 (2.5) 

09 V I Ia 頁岩 (3.4)(2.0) 0.55 (3.5) 

10 I Ila 頁岩 (3.4)(2.1) 0.4 (2.1) 

11 II Ila 頁岩 (3.5)(l. I) 0.45 (1. l) 

12 V IIb 頁岩 (3.0) 2.55 l.O (8.9) 

番号出士区分類石材 長 幅 厚 重 備考 13 II Ilb 頁岩 (3.95)(2.4) 0.6 (5.5) 錐断面△

01 I I a 頁岩 (4.9) l.8 l.l (IO.I) 14 I IIc 頁岩 (7.0)(2. 7) l.0 (15. I) 

02 V I a 頁岩 (3.35) l.55 0.7 (3.6) 15 I IIc 頁岩 ・s.4 2.5 I.I 12.7 錐断面△

03 II I a 頁岩 2.9 l.2 0.4 1.3 16 I Ile 頁岩 (3.7)(l.5) 0.9 (4.6) 

04 II I a 頁岩 4.9 l.5 0.8 5.9 即析面△ 17 II Illa 頁岩 5.45 4.1 l.7 46.1 鮨折面△

05 II I a 頁岩 3.5 l.15 0.45 l.8 18 II Illa 頁岩 (6.3) 2. 75 l.2 (19, 9) 

06 II I b 頁岩 3.-55 l. l 0.5 1.6 19 I Illa 頁岩 (4.9) 2.4 0.5 (5.6) 

図ー79 石錐実測図ー l
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4.1 2.15 0.7 5.0 

(4.6) 4.1 1.25(12.8) 

4.25 2. 75 0.8 8.2 

(2.6) (1.5) (0.7) (2.9) 

(1.6) 1.5 0.3 (0.6) 

(0,9) 2.0 0.4 (0.4) 

3.95 3.0 0.9 8.2 錐断面△

(3. 5) (2. 2) 0. 7 (5. 8) 錐断面△

3.6 2.35 0.55 3. 2 錐断面△

(2.8) 2.5 0.5 (2. 7) 錐断面△

(2.8) 2.1 0. 75 (3.4) 錐断面△

(2.2) (1.5) 0.7 (2.3) 

2.1 1.65 0.7 1.7 錐断面△

備考

錐断面△
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長幅厚重備考

1.85 (1.25) 0.35 (0.6) 

1.6 (I. I) 0.3 (0.4) 錐断面△

1.7 (1.5) 0.2 (0.4) 

(1.5) 1.2 0.3 (0.3) 錐断面△

4.2 (2.4) 0,65 (4.4) 

3.65 1.8 0.65 4.2 

2.9 (1.5) 0.7 (2.9) 

2.8 1.5 0.5 1.8 

2.45 1.9 0.95 2.20 

2.55 1.6 0.5 1.0 

(1.75) I. 25 0.4 (0, 5) 

1.8 1.0 0.25 0.3 

1.7 1.0 0.45 0.6 錐断面△

(1.5) (1.0) 2.5 (5.0) 

1.65 1.0 0.35 0.4 錐断面△

5.6 3.4 0.7 11.6 

3.95 1.8 0.55 2.8 

3.0 2.2 0.6 2.7 

錐断面△

錐断面△

図ー80 石錐実測図 2
 

度で回転運動が行われた」もので、「孔を拡大しなが

ら徐々に深くする働きをしたもの」とする観察結果が

ある（前掲文献）。

III類は大きな頭部に短い錐部をもつもので、石錐全

体の形状の大小で2種にされる。

III類 a 種 (17~23) は17に代表されるように錐部に

比べて異常に大きい頭部をもつものである。素材は全

て頁岩で、調整も錐部に集中することから全体的には

粗く見える。石錐全体の断面湾曲例が目立ち、 17.20

の錐部が三角形の他は菱形である。17.18の頭部は掌

のなかに納まり、 19~23は指でしっかりと固定するこ

とができ、穿孔に対してより力を加えられる形状をし

ている。これについてはハンドドリルとして穿孔の初

段階に使用したものと推測されている。
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III類b種 (24.25)は黒曜石製の小形のものである。

作りは非常に精巧で細い錐部も作出されるが、それ故

に欠損していて全体を知り得ないのが残念である。 24

は長野県阿久遺跡で特徴的なものであり、 25は頭部と

錐部が異常にはっきりとしている。つまり裁縫針のよ

うな錐部で回転穿孔に不向きであることから、皮革な

どの穿孔を対象とする「突き錐」の可能性も指摘され

ている。

W類は正三角形に近いもの (a種）と二等辺三角形

に近いもの (b種）に分けられる。穿孔に対して三角

形の頂部を有するという単純な構造のためか、出土量

は他を抜きん出ている。

W類 a種 (26~36) は頁岩、 32~36黒曜石製である。

素材を表面一方から調整することが普通で、石錐自体

の断面も台形から三角形状を呈するものが多く、また

錐の断面も三角形のものが11点中 9点で、圧倒的に多

ぃ。三角形の錐部のあり方から、いわばハンドリーマー

の機能をもつ錐器で、穿孔部をさらに拡大する機能を

もったものとする予想がされている。

W類 b種 (37~47) は37~41が頁岩、 42 ~47が黒曜

石製で、その割合は同 a種とほぼ同じである。しかし、

それらが三角形に趣が置かれているのに対し、錐部は

両面より調整されて断面が菱形であることが普通で、

断面が三角形のものは45.47の2点だけである。こう

した特徴は I類に通ずるものがあり、全体的には細長

い形状であるから、着柄しての手揉み状の使用が考え

られなくもない。

V類 (48~50) は剥片の先端に簡単な調整を施し、

48がW類、 49がn類、 50が1II類に近い構造を見せてい

る。いずれも鋭利感は全くなく、直接の穿孔よりは

「孔」の拡大に用いられたものと思われる。

以上、再々述べられることであるが、石錐は穿孔に

対して一個で対処するのではなく、複数で対処していっ

たであろうことは充分に納得されることである。また、

その手段も弓錐や手揉みなどの回転穿孔、手指でのキ

リモミ穿孔などいろいろであろう 。しかし、それ以上

に骨や木に対する穿孔行為は現在、我々が想像するよ

りずっと多岐にわたっていたであろうことを再認識す

べきと思うのである。

注矢島固夫．前山精l月1983「石錐」「縄文文化の研究j7雄山閣

15. 凹石（図ー81.82) 

凹石は13点が認められる。それは明らかに使用目的

をもって凹みが作られたもので、敲きなどの行為によっ

平面

断面「~手三乞~ 単位 1cm

図ー81 凹石（凹部）集成図

て生じた凹みのものは省いてある。従って凹みは表面

と同様に滑らかで、椀状を呈して深くはっきりした輪

郭をもっている。径の平均値は2.80cm、深さのそれ

は0.44cmである（図ー81)。素材は03.13を除くと全て

砂岩でヒビ割れが著しい。軟質の素材ゆえに凹みの加

工が容易であったとしても、側面の敲き使用には耐え

難いものを想像させる。なお通常言われる凹みを利用

した敲打痕は全く看取されず、磨石との併用例もない。

つまり磨るには粉塵の発生が予想され、また敲くには

軟質すぎて、蜂の巣石の凹みを利用する堅果類の殻む

きにはあまりにも不向きに見える。また発火具の軸押

えにはなお不向きである。

凹みは表裏の片面に 1、ないしは 2個が穿たれて、

両面で 1~4 個を数える。一応、片面の凹み数で 2 類

にしておく 。

I 類片面の凹みが 1 個のもの (01~05) 。

II 類片面の凹みが 2 個のもの (06~13) 。

これらは裏面のあり方で、なお細分される。

I 類 a 種 (01~03) は表面に凹み、裏面に敲打痕を

もつものである。01.02は偏平状で形状も似るが、側

面に著しい敲打を受けてボロボロである。03も周縁を

敲打されるが、唯一凝灰岩製で硬くヒビ割れもない。

凹みと敲打痕は背中合わせの位置にあり殆どズレて

おらず、対象物を凹みで挟んだ後、本種を仲介にして

間接的な敲打を行った痕かとも言えるかも知れない。

I類b種 (04.05)は表裏の両面に同じ大きさの大き

く深い凹みをもつものである。04は03と同じく偏球状

のもので周縁に著しい敲打痕を見る。05は素材の半割

後に再利用して凹みを穿ったものと思える。側面はや

はり敲打されて侮みが激しい。凹みは滑らかであり凹

石同志で対象物を挟み、ローリングしてそれを球状に

整えたような痕跡にも見える。凹石の機能の再検討に

重要な凹みのあり方で注意しておきたい。

II類の凹みは全てが 「O」が連結する「oo」状のも
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番号出土区分類 石材長 幅 厚 重g

口 齋灼・..ヽ、iJ' ＿ 

01 V Ia 

02 I I a 

03 II I a 

砂岩 (7.6)(9.0) 4.3 (410) 

砂岩 (5.8)(9.7) 4.0 (3l0) 

殺灰岩 7.3 6.9 4.6 300 

04 I I b 砂岩 9.2 7.8 4.1 440 

05 V I b 砂岩 (9.3)(7.7) 4.0 (385) 
,• l/1h;: ,,、 : ；-._,,., .•. . ,._,,, ... _冒 ●.,.,-,-,./  06 V Ila 砂岩 8.8 8.1 3. 9 380 

07 !I !lb 砂岩 (8.3) 8.4 5.2 (390) 

.,., 08 V !lb 
T( ＼ 09 V lib 

砂岩 (6.2) 8.3 3.6 (225) 

砂岩 13.1 8.0 4.6 685 

10 II Ilb 砂岩 18.0 7.0 3.4 445 
),' ·~ II fl llb 砂岩 11.8 7.0 3.7 410 

12 12 Ile 
13 

13 !I Ile 

砂岩 11.1 8.9 4.7 725 

玄武岩 11.9 8.8 4.7 725 

図ー82 凹 石 実 測 図
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のである。

n類a種 (06)は素材が平たい円形であるためか、

凹みの「O 」がつまって「だるま」状である。しかし

意識は 2つの穴である。片側側面に敲打痕を見る。

n 類 b種 (07~11) は楕円形の素材に沿って「O」

状に凹みが穿たれている。側面が薄くなっていること

もあり敲石lI類様の著しい使用痕が見られ、 09などは

剥離してボロボロで、粉塵の発生は止めようが無いよ

うに思える。資料数も多いから凹石のあり方としては

優位にあると思われるが、連続する 「O 」状の凹みの

意園は想像されない。凹みは I類b種ほど滑らかでは

ないが、敲きの使用痕は認められない、しかしローリ

ングには不向きである。 I類でもそうであったように

「O 」状の凹みは表裏背中合わせでズレはなく、球状

の対象物を挟んで重ねることはできる。とにかく手持

ちの道具として作動しなければ機能は果たせないと思

われるものである。

n類 c種 (12.13)は側面に平坦な機能面をもつ、い

わゆる「石鹸」状の素材に小さめの「O 」状の凹みが

穿たれるものであるが、 13の裏面の凹みは 1孔である

など、形状と並んでこの両者は前種とは違いが感じら

れる。つまり、敲石lI類の機能の優先機種に凹みが併

設されたと見るべきで、敲くことと凹みの因果関係を

知るものではあるが、凹み自体の敲石への普及度合い

を考えると、それ程両者が併存しなくても果たせた機

能に思える。

つまり敲石の圧倒的な量と敲石の果たす多種多彩な

機能からすると、凹みをもつもの、つまり凹石の絶対

量はあまりに少ないのである。逆に言えば手に持って

凹みを利用する凹石にはそれだけの量でまかなえる程

の作業対象しかなかったものと思われるのである。そ

して、またそれは手で敲くことに関して凹みはあまり

必要ではなかったとも言え、も し堅果の殻むきであれ

ば、蜂の巣石の凹みと、硬質の素材が選択された敲石

や磨石で充分にまかなえることは誰でも想像が付くこ

とである。

凹石については対象物を挟んで押しつける、押しな

がらローリングするなど、直接的な敲打を伴わないも

のである可能性に注意を払っておき、広義の磨石類の

機能とは分離しておきたい。

16. 砥石（図ー83)

台石の機能面より明らかに研磨痕の著しいものを砥

石とした。 9点が認められて、そのうち完形品は01の

1点だけである。磨るだけに留まらない激しい力によ

るものか、こうした砥石に限らず磨る機能をもつ石皿、

台石などの欠損率は高い。 03.05の接合資料を見ると、

その場で人為的な割礫行為などを考えなければならな

いかも知れない。石材は砂岩の使用率が高い。

I 類置砥石 (Ol~08) 。

II類手持ち砥石 (09)。

でI類が圧倒的に多い。

I類はさらに形状、砥面のあり方などで4種にされ

る。

I類a種 (01.02)は円柱状の素材に細長い弱く窪ん

だ砥面をもつものである。

01が立石に用いられた可能性もあり、 02は石棒の転

用例である。 01は長軸方向の敲打痕から大形のハンマー

様の使用も兼ねている。使用面から見ると接する面の

少ない対象物の縦一方の研磨が予想される。

I類b種 (03.04)は厚さをもった団子状の素材に、

石皿風の球状の砥面をもつもので、比較的接する面の

多い対象物をローリングする研磨が行われたものと思

われる。両者とも 2面の異なった磨耗面をもち、 03は

溝状に弱い窪みが見られる。

I 類 c 種 (05~07) は「蒲鉾」または「靴」状に半

割された素材が用いられ、安定感は抜群で置砥石その

ものと言える。 砥面は球形の頂部を細長く使い、対象

物は砥面より接する面の広いものを縦に研磨すること

と、 I類a種同様の使用が併用されたものと思われる。

つまり、棒状の対象物の側面と端部の研磨が予想され

るものである。砥面の端部に弱い敲打痕が見られ、こ

こで形状が整えられ磨かれたものであろうか。なお06

の端部の敲打痕は素材を半割する時のものと思われる。

I類d種 (08)は複雑で、 三角錐状の側面のすべて

が使用され、 7面が数えられる。表裏面は石皿風の球

形の砥面でローリングする研磨が行われたであろう。

側面は細長い砥面で、その使用は I 類 a ~ c 種のすべ

てを合わせ持っているものと言える。

II類 (09)は丁度掌のなかに納まる大きさのもので、

全ての面に砥面を見て、菱形の頂点には敲打痕もある。

つまり握り方によ って全ての機能面に対応されるもの

である。表面が石皿風の球形の砥面以外は平らな砥面

をもち、側面には対の位置に浅い溝状の凹部がある。

有溝砥石（注）のように溝が貰通しておらず、凸面の

ある対象物を縦に研磨したものと思われる。石皿片の

再利用でもあり、さらに時代を超えて弥生時代SB36 

の炉石にも使用されて、器面の半分が炭化して黒ずん
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番号出土区分類石材 長 幅 厚 重kg 備 考
01 fl I a 砂岩 40.5 10.5 9.4 4.65 立石？
02 I a iU灰岩 (20.3) 10.3 5.4 (2.65) 石棒転用
03 rr I b 安山岩 (13. 4) (16, 7)(12. 0) (4. 05) 

04 V I b 砂岩 (24.3) (l l. 8) (10.3) (4.3) 

05 II I c 砂岩 (19.9)10.4 8.0 (2.55) 
06 II l c 安山岩 (15,4) 9.2 5.9 (l.6) 
07 I I c 砂岩 (8.2) 4.0 2.7 {0,)5) 

08 II Id 砂岩 (15.3)14.8 7.7 (1.7) 
09 V II 砂岩 10.5 11.2 5.1 (0.65) 8号（主炉石

図ー83 砥 石 実 測 図
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でいる。

このように縄文l甲もの石器が弥生時代の炉石に使わ

れている例は、他に敲石などにも認められ比較的多い。

住居跡構築の際に掘り出されたであろう下層の縄文時

代配石使用礫（地山礫）には目もくれず、そうした選

択がなされる時、弥生～古墳l蒔代の竪穴住居跡の炉石

に、比較的砂岩などの河原石と称されるきめの細かい

石材が使用されることが多い故のことか興味深い再利

用の仕方でもある。

注宮下健司 1983「有溝砥石」 「縄文文化の研究」 7雄山閣

17. 石鋸（図ー84)

石鋸という用語は現在、ふたとおりの意味で用いら

れているらしい（注）。その一方が「擦切石斧を作る

とき原石を引き切る道具と呼ばれる扁平な磨製石器で

ある。砥石という場合は後者（このこと）であるが、

正確には砥石に含めるべきものではない。後世の鋸と

は異なり、むし切断用のヤス1}と言うべきかもしれな

ぃ。」というもので、これに従う。第 I調査区より 1

点の出土を見る。擦切りを行う機能面を5.5cmの長さ

で残し、それ以外の全縁を欠くために全形は知れない

が、おそらく長方形の板状のものと思われる。残存す

る法量は長さ6.8cm、幅6.4cm、厚さは0.8cmを測る。

硬砂岩を素材として縁部にV字に近いU字状の機能面

をもっている。この部分を接点とし、媒材として金剛

砂を用いて石斧などの原石を擦切ったと推測されるも

ので、横位に細かい擦痕が著しく認められる。

注．鈴木道之助 1981 「石器の基礎知識」 11I柏書房

18. 石匙（医ー85~87)

石匙は72点が出土している。これらは通常言われる

横型と縦型に分けられる。

I 類横型のもの (01~60) 。

II 類縦型のもの (61~72) 。

I類60点、 II類12点で、 I類がおよそ83%を占める。

石材は頁岩63点、砂岩3点、硬砂岩 3点、粘板岩2点、

チャート 2点で、およそ88%の高率で頁岩が素材とさ

れる。このように石器の種類に片寄った選材がなされ

ることは石斧や磨石などからも知れる。欠損の状況は

略完形品も含めて完形品が49点およそ68%で、完形率

は他に比べて圧倒的に高い。つまり使用による欠損が

少ないことは硬対硬の接触の少ない使用方法がとられ

ていたものと思われる。

石匙の出土地区別状況は以下のとおりである。

I類

lI類

I区

15 

6 

図゚ー84

II区

38 

4 

10cm 

石鋸実測図

II1区 V区 計

1 6 60 

゜
2 12 

言t 21 42 1 8 72 

第I調査区、第lI調査区を合わせた出土率はおよそ

86%にも及び、完全に第V調査区を圧倒している。石

斧、石錘など、多くの石器が同様の傾向にあり、第I. 

lI調査区と第V調査区の間に何らかの占地条件の差も

考えねばならないものと思われる。

I類の横型のものはつまみ部や刃部の状況によって

さらに細分される。

a種つまみ部が上部に付くもの。

1. 刃部が極端に長いもの (01-03)。

2. 刃部が弧状のもの (03-18)。

3. 刃部が直線状のもの (19-26)。

b種つまみ部が片寄って付くもの。

1. 刃部が極端に長いもの (27-31)。

2. 刃部が弧状のもの (32-49)。

3. 刃部が直線状のもの (50-56)。

c種つまみ部が太く、刃部の幅が狭いもの。

1. 刃部が弧状のもの (57-59)。

2. 刃部が直線状のもの (60)。

これらの量は I類b種 2が18点、 I類 a種 2が16点

を数える。つまりこれは刃部が弧状のものであり、直

線状のものと対比すると34: 15でおよそ 2倍強を占め

る。

I類 a種で最も大形品は03で長さ6.3cm、幅8.5cm、

厚さ2.0cm、長さ77.6g(以下同じ）、 I類 b種で最も

大形品は32で、 7.5cm、(7.5cm)、1.3cm、(55.8g)を

測る。これらの大形品も中部山岳地方でいう大形粗製

石匙の大きさには全く及ぶことなく全体的に小振りで

ある。最も小形品は26で、 2.6cm、3.1cm、0.7cm、3.

7gを測り、チャート製の精巧品である。 I類 a種が作

りは丁寧で、 I類b種が粗雑な感じを受ける。

I類 c種は縦長で刃部を横位にもつものである。

「ヘラ」状の石斧を1方彿させるが、つまみ部の作出が

石匙的であることからこれに含めた。刃部が横にスラ
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日
日
口
□
V

番号 出土区分類

01 II I a I 

02 V I a I 

03 I I a2 

04 II I a2 

05 II I a2 

06 V Ia2 

07 I I a2 

08 I I a2 

09 II I a2 

10 II I a2 

II I I a 2 

12 II I a2 

13 II I a2 

14 II I a2 

15 II I a2 

材

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

石

頁

頁

頁

頁

頁

頁

砂

砂

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

長幅厚重

3.6 12.4 1.1 29.5 

3.6 6.6 0.9 14.3 

6.3 8.5 2.0 77.6 

5.8 7.7 1.1 45.8 

6.2 6.6 1.0 37.4 

5.3 (6.6) 1.1 (35.1) 

(5.0) (3.2) (1.4) (13.8) 

5.1 5.0 1.1 29.4 

4.4 5.1 1.4 27.5 

4.1 5.9 1.2 19.6 

4.3 5.1 0.7 (13.7) 

4. 1 (4.8) 0.8 (12. 7) 

4.1 4.5 0.9 12.5 

3.6 5.0 0.6 8.2 

3.7 5.3 0.7 9.8 

図ー85

備考

接合資料

略完形

石 匙

番号出土区分類

16 II Ia2 

17 II I a2 

18 II I a2 

19 II I a3 

20 ll I a3 

21 ll I a3 

22 I I a 3 

23 II I a3 

24 ll I a3 

25 V I a3 

26 ll I a3 

27 ll I b 1 

28 I I b 1 

29 II I b 1 

30 ll I b 1 

石材

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

枯板岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

チャート

頁岩

硬砂岩

頁 岩

頁岩

~ ~35 

゜
10cm 

長

3.6 

3.3 

3.2 

6.0 

4.4 

5.0 

3. 7 

3.9 

3.3 

3.5 

2.6 

4.9 

4.8 

4.2 

3.4 

幅

4.9 

4.6 

4.5 

(5.8) 

6.5 

(5.0) 

5.5 

5. 9 

4.2 

(3. 7) 

3.1 

(7.8) 

7.2 

(6.1) 

6.5 

8

9

6

4

8

9

0

7

6

0

7

A

5

2

7
 

厚

o

o

o

l

0

0

1

0

0

1

0

1

1

L

o

重

12.5 

JO. I 

5.4 

(53.1) 

15.2 

(15.3) 

15.5 

13.7 

8. I 
(I0.1) 

3.7 

(33.4) 

32. 7 

(31.0) 

12.5 

備考

略完形

精巧品

実 測 図 ー
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番号

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

出土区分類

II I bl 

I I b2 

II I b 2 

V I b2 

I I b2 

I I b 2 

II I b2 

II I b2 

I I b 2 

II I b2 

V I b2 

II I b 2 

II I b 2 

I I b2 

II I b 2 

長幅

3.7 (6.3) 

7.5 (7.5) 

(5.6) (7.6) 

6.9 7.1 

(5.3) (5. 6) 

5.0 6.8 

6.3 6.8 

5.6 6.8 

(5.0) (5.4) 

4.2 5. 9 

4. 7 6.0 

(4.5) (4. 4) 

4.8 (4.0) 

4.6 (5. 7) 

(3.8) (5. 2) 

厚

1.1 

1.3 

0.9 

1.6 

1. 2 

1. 2 

1.4 

1.4 

1.0 

1.3 

I. 3 

1. 1 

1.1 

1. 3 

0. 7 

重

(26.1) 

(55.8) 

(34.1) 

65.7 

(33.3) 

41. 0 

30.0 

29.4 

(25.1) 

36.4 

24.5 

(18. 4) 

(17.5) 

(21.6) 

04. I) 

図ー86

備考

略完形

接合資料

略完形

石 匙 実

番号

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 
59 

60 

測

出土区 分類

I I b2 

II I b2 

II I b2 

II I b2 

V I b3 

II I b3 

I I b3 

Ill I b3 

II I b3 

II I b3 

I I b3 

I I c 1 

II I c 1 

II I cl 

II I c2 

゜
66 

10cm 

卜

材

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

一

岩

岩

岩

．

岩

岩

岩

岩

砂

ャ

石

硬

頁

頁

頁

頁

頁

頁

チ

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

材

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

反

石

頁

頁

粘

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

頁

長幅厚

(4.0) (5.3) 0.8 

3.2 5.2 0.8 

(2.9) (3.1) (0.7) 

(2.9) (3.5) (0.5) 

5.8 7.9 1.6 

5.9 7.8 1.4 

6.4 (9.8) I.I 

5.8 (5. 7) 1.3 

3.9 (5.4) 0.4 

3.3 5.1 0.7 

3.7 5.6 1.0 

8. 0 (6. 9) 1.7 

7.5 4.7 1.5 

6.2 4.7 1.7 

5.5 4.2 0.9 

重 備 考

05. l) 

l2.6 

(7.1) 

(4.0) 

57.0 

44. 7 

(35.7) 

(48.0) 

(8.5) 

8.4 

l8.9 

(88.9) 

43.7 

43.1 

l8.0 

刃部

刃部

略完形

図 2
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番号出土区分煩石材 長 幅 厚 重 備考

61 II 11-l 砂岩 (10.4) 5.9 1.2 (60.8)~ 

62 I 11-1 硬砂岩 10.1 4.4 1.1 45.0 

63 V 11-1 頁 岩 9.0 4.5 1.4 2.8 

64 11-1 頁岩 (7.0) 4.3 1.2 (26.6) s各うそ｝｛多

65 ll-l 頁 岩 6. 7 3.1 1.1 26.3 

66 I 11-1 頁岩 6.4 3.5 1.5 31.1 

゜
10cm 

la 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考
67 II 11-1 頁岩 6.4 3.0 I.I 21.3 
68 I ll-1 頁岩 (4.8) (3.2) 0.9 (12.9) 

69 II 11-l 頁岩 (5.2) (2.4) 1.3 (16.4) 

70 V 11-1 頁岩 5.4 3.0 1.1 13.8 
71 I 11-1 頁岩 3.8 3.1 1.0 9.0 
72 II 11-2 頁岩 4.3 (8.1) 1.3 (34.4) 

図ー87 石匙実測図ー 3

イドして機能するよりは掻き出す感じが強い。 硬玉製大珠は長さ10cm前後の鰹節型、緒締型など

II類の縦型のものは刃部の状況で2つに分けられる。

1. 刃部が弧状のもの (61~71) 。

2. 刃部が直線状のもの (72)。

刃部が直線状のものは72の1点だけであるから、縦

型の石匙は弧状の刃部が一般的と言える。刃部は片側

側面を機能面としており、 71は刃部のあり方からする

とI類c種に含めるべきかも知れない。最も大形品が

61で (10.4cm)5.6cm、1.2cm、(60.8g) を測る。大

きさは I類と同様である。小形品は71で3.8cm、3.lc

m、1.0cm、9.0gで、全体的な大きさは I類より若干大

振りの感じを受ける。

石匙の用途については動物の皮を剥いだり、物を切っ

たりするナイフ的な使用法が一般で、その使用方法は

多彩であったことも予想されている。そしてつまみ部

は柄に付けられたり、紐を結ぶためのくびれで携帯用

としていたらしい。本遺跡においても I類.II類を問

わず、つまみ部が扶れて紐の着装の可能なものには確

かにその痕跡は残っている。しかし、その作出が未熟

のものはその痕跡を見ないから、指でつまんだ手持ち

のものもあったように思われる。

19. 硬玉製大珠（図ー88)

硬玉製、いわゆる翡翠製の大珠 (01)が 1点出土し

ている。こうした硬玉製大珠を出土する遺跡はごく稀

で、しかも 1遺跡で 1点程度に限り、またそれは例外

なく地域の拠点集落に当るらしい。そうした意味では

この地域における滝戸遺跡の位地付けをはっきりさせ

る遺物と言ってよい。

が一般で、その殆どが一方向穿孔という特徴をもって

縄文中期全般に新渇、富山県を中心とした玉作り遺跡

より波及されたものとされる。後期に至ると 3cm程

に小形化して二方向穿孔が多くなることも特徴のひと

つらしい（注）。本遺跡出土の硬玉製大珠は長さ2.&:m、

幅1.7cm、厚さ0.9cm、重さ5.5gの小形のもので、径0.

祝mの孔をもつ。孔は二方向より穿孔され、後期の特

徴を呈していると言える。第V調査区より出土し、そ

こは堀之内式土器の優先地域であるから、そうした事

柄から逸脱していないようである。

また、硬玉製大珠の穿孔においては管錐、棒錐の使

用を見るが、滑石製の棒錐と思われる円棒の (02)の

出土を第V調査区に見る。長さ3.7cm、径0.7cm、重

さ3.5gで、片側に研磨痕が見られ、硬玉製大珠の孔に

合う。しかし、硬玉製大珠の製作は限られた玉作り遺

跡によることが一般であるから、直接の因果は問えな

いでいる。

注．安藤文ー 1983「翡翠大珠」「縄文文化の研究」 9雄山閤

〇。2

゜
5cm 

図ー88 硬玉製大珠及び石製品実測図
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゜
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01 0 10cm 
一-'---」

番 号出土区分類石材 長 幅 厚 ~kg 備考

OJ II 一 砂岩 (20.0)(i3.4)(l0.0) (3.25) 配石02

02 I ー 凝灰岩 (14.2)(6.3) (9.4) (0.95) 

03 V - illJ天岩 (10.0) (8.3) (9.2) (0. 75) 

図ー89 石棒実測図

20. 石棒（図ー89) 祀の例としては興味深い。周辺遺跡がこのような状況

石棒は 3点で全て欠損している。第I調査区に欠損

後、砥石に転用された砥石02を見る。 01が砂岩、 02.03

が凝灰岩で、いずれも軟質の石材が利用され、丁寧な

敲打から形状が整えられ磨かれている。 03は特に丁寧

であるが、頭部の1/2弱の破片で全形が知れないのが

残念である。なぜなら散見される石棒のどれよりも、

磨きと形状がはっきりしており、石棒の範疇から外れ

る可能性もあるからである。 01.02とも円柱状で男根

状に整形された有頭のものは見られない。

本遺跡の石棒の出土数は、ある程度限られた器種と

は言え、他の石器の出土率からすれば特に少ない。石

棒の出現については未だ不明な点も多いが、縄文中期

中葉頃から屋内祭祀のひとつの形態に組み込まれ、中

期末から称名寺式期には屋外にもその進出が見られて

いる（注 1)。つまり、配石遺構に関わりを持ってくる

のであり、本地域でも千居遺跡第 1号配石に 1点（注

2)、滝ノ上遺跡第 3号配石に 4点（注 3)を見る。

前者が3m、後者が4.5mの円形配石で、時期的に敷石

住居跡の可能性も不安視されているが、両者とも積極

的に住居跡に関わる物証を得ていない。特に滝ノ上遺

跡では東西南北の方位に沿った配置が見られ、屋外祭

にある時、配石遺構を主体に語られている本遺跡にお

ける「第2の道具」の石棒のあり方はあまりに少ない

と思われるのである。

注1.山本暉久 1983「石棒」「縄文文化の研究」 9雄山閣

注2.小野真一 1975 「千居」 加藤学園考古学研究所

注3.渡井一信他 1981「滝ノ上遺跡」 富士宮市教育委員会

21. 剥片

本調査より以下の剥片が出土している。

I区 II区 II1区 V区 計kg

黒曜石 0.5 0.67 0.12 1.14 2.43 

頁岩 10.9 24.35 2.25 9.7 47.20 

砂岩等 4.25 13.9 1.4 9.0 28.55 

チャート等 0.01 0.01 0.01 0.03 

計 15.66 38.93 3.77 19.85 78.21 
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図ー90 石器地区別出土比率
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22. 石器の出土について（図ー90)

本調究で得た石器は20種類、 961点である。

種別 I区 II区 III区 V区計

1. 尖頭器

2. 石鏃

3. 石錘

4. 石皿

5. 蜂の巣石

6. 磨石類

7. 敲石

2
0
7
9
4
2
4
1
9
6
6
3
3
 

1
4
9
2
8
4
2
1
8
3
2
 

1

9

4

1

7

 

1
3
2
4
1
1
3
1
4
3
0
6
2
 

7
2
1
6
3
1
8
3
2
 8. 磨り面をもつ蔽石 1 7 5 13 

9. 台石 6 13 1 11 31 

10. 特殊磨石

11. 打製石斧

2 4 2 8 

43 114 35 79 271 

12. 磨製石斧 6 

13. スクレイパー類 6 

14. 石錐 9 

15. 凹石 3 

16. 砥石 2 

I区 1,435 (19) 

6

3

7

5

5

 

1

2

 

ー 9

5

0

3

9

 

2

1

5

1

 

6

6

4

5

2

 

ー

17. 石鋸 1 1 

18. 石匙 21 42 1 8 72 

19. 硬玉製大珠 1 1 

20. 石棒 1 1 1 3 

計 188 430 71 272 961 

以上、調査区毎に並べるが、これも当然のようにそ

れぞれの調査区の発掘容量の差が内在していることを

知っておかなければならない。しかし土器の項で検討

するように、その実数は発掘された容量のなかではそ

れぞれの消長を如実に表しているはずであり、下表に

示すように土器と石器の出土比率が殆ど同じであると

言う事は、それぞれの発掘容量のなかにおける土器の

主張は充分に石器のあり方にも反映されているものと

して良いと思われるのである。

土器出土数（％） 石器出土数（％）

188 (19) 

II区 3,509 (47) 430 (45) 

III区 553 (8) 71 (7) 

V区 1,969 (26) 272 (29) 

言t 7,416 (100) 961 (100) 

これを踏まえて、先ず全体的な出土比率を縄文早期

若宮遺跡（注 1)の石器構成と順位を付けながら見て

みたい。若宮遺跡は集落の全容が明らかにされている

から、その組成は当該期の全般に通じるものと判断し

て良いと思われる。

なお、若宮遺跡の石皿、石斧、磨石は滝戸遺跡の分

類に従っている。

滝戸遺跡

①打製石斧

②蔽石

③石鏃

④石錘

⑤石匙

⑥磨石類

⑦石錐

⑧台石

⑨磨製石斧

（％） 

271(28) 

133(14) 

107(11) 

94(10) 

72(8) 

66(7) 

50(5) 

31(3) 

29(3) 

若宮遺跡

石鏃

磨石類

打製石斧

特殊石斧

敲石

横刃型石器

石 J1Il.

スクレイパー類 20(-)

磨製石斧 18(-) 

⑩石皿 24(2) 尖頭器

⑪蜂の巣石 19(2) 台石

⑫ スクレイIヽ・-頷

⑬應り面をもつ載石

⑭凹石

⑮砥石

⑯特殊磨石

⑰石棒

⑱尖頭器

⑲石鋸

⑳硬玉製大珠

15(2) 

13(1) 

13(1) 

9(1) 

8(1) 

3(-) 

2(-) 

1(-) 

1(-) 

凹石

砥石

石錐

石匙

ペンダント

（％） 

2,168(79) 

225(8) 

83(3) 

57(2) 

36(1) 

27(1) 

25(1) 

13(-) 

10(-) 

10(-) 

8(-) 

6(-) 

5(-) 

1(-) 

言十 961(100) 2,715(100) 

ここでは通常言われるように（注 2)、縄文早期に

石鏃が、中～後期に打製石斧が優勢を占めることが再

度確認される。しかし、ここで示される石鏃の数値は

複数であることを性格の第一義とする弓矢の付属品を

個々の石器と同様に扱うため、異常なパーセンテージ

として表れてしまうが、基本的な石器構成は両遺跡と

も変わらないことを確認しておきたいところである。

ここで注目すべきは蜂の巣石と石錘が滝戸遺跡の段

階で新たに登場していることである。

蜂の巣石が石皿と併用されることは前述するが、若

宮遺跡の石皿に凹みの併用は全くないのである。つま

り蜂の巣石や石皿の凹みが堅果類のカラ割りのための

ものであれば、そこには新たな植生環境や食糧依存が

生じていたことになり、縄文時代の気候変動に応じた

植生の変化をも追随したものとなるのである。

また、石錘は滝戸逍跡の石器構成のなかで第 4位、

およそ10%を占めるものである。その出土状況は堀之

内式土器の優勢地域と一体化したものであるから、お

そらく当該期を主体にして使用頻度が増したと思われ

るものである。石錘の項で前述するが、若宮遺跡のよ
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うに河川や湖i召などの水産域を生活領域に組み入れな

い山間依存型の遺跡に石錘がなかったり、少ない場合

が多く、また、それらの多くの遺跡が縄文中期と後期

を境に衰退して行くなか、滝戸遺跡が当該期まで隆盛

を続けられたのは、丘陵を取り巻く滝戸渓谷や前面に

広がる古大宮湖を以前より生活領域に取り入れていた

生活環境にあったためとも思われるのである。しかし

この漁榜への依存も何らかの原因をもってすぐに限界

を迎えたことはその後の急激な衰退現象からも知られ

ていることである。

この他に両遺跡間で特徴的に異なる現象に打製石斧

の欠損状況がある。

完形（％） 欠損（％） 計

若宮遺跡 59 (71) 24(29) 83 . 

滝戸遺跡 81 (30) 190(70) 271 

滝戸Il1区 4 (11) 31(89) 35 

これらが同じ「土掘り具」として同様の使用目的と

使用頻度にあったとすると滝戸遺跡のそれは異常で、

まして曽利式土器を伴う埋甕とその配石域である第III

調査区で更に高率となる事実は、若宮遺跡の住居空間

にはない祭祀的な遺構、つまり配石遺構などに対して、

欠損した打製石斧を混じえる行為があった可能性もあ

ながち否定できないものとなるのである。

最後にそれぞれの調査区の出土状況を見ると、第I.

II. V調奇区に大きな変動は認められないが、第III調

査区の極端な違いに気付く。つまり打製石斧と石鏃で

出土石器のおよそ80%を占め、第II調査区に目立つよ

うな調理や加工用の定置形の石器類が全く見られない

のである。要するにこのことは第II調査区が曽利式期

のなかで住居空間から祭祀空間に変わって行ったのに

対して、第III調査区は当初より埋甕や配石による祭祀

空間であったことを示すものであり、その祭祀行為に

際して限られた器種の選定は曽利式期の象徴石器であっ

たためのものか、また食糧調達に直接関わる石器であっ

た故のことか、欠損した打製石斧のあり方と共に興味

深い事柄である。いずれにしても第II調査区と第III調

査区の包蔵内容はその積み重ねられた生活の跡が歴然

とした差となって残っているのである。

注1.富士宮市教育委員会 1983 「若宮逍跡」

注2.植松章八 1993 「富士宮市の遺跡」 富士宮市教育委

員会

E . ドングリ類

第I調査区中央集石より南へ5m程のところにある

小規模な焼土内よりドングリ類 3粒が出土している

（圏ー91)。1粒は完形であるが、他の 2粒は半割して

スミの状態である。

01が長さ1.4cm、幅1.0cm、厚さ1.0cm、重さ0.4g

（以下同じ）、 02が1.5cm、1.1cm、(0.6cm)、(0.2g)、

03が1.2cm、1.1cm、(0.6cm)、(0.2g)である。

ドングリはナラ、カシ、シイの実の俗称で、それに

はアク抜きを必要とする種類と不要な種類があり、こ

のことから近年アク抜き施設として、水サラシ遺構な

ど水場に関する遺構の追求にも著しいものがある（注

1)。本地域の植生は照葉樹林に含まれるから（注2)、

カシ類のドングリと思われ、これにはアクやタンニン

もあるが、水さらしのみで加熱工程がないと言う。眼

下の滝戸渓谷や古大宮湖など水利条件は良いが、岐阜

県カクシクレ遺跡（注 l同）などを見ると狭い開折谷

の谷頭の湧水地点が好まれているから、本遺跡南側に

深く入り込んだ同様の谷頭、つまり、現本光寺の背後

に興味が注がれるのである。

注1.渡辺誠 1996「考古ジャーナル7」405ニューサイエンス社

注2.渡辺誠 1982 「考古学」創刊号雄山閣

◎(D。1 り］。2R003

O 3cm 
~ 

図ー91 ドングリ類実測図
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03 

01 

04 

02 
0 10cm 
............... L... ___  , 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考
01 II 

安山岩 55.0 36.8 12.4 30.6 
02 

安山岩 (42. 3) (48.0) (17. 5) (33.15) 
03 II 

玄武岩 (32.8) (22. 5) (14.2) (14.35) 多孔質
04 V 

咆岩 21.6 17.7 8.9 4.70 

図ー92 石 皿 実 測 図 1 
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06 

05 

08 

O 10cm 
I, ..... I - ......... 

07 

D 
番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重 迎 備 考 番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考

05 V Ila 安山岩 44.4 36.8 11.2 20.75 08 Ila 玄武岩 (26.0) 29.2 (12.0) (7.12) 多孔質

06 I Ila 玄武岩 (34.9)(22.2) (6.4) 5.12) 多孔質 09 II Ila 安山岩 (30.8)(18.9) (6.9) (4.20) 

07 II Ila 玄武岩 (33.4)(20.3) (8.3) (2.50) 多孔質 10 II Ila 安山岩 (27.6)(19.4) (7.5) (5.95) 

図ー93 石 皿 実 測 図 2 
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／口IIO

□2 

11 

14 

］ー冒
゜

10cm 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考
11 II Ila 玄武岩 (22.3)(17.3) (9. 7) (4.35) 

15 
12 ［［ Ila ' 安山岩 (18,2)(14,6) (7.4) (1,85) 

13 II Ila 玄武岩 (20. 7) (14.2) (9.6) (3.05) 

14 Jib 安山岩 (22.1)(26.2)(14.9)(11.75) 

15 II lie 玄武岩 (29.8)(20.3)(11.6) (5.65) 

16 V lie 玄武岩 (22.3)(18.6)(10.9) (4.85) 

17 II lie 安山岩 (20. 7) (15.6) (8.8) (4.60) 

固ー94 石 lill. 実測図ー 3
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遭

□ :, ロ
21 

□ 
22 

17 

□ 
23 

o 10cm 
1~ ・一心''-・ 一 • 一一』

番号出土区分類 石 材 長 幡 厚 重kg 備考

17 II lie 安山岩 (20.7)(15.6) (8.8) (4.60) 

18 Ill lid 安山岩 (31.0) (8.0) (7.9) (1.7) 

19 V lid 安山岩 (10.8) (9.5) (6.4) (0.91) 

20 II Ill 安山岩 (18.3)(13.9) 6.8 (2.0) 

21 II Ill 安山岩 (15.1)(10.2) (6.4) (1.15) 

22 II IV 安山岩 (12,2)(11.6) (7.5) (0,75) 

23 I IV 安山岩 (12.2) (9.7) (6.5) (0.71) 

24 V 玄武岩 (12.8)(11.7) (7.6) 0.14) 多孔質

□ 24 

図ー95 石皿実測図ー 4
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09 

゜
IOcrn ＼ / '13 

番 号 出 土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 番号 出 土 区 分 類 石 材 長 幅 厚 重 備考01 V 礫岩 11.0 10.1 5.2 919 06 [[ 砂岩 5.7 5.2 3.4 91 02 II 砂岩 (10.7)(6.9) (7.7)(842) 07 II 砂岩 6.8 4. 9 4.8 205 03 凝灰岩 (9. 7) (4.6) (3.6) (225) 08 V II 砂岩 14.8 9. 9 6.3 1368 04 II 砂岩 (7.3) (2.8) (2.6) (112) 09 ll II ii脈岩 13.9 11.4 7.9 1916 05 ll i枝灰岩 (7.3) (4.5) (3.6) (108) 10 II II i血岩 10.5 8.9 5.2 654 

図ー96 磨 石 類 実 測 図 1 
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口26
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20
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05言
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29 

゜
10cm 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考
15 ll 安山岩 (8.2) 9.3 5.2 (612) 

備考 16 II 砂岩 9.8 7.6 5.9 615 
17 II 花尚岩 (7.1) 10.2 6.3 (497) 
18 V II 砂岩 11.0 (5.2) 5.6 (420) 
19 II II 花岡岩 (10. 6) (6. 2) 6. 2 (513) 
20 V II 砂岩 10. 1 7. 2 5.3 618 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重

11 II JI 礫岩 12.5 (9. 7) 5.8(1037) 

12 II 礫岩 ll.l 10.4 4.7 755 

13 II II 砂岩 (10.2) 8.5 5.2 (719) 

14 II II 砂岩 (6.8) 9.3 5.1 (483) 

図ー97 磨石類実測図ー 2
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砂岩

硬砂岩

砂岩

玄武岩

安山岩

花商岩

玄武岩

砂岩

花岡岩

礫岩

砂岩

花固岩

砂岩

醗岩

砂岩

長幅厚重

(8.7) (4.5) (3.7)(161) 

8.0 7.6 (2.5)(150) 

7.3 6.2 3.2 218 

9.4 (4.6) 4.4 (230) 

(6.7) 7.0 4.9 (339) 

(8.2) (4.4) 5.7 (244) 

(8.3) (3. 5) (5. 4)(210) 

(7.0) (4.3) 4.7 (203) 

(9.6) (3.1) (5. 7)(2[5) 

(8.0) (5.0) (3. 7)(126) 

(7.5) (3.9) 5.9 (217) 

(4.5) 6.6 4.6 (154) 

(6.4) (4.8) (3.0)(120) 

(6.3) (6.2) (5.5)(288) 

6.5 (2.8) 5.2 113 

図ー98

備考

石 類

番号出土区分類

36 I Ill 

37 I Ill 

38 I Ill 

39 I Ill 

40 I Ill 

41 II Ill 

42 I Ill 

43 II Ill 

44 V Ill 

45 V Ill 

46 I Ill 

47 II Ill 

48 II Ill 

49 II Ill 

50 V Ill 

材

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

石

砂

砂

却

礫

砂

剌

礫

砂

砂

砂

叩

血

砂

叩

暉

長幅厚重

10.8 10.1 5.4 874 

12.1 10.2 5.3 952 

11.9 10.5 6.4 1189 

(10.4) 10.5 6.3(1016) 

(6.7) 11.6 5.9 (603) 

10.2 9. 7 6.5 1014 

(9.9) 9.9 4.7 (528) 

(8.0) (9.9) 5.2 (465) 

10.8 6.2 3.4 307 

(7.7) 8.5 4.5 (413) 

(5.7) 8.6 (4.2)(240) 

(6.2) (8.0) (4.1)(276) 

(6.2) 8. 7 4. 9 (352) 

9.6 7.4 4.9 525 

(6.2) (4.5) (7.2)(290) 

備考

磨 実 測 図 3
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52 

53 

54 

゜
10cm 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重 備考

51 II Na 玄武岩 12.1 9. 4 5.8 1092 

52 V !Vb 砂岩 10.8 9.0 5.1 730 

53 V !Vb 安山岩 (9. l) (5. 2) 5.1 (313) 

54 !Ve 安山岩 13.0 7.7 5.3 948 

55 II Ne 花描l岩 11.510.1 4.71064 

56 II IV C 砂岩 10. 8 (9. 5) (5.5) (795) 

57 II !Ve 礫岩 11.2 9.6 5.2 807 

58 IV c 紐泥片岩 11.9 8.6 4.2 575 

59 Ne 安山岩 13.0 7.7 5.3 946 

60 V Ne 玄武岩 10. 7 9.1 5.2 695 

61 V IV c 緑泥片岩 10.3 7.6 4.3 593 

~( ＼’ 62 II !Ve 礫岩 11.0 (7.5) 4.5 (540) 

63 II IV c 砂岩 (8. 7) (4. 9) (5.3) (277) 

64 II IV c 緑泥片岩 9,6 (4.0) 5.6 (285) 

65 II V 砂 岩 (8.5)(5. 7) (7.6) (471) 

55 ~56 66 II V 緑泥片岩 (5.8) 8.2 6.0 (415) 

図ー99 磨 石 類 実 測 図 4 
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003 004 

oo, u~Q~。り ~I a>2

009 

014 

016 

゜
10cm 

ヒ

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重備考

001 Ia 枯板岩 15.6 5.1 3.0 410 

002 I a 砂岩 (14,0) 7.9 5.1 (800) 

003 V Ia 砂岩 11.2 5.2 2.0 200 

004 Ill Ia 砂岩 8.8 3. 9 2.4 100 

005 ll Ia 緑泥片岩 9.9 4.6 2.5 175 

006 II Ia 硬砂岩 9.0 4.2 1.5 80 

007 II I a 砂岩 (8. 2) 3. I (I.I} (35) 

008 JI I a 砂岩 5.1 2.8 0.8 15 

009 I I a 硬砂岩 4.4 1.8 0.7 10 
T I 

＾ 
018 010 II Ia 砂岩 (4.2) 1.5 0.7 (6) 

011 II I a 硬砂岩 2.4 1.4 (0.7) (3) 

012 V I a 砂岩 (3.1} 1.1 0.8 (5) 

013 II Ia 砂岩 (2.8) 1. 2 0.8 (3) 
015 

014 I a 砂岩 (28.0)(7.1) (6.9) (1925) 

015 Ia 砂岩 19.9 8.4 5.1 1010 

016 la 砂 岩 14.9 8.1 3.0 580 

図ー 101 敲 石 実測 図 1 
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019 

020 

023 

027 

—•'" '-. 

＇ 
"'-"' ， 

021 

022 

032 

034 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考

閃 ロロ
017 Ia 砂岩 15.2 6.7 3.4 559 
018 II I a 緑泥片岩 ll.5 4.2 l. 5 120 
019 V I a 砂岩 (10.3) 6.5 5.1 (362) 

020 II I a 砂岩 13.2 5.5 3.6 368 
041 021 Ia 凝灰岩 13.3 6.3 3.2 405 

022 II I a 硬砂岩 11. l 3.9 2.5 (150) 
023 II Ia 砂岩 (9.9) 8.5 4.4 (347) 
024 V Ia 砂岩 (9.3) 5.6 3.2 (243) 

~ ） 
025 II Ia 硬砂岩 10.9 4.2 2.2 150 
026 II Ia 硬砂岩 10.4 3.2 3.1 (152) 
027 V I a 硬砂岩 (10.2) 2.2 (1.9) (55) 

028 II Ia 砂岩 7.8 2. 9 2.0 (63) 
029 II Ia 砂岩 6.9 2. I 1.3 40 
030 II I a 砂岩 (7.2) 2. 7 1. 9 (45) 
031 Ill Ia 硬砂岩 (5.7) (1.4) (1.0) (11) 
032 Ill Ia チャート (3.8) 1.4 0.9 (7) 

042 033 V I a 砂岩 8.2 3.7 2.1 96 
034 I a 硬砂岩 (7.5) 7.0 3.5 (231) 
035 II la 砂岩 (6.5) (3.7) (2.0) (59) ,-, 
036 V Ia 砂岩 (5.2) 3.3 1. 3 (30) 043 

図ー 102 敲石実測図
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三 057 

□
1060 

三
□
ロ

番号

037 

038 

039 

040 

041 

042 

043 

044 

045 

出土区

V 

II 

II 

II 

V 

I 

I 

I 

II 

分類

Ia 

Ia 

Ia 

I a 

Ia 

lb 

I b 

lb 

lb 

石材長幅厚

砂岩 5.6 3.4 1.9 

砂岩 (4.2) 2.6 1.4 

砂岩 4.6 2.0 7.0 

砂岩 (4.I) (I. 7) (0.9) 

チャート (2.4)(1.5) (0.9) 

蛇紋岩 16.6 7.1 4.3 

砂岩 12.5 3.9 2.2 

砂岩 (14.7) 8.0 4.1 

砂岩 (14.2) 5.6 5.0 

図ー 103

重備考

(42) 

(20) 

11 
(8) 

(10) 

804 

149 

(742) 

(470) 

敵 石 実

番号

046 

047 

048 

049 

050 

051 

052 

053 

054 

055 

056 

057 

058 

059 

060 

06[ 

062 

063 

064 

065 

066 

067 

068 

069 

070 

07[ 

072 

測

区土

I
I
V
I
I
I
I
I
I
V
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
V
I
I
I
V
I
I
I
I
I
I
I
I
I
V
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

出 分類

lb 

lb 

lb 

I b 

IC 

I c 

I c 

IC 

Id 

Id 

Id 

Id 

Id 

Id 

Id 

Id 

Id 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

Ila 

゜
10cm 

石材長幅厚重

砂 岩 9.8 5.4 2.1 150 

硬砂岩 (7.0) (4.3) 4.7 (203) 

硬砂岩 7.7 4.5 1.8 80 

硬砂岩 8.2 2.6 1.2 30 

砂 岩 (15.4) 5.8 4.4 (681) 

砂 岩 12.8 3.8 2.6 160 

硬砂岩 9.6 4.6 2.0 128 

硬砂岩 8.5 3.1 1.8 (60) 

粘板岩 (12.1) 7.0 4.0 (502) 

砂 岩 (12.4)(5.2) (4.5) (330) 

砂 岩 (10.8) 5.0 3.2 (291) 

安山岩 (10.2) 4.3 2.8 (190) 

砂 岩 8.7 5.6 4.5 320 

砂 岩 13.3 5.3 3.3 395 

緑泥片岩 9. 7 5.0 3.8 304 

砂岩 (9.3)(5.5) (4.4) (280) 

安山岩 9.8 5.7 3.7 267 

砂岩 (il.7)(6.6) 4.0 (365) 

玄武岩 10.8 7. 7 2.4 537 

i血岩 10.l (6.2) 4. 7 (423) 

硬砂岩 (9.l) (6.2) (2.7) (230) 

安山岩 8.4 6.3 3.9 296 

砂 岩 (5.7)(9.4) (3.3) (230) 

緑泥片岩 8.8 7.0 1.8 153 

砂 岩 7.1 6.6 3.0 190 

砂 岩 6.8 6. 4 2.3 149 

花商岩 7.6 5.3 3.8 216 

備考

図 3
 -265-



人

044 045 

063 

'066 

冒
□
山
口
い

[046

り
刊
□
じ
い

049

ー

＾

八

0

,-, 
＇, / 

＼ 

,'067 

↑
□
□
屑
切
ご
〔
，

048

｛

二

[O
T
，
り
い
□
い

《
]053 

068 

ロ
〗

〇

図ー 104 敵石実測図ー 4

-266-



’’ 
077 

078 

079 

OU .o:~ ⑱ ,,G 〗"',o-~"' こ［
•> 084,0t,ooos, □凰(旦D~
〇Oo,,ロ［口［言冒.OQ 

゜
10cm 095 

.. 

O>
番号出土区分類石材 長 幅 厚 重備考

079 [[ Ila 砂岩 (5. 7) (5.2) 2. 7 (102) 

080 [[ Ila 硬砂岩 5.8 5.2 1.2 50 

081 V Ila 砂岩 6.4 5.9 I. 7 (78) 

082 [[ Ila 硬砂岩 6.3 5.4 1.4 62 

096 083 [[ Ila 硬砂岩 5.9 3.6 1.2 30 

084 V Ila 硬砂岩 4.7 4.4 1.2 25 

085 II Ila 硬砂岩 4.9 4.5 1.0 29 

Q,~097 r~ 
｀ 

086 V Ila 砂岩 4.9 3.7 1.3 30 

087 V Ila 砂岩 4. 7 4.4 1.2 27 

088 V Ila 硬砂岩 4.8 3.4 1.3 25 

089 II Ila 硬砂岩 3.8 3.4 1.2 20 

090 [[ Ila 硬砂岩 4.9 4.5 1.0 32 
09[ II Ila 硬砂岩 5.0 (3.6) (0.9) (16) 

092 V Ila 硬砂岩 (4. 6) (3. 9) 5. 7 (11) 

番 号出 土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 093 V Ila 砂岩 2.9 2.4 1.2 10 
073 Ila 硬砂岩 6.6 (5.0) 2.1 (102) 094 II Ila チャート 2. 7 2.3 0.6 3 
074 V Ila 砂岩 6.1 3.5 2.9 90 095 Ila 砂岩 7.5 5.4 2.4 149 
075 Ila 緑泥片岩 13.8 12.4 2.6 813 096 Ila 砂岩 4.9 4.4 1.3 42 
076 Ila 礫岩 10.l 9.9 4.4 480 097 Ila 硬砂岩 5.0 3.8 1.0 30 
077 II Ila 砂岩 8. 7 6.5 1. 7 145 098 !lb 砂岩 (14.1)(7.0) (5.7) (696) 
078 II Ila 砂岩 (8. 5) 6. 2 2. 0 (146) 

099 II Ilb 砂岩 (9. l) 9. 5 (3. 7) (505) 

図ー 105 敲石 実 測 図 5 
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'100 

102 

Ot 

,―, 103 

巳
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•> 0~ 

107 

,-, 
109 

彎

．゚ 
一

〗／ーロロロ~＼知ーー／A

゜
10cm 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重備考

100 II lib 花向岩 9.3 9.1 3.7 510 

101 II lib 礫岩 (7.5) 9.4 5.2 (545) 
番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備 考

102 ll lib 砂岩 (9.5) (5.8) (3.8) (248) 
108 II !le 砂岩 12.3 9.8 4.2 721 

103 V llb 砂岩 (5.0) (8.3) (3.9) (193) 109 II Ile 砂岩 11.4 9.5 4.6 680 
104 V lib 砂岩 (5.3) (6.2) (1.7) (60) llO I Ile 砂岩 ll.2 10.3 2.7 425 
105 V Ilb 硬砂岩 6.2 5.8 2.0 85 Ill II lie 砂岩 11.4 9.5 4.6 680 
106 lib 硬砂岩 5.1 4.4 9.0 42 112 II lie 砂岩 (8.3) 8. 5 2.8 (317) 
107 II Ile 砂岩 (11.2)14.3 6.6 (1480) 113 II Ile 砂岩 (6.5) 10.1 6.1 (462) 

図ー106 敲石 実 測 図 6 
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118 

121 
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冒
133gこ

127□
 

可
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〗1

2
6

こ
□い

132

゜

番号出土区

l 14 Ill 

115 V 

116 V 

117 II 

分 類 石 材

Ile 砂岩

lie i屁灰岩

Ile 砂岩

lie 花岡岩

長幅厚重

9.5 9.1 3.3 455 

(3.5) (6.6) (3.5) (93) 

(5. 0) (8. 3) (3. 9) (190) 

9.5 6.8 4.4 442 

図ー 107

備考

番号出土区

118 V 

119 II 

120 lll 

121 II 

122 V 

123 II 

124 II 

125 I 

126 V 

127 II 

128 V 

129 V 

130 I 

131 I 

132 I 

133 I 

敲石実測図
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゜分頴石材長幅厚重

lie 玄武岩 93.5 69.0 55.8 509 

lie 花尚岩 (7.9) 8.6 3.9 (445) 

lie 玄武岩 9.7 7.2 3.1 374 

lie 花岡岩 9.0 6.2 4.7 360 

lie 砂岩 (10.l)(4.6) (5.6) (250) 

lld 砂岩 10.2 7,0 5.1 505 

lld 玄武岩 10.3 7.2 4.8 481 

lld 礫岩 (7.5) 7.0 3.5 (230) 

lld 緑泥片岩 7.1 4,7 3.2 140 

lld 砂岩 (5.2) 8.2 (4.4) (220) 

Ill 安山岩 7.8 7.6 6.7 530 

Ill 砂岩 4.8 4.3 4.0 213 

Ill 玄武岩 7.9 6.5 5.1 370 

Ill 花岡岩 6.0 5.3 4.6 210 

IV 砂岩 (8.3)(5.5) (2.7) (112) 

IV 砂 岩 (6.0) 4.1 2.5 (75) 

備考

7
 



01 

噴

こ
贔

03 

“ 

4 

04 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考
01 II I a 砂岩 19.8 21.1 14.5 6.55 
02 V I a 安山岩 20.0 24.5 19.1 11.05 
03 V I b 砂岩 37.0 18.1 15.3 15.55 
04 V I b 安山岩 24.8 27. 7 8.8 10. 15 
05 fl II a 安山岩 40.8 26. l 18.0 21.5 
06 II II a 安山岩 32.9 20.6 15.5(11.75) 

O 10cm 
I " " I I 

図ー 108 台石実測図― l
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0 10cm 
L..............._____J 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重kg 備考

07 V II a 安山岩 40.8 19.9 8.8 10.7 

08 II II a 安山岩 (27. 3) (22. 9) 5. 4 (6. 05) 

09 II II a 安山岩 23.0 22.3 6.4 4.5 

10 V II a 安山岩 (22. 0) (17. 7) (4. 5) (3.15) 

図ー109 台石実測図ー 2
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/」17 l 

~ 息` “ 、-1- + 4 ＼ 14 

:〔 16

攣
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［ >
18 

□人
19 

□□ J: 20 D" 0 10cm 
I.. →，. ,_ ---1 

番号出土 区 分 類 石材

11 I II a 安山岩

12 II II a 安山岩

13 II II a 玄武岩

14 II II a 暉岩

15 Ill II a i約天岩

16 II II a 砂岩

17 V II a 安山岩

18 V II a i約天岩

長 幅 厚重kg 備考

(16.8) (21.3) (11.6) (5. 95) 

(15. 9) (13. 2) (12. I) (3. 45) 

(11.3)(12.4) (9.4)(1.5) 多孔質

(16.2)(11.6) (6.9)(1.6) 

(10.4) (7.8) (7.2)(0.97) 

(18.4)(11.1) (4.2)(1.2) 

(16.7)(12.3) (3.6)(1.0) 

(15.0)(11.1) (3.9)(1.0) 

図ー110 台石実測図ー 3
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22 

□ " 

□ " □ :, 

□ :. ロ27 

□ 2イ:

~ 
30 

□ 
31 ゜

10cm 

-― I -----d 

番号出土区分類 石材 長 幅 厚 重迎備考

19 V II a 
安山岩 (11.3)(11.1) (4.6)(0.8) 

20 I II a 
砂岩 (19.7)11.6 4.1 (1.25) 

21 V II b 
安山岩 (19.5)(14.0l (8.7)(3.7) 

22 II 11 b 
砂岩 (19.0)(16.9)(7.3)(3.5) 

23 II b 
if脈岩 (13.8)17.3 6.0 (1.90) 

24 ll b 
籾灰岩 (17.9) 12.3 4.5 (1.75) 

25 II II b 
安山岩 (¥2. t)(¥2.2)(10.0)(¥.5) 

26 V II b 
諏岩 (10.5) (12. 7) (7. I l (1.3) 

27 V 11 b 
砂岩 (ll.5)(9.l) (7.2)(0.65) 

28 II II c 
諏岩 (21.0)(16.3)(5.3)(2.0) 

29 II II c 
砂岩 (20.l) (ll.5) (4.8) 0.5) 

30 I II c 砂岩 16.9 16.7 9.0 1.6 

3l 11 lie 
礫岩 (16.2)(10.l)(4.4)(0.9) 

図ー111 台石 実測 図 4 
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口003 004 

002 

008 

番号出土区分類石材

001 I a 砂岩

002 V I a 粘板岩

003 V I a 砂岩

004 I a i約天岩

005 [[ I a 砂岩

006 [[ I a 砂岩

007 V I a 硬砂岩

008 II I a 砂岩

009 II I a 砂岩

010 II I a 砂岩

゜
10cm 

013 

長幅厚重備考

略完形

(15.3) 7.8 3.0 (540) 

17.3 6.0 1.7 072) 

(16,7) 6.4 2.0 (272) 

(15.4) 6.1 1.3 (138) 

(13.8) 6.4 2.1 (260) 

(14.1) 5.4 2.2 (130) 

13.4 6. 2 2.8 260 

(12.6) 7.0 3.8 (446) 

(l0.4) 7.0 2.4 (219) 

(10.2) 8.0 2.5 (259) 

図ー112

略完形

番号出土区分類石材

011 II I a 砂岩

012 II I a 硬砂岩

013 II I a 硬砂岩

014 ll I a 砂岩

015 II I a 砂岩

016 II I a 砂岩

017 Ill I a 砂岩

018 II I a 砂岩

019 II I a 粘板岩

020 II I a 安山岩

斧実測図一 1 

010同一

009同一

打製石
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長幅厚重備考

(11.2) 6.6 1.9 (181) 

(9. 7) 6. 0 1.3 (169) 

(8.6) 7.0 1.9 (140) 

(8.1) 6.7 2.5 (200) 

(6. 9) (6. 9) 2. 9 (180) 

(6.5) (5.6) 1.5 (60) 

(4.9) (7.4) (2.1) (68) 

(5.3) (6.4) (2.1) (82) 

(5.5) (6.1) (I.I) (49) 

(6.3) (5.6) (0.9) (42) 



038 

~ 10cm 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 番号 出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考

021 V I a 砂岩 (14.8) 6.1 2.5 (160) 030 I a 砂岩 (6.4) (6. !) 2.0 (87) 

022 I I a 硬砂岩 (9.3) 5.5 2.1 (132) 031 V I a 砂岩 (7.7) (5.5) 2.0 (97) 

023 I a 砂岩 (8.4) 5.7 2.6 (148) 032 V I a 砂岩 (8.6) 6.6 1.6 (78) 

024 V I a 砂岩 (8.4) 5.6 2.4 (124) 033 I I a 砂岩 (9.6) 5.6 1.9 (101) 

025 I I a 砂岩 (13.6) 5. 2 2.6 (200) 034 !I I a 安山岩 (9.7) 5.2 1.8 (110) 

026 I a 砂岩 (11.6) 4.9 2.2 (165) 035 V I a 砂岩 (9.5) 5.4 2.0 (81) 

027 V I a 粘板岩 (12. 7) 5. l l. 9 (103) 036 II I a 硬砂岩 (8.7) 5.0 1.8 (83) 

028 V I a 砂岩 12.I 4. 7 2.0 109 037 II I a 頁岩 9.0 4.7 2.1 93 

029 V I a 砂岩 (13.I) (4. 4) 2.1 (130) 038 V I a 砂岩 (7.5) 5.2 1.3 (53) 

図― 113 打製石斧実測図一 2 
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054 

¥11060 ~ 迅 061
'7  Y•,F ¥.J/ Ub~ 063 ， 10cm 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考
039 V I a 砂岩 (8.1) 5.1 3. 0 (118) 050 I a 砂岩 (5.4) (5.3) (2.1) (73) 
040 II I a 硬砂若； (7.9) 5.1. 2.0 (98) 051 Ill I a 砂岩 (5.5) (5.2) (l.5) (38) 
041 V I a 砂岩 (10,3) 5.2 1.6 (70) 052 Ill I a 硬砂岩 (2.5) (5.8) (1.6) (23) 
042 [[ la 砂岩 (6.6) 10.8 1.7 (88) 053 II I a 砂岩 (5. 7) (4.8) (2.0) (68) 
043 II I a 砂岩 (6.5) 5.8 2.0 (78) 054 I a 砂岩 (12.9) 3. 8 2.3 (90) 略完形
044 I I a 安山岩 (6.2) 5.8 0.9 (43) 055 I a 砂岩 (12.5) 3.9 1. 9 (104) 略完形
045 I I a 砂岩 (6. I) (5. 7) (1.6) (60) 056 II I a 安山岩 (11.7) 4.5 1.5 (90) 略完形
046 V I a 砂岩 (6. 6) (5. 5) (2. 7) (60) 057 II I a 硬砂若t 11.6 4.0 1.9 lOO 
047 I a 砂岩 (6.2) 5.0 1.4 (61) 058 ll I a 硬砂岩 (11.7) 4.7 2.0 (121) 略完形
048 [[ I a 砂岩 (5.6) 5.3 2.1 (88) 059 II I a 硬砂岩 (10.9) 5.1 2.1 (141) 
049 I I a 硬砂岩 (6.6) 4.8 1.7 (59) 060 II I a 頁岩 10.9 4.1 2.1 152 接合資料

図ー 114 打製石斧実測図— 3 
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[)~084 •> 85

番号出土区分類石材 長 幅厚重

061 II I a 硬砂岩 ll.1 4.3 1.7 

062 II I a 砂岩 (11.6) 4.2 1.7 

063 I I a 砂岩 (10.9) 4.4 1.5 

064 I I a 硬砂岩 10.3 5.3 1.8 

065 II I a 砂岩 (9.7) 4.6 2.1 

066 

067 

068 

069 

070 

071 

072 

073 

074 

075 

II I a 床胡反岩 (9.6) 4.6 1.6 

II I a 砂岩 (9.4) 4. 5 1.2 

I I a 砂岩 (9.6) 4. 2 2.0 

I I a 砂岩 (9.1) 4.8 1.8 

II I a 砂岩 (10.4)(4. 0) 1.8 

Ill I a 硬砂岩 (9.0) (4.6) 1.8 

Ill I a 砂岩 (9.0) 4.6 1.8 

II I a 硬砂岩 (8.7) 4.4 1.5 

V I a 砂岩 (5.6)(4.7) 2.4 

Ill I a 砂岩 (8.6) 4.6 2.1 

図ー 115

90 

(75) 

(52) 

120 

(90) 

(64) 

(60) 

(98) 

(63) 

(79) 

(62) 

(94) 

(103) 

(61) 

(88) 

068 

083 

0 >0860〗087 応璽

備考

略完形

略完形

略完形

略完形

略完形

番号出土区分類石材長 幅厚重備考

076 Ill I a 砂岩 (8.8) 4.4 1.6 (60) 

077 II I a 硬砂岩 (8.2) (4. 9) 1. 9 (31) 

078 V I a 硬砂岩 (7.6) (5. 2) 2.4 (112) 

079 V I a 硬砂岩 (8.1) 4.6 2.2 (84) 

080 Ill I a 砂岩 (6.6)(5.0) 2.7 (64) 

081 V I a 安山岩 (5.5) (5.1) (1.3) (35) 

082 I I a 砂岩 (5.9)(4.6) (1.4) (34) 

083 Ill I a 硬砂岩 (4.8) (5.2) (1.9) (40) 

084 I I a 砂岩 (5.0)(4.5) (1.2) (24) 

085 V I a 砂岩 (3.8)(5.8) (1.7) (38) 

086 I I a 硬砂岩 (3.9) (4.9) (1.2) (26) 

087 V I a 砂岩 (3.8)(4.3) (1.3) (20) 

088 V la 安山岩 (3.6) (4.8) (1.3) (16) 

089 V I a 硬砂岩 10.0 4.5 1.8 104 

090 II I a 硬砂岩 (9.4) 4.1 1.9 (78) 

091 II I a 硬砂岩 (10.3) 3. 7 1.5 (60) 

092 II I a 砂岩 (9.8) 4.1 1. 7 (88) 略完形

093 V I a 砂岩 (10.1) 3.9 2.1 (73) 

打製石斧実測図ー 4
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番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 番号出土区分類 石材

094 II I a 砂岩 (9.2) 4.9 1.4 (79) 略完形 105 lll I a 砂岩

095 II I a 硬砂岩 9.8 4.6. 1.6 79 106 II I a 砂岩

096 I a 凝灰岩 (10.0) 4.3 1.2 (50) 107 V I a 砂 岩

097 II I a 砂岩 (9.7) 4.2 1.6 (73) 108 V I a 硬砂岩

0¥)8 I a 砂岩 (9.6) 5.2 1.8 (95) 略完形 109 V I a 硬砂岩

099 V I a 粘板岩 (8.1) 4.8 1.8 (81) 110 V I a 硬砂岩

100 V I a 砂岩 (8.8) 4.5 1.5 (62) 111 V I a 砂 岩

101 Ill I a 砂岩 (8.1) (4.1) 2.1 (60) 112 I a 砂 岩

102 V I a 砂岩 (8.0) 4.6 1.8 (50) 113 II I a 頁 岩

103 Ill I a i疑灰岩 (8.4) (4.5) 1.7 (72) 114 Ill I a 砂岩

104 I I a 砂岩 (9.2) 4.6 1.8 (79) 115 Ill I a 砂岩

図ー116 打製石斧実測図ー 5
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長 幅 厚

(6.4) 4.4 1.3 

(7.5) (4.5) 1.5 

(9.4) 4.4 1. 5 

(9.2) 3. 7 1. 3 

(9.5) 3.8 1.2 

(7. I) (4.6) I. I 

(7,1) 4,3 I. 7 

(6,7) (4,5) 1.4 

(5.9) 5.0 2.0 

(6.7) 3.8 1.9 

(6.7) (4.8) 1.6 

重

(58) 

(65) 

：109 098爪川~103:
備考

(52) 略完形

(48) 

(33) 

(32) 

(70) 

(40) 

(51) 

(52) 

(52) 
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172 

10cm 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考
152 V I a 砂岩 (6.5) 3.0 2.0 (38) 173 V I c 頁岩 6.8 4.6 2.5 76 
153 V I a 砂岩 (5.6) (4.3) (1.5) (31) 174 V I c 頁岩 6.2 4.6 1.2 41 
154 V I a 硬砂岩 (6.4) (3.6) (1.3) (21) 175 I Io 砂岩 (6.3) 4.6 1.9 (48) 
155 V I a 砂 岩 (4. 7) (3. 5) (1.1) (20) 176 V I c 頁岩 (6.6) 4.3 1.6 (42) 
156 V I a 砂岩 (5.3) (3.8) (1.4) (29) 177 II I c 頁岩 (6.3) 4.4 1.3 (33) 略完形
157 V I a 砂岩 (4.2) (4.4) (1.1) (IQ) 178 II I c 頁岩 (5.3) 3.6 1.2 (21) 
158 V I a 砂岩 (4.1) (4.0) (0.9) (12) 179 [[ I c 頁岩 (5.1) 4.0 1.7 (32) 
159 V I a 砂岩 (4.0) (3. 7) (1.4) (18) 180 II lo 頁岩 (4.6) 4.1 2.0 (38) 
160 V I a 砂岩 (4.6) (3.1) (1.6) (29) 181 II lo 硬砂岩 (5.9) (3.1) 2.0 (49) 
161 [[ I b 砂岩 (11.4) 4.4 1. 6 (78) 182 V I c 頁岩 (6.6) (3.4) 1.2 (23) 
162 II I b 頁岩 8.3 3.6 2.1 55 183 Ill I c 頁岩 (6.3) 3.0 1.6 (25) 
163 II I b 硬砂岩 (8.3) 2.6・1.5 (20) 略完形 184 [[ I c 頁岩 (4.5) 3. 7 1.6 (22) 
164 I I b 頁岩 6. 9 2.2 1.5 18 185 Ill I c 頁岩 (5.1) 3.5 1.5 (30) 
165 V I b 頁岩 6.5 2.5 1.4 20 186 Ill I c 頁岩 (5.1) 3.4 1.4 (22) 
166 ll I b 砂岩 (5.3) 1.3 2.2 (13) 187 II l c 砂岩 (3.8) (3.6) 1.6 (29) 
167 V I b 緑泥片岩 (8.1)(3.9) 1.7 (51) 188 II I o チャート (4.8)(3.5) 1.3 (20) 
168 II I b 砂岩 (7. 7) (4.0) 2.1 (68) 189 V I c 頁岩 (4.6) (3.6) 2.6 (22) 
169 II I b 砂岩 (5.6) (3.8) 2.0 (38) 190 V l c 頁岩 (6. 7) 2.8 I. 4 (27) 
170 V I b 砂岩 (5.8) (3.0) 1.9 (30) 191 V l c 頁岩 5.9 (3.1) 2.6 (28) 略完形
171 I b 砂岩 (6.2) (3.3) 1.6 (24) 192 V I c 砂岩 (5.6) (3.0) 1.6 (24) 
172 V I b 硬砂岩 (4. 9) (3. 2) 1. 4 (20) 193 Ill l c 頁岩 4.7 3.0 0.8 10 

図ー 118 打製石斧実測図一 7 
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番号出土区分類石材長幅厚重備考 番号出土区分類石材長幅厚重備考

194 I I c 硬砂岩・ 5.l 3.1 0.9 19 
201 II 11 a 砂岩 (7.5) 6.3 2.0 (102) 

195 II I c 頁岩 (4.0)(2.6) I. l (14) 202 V 11 a 砂岩 (8.8)(5.6) 1.5 (75) 

196 Ill l c 頁岩 (3.3) 3.1 1.0 (10) 203 I 11 a 硬砂岩 (l0.8) (6.8) 2.4 (203) 

197 II 11 a 硬砂岩 (14.8) 8.5 2.6 (327) 略完形 204 11 11 a 砂岩 (9.6) 6.5 1.5 (92) 

198 II 11 a 硬砂岩 (14.9) 6.1 2. l (194) 略完形 205 II 11 a 砂 岩 (11.7) 5.0 2.0 (143) 略完形

199 11 II a 頁岩 (12.6) 5.8 2.7 (202) 略完形 206 V 
II a 砂 岩 (11.4)(6.9) 2.0 (110) 略完形

200 Ill 11 a 砂岩 (11.5) 5.5 1.7 (95) 略完形 207 V II a 硬砂岩 (10.6) (5.4) 3.0 (145) 

図ー119 打製石斧実測図ー 8
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， 
番号出土区分類石材 長 幅 厚 重
215 II a 硬砂岩 10.1 (5.6) 1.5 (88) 

216 II a 砂岩 (9.7) (5.2) 2.4 (70) 

217 Ill II a 砂岩 9.4 4.4 2.7 (100) 

218 ll II a チャート 8.8 4.9 2.5 89 

219 I ll a 頁岩 9.0 (5. 7) 2.4 (102) 

220 V II a 砂岩 (9.4) 5.1 1.9 (92) 

221 II II a 頁岩 (8.9) 5.7 2.6 (138) 

222 Ill II a 頁 岩 (8.6) 4.9 2.1 (94) 

番号出土区分類石材 長 幅 厚 重 備考 223 11 II a 頁 岩 (8.4) (5.1) 3.8 (90) 

208 II II a 硬砂岩 (9.8) 4. 9 2.4 (123) 屈各うそ］ク 224 II II a 頁 岩 8.4 4.9 1.9 71 

209 I] II a 頁岩 10.1 (4. 6) 2.6 (104) 225 V II a 硬砂岩 (8.4) (4.4) 2.5 (79) 

210 Ill II a 頁岩 (10.2) 5.0 1.8 (103) 226 Ill II a 頁 岩 (8.2) 5.2 2.1 (90) 

211 ll II a 硬砂岩 (10. l) (4.5) 2.3 (108) 227 V II a 硬砂岩 (8.3) (4.6) 1.4 (52) 

212 V II a 砂岩 10.2 5.5 2.2 (103) B各う尼］多 228 Ill II a 頁 岩 8.0 6.9 2.4 (102) 

213 II II a 頁岩 (IO.O) 4.9 2.7 (113) 略完形 229 II II a 砂岩 (8.0) 5.1 1.8 (68) 

214 Ill II a 砂岩 (10.0) 4.6 2.0 (101) 230 II II a 頁 岩 (7.6) 4.7 1.8 (70) 

図ー 120 打製石斧実測図一 ， 
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剛

〗口［口2
□喜~63 \]) ~ 26• ~265 ~ / 

0 10cm 

番号出土区分類石材長幅厚重備 考

259 II Ill 硬砂岩 (16. 7) 8.4 3.3 (421) 略完形

260 V Ill 硬砂岩 (11.0) 5.6 1.6 (109) 略完形

261 I Ill 砂岩 (10.2)(4.9) 1.5 (79) 

262 II Ill 硬砂岩 (8.2) (5. 5) 1.5 (66) 

263 II Ill 砂岩 (5.2)(6.4) (1.7) (57) 

264 I Ill 硬砂岩 (5.8) (5.4) 1.4 (49) 

265 II llI 頁岩 (5.9)(4.9) 2.5 (40) 

266 II llI 頁岩 6.6 4. 7 1.5 88 

267 V IV 硬砂岩 (12.1) 9.9 1.8 (162) 略完形

268 V V 頁岩 7.6 5.6 2.4 129 

269 V V 砂岩 8.5 5. 5 2.3 104 

270 II V 砂岩 (8.2)4.8 2.4 (93) 

271 II V 硬砂岩 (7.9) (4.8) 2.0 (70) 

図ー 122 打製石斧実測図ー 11 
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II. 遺 構

滝戸遺跡の縄文l蒔代（以下、縄文）包含層は第 II次

発掘調査（第II調査区）で 3層が確認されている。それ

によれば、以下にされている（図ー124)。

縄文第 1面早期前半～前期 g層富士黒土層を中心

に分布する。

縄文第 2面中期前半 e層栗色下層面を中心に分布

する。

縄文第 3面 中期後半～後期前半 d層栗色上層面を

中心に分布する。

しかし、それらの包含層は弥生時代（以下、弥生）

遺構 (SZ21など）の構築がe層栗色下層面まで及ぶ

こと、第 I.第m調査区では包含層が薄い上に、開墾

や校舎造成の掘削が深く及んで c層まで除去されるこ

と、さらに本調査のきっかけとなった塵芥処理用のピッ

ト（攪乱抗）が無数に掘削されていることなどから

（図ー123)、その全容をはっきりと表している訳では

ないことを確認して遺構の記述を進めていきたい。

この状況下で確認される遺構は以下である。

配石01-03 3基

配石土城01.02 2碁

土城01-09 9基

焼土を内包する土城01.02 2碁

埋甕 01-13 13基

炉（竪穴住居） 01-04 4基

焼土 23ケ所

f
 

第 Ill調査区

第 V調査区

第 1調査区

O 10m 

図ー123 縄文包含層掘削状況図
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A. 縄文第 1面の遺構

縄文第 1面は包含層の厚い第II. 第V調査区に認め

られるが、遺構が確認される部分は第II調査区の東側

部分に過ぎない。なお便宜上北側発掘区をA区、南側

発掘区をB区と呼称する（図ー126) 。

A区でははっきりした配石状況を認められなかった

が、それでも径1.8m程の環状の配石の可能性を指摘

するむきもあった。

B区では土器の出土も目立ち、遺構との関連を認め

ている。

縄文第 1面で確認される遺構

配石01

配石01 (固ー126)

配石01はB区中央に、 0.3m前後の礫をもって径 lm

前後の半円形状に配された礫群である。南側に開口し

た「C」状の奥の部分に土器0201があたかも敷かれた

かのように置かれ、 1部の礫はそれを覆っていた。土

城状のものではなく、面的な拡がりのなかで構築され

た遺構のようである。

伴出土器から縄文早期前半の配石とされる。また配

石01から西側に lm程のところで縄文尖底土器の底部

(0101)が出土したり、尖頭器01がこの層より出土して

いるから、部分的ではあるが縄文早期の生活領域が及

んでいたものと思われる。

本配石を検出した時期には縄文早期の配石遺構の類

例に乏しく、その位置付けに躊躇も見られるが、昭和

60年にi召久保坂上遺跡（注）で同時期の配石も確認され、

そうした遺跡より伴出遺物の少ない配石遺構の特徴を

得ると、 A区の環状に並ぶ礫群も人為的遺構である可

能性は充分なのである。

注．富士宮市教育委員会 1985 「沼久保坂上遺跡」

第 II調査区北壁

B. 縄文第 2面の遺構

縄文第 2面は第III. 第V調査区にも及んでいると思

われるが、遺構が確認される部分は第I調査区の東寄

りの部分から第II調査区の全区域で、その中央付近に

渡密な部分を見る（図ー127)。配石の多くは2X3m程

の規模で、径O.l~0.3m前後の比較的小さな礫を用い

たものであり、そうした小石組が10数基数えられるよ

うである。またそのうちには径0.5~0.9m前後の大礫

3 個を中心に径O.l~0.2m前後の小礫をケルン状に積

み上げた「ケルン状石組」と称する特徴的な配石も 2

~3 ケ所に見られている。全体的な配石の特徴はそう

した小単位の組み合わせにあるようである。

縄文第2面で確認される遺構

ケルン状石組

環状配石

土堀01~04.08.09

埋甕01.02

配石土城01

一括土器集合部

焼土跡

土壊01-04.08. 09 (図ー127)

第II調査区の中央にある密度の濃い配石の南側部分

を5X4.5m程発掘して、土城6基を確認している。

土城01は長径1.7m、短径1.2mの南北に長い楕円形

で、深さは0.15mの浅い皿状のものである。城内には

径0.4m前後の比較的大きな礫を集積して、それにま

た大形土器片も伴い他の土城と異なった状況が観察さ

れている。焼土塊も見られて後述する焼土を内包する

土城に近い性格を持ったものかも知れない。

土堀02は長径1.3m、短径1.0mの東西に長い不整の・

達磨形状のものである。 0.4mの深さをもつ椀状の底

面をもち、その上部を拳大の礫数個で覆うものである。

第 V調査区北壁
Level・125凸0cm

盛土

図ー124 調査区別土層堆積状況図
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図ー 125 縄文時代遺構全体図
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図ー 126 縄文第 1面遺構実測図
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特別な埋納状況はないようである。

土堀03は1.3Xl.lmの歪んだ台形状のもので、深さ

は0.2mの皿状の底面である。径0.5mを超える大形礫

1個と拳大の礫11個が上部を覆い、その状況は配石土

堀に近いものである。

土堀04はトレンチによ って半面を欠く。残存する部

分は楕円形で、おそらく 1.2mX1.0m程の卵形で、断

面形も椀状で0.4mの深さをもつものと思われる。

土城08.09は重複して土城09が新しい。前者が径1.8

m、深さ0.6m、後者が径1.6m、深さ0.8mの略円形が

予想され、土城08は上部を厚さO.lm程の砂礫層で被

い、そこには大形の打製石斧が含まれていた。

第II次調査概報（注 1)ではこれらの土城と上部の

配石のあり方を次のように述べている。

「以上の状況からすれば、本配石遺構は種々の形状

を呈する小礫が、厚い栗色土層 (e層）の堆積によっ

て当初の形状を比較的良好に残したといい得るもので

あって、あるいは一般に平面形で発見される配石遺構

の多くは本来こうした主体構造をもつものとみて良い

かも知れない。それはともかく本配石遺構がその下部

に重複しあう土堀群を伴ったことは確実で、配石遺構

の性格の検討についても重要な意義をもつものと言え

よう。」

埋甕01 (図ー128)

埋甕01は第I調査区の東寄り中央に位置する。配石

域の外縁にあたるらしく付近には目立った礫群の並び

はないが、唯一0.2m程の礫が列状に数個並べられた先

端に位置するものである。径0.4m前後の円形で深さ0.

2m程の掘り方に土器1001(勝坂 3式）が破片状となっ

て埋納されており、破片の中心にはO.lm程の拳大の礫

が1個納められていた。破片状となって出土した埋甕

の唯一の例である。詳細な状況は違うが大形の土器破

片と数個の礫を伴った土堀01と共通の意識をもったも

のであるか、時期的な手法とすべきか今後の判断を待

ちたい。

埋甕02 (図ー128)

埋甕02は第II調査区の中央配石群の南西側 5m付近

に位置し、下部には土猥01が重複している。土器型式

に大きな時期差はないから極短い間の重なり合いであ

ろう。また西側に0.5mと接して埋甕07が構築される

が、これは曽利 4式土器を使用するもので明らかに上

層より掘り込まれたものである。埋甕02は土器1110

（曽利 l式）を使用するもので、径0.35m、深さ0.2mの

埋納土器の大きさとあまり変わらない掘り方に底部を

欠いた土器1110を逆位に置いている。この底部の欠損

部分の割れ口は丁寧に磨かれており、逆位に対する意

識は埋納当初より意識されていたものであろう。城上

部には径0.3mの大きな礫が半分程で覆っており、小

礫も数個見られることから城自体礫で覆われていた可

能性はある。

配石土壊01 (図ー128)

配石土城01は第II調査区の中央に位置し、そこは濃

密な配石群の南東隅にあたり、それ以東は配石もまば

らとなっている。径0.8m、深さ0.2mの円形、椀状の

掘り方内には拳大の礫58個が隙間なく詰まり、また礫

は赤色化していて他とは全く異質である。 lm程東側

に接して lm四方の範囲で大規模な焼土跡が存在して

いてそれとの関連も窺える。早期の集石土城に類似し

たものであるが、中期の祭祀遺構のなかの存在である

ため新ためて配石土城を呼称したが、遺構を語るには

適切ではないかも知れない。

一括土器集合部 （図ー128.129)

縄文第2面は一括土器の集合が特徴である。それら

は縄文第 3面にも当然のように存在するものであるが、

この層の土器群は集、配石の及ばない部分にあって目

立つものである（注2)。それは第 I調査区の東側の

隅を南から北に向かって帯状に 6ケ所程で数えられ、

部分的には土器1114.1119.1122のように重なり合う。

掘り方のような凹みに存在するものではなく平面的な

配置であることが確認されている。

以上、縄文第 2面の遺構配置を見ると、「極めて限

定された範囲の調査しか成し得なかったが、小単位配

石の空白部に土堀が存在する関係は、配石遺構が墓地

である証拠と言えると共に、石組そのもののもつ意味

を検討する上で注意すべき内容と言え よう 。」とする

ように、ケルン状石組や、径2~3mの環状列石などの

小石組の集中部分の外側に土城群、更にその外側に存

在する土器群や埋甕のあり方はこの時期のひとつの祭

祀遺構のあり方として注目しておきたい。

注1.富士宮市教育委員会 1978「滝戸遺跡発掘調（第 1]次）概報」

注2.富士宮市教育委員会 1977「滝戸遺跡発掘調（第 I次）概報j

滝戸遺跡第 I次発掘調査時の下層而の発掘調査の不足は認め

るものであるが、縄文第2而における土器群出土而での過構の

有無については信頼できるものと言える。
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C. 縄文第3面の遺構

縄文第3面は縄文遺構の最終構築面であることから、

縄文中期後半から後期前半の遺構が著しく重複して検

出される。

縄文第3面で確認される遺構

炉（竪穴住居） 01-04 

埋甕03-13

焼土を内包する土城01.02

土堀05-07

配石土城02

配石02.03

焼土21ケ所

この重複関係は a-cの3段階に分けられる。

1. 縄文第3面aの遺構（図ー130)

縄文第3面は炉（竪穴住居） 4基が認められる。前

後に配石遺構が重複したため、竪穴住居のプランの確

認は困難であったが、それぞれの炉を中心に径4m程

の円形プランを描き、その 4基の円形プランが円弧に

配置して作る径lOrn程の広場の景観は縄文中期集落の

ー単位集団のあり方にふさわしいものであり、そこに

そうした単位を認めても不自然ではないと思われるの

である。その時期であるが、炉03と埋甕05(図ー132)

の重複関係でおおよその見当が付いている。それによ

れば炉03内の焼土とそれがかき出されて配石と共に0.

15m程埋没した後に、曽利 3式期の埋甕05(土器1128)

が構築されており、その下層に存在する曽利 l式期の

配石のあり方を踏まえると曽利 2式期の経営であるこ

とが妥当に思える。

縄文第3面一 aで確認される遺構

炉（竪穴住居） 01~04 

焼土

炉01 (図ー131.132)

炉01は第II調査区北西隅に位置する。径1.0X0.8m、

深さ0.3mの東西に若干長い楕円形の掘り方に、安山

岩の割石（ヘギ石）を三方に配置し、開口する南面を

,j礫 3個で塞いでいる。長さ0.5mに及ぼうとする板

状ヘギ石で作る炉坑は幅0.5mのはっきりとした枡状

となり、その炉内には撹拌されたような焼土が充満し、

北側には溢れ出た部分もある。床面と思われるレベル

には径0.15m程の小礫が散在している。

炉02 (図ー131.132)

炉02は第II調査区の西側で炉01の南側 6m程のとこ

ろに位置する。径1.0m、深さ0.3mの円形掘り方に 8

個の角礫を円形に配したもので、それは径0.15-0.3m

程の小礫であり、また東側に組まれる炉石は溶岩その

ものであるなど、炉01をはじめとする他の炉構成礫と

は異質である。径0.6mの円形炉坑には炉01同様に焼

土が充満しているがそれ程撹拌されたような様子はな

く、また周辺に焼土の存在がないなど、他に見られる

ような炉に関する行為は希薄に感じられる。床面と思

われるレベルの配石はさほど目立たないでいる。また

予想される円形プラン内には曽利 1式期の埋甕02と曽

利4式期の埋甕07が位置するが、それらとはっきりし

た重複関係は捉えられていない。

炉03 (図ー131.132)

炉03は第II調査区の南側で、炉01より 7m、炉04よ

り10m程のところに位置する。径1.5m、深さ0.4mの

円形で皿状の断面をもった大形の掘り方に、安山岩の

割礫5個をコの字状に配して幅0.6mの炉坑を築いて

いる。南東側に向く開口部には当初より炉石の配置は

なかったものと思われる。炉坑の焼土は炉01同様に撹

拌されたような状況であり、また炉周辺や床面と思わ

れるレベルは他に比して焼土の散在が目立つ。この焼

土層の上部より曽利 3式期の埋甕05が築かれ、時期判

断のひとつの事象となっているのである。

炉04 (図ー131.132)

炉04は第II調査区の東側で、炉01より 13m、炉03よ

り10m程のところに位置する。径0.9m、深さ0.3mの

円形で椀状の断面をもった掘り方に、安山岩の割礫 4

個を炉03と同様にコの字状に配している。長さ0.5m

の大形角礫2個を主体にして、 一面を小礫2個で補う

もので、幅0.4mに築かれた炉坑の東側に開口部をも

つ。ここも当初より炉石の配置はなかったものと思わ

れる。炉坑の焼土は0.25mの厚さで炉01.03と同様に撹

拌されたような状況にあり、北面の炉石に接する 2個

の角礫は火を受けた痕跡が、また南西に 2m程したと

ころには広範囲の焼土の存在があり、やはり火に関係

する部分は多い。

以上、 4基の炉の詳細を見てくるとふたつの違いに

気付くのである。

先ず、炉の構造の違いである。炉01.03.04が板状の

大形礫を主体にして「コ」字状の炉坑を築くのに対し
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て、炉02は拳大を少し大きくしたあまり角のはっきり

しない角礫を円形に並べ、それは坑底まで及ぶことな

＜炉の輪郭を縁取るように築いているのである。こう

したことがかつて長野県与助尾根遺跡などで語られた

集団の特性のようなものであるとすれば、極短い時間

のなかでの前3者の同時性と、炉02をもった竪穴住居

の営まれた時間差も考えに入れておかなければならな

いことである。

次はこれら同時性を知られた炉01.03.04の炉坑に残

る焼土のあり方である。いずれも同じように撹拌され

たフカフカの状態であり、これに気付いた第Il次調査

団（注 1)は単純な竪穴住居の炉跡ではなくして、こ

れを祭祀行為のひとつとして配石遺構のなかに組み入

れておいたのである。この視屯は確かであり、周辺に

散在する焼土数ケ所の存在は火に関係する祭祀行為が

あったことは想像に堅く、床面レベルに散乱する焼土

塊や礫群はこれら消失家屋に対する廃屋祭祀の一形態

と見倣すこともできるのである。そしてこの行為と並

行するように埋甕変遷第lI期の埋甕を伴う配石が築か

れていったことは千居遺跡（注2)や、中伊豆町上白岩

遺跡（注3)などの例からも充分に知れることである。

このように極短い間での竪穴住居群から配石遺構へ

の転換が日常的な行為であったことを前提と して、本

調査区の竪穴住居群の消長を見ると、炉02による竪穴

住居の営みは曽利 2式期のなかでも前述3者より幾分

早く始まり、一時はそのうちのどれかと併存した可能

性もあり、また残る 3基の竪穴住居の廃絶は曽利 3式

期に最も近かったか、曽利 3式期のなかで行われた可

能性もあると思われるのである。

2. 縄文第3面bの遺構（図ー130)

縄文第 3面bの遺構は第 I.II.ill調査区にi農密な分

布を見る。第V調査区ははっきりとした遺構が認めら

れないため空白域であるが、曽利式後半の遺物も尋常

に見られるので分布域から完全に除外されている訳で

はない。しかしこの面に特徴的な火に関する行為、つ

まり焼土の残存が第 I.II.ill調査区で20ケ所以上に及

ぶのに対して、焼土の分布の認められない第V調査区

への意識の希薄は当然のようにあったと思われる。ま

たこのような火に関連する行為と配石の構築は縄文第

3面aの竪穴住居群廃絶と同時に行われたもので、そ

の延長上にこの遺構面があることは先に述べてあると

おりである。

縄文第 3面bで確認される遺構

配石

埋甕03~10

焼土を内包する土堀01.02

土堀05~07

焼土

配石 （図ー130)

縄文第3面bの配石は縄文第 2面の配石より規模が

小さくなるが、その反面密度が高くなっている。具体

的には下層配石は2X3m前後の規模であったものが、

第II次概報によると「0.4m前後を測る大礫（多くは 1

個あるいは数個）に人頭大から拳大の礫数10個を組み

合わせて1.5Xl.5m前後を 1単位とする小石組を主体

にした配石」となり、そうした配石を20前後数えてい

る。このなかで特に密集度の高い部分は第I調査区南

東隅から第II調査区西側にかけての15Xl5m程の範囲

と、第11I調査区の東側半分である。しかしこの第11I調

査区と第I調査区の西側一帯は先に述べるように校舎

造成の際の掘削が著しく直接溶岩流の露出を見るなど、

人工的な配石の濃淡を認めることは不可能に近く、調

査範囲の極限られた第11I調査区などでは殆ど語ること

はできない状況にある。

このような状況のなかであるが第I調査区では溶岩

露出部分の末端転石のなかに築かれている埋甕10と東

側へ8m程のところにある土城05の間に認められる配

石の空白部は信頼できるものである。そしてこの東側

を土城05を組み入れるなどして薄いながらも配石の集

合体が5ケ所程で南北に連なり、これを追うと同じよ

うな配石が第II調査区の東端まで認められるのである。

そしてこれをまとめると第 I.II調査区のなかで、中

央に径15m前後の密集した円形配石と、それを取り巻

＜幅6~7m程で径35m前後に及ぼうとする大円形配石

が想定されるのである。この配石が曽利 3式期に構築

されたものであることは後述する埋甕の使用土器から

知れるのである。

埋甕03 (図ー133)

埋甕03は第II調査区の中央より若干南西側に向かっ

たところで、炉02と炉03の中間に位置する。長径0.85

m、短径0.7mの卵形の診伏で、深さは0.5mの「U」字

状の断面形をもつ掘り方に、土器1124(曽利 3式）の

大形深鉢形土器を正立して埋めている。残存状況は土

圧によって著しくヒビ割れている。甕内部に特別な埋

納品はないが、城上部には火を受けたのか当初より赤
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化した溶岩であるのか判断はできないが、いずれにし

ても他とは違った赤色礫が安置されている。また北面

の城上端を覆うように焼土が接し、その向こう側には

広範囲に焼土が存在するなど、円形配石の中心部に近

いためか礫の集中も著しい。

埋甕04 (図ー133)

埋甕04は第1I調査区の南東隅に位置し、上部を堀之

内式期の配石02に厚く覆われている。そのためか堀と

埋甕の上部は圧縮されたように欠けていて、残存する

土堀は径0.75mの円形で、深さは0.2m程でしかない。

使用される土器1125(曽利 3式）は埋甕03使用土器と

゜
5m 

縄文第 3面第 II調査区全体図

図ー 131 縄文第 3面遺構実測図一 l
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同様に大形の深鉢形土器で正立して置かれるが、やは

り上部からの圧迫でヒビ割れしている。配石02の密度

の濃い構築礫を除くと、土城上面レベルに散在的なが

ら小規模な石組も見られるから、これを中央の円形配

石を囲む大円形配石の一部として、そのなかに組み入

れられた唯一の埋甕となっている。

埋甕05 (図ー133)

埋甕05は第II調査区の南側で、炉03にlm程で隣接

して位置することは先に述べている。炉03を中心に焼

土や礫が混在しながら0.15m程埋没した後に、径0.5m、

深さ0.15mの円形で皿状の断面をもった小規模な掘り

方を築いていることによって炉と埋甕の重複関係が知

れたものである。使用された土器1128(曽利 3式）は

底部を欠いた穿孔土器で横位に埋納されている。浅い

皿状の城底はあたかも当初より横位で埋納することを

意図したように見えるが、城中央に正立していたもの

が南側に倒れた状況にも見て取れて、はっきりした状

況は知られない。なお、当該期の埋甕は全て正立して

安置され、埋甕13基中 2基が逆位の他は、横位のもの

はこの 1基だけである。

埋甕06 (図ー133)

埋甕06は第Il調査区の南西隅に位置する。南側に 1

m程で焼土を内包する土堀01に隣接したり、その向う

側には 3mの範囲に亘る大規模焼土跡が存在するなど

他に比しても、焼土や配石が最も集中している部分に

あたる。事実、本埋甕も1.0X0.6m程の範囲に広がる

焼土に厚く覆われて、その一部は埋甕内部まで侵入し

ている。掘り方は径0.35m、深さ0.2mの小円形で土器

1129 (曽利 3式）の法量に合わせたように無駄はない。

この土器1129も底部を欠きながら正立するものである

が、土城の掘り方の埋土には焼土の混入が全く なく、

また穿孔された底部よりこぼれる焼土も見られないこ

とから、土器埋納後に焼土が積められたと判断される

ものである。この状況で炉の一形態でもある「埋甕炉」

の存在も浮かぶが、炉に表裏一体の炭化物や灰などが

目立つことなく、この土器によっで焼成行為があった

ことは到底考えられないことである。

この埋甕内部の焼土とそれを覆う焼土の内容に視感

的差は認められなかったようであるが、その位置関係

からすれば本埋甕の横で焼成された焼土を埋甕に詰め、

その後それを埋甕に被せたとすることが妥当に思え、

そこで何かを焼いてそれを焼土と共に埋甕に詰めたの

か、単なる焼土だけを詰めたのかを当時の発掘技術で

は判断できなかったことは致し方ないことにしても、

今後の検出機会には科学的な調査が望まれる部分であ

る。何故ならば、この埋甕に詰められる焼土のあり方、

つまり他で焼かれた焼土を移して詰める行為は前述し

た炉01.03. 04などと共通したものであり、このよう

に火に関わることを抜きに語ることはできない曽

利 3式期の円形配石のあり方を究明するためにもその

第一歩として、どうしても必要なことと思われるので

ある。

埋甕07 (図ー133)

埋甕07は第II調査区の西側中央付近で炉02の南東側

2m程のところに位置する。東側に0.4mで隣り合わ

せて埋甕02を見る。この両者と炉02の作る竪穴住居プ

ランが重複するがその関係ははっきり求められなかっ

た。しかし本埋甕は埋甕02より0.2m程上面より構築

されていることや、使用する土器1133が曽利 4式期の

ものであることなどから、埋甕02(曽利 1式期）→炉

02 (竪穴住居．曽利2式期）→埋甕07の変遷を予想し

ている。詳細に戻るが、本埋甕は径0.3mの円形で深

さは0.2mの「U」字状の掘り方をもち、これもまた小

形の埋納土器に合わせるように無駄なく城が穿たれて

いる。そしてそこに正立して置かれる土器の底部には

一辺O.lmの扁平三角礫が敷かれ、また上部には蓋と

も思われる一辺0.2m強の同じような扁平三角礫が置

かれている。この状況は埋甕と礫の一体感が見られる

もので、他の埋甕の埋納方法にはないものである。こ

の曽利 4式期の埋甕はこの 1基だけで、全体的な消長

として捉えてもこの時期の土器片量も少なくそのあり

方を象徴している。

埋甕08 (図ー134)

埋甕08は第皿調査区の東側中央で埋甕09が北東側に

0.3m程で隣り合わせている。曽利 5式期にほぼ同じ

く構築されたものと思われる。掘り方は径0.4mの円

形で、深さは0.3mの「V」字状で、埋納する土器1136

に合わせたようであり、正立して置かれる底部は穿孔

されている。城上面には小石組が築かれ、このような

状況がセ ット関係として普遍的なものとして感じるが、

現実にはこのような作りは珍しくこの 1例に過ぎない。

埋甕09 (図ー134)

埋甕09は第1II調査区の東側中央で埋甕08と0.3mの間
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で並んで位置する。埋甕08が城上部を小石組で覆われ

ていたのに対して、猥上部は全くと言って良い程礫の

集まりはなく 、礫密集度の渡い第111調査区のなかにあっ

て対照的である。掘り方は長径0.5m、短径0.35mの東

西に長い楕円形で深さは0.25m、断面形は平らな底面

から「V」字状に立ち上がったもので、やはり使用さ

れる土器1142(曽利 5式）の形状に合わせるようであ

る。土器は底部をもって正立しているが上半部を乱雑

に欠き、土城上部と共に何かの事柄によって削取され

たような形跡も窺える。

以上、埋甕08.09は曽利 5式期のものであるが、曽利

3式期の埋甕で見られた焼土などを埋納する火に関わ

ることは一切無く、焼土を内包する土堀02が存在する

こともあるが、配石内に点散する焼土は全く見られな

いことから、若干の性格の違いはあるとしても良いと

思われる。

埋甕10 (図ー135)

埋甕10は第I調査区の北西隅で溶岩の露頭部分の末

端に穿たれているものである。周囲には一定の配石の

ように礫が並ぶが、このことについて第I次概報（注

4)では「北西部は自然に流出した転石とも、集石と

も観察されるものであったが、この部分にも倒立する

完形土器が置かれた状況であって一定の遺構的意味を

もつものと言えた。」と敢えてそれを関連付けようと

しているが、このことは以後の調査で知られるように、

配石内に埋甕が穿たれてはいるが、その埋甕を意識し

た小石組などの集・配石が築かれる例は埋甕08に認め

られるに過ぎず、直接の関連を求めなくても良いよう

に思えるのである。

本埋甕は実測図に見るように地山より露出する0.5

m~lmに及ぼうとする溶岩礫を縫うように構築され

ており、この部分より地形の傾斜によってこぽれるよ

うに礫が散乱しているのである。掘り方は径0.6mの

若干楕円形で、深さは0.25mを測る「U」字状の断面

をもつもので、その堀底に土器1202(加曽利E4式）

を逆位にして口縁部を隙間ないように納めるが、それ

は全周の 3分の 1程を欠いているものである。従って

欠損する側を堀側面に押しやるようにするため、埋甕

の位置は堀の中心よりそちら側ヘズレている。またこ

の使用土器は胴下半を欠くが、この割れ口には磨かれ

た痕跡も認められ、逆位に対する意識は埋納当初より

意識されていたようである。このような例は曽利 1式

土器を使用した埋甕02にも認められるもので、時期 ・

型式差を超えた共通行為として知れているものである。

焼土を内包する土壊01 (図ー135)

焼土を内包する土城01は第II調査区の南西隅に位置

し、東側に lm程すると 3mを超える大規模な焼土跡

が存在し、北側に lm程するとやはり焼土に覆われた

埋甕06が存在している。先に述べたように埋甕や配石

だけでなく焼土の跡も異常に密集している部分である。

土城の規模は長径1.0m、短径0.9mの南西～北西に長

い楕円形で、深さは0.4mを測り断面は「U」字状で容

量に富むものとなっている。城内の 3分の 2程に黒色

系有機質土層で占められるが、その上部は0.15mの厚

さで焼土が乗り、それには拳大の礫も10数個含まれて

いる。そしてそれを覆うように0.7X0.6mの扁平巨礫

が置かれているものである。この状況を見ると城と焼

土、そしてこの巨礫は完全に相互関係をもつものと理

解される。つまり、このことはこの土城を穿って何ら

かを埋納するために焼土や礫が準備されていたことで

あり、こうした行為のあり方は隣接する埋甕06にも共

通したものでもあり、ひいては曽利 3式期に配された

遺構全体に及ぶ共通性とも言えよう。

焼土を内包する土壊02 (図ー135)

焼土を内包する土城02は第m調査区の中央北寄りの

位置にあり、南東側へ3m程向かうと埋甕08.09が存

在するが、その関係は知られていない。土城の規模は

長径0.85m、短径0.6mの不整の楕円形状で、深さは0.2

5mで断面は椀状を呈している。この土堀の焼土は検

出時より城内からi益れ出たように充満しており、その

範囲は0.9X0.7m程であった。そしてそれは土城の底

面近くまで及び、またそれは拳大程の礫を201固以上含

んでおり、焼土を内包する土猥01と同様の性格を判断

するに至ったものである。その01に混在する礫の観察

はなかったが、本土城の焼土に混在する礫には火を受

けた痕跡はなく、土城壁面も同様であったとし、調査

区内に焼土の存在が全くないことから他所からの移設

の可能性を説いている（注 5)。

とにかく調査区が狭いため判断される部分は少ない

が、確かに周辺や隣接する埋甕08.09に火の影響を見

ることは出来ず、それを曽利 3式期と 5式期の埋甕や

配石全体の性格の差とすれば、焼土を内包する土堀02

はその構築上の類似性から、曽利 3式期の構築であっ

た可能性も高く、その付近に新たな曽利 3式期の配石

の存在も予想されるのである。
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土凛05 (図ー130)

土城05は第 I調査区の中央北寄りに位置し、南東側

に3m程向かうと中央に位置する密度の濃い集石域に

接するが、それとの因果関係はなく、むしろ第1I調査

区を中心とした大円形配石の外輪を形成する配石のな

かの一部と判断することが可能と思われる。先に述べ

たように埋甕10の付近の礫が自然の転石であるとして、

それを除去するとその外輪がなおはっきりすることも

確かである。規模は長径0.85m、短径0.7m、深さ0.3m

の楕円形土城で、その法量は焼土を内包する土城に近

ぃ。つまり城としての大きさを踏まえていることであ

り、こうした土城が外輪の配石内に配置されることに

意義をもっておきたい。

土壊06 (図ー134)

土城06は第 I調査区の南東隅で最も第Il調査区に接

し、遺構も関連したものとなっている。つまり第Il調

査区中央の密度の濃い円形配石に組み入れられたもの

で、土城上部から北西側に向けて「C」状とも見てと

れる小単位の配石が存在している。この配石下には曽

利2式土器が散乱していたが、この出土層を切って構

築されているので曽利 3式期の土城として認められる

ものである。長径1.2m、短径0.65mの長円形土城で、

深さは0.5m、断面は「U」字状で容量に富んでいる。

城上面には長さ0.8mにも及ぶ大形の扁平礫が蓋のよ

うに置かれている。城内には焼土は認められないが焼

土を内包する土堀01の構造に類似性がある。

以上のように、これらの土城のあり方はそれぞれに

類似点を持ちながら連鎖するようであり、これを並べ

ると、焼土を内包して蓋石を伴う土城→蓋石だけを伴

う土城→何も不設のない土城となり、これが中央円形

配石からの外輪の大円形配石に至る間に順を追って配

置されることになれば、配石の密→粗、土城の付設内

容の重→軽と言うような「差jを認めることになり、

今後に注意すべき重要な事柄となろう。

土壊07 (図ー134)

土堀07は第Ill調査区の南東隅に位置し、中央に位置

する埋甕08.09などとは 4m程のところにあるがその

関係は不明のものである。一辺が0.7mの不整な三角

形状で、堀断面も深さ0.25mで「V」字状となり、歪

んだ逆三角錐が適切な表現である。しかし現実的には

遺物も認められないなど、このような形状の土城の存

在が一般的であるにはかなり困難な判断が伴うもので

あり、遺構としての認知には不安がつきまとうもので

ある。

焼土 （図ー130.131)

縄文第3面bの段階に関わる焼土のあり方はそれぞ

れの遺構の記述のなかで充分過ぎる程述べてきた。し

かしそれでも足りない程この面で焚れた「火」が果た

した行為と、それぞれの遺構の関わり合いは我々が気

付かない幾つもの残影を残しているに違いないのであ

る。それを知れないもどかしさもあるが、一応ここで

その残影としての焼土のあり方を追うと、その配置は

全く単純である。つまり配石や埋甕などの遺構と表裏

一体の行為をもつことで、中央円形配石に大きな広が

りをもつ焼土が集中しており、外輪を形成する大円形

配石のなかでは配石規模と同じように小規模な焼土が

点在するに過ぎないのである。裏返して言うと、これ

程までにこの円形ならびに大円形配石と関わりをもつ

焼土は、その性格を裏付けるようにこの遺構の外域に

は全く存在していないのである。

3. 縄文第 3面cの遺構（図ー136)

縄文第3面cの遺構は第V調査区の全域から第 JI調

査区の東側に及ぶ出土状況を見るが、この遺構面を主

体的に形成する堀之内式期の土器分布は第I調査区に

も尋常な頻度で出土しているから、そこに限られたも

のではないことは確認しておきたい。つまり、これは

この下層面に重複する縄文第 3面bの遺構の主体も配

石であるために、それを分離するためには困難を伴い、

ここでは一応埋甕の位置的な掌握と配石の違い、さら

にそこに特徴的であった焼土が配置されない部分を拾っ

て、上記の分布を描いているのである。

縄文第3面cで確認される遺構

埋甕11~13

配石土城02

配石02.03

埋甕11 (図ー137)

埋甕11は第V調査区中央南寄りで、配石土堀02と配

石03の間に位置している。埋甕12とは北側に 7m離れ

ている。掘り方は長径l.Om、短径0.8mの卵形で、深さ

は0.4mの少し角張った「U」字状である。埋設される

土器 (1501)は堀之内 1式の大型鉢形土器で、城底面

に底部を接するように正立して置かれている。北東側

の4分の 1程を欠くが、その部分は径0.2m程の礫で
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補修するように塞ぎ、また口縁部も同様の礫が置かれ

ている。土器内には黒色の有機質土と白色の粉粒（人

骨？）が混在し、その礫のあり方は土猥上部に置かれ

ていたものが内部の黒色土の1m宿と共に土器の枠内に

侵入してきたものと思われる。また土器内部と欠損部

分には曽利 5式土器が補修するように重ねられており、

このことは埋甕11の構築時における周囲の遺構の重複

の激しさを知ると同時に、それに使われた土器片など

過去の遺物に対する使用意識も今後の検討次第では興

味深いものとなろう 。

この埋甕11も先に述べたように上部にはこれを意識

したような配石行為は見られない。しかし西側に位置
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する礫の集中部分には赤色礫や石皿片などが目立ち、

さらに1.5m西側のところには硬玉製大珠も出土する

など祭祀的な行為に同調していたであろうことは知る

ことができる。

埋甕12 (図ー137)

埋甕12は第V調査区の北側調査区境の中央付近で埋

甕11の北側 7mのところに位置する。弥生時代遺構が

深く重複している部分でもあるが、礫の集中度合いは

当初より薄い一帯であったと思える。径0.3m、深さ0.2

5mの円形で「U」字状の、埋設土器1535(堀之内 1

式）に隙間なく合わせたような掘り方を穿っている。
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無文土器を使用するが、土器内部の黒色有機質土（や

はり白色粒子を含む）に堀之内 1式土器1512の破片が

混じっていたものである。いわゆる無文の粗製土器を

使用する埋甕の実体とそうしたものが配石外縁に位置

るあり方に注意を払っておきたいものである。

埋甕13 (図ー135)

埋甕13は第II調査区の中央西寄りで、縄文第 3面b

の炉02、埋甕02.07、さらに配石の最も密集する部分に

重複して検出されるものである。使用される土器1538

は堀之内 2式の小型鉢形土器で、直接第V調査区の埋

甕群とは併存しないものであり、また近隣には後述す

る堀之内 1式期の特徴的な密度濃く集石されるような

配石は見当らず単独的な出土位置にある。縄文第 3面

bの配石の間に径0.3m、深さ0.15mの円形、「V」字状

の断面をもって穿たれた掘り方は埋甕12と同様に埋納

土器の法量を合わせたようでもある。そこに正立して

置かれる土器の上部には土城を完全に覆ってしまう程

の長さ0.4m強の扁平礫が置かれ、口縁部と礫は接し

ているようであるから埋納時よりそうした形で置かれ

たものと思われる。このように埋甕と封鎖する礫が一

体化しているものには埋甕07(曽利4式）があり、共

通した意識が感じられる。なお、埋甕07には土城底部

にも扁平礫が敷かれている。

配石土壊02 (図ー138)

配石土城02は第V調査区の中央で配石03の6m程北

側に位置している。その間の 3m程のところに埋甕11

が、北西側にはやはり 3m程したところに埋甕12が位

置しており、その中間にあると言えるが、直接的な関

係は把握されていない。南北に軸をもつ4X2m程の拳

大の礫を主体にした密度の濃い集石状の配石下に長径

2.4m、短径1.3mの若干不整の長方形土堀が穿たれてい

る。土城内には上部配石によりさらに小振りな礫が集

中して詰まっており、礫内には少量の炭化物と 2ケ所

に0.15m程の焼土塊も認められる。これは無論この土

猥内で焼成されたものではなく、他所から移されたも

のである。そうした点では縄文第 3面bの土堀に似る

が、焼土の量が完全に違っており、それを焼土を内包

する土堀と称すれば、本土堀は礫群を内包する土堀と

称するのが適切な程である。また遺構番号は02である

が縄文第 2面の配石土城01とは全く性格の違うもので

ある。この上部配石と下部の土城に積まる礫を詳細に

観察すると、上層から下層に従って西側から東側にズ

レ落ちるように流れ込んだ形跡が窺え、このことはお

そらく土城構築当初には城内に礫以外の空間があり、

それが収縮したことによって、上部に積まれた配石が

傾斜に沿って城内に沈み込んだものと捉えることがで

きるようである。

配石02 (図ー131)

配石02は第II調査区の東隅に南北に軸をもって長さ

7m、幅2.5m程の範囲で集石された列状配石である。

人頭大を少し小振りにした礫から拳大を主体にして密

度浪く集石する状況は配石03、配石土城02に共通して

いる。第II次調査時に検出されたものであり、それに

よれば「それは比較的大きさの揃った人頭大礫を、上

下2段に築成して、伴出する土器、石器類の量も少な

く、西側の小石組の集合部とは明らかに違った様相が

目立つものであった。」として、すでに形態の違いを

指摘している。ここではやはり堀之内 l式期の配石形

態と共通するものを認めることができるし、上下 2段
の築成という観察は積み重なる集石のあり方を示すも

ので、配石土城02にも通ずる可能性もある。何故なら

ば下層遺構（縄文第 1面）の追求のために発掘された

部分にも他所に比して上層より連続すると思われる若

干の密度ある配石が認められるからである。

配石03 (図ー139)

配石03は第V調査区の南側調査区境の西寄りに円形

を予想される遺構の半円部が検出されるものである。

これより西側は溶岩流が露出し lmを超すような大形

礫の周囲にはそれからこぼれる転石が配石状となって

見られるが、これは自然現象として理解され遺構の絶

断として考えて良いものと思われる。本配石に隣接す

る遺構は北東側外縁部に埋甕11が存在し、その横には

硬玉製大珠の出土もあって、これらの遺構的なつなが

りも興味が持てる。それより外方は確実に礫の分布は

粗になって 5m程北東側に向かって配石02に達する。

配石は東西4m、南北1.5m程の半円状で確認され、そ

の構造は内部を拳大の礫で0.3m以上に積み上げ、そ

の外面を人頭大の扁平礫で覆うものである。現状では

自然崩壊のためか、この大形扁平礫が縁部側に崩れ落

ち、外側に0.5m程円形の法量を足している様子が断

面状況から見てとれる。そしてこの配石最下層には上

層配石と全く異なった滑らかな偏球状の河原石が列状

に配置され、可能な限り拡張した2Xlm程の発掘区の

なかでは 6個が「7」状に並んで、それらは上面のレ
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ベルを合わされるなど、その配置にはかなりの意識を

感じ取れるものであった。その囲まれた内部は土城状

に窪むものではなく平面的であるが、この配石プラン

外側より上層配石の最下面が上がっていることから、

配石プランで土猥状の窪みが施されていた可能性は高

いものと思われる。つまり、これをまとめると先ず、

1.5m程の方形土城が穿たれ、それに扁平河原石を「7」

状に配し（確認される中で）、それを小礫から徐々に

大きさを増す礫で覆って行き、最終的には積石塚様の

配石となったものと思われる。この最下層の配石のあ

り方は修善寺大塚遺跡（注6)などの配石囲饒方形竪

穴家屋址に並ぶ河原石を祐彿させるものであり、同様

の礫の配置をもつ土城も富士市天間沢遺跡（注7)で

確認されている。

以上、滝戸遺跡における市立富士宮第三中学校校舎

増改築事業に伴う一連の調査で知れた縄文時代の遺構

の記述を終える。それにはまだまだ小単位の石組の分

析も必要であったと思われるが、再々記述するように

激しい重複関係のなか配石の性格もあって、その帰属

を追求することは困難なことが多く、限られた情報の

なかで滝戸縄文時代の変遷を紐解くためには、面的な

拡がりを求めることのできる確実な遺構を把握してお

きたかったためである。

注1.富士宮市教育委員会 1978 「滝戸遺跡（第11次）概報J

注2.加藤学園考古学研究所 1975 「千居」

注3.中伊豆町教育委員会 1979 「上白岩遺跡発掘調査報告書j

注4.富士宮市教育委員会 1977 「滝戸遺跡（第 I次）概報」

注5.富士宮市教育委員会 1980 「滝戸遺跡（第m次）概報」

注6.修善寺町教育委員会 1982 「修善寺大塚J

注7.富士市教育委員会 1981 「天間沢遺跡I」
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m. まとめにかえて
一縄文時代の変遷を追って一

滝戸遺跡が有力歴代遺跡（中核遺跡）として本地域

の縄文時代形成に重要な役割を果たしてきたことは幾

多の文献によって語られてきている（注 1)。この長

期間に及ぶ継続の様子を本調査における土器の出土状

況（口縁部破片数）から時期別に拾ってみると以下の

とおりである。 （胴部）

時期 型式名 出土数 ％ 

早期 前半 縄文土器 (2) 

無文土器 15 

後半

前期 前半 清水ノ上 8 

木島 (1) 

関山 (2) 

後半 諸磯 2 

中 期前半 五領ケ台 141 4 

北裏Cl 45 1 

勝坂 364 10 

北屋敷 37 1 

後半 曽利 710 19 

加曽利E 181 5 

後 期前 半 称名寺 106 3 

三十稲場 3 

堀之内 1,016 43 

縁帯文系 23 

付加条縄文 493 13 

加曽利B 36 1 

後半 沈線文系 1 

先ず、これを概観すると、早期前半の撚糸文系土器

群後半に併行する縄文施文の尖底土器の出現から始ま

り、高山寺式土器併行の無文土器の段階では一定の生

活空間をもったようである。地域的には若宮遺跡（注

2) が初現となった後、富士根地域や羽鮒• 星山丘陵

にポイント的に出現する遺跡と歩みを同じくしたよう

であるが、その後の条痕文系土器群の段階では遺跡を

無くしている。つまりこの段階では比較的斜面が好ま

れた占地条件のなかで、滝戸遺跡の解放的な舌状台地

は時期的に不利な条件にあったためのことと思われる

が、これが逆に中期の発展を生む 1つの条件になった

ことは言うまでもないことであろう 。

前期前半になるとこの地域一帯は木島式や清水ノ上

式土器が発展的となり、潤井川対岸の出水遺跡、箕輪

遺跡、滝の上遺跡（注3)などと共に活発な活動を展

開して、それは滝戸渓谷沿岸の第W調査区まで広域的

な分布を見る。しかしこれ以降関山式から後半の諸磯

式土器の段階には富士根地区に代官屋敷遺跡（注 4)

がその後半に貧弱な姿を見せるだけで文化は停滞して

しまい、滝戸遺跡も殆と動きは見られなくなってしまっ

ている。

そして中期に至り、この地域の新しい成長の先駆と

して五領ケ台式土器が急速に力を付け、滝戸遺跡でも

前期後半までの停滞を脱したかのように活発な活動が

開始され、確実に以後の繁栄への基礎が作られている。

対岸の上石敷遺跡（注5)でも五領ケ台式土器の豊富

な出土がありそのエネルギーを感じ取ることができる

が、そこも前期前半に途絶えた文化が再燃焼したもの

であり、この断絶と継続はこの地域の特色か興味の持

たれるところである。五領ケ台式土器の後を受け継い

だ勝坂式土器は早い段階のものはあまり目立たないが

最終段階になると曽利 1式土器と共に勢力を拡大して、

滝戸遺跡にもはっきりとした生活領域を形作ってくる。

この後における曽利式土器の段階的な発展は言うに及

ばず、この時に中核遺跡から発展拡散していった遺跡

の姿は市内の縄文遺跡の時期別分布からも見て取れる

のである（重複遺跡も含む）。

時期 遺 跡 数 ％

早期 ・ 21 15 

前期 15 11 

中期 69 (俎ノ
後期 34 24 

晩期 3 2 

言t 142 . 100 

この数字は先に述べるように早期に発生した遺跡が

以後の文化の地形条件に合わずに消滅していった事実

が前期の遺跡数として表れ、そしてその前期前半に足

跡を残す遺跡に中期初頭の文化が再発生することが本

地域の中核遺跡の成り立ちのひとつの過程であるとす

ると、大まかにはその数が発展拡散以前の中期遺跡の

数と言うことになり、 1遺跡より4.6遺跡が拡散して

いたことになるのである。しかし、この拡散も終末期

には千居遺跡（注6)で見せるような撤退を余儀なく

されたらしく、この状況を曽利遺跡を擁する長野県諏

訪地方の縄文遺跡時期別分布（注7)に照らし合わせ

るとすると、なおはっきりする。

時期 遺 跡 数 ％

早期 70 

，
 

前期 132 18 
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中期 431 58 

後期 90 12 

晩期 22 3 

計 745 100 

つまり、そこでは後期の減少幅はなおも大きく完全

に曽利式土器によって築かれてきた文化は終焉を迎え

た状況が見て取れるのである。

この退化現象を滝戸遺跡が被ったことは当然のこと

であり、後期初頭の称名寺式土器の段階の収縮はそれ

を如実に表している。しかし、本地域の後期における

遺跡の減少は中部山岳地方程ではなく 2遺跡中 1遺跡、

つまり 2分の 1の遺跡は継続されているのである。こ

のことは称名寺式土器の収縮が退化によるものではな

く、新たな遺跡の再編成としての布石として考えるべ

きで、次の堀之内式土器への形式的な繋がりを持って

燥発的な繁栄を生むエネルギーの温床となっているこ

とは確かであろう。それが中部山岳地方で完全に途絶

えた文化の移行によって、この地域に新たな文化を創

造しようとする活力ある数字として表れているかは判

断しようにもないが、ともかく中部山岳地方の過疎化

に反するような堀之内式土器の段階のこの地域の発展

の様子は滝戸遺跡より出土する土器の50%にも及ぼう

とする出土量からも充分に知れるのである。

そしてその数はおよそ曽利式土器の占める割合の 2

倍であり、これが先に拡散して消滅していった 2遺跡

のうちの 1遺跡の足された部分であるとすると、そこ

には単純に考えて 2倍に拡散したものが2分の 1に凝

縮しようとする意識を感じない訳でもないのである。

つまり、これは繁栄を外に向かって拡散させようとす

る遺跡経営から繁栄を内に留めようとする遺跡経営の

変革が中期から後期の間で行われたためのことであっ

たかも知れず、またそれ故に後者の遺跡経営が機動力

を失ったものとなり、堀之内 2式から加曽利B1式土

器の段階で発生した「有事』に対応できないまま、こ

の地域の文化の終焉を迎えざるを得なかったと言える

かも知れないのである。

以上、出土土器から知れる滝戸遺跡の概観を終えて、

次に本調査で知れた遺構の変遷を重ねて行きたいと思

っ。
遺構は第II次調査で明らかにされた富士黒土層、栗

色下層、栗色上層の 3面に亘る検出面を基本にして、

縄文第 1.2.3 面、さらに縄文第 3 面 a~c に細分さ

れて、計5面の詳細について述べてきたものである。

これをまとめると本調査における縄文遺構の変遷は以

下の流れを見ることができる（図ー140)。

遺構面 時期 遺構

縄文第 1 早期前半 配石

↓ 

縄文第2 勝坂3・曽利1 配石・埋甕・ 土城

縄文第3a 曽利 2 竪穴住居群

縄文第3b 曽利 3 配石·埋甕•土城

曽利 4 埋甕

曽利 5 埋甕

↓ 

縄文第3C 堀之内 1 配石・埋甕

堀之内 2 埋甕

↓ 

↓ B.P2700年大沢ラピリ層（富士火山灰）降下

そしてこの後弥生中期の断絶を経て、後期に至り竪

穴住居群、方形周溝墓群、さらに古墳時代中期に古墳

群が築かれて行った滝戸遺跡の変遷は先に述べる弥生

時代以降絹で詳しい。

縄文第 1面（早期前半）

縄文第 1面は高山寺式土器に併行する無文土器0201

を「C」状に配した石組のなかに置いた配石01によっ

て形成されるものである。第II調査区の南東寄りにあっ

て、北側の環状に続く配石を人為的な遺構として認め

ても10mに満たない範囲でのポイント的な占地形態に

あるもので、これは黒田向林遺跡（注8)や、小松原

A遺跡（注9)などにも認められる当該期特有の占地

形態によるものであろう。また同様の配石は沼久保坂

上遺跡（注10)にも認められるなど遺跡相互の共通性

を知ることもできるが、羽鮒丘陵側だけでなく、潤井

川対岸の若宮遺跡 ・代官屋敷遺跡など、富士宮市を代

表する早期遺跡などを含めた当該期の大半の遺跡が、

標高120m前後の等高線上に並ぶ占地形態の特殊なあ

り方が;J~公原A遺跡で指摘されている。

他に縄文施文の尖底土器や有舌尖頭器の出土もあり、

配石01を構築する以前の生活の跡も窺えるが、先に挙

げた遺跡と同様に土層堆積状況を見ても旧石器時代ま

で遡れる条件は整っていないようである。

縄文第2面（勝坂3式・ 曽利 l式期）

縄文第2面は）勝坂3式と曽利 l式の深鉢形土器を使

用した埋甕と配石、さらに土城によって形成されるも

のである。第II調査区の東側を除いた全域と第 I調査

区の東側部分のおよそ20mの範囲にそれらの遺構を見
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縄文第 1面（早期前半）
縄文第 3面 a (中期後半．曽利 2式期）
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• 

るが、第III.第V調査区にも当該期の土器の出土はあ

り、外縁部として遺構との関わりはあったものと思わ

れる。

全体的な配石の状況は第n調査区の中央北東側に10

m程の長さで弧状となった密度のi農い配石が位置し、

その外域を極薄い配石が20m程で点在する。しかしこ

れは意識をもったものかはっきりせず、配石の外縁も

同じように曖味である。むしろ密度のi農い弧状の配石

は南西側の地山の高まりと対峙するようであり、その

間の礫の点在は考えなくても良いように思える。これ

ら中央の密度の濃い配石を詳細に見ると 0.1~0.3m程

の比較的小さな礫を2X3m程の規模に配したものが多

く、こうした小石組が10数基確認されるようである。

またそのうちには径0.5~0.9m前後の大礫 3 個を中心

に径0.1~0.2m前後の小礫をケルン状に積み上げた

「ケルン状石組」と称する特徴的な配石も 2~3 ケ所

に見られ、このような小単位の配石の組み合わせがこ

の面の配石の特色と言えるらしい。

そして、この弧状配石の内側にできる空白を利用し

て6基の土城が築かれているのである。この土城の詳

細は遺構編を参照されたいが、それらは長径1.2~1.7

mの規模で深さも充分に持った容量に富むもので「城」

と呼ぶにふさわしく、第n次概報においてもはっきり

と「小単位配石の空白部に土城が存在する関係は配石

遺構が墓地である証拠と言える。」とするものである。

また、この土城埋没後には殆ど時間を置くことなく埋

甕02が穿たれるが、このような埋葬方法の違いを超え

てまでこの場所に城を穿とうとする行為はかなり墓域

に対する意識が高かった故のことと思われ、上記の墓

域の指摘は的を得たものと言えよう。

この埋甕02の北西側に15m程離れて埋甕01が穿たれ

ている。この埋甕01は拳大の礫 1個と土器1001が完全

な破片の状態で埋納されているもので、それは土器の

中に何かを入れて埋納しようとするよりは、土城自体

にそれらを埋納したものとする方が適切な表現であり、

距離的な位置関係から見てもこの両者の性格的な併存

の可能性は少なかったように思える。むしろこの状況

は埋甕01が位置するところより南東側に向けて 6ケ所

程で並ぶ一括土器群の破片状況に似たものであり、こ

れらが掘り方をもたないものであっても協調性は充分

に感じ取れるものである。とすれば、これら被破壊土

器とも言える一連の土器の並びが、配石や土堀の作る

墓域と関連したものであるかどうかが問題として浮上

するが、現段階では配石の空白部分の北西側を塞ぐ様

な形を取っているようであるとして、今後に注意を払っ

ておきたい事柄のひとつにおきたい。

なお、このように土城を持たず平面的ななかに土器

が単独で破片となって出土する例が猪之頭養鱒場内遺

跡の勝坂3式土器（注11)、勝坂3式土器と曽利 1式

土器が集合されていた箕輪A遺跡（注12)などにあり、

このような土器の遺存状況がこの時期の特殊な土器の

廃棄行為につながるものかこれもまた興味がもたれる

ところである。

縄文第3面a(曽利 2式期）

縄文第3面aは第II調査区の竪穴住居4棟によって

形成されるものである。前後に配石遺構が重複したた

め竪穴住居のプランの確認は不可能であったが、それ

ぞれの炉を中心に径4m程の円形プランを描き、その

4基の円形プランが円弧に配置して作る径10m程の広

場の景観は縄文中期集落の一単位集団のあり方にふさ

わしいものと思われる。

そしてこの4棟のうち、炉02による竪穴住居の営み

が他の 3棟より若干早く開始されていたであろうこと

が炉構造の違いなどから知れ、そのひとつに炉坑に残

る焼土のあり方がある。つまり残る 3基の炉坑の焼土

はいずれも同じように撹拌されたようなフカフカの状

態にあり、竪穴住居のなかで通常に使用されて残る焼

土のあり方とは異なり、その状況は他所からの移入を

予想するに充分なもので、事実第II次調査ではこれを

すでに祭祀行為のひとつとして配石遺構のなかに組み

入れているのである。

それは周辺に散在する焼土数ケ所の存在からも火に

関する祭祀行為が行われていたであろうことは想像に

堅く、床面レベルで散乱する焼土塊や礫群はこれら消

失家屋に対する一種の廃屋祭祀としても考えられ、こ

の行為と併行するように埋甕第II期（図ー141)を伴

う縄文第 3面bの配石が築かれて行っているのである。

縄文第 3面b (曽利 3式期）

竪穴住居の廃絶後、極短い間で配石遺構が築かれる

ことは当該期の日常的な行為であり、本遺跡も例外で

はない。この連続した出来事と行為に共通しているこ

とは「火」であり、縄文第 3面bのあり方はこれに尽

きると言っても過言ではない。つまりこの面は20欠所

以上に及ぶ焼土の跡と焼土を内包する土堀、埋甕を伴

う配石、それに土城からなり、その埋甕にも埋甕03を

覆う赤色礫や埋甕06に炉と同様の移入された焼土が詰
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まるなど火に関連した行為はあらゆる部分に浸透して、

配石の範囲もそれによって知れる程である。

先ず、配石は第l]調査区中央南西寄りを中心に径15

m程の円形配石を見る。この詳細は「0.4m前後を測る

大礫（多くは 1個あるいは数個）に人頭大から拳大の

礫1洲月を積み合わせて、 1.5X 1.5m前後を 1単位とす

る小石組を主体にした配石」で20基前後が数えられる

らしい。そしてこの配石の間を埋め尽くすかのように

広範囲で焼土が散在してなり、前述するようにこのな

かに位置する埋甕3基(03.05.06)の焼土による影響も

測り知れず、また焼土を内包する土城01の存在もこの

遺構面の特徴をさらに意味付けるものとなっている。

それからこの中央円形配石の外側には幅5m程の空

白部分を置いて、外輪を形成するように幅6-7mで径

35mにも及ぶ大円形配石が築かれているのである。こ

れは小規模な配石と小範囲の焼土の点在から成るもの

で、そのなかにはいわゆる何の付設もない一般的な土

城05が穿たれている。ここでこの土城のあり方に観点

を置くと、中央円形配石の中心に近い部分に薔石を伴っ

て焼土を内包する土城01が、その外寄りに蓋石だけを

伴った土堀05が穿たれ、最も外側に何も付設のない一

般土城05が並ぶ位置関係となり、このことは中央円形

配石から外輪の大円形配石に至る配石が「密」から

「粗」に、またそれに付随する焼土も「密」から「粗」

になるように、土城の付設内容も配石と比例して「丁

重」から「粗末」になって行くことが知れることとな

り、この配置の状況をもって第l]次調査では「採集文

化の発展は少なくとも墓地において一定の区別をする

必要がある社会を作り出していたらしい（注13)」と

しているのである。

縄文第3面b (曽利 4式期）

曽利 3式期に形成された中央円形配石のなかに埋甕

07が穿たれている。位置的にはそれらの配石が機能し

ていた時点での構築と思われるが、出土量全体を捉え

ても当該期の土器は少なく文化全体に騎りが感じられ

る時でもある。埋甕は底の部分に扁平礫を敷き、同じ

＜扁平礫で上部を覆うなど他に比べて丁寧な埋納行為

が見て取れるものである。

縄文第3面b (曽利 5式期．加曽利E4式期）

縄文第3面bの最終段階では先の円形配石への関わ

りは終えたのか、その外輪北西側から 5m程外側に穿

された埋甕10、さらにそこから北側へ35m程向かった

第皿調査区の埋甕08.09で構成されている。しかしこ

の埋甕10は転石中に穿たれ、また埋甕08.09は調査区

が主体地域より遠く離れている上に調査範囲が狭いな

ど、広域な配石形状を捉えることは不可能に近い事で

あった。

従って第m調査区のなかの限られた観察しか許され

ないが、そのなかで見る配石は第II調究区の中央円形

配石の内容に近いものと言える。しかし焼土の散在は

なく、埋甕にもそうした「火」の行為は感じられない

など、そこには時間的な差による配石の内容にも若干

の差があることを意識しながら以下のことについて検

討してみたい。

滝戸遺跡の校舎増改築による調査区、つまり本報告

における石器の出土率は先に再々述べてきたように滝

戸渓谷河岸の第W調査区（注14)と比べても異常に高

い。 (1面あたり）

調査区 調査面積m2 石器出土数面積別出土比

I. II .III. V 1,170 961 0.82 

N 2,000 136 0.07 

この原因は両者の配石の集中度にもあろうが、本報

告における配石が石器に対して特別な意識をもってい

たであろうことは疑いようもなく、特に埋甕08.09の

位置する第11I調査区が71点の石器中35点約49%が打製

石斧であり、またそのうちの31点約88%が欠損品であ

る事実はなお特異なこととして受け取れるのである。

このような傾向は第II調査区の中央円形配石にも言え

ることであるが、特にこのように欠損した打製石斧が

意図的に曽利 5式期の配石のなかに組み入れられたも

のであるとするならば、曽利式文化に忍び寄る衰退の

影のなかで、その文化の象徴でもあったとも言える打

製石斧による再生への祈りがその配石行為のなかにあっ

たと言えるかも知れないのである。

なぜなら、これを境にして堀之内式期に至ると石錘

の出土量が増加してくるなど食料生産に対する変化が

事実として捉えられてくるからである。

縄文第3面C (堀之内 1式期）

縄文第3面cの遺構は埋甕と配石、それに配石土城

が挙げられるが、それは下層の縄文第3面bの配石と

の分離が容易ではなく確実な配石状況の違いをもって

抽出したものである。従って抽出されたそれらの遺構

が第V調査区の全域から第1I調査区の東側に及ぶよう

な片寄りを見せるが、第I調査区にも堀之内 1式土器

の尋常な出土があるからその部分も範囲に含んだ配石
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空間を考えておかなければならないであろう 。しかし

現実に遺構は急峻な崖の肩の部分に近付こうとしてなっ

ており、また前述するようにその部分に石錘の出土が

多くなる事実もあり、崖下の滝戸渓谷やその向こうに

拡がる古大宮湖などの水産域へ向けられる意識の高い

占地の傾向にあったことは確かなことであろう。

そしてこの縄文第3面cの配石や配石土城は、それ

以前の配石が小単位の石組を「並べる」ことで拡がり

を求めるのに対して、集中的な礫の密集で「積む」こ

とに意義をもつようであり、配石土城02はともかく、

配石02.03にも城が穿たれていた可能性が高いとすれ

ば、それらが単独的な位置関係をもって「特定の人物

に対する厚葬（注15)」とする後期の配石のあり方に準

じようとしていることは充分に感じ取れるのである。

つまり、配石03の底面に「7」状に並ぶ滑らかな河

原石は周囲に散在する溶岩礫のなかにあって全く異質

な師きをもって成り、それは特定な配石墓としても何

ら遜色のないものであり、それを拳大の礫で丁寧に0.

3m以上の高さに積み上げ、さらにその外面を人頭大

の扁平礫で覆い被せて径4mに達しようとする積石塚

様の配石の構築に対して、特定なもの以外何も感じ取

れないのである。そしてさらに、北側の縁部より出土

する硬玉製大珠はその意味付けをさらに強調しようと

しているのであり、またその逆に配石03に規模及び埋

葬内容が及ばない配石土城02や配石02のあり方は特定

のなかにもそれに及ばない段階のあり方を示唆してい

るのかも知れないのである。

このようななかにあって埋甕は直接配石には関わり

をもたないようであるが、それでもこの配石の及ぶ範

囲内にあって埋甕11が大形の典型的な堀之内 1式の深

鉢形土器を使用しているのに対し、遥か外方で配石域

よりはずれた埋甕12が無文粗製土器を使用しているこ

とを、配石同様に「特定なもの」と「特定でないもの」

とするにはあまりにも偶然過ぎ、そうした可能性もあ

るとしておこう 。

縄文第3面C (堀之内 2式期）

前述の埋甕12と同様に埋甕13が第II調査区の中央に

単独で穿たれている。周囲には適当な配石は見当らず、

その占地のあり方も埋甕12に似たものと思われるが、

それ故にこれを「特定でないもの」とするにはあまり

にも短絡的で、そこには配石墓として葬られるものと、

埋甕によるものに埋納内容の差があった可能性が高く、

それは前述の埋甕11.12のあり方にも言えることであ

ろう 。

この時期は滝戸遺跡の経営に蒻りが見え始める時で、

当該期の出土土器も堀之内 1式土器の14%程に過ぎな

くなってくる。そしてこれに反比例するかのように注

口土器が破片の状況となって30点中27点（注口部）が

第II調査区の埋甕13と配石02の間に集中して出土する

のである。この時に配石02の存在が意識されていたか

は知れないが、いずれにしても注口土器の被破壊行為

がここにあったことは確かで、この行為が遺跡の行き

詰まりへの焦燥感によるものであったとするならば、

すでに新たな遺構の作出もおぼつかない終末期の状況

を呈していたことは確かなことである。

以上、滝戸遺跡における市立富士宮第三中学校校舎

増改築事業に伴う一連の調査で知れた縄文時代の遺構

の変遷を辿ってきて見た。しかし、それは戦後の校舎

造成、中・近世の開墾、さらに古墳・ 弥生時代の集落

や墓地の構築など、時代を超えてくり返されてきた開

発による破壊を免れた配石群とそれに関連した遺構に

過ぎず、なおそこに 3層から 4層に重なる配石もまた

古い配石の破壊の上に成り立つものであった。つまり、

このような原始の時代より現在に至る開発の歴史が重

なり合うなかで、どれ程の遺構がその時々の状況に合

わせて記録できたか不安も残るが、校舎増改築事業の

みならず、広く滝戸遺跡のなかで今後も計画されるで

あろう開発に対して、止むなき記録保存のためにもそ

の指標となることを旨に可能な限りその変遷の抽出に

努めたものである。これをもって滝戸遺跡の縄文時代

の複原の端緒として戴けたら幸いである。

注 1. 植松章八1993「富士宮市の遺筋と文化」「富士宮市の遺跡J同教育委員会

注2.富士宮市教育委員会 1983 「若宮遺跡」

注3.富士宮市教育委員会 1981 「滝の上遺跡」

注4.富士宮市教育委員会 1982 「代官屋敷遺跡」

注5.富士宮市教育委員会 1985 「上石敷遺跡」

注6.小野真一編 1975「千居」加藤学園考古学研究所

注7. 戸沢充則 1990「縄文時代史研究序説」名著出版

注8.富士宮市教育委員会 1986「黒田向林遺跡」

注9.富士宮市教育委員会 1989「小松原A遺跡」

注10.富士宮市教育委員会 1985「沼久保坂上遺跡J

注11.富士宮市教育委員会 1994「猪之頭養節場内遺跡」

注12.注1に同じ

注13.植松章八1978「滝戸遺跡発掘調登（第Il次）概報J富士宮市教育委員会

注14.富士宮市教育委員会 1983「滝戸遺跡発掘調査（第W次）概報」

注15.坂原正典1987「記石遺構J考古学ライプラリー49ニュー・サイエンス社
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滝戸遺跡発掘調査団

調査団長

主任調査員

調 査員

調査参加者

若林淳之（静岡大学教授、現．静岡学園短期大学長）

植松章八（県立吉原高校教諭、現．静岡中央高校副校長）

野村昭光（駿豆考古学会幹事、県文化財保護指導員）

佐藤政次（富士市立岩松中学校教諭、現．富士市立須津中学校教諭）

渡井一信（静岡県考古学会会員、現．富士宮市教育委員会）

湯川悦夫（神奈川県小田原市立鴨之宮中学校教諭、現．同県立大井高校教諭）

加納俊介（東京教育大学大学院、現．愛知大学講師）

足立順司（現傭オ〉静岡県埋蔵文化財調査研究所）．幡野博之．渡辺康弘（現．
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調査協力者

事務局

清水市教育委員会）．小豆川裕男．伊藤昌光（現．富士宮市教育委員会）．久松

義昭（現富士市教育委員会）．監物京子．湯生詠子．清久子．島居いすず．

塩川浩正．福島裕．山田繁治

小川賢之輔（富士宮市域自然調査研究会特別研究員．昭和59年～）

市立富士宮第三中学校教職員、生徒

市立富士宮第三中学校PTA

県立富士宮東高郷土研究部他生徒

県立富士宮北高郷土研究部

県立吉原高校社会部

富士宮市教育委員会社会教育課

塩川隆司（富士宮市教育長）

上杉六郎（社会教育課長）

佐野久雄（社会教育課課長補佐）

前島範由（社会教育係長）

杉浦秀実．後藤章

滝戸遺跡第m次発掘調査（昭和54年度）

昭和54年 7 月 21 日 ~ 8 月 11 日

富士宮市教育委員会

調査主 体者 塩川隆司（富士宮市教育長）

調 査 員 石川篤（静岡県考古学会員）

調査指導 馬飼野行雄（富士宮市教育委員会技術員）

作業員

事務局

渡井一信 （富士宮市教育委員会技術員）

赤池克美赤池金弥．伊藤斉．井上君夫．岩見文義．長田昌行．小沢貴美．

小野晴敏．笠井桂司笠井宇．梶原邦明．久保田邦治神山伊吹．後藤和

秀．佐野克己佐野正和．佐野昌史．塩川浩正．小豆川裕男須藤和彦

鈴木達仁．鈴木豊秀．鈴木誠．諏訪幸宏．竹川暢昭．坪井常章．旗持章敏．

深沢恒臣深沢宏住．深沢正志．深沢行夫．村松責彰．森井尚．山本哲也．

吉野和史．吉野公彦．渡辺悟．赤池美里．竹川円

富士宮市教育委員会社会教育課

諏訪重夫（社会教育課長）

佐野久雄（社会教育課課長補佐）

後藤章（社会教育課係長）

渡辺孝秀．四條悦子．桝田辰男

滝戸遺跡第N次発掘調査（昭和57年度）

昭和57年6月2日-8月31日

富士宮市教育委員会

調査主体 者 塩川隆司（富士宮市教育長）
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調査員

調査補助

作業員

事務局

渡井一信（富士宮市教育委員会技師）

馬飼野行雄（富士宮市教育委員会技師）

伊藤昌光（富士宮市教育委員会学芸員）

望月秀雄佐野秋男．勝亦英雄．小林七造．佐野一．佐藤幸司．依田孝郷．

上原博光．杉沢正敏．塩川浩正．友野勝．山上英誉．渡井久嘉．滝口たけ子

渋谷里江．大豆生田律子．大原初江．渡辺はる江．佐野克子．市川よし子．

吉野ふみ子．辻井秀子．渡辺房子．土井萬里子．二間瀬篤子．大川勝代．小

野田芳恵小室初枝．伊藤陽子．渡辺規子．吉野順子．田中徳代．高橋優子

佐野節子．望月幸子．風岡なかえ．佐野ヤヨイ．望月たみ子．深沢光枝．深

沢幸路．深沢善江．服部秋子．赤池晴美．勝又麻里．渡辺直美

富士宮市教育委貝会社会教育課

諏訪重夫（社会教育課長．～昭和57年6月）

中村達（社会教育課長．昭和57年7月～）

成瀬正光（文化振典係長）

渡辺孝秀（文化振興係主事）

滝戸遺跡 第V次発掘調査（昭和62年度）

昭和62年 5 月 11 日 ~8 月 27 日

富士宮市教育委員会

調査主体者 塩川隆司（富士宮市教育長）

調 査 員 馬飼野行雄（富士宮市教育委員会主査）

調査補助

作業員

事務局

渡井一信（富士宮市教育委員会主査）

山上英誉（富士宮市教育委員会臨時職員）

望月秀雄．福田聡深沢謙ー．渡辺進．小林導治．金森甚次．土井萬里子．

川合美枝子．山田さと子．吉野ふみ子．木内俊子．大平美奈子．山崎芙美子

戸塚英子．速水俊子．中野敏子．小長谷恭子．服部秋子．中瀬1N友子．

塩川哲章（社会教育課長）

松井健二（社会教育課課長補佐）

鈴木治彦（文化振興係長．～昭和62年 5月）

小川隆造（文化振興係長．昭和62年5月～）

井出泰弘（文化振典係事務員）

滝戸遺跡発掘調査報告書刊行事業

調査員

整理作業員

事務局

平成5年度～平成8年度

馬飼野行雄（富士宮市教育委員会学芸員）

渡井英誉 （富士宮市教育委員会学芸員）

芦川美智子．渡辺麻里．望月利恵．藤巻千代子．佐藤節子．川合美枝子．

中山民子．山崎芙美子．望月秀雄．内藤裕之

田口哲（富士宮市教育長． ～平成 6年3月）
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藤井國利（富士宮市教育長．平成6年4月～）

遠藤勝己（文化課長．～平成 7年3月）

塩川哲章（文化課長．平成 7年4月～平成8年3月）

富士真一郎（文化課長．平成8年4月～）

井出千歳（文化課課長補佐兼文化財係長）

渡井一信（富士宮市教育委員会学芸員）

伊藤昌光（富士宮市教育委員会学芸員）

渡井正二（富士宮市社会教育指導員）
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報 告 書 抄 録

ふ りが な たきどいせき

書 名 滝 戸遺 跡

副 書 名 市立富士宮第 3中学校校舎増改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ名 富士宮市文化財調査報告書

シリーズ番号 第23集

編著者名 植松章八 ．馬飼野行雄 ．渡井英誉

編集機関 富士宮市教育委 員会

所 在 地 〒418静岡県富士宮市弓 沢 町 150 TEL0544-22-1187 

発行年月日 西暦 1997年 3月31日

ふりがな ふ り が な コ ー ド

所 収 遺跡 所 在地 北緯 東経 調 査 期間 調 査 面積 調査原 因
市町村 遺跡番号 0 ' ' 0 ' . m 2 

第 I次調査 540 
1976W23 
19760819 

第II次調査 250 
市番号 19770724 校舎増改築

富士宮市 108 19770030 事業に伴う

滝戸遺跡 222W 35'12'55' 138゚35'29' 事
野中658 県 第III次調査 100 

富士宮市 19790721 
44 19790811 

第V次調査 280 
19870511 
198700'2:1 

所収遺蹄名 種 別 主な時代 主な 遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

縄文時代 配石 4. 面 縄文土器、石器 縄文早掛枷 ら後期前半に

翌可諏 4 棟 硬玉製大珠 かけて4面に重複する配

埋 甕 1 3 基 石
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

弥生時代 翌可抜 34 軒 弥吐土器、士雁器 弥生時代（後期）～古墳時

滝戸遺跡 墓 地 （後期） 掘 2 棟 代（前期）の居住域と墓域
--~ 方形周溝墓 16 基

古墳時 代 土猥 9 甚
（前期）

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

古墳時代 古墳 2 甚 士削器、須恵器
（後期） 石製模造品
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図版ー 1

滝戸遺跡（昭和44年撮影）



図版ー 2

A. 滝戸遺跡と富士宮市街地（昭和44年撮影）

B. 市立富士宮第三中学校全景（昭和44年撮影）
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第V次発掘調査区前景



図版ー 4

A. 弥生・古墳時代（第 I次調査区）全景

B. SZ02 



図版ー 5

A. SZ02遺物出土状況
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図版ー 6

A. SB20 

・ .. 

B. 弥生・古墳時代（第V次調査区）全景ー 1
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8. 弥生・古墳時代（第V次調査区）全景ー 3(部分）
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A. 弥生・古墳時代（第V次調査区）全景ー 4(部分）

B. 弥生・古墳時代（第V次

調査区）全景ー 5(部分）



図版ー 9

A. 

B. SZ21遺物出土状況ー 1





A. S822 

B. S823 

（掘り方）

l 

（掘り方）

図版ー11
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図版ー12

A. SB25 (掘り方）

B. SB26 



図版ー13

A. S826遺物出土状況ー 1

B. SB26遺物出土状況

-2 



図版ー14
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図版ー15



図版ー16

A. S831. S832 (掘り方）

B. S836 (掘り方）



図版ー17

A. SB36. SB39 

B. S841 



図版ー18

8. SZ44 



図版ー19

A. S Z 4 4南溝



図版ー20
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B. SZ49. SZ50 



図版ー21

A. SZ47. SZ48 

B. SZ52 



図版ー22

A. 

8. SZ53. S861 



図版ー23

B. S854. S855 



図版ー24

A. S854 (掘り方）

B. S855 (掘り方）
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A. S857 (掘り方）

B. S861 (掘り方）



図版ー26

A. 縄文時代上層面配石（第 I次調査区）全景

g」'

B. 縄文時代上層面配石（第 II次調査区）全景



図版ー27

A. 縄文時代下層面配石（第11次調査区）全景

B. 縄文時代上層面配石（第1II次調査区）全景



図版ー28

A. 縄文時代上層面配石（第V次調査区）全景

B. 縄文時代上層面配石（第V次調査区）近景
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A. 縄文時代配石と弥生時代住居跡（第V次調査区）

-- ·- ~--輩'L'.WS.'

B. 弥生時代住居跡の下部より出土する縄文時代配石

図版ー29
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図版ー30

A. 配石 01 

B. 配石 02



図版ー31

A. ケルン状石組 (1)

8. 配石 03 (手前）と配石土壊 02 (右奥）



図版ー32

A. 

8. 



図版ー33

A. 配石 03下部配石と上部礫層の断面

8. 配石 03下部配石



図版ー34

A. 配石土壊 01

B. 配石土壊 02の上部配石



図版ー3.5

A. ケルン状石組 (2)

B. 石皿を囲む環状石組



図版ー36

A. 土壊 01-04.08. 09 

B. 土壊 05



図版ー37
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焼土を内包する土壊 02B
 



図版ー38

A. 埋甕 01

B. 埋甕 02



図版ー39

A. 埋甕 03

B. 埋甕 04



図版ー40



B. 埋甕 09



図版ー42

A. 埋甕 10 

B. 埋甕 11 



図版ー43

A. 埋甕 12 

B. 埋甕 13 



図版ー44

A. 炉01

B. 炉02





図版ー46

A. 土器出土状況ー 1

B. 土器出土状況ー 2



図版ー47

A. 土器出土状況ー 3

B_. 土器出土状況ー 4



図版ー48

B. 土器出土状況ー 6



図版ー49

A. 土器出土状況ー 7



図版ー50

A. 

B. 土器出土状況ー10



図版ー51

A. 土器出土状況ー11

B. 
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図版ー52出土遺物 (1)

土器03 土器48

土器 11 土器 64

土器46 土器 65



図版ー53出土遺物 (2)

土器 69 土器76

土器 72 土器 77

土器 75 土器 114 



図版ー54出土遺物 (3)

土器 142 土器 159
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土器 144 土器 160

土器 146 土器 166



図版ー55出土遺物 (4)
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土器 0201
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土器 1003
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土器 1002 土器 1005



図版ー56出土遺物 (5)
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土器 1025 土器 1105

土器 11 0 1 (正面）
土器 1102

土器 11 0 1 (横）
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土器 1107 土器 1109



図版ー57出土遺物 (6)

土器 11 1 0 土器 11 1 9 

土器 11 1 2 土器 1122

土器 11 1 4 土器 1123



図版ー58出土遺物 (7)

土器 1124 土器 1125

土器 1129 土器 1133

土器 1128 土器 1136



図版ー59出土遺物 (8)

土器 1137 土器 1201

土器 11 42 土器 1202

土器 1143 土器 1301



図版ー60出土遺物 (9)

土器 1305 土器 1501

土器 1306 土器 1502

土器 1401 土器 151 1 



図版ー61出土遺物 (10)

土器 1520 土器 1528

土器 1537 土器 1535

土器 1538 土器 1540



図版ー62出土遺物 (11)
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A. 土器片円盤
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B. 土器片錘



図版ー63出土遺物 (12)

A. 石錘（磨製）

B. 石錘（打製）
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図版ー64出土遺物 (13)

A. 石皿

B. 石皿（表面） C. 石 皿（裏面ー蜂の巣石）



図版ー65・出土遺物 (14)

A. 台 石（平坦面使用）

B. 台石（凸面使用）
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図版ー66出土遺物 (15)

A. 磨石類
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B. 特 殊 磨 石



図版ー67出土遺物 (16)

A. 敲石

B. 磨り面をもつ敲石
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図版ー68出土遺物 (17)
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A. 石 匙
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B. スクレイパー類

図版ー69出土遺物 (18)
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図版ー70出土遺物 (19)

A. 凹石

~ 
B. 砥石
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図版ー71出土遺物 (20)
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A. 石鋸（右）と尖頭器（左 2)

B. 磨製石斧



~ I 図版ー72出土遺物 (21り
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A. 打製石斧ー 1
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B. 打製石斧ー 2



図版ー73出土遺物 (22)

A. 打製石斧ー 3

B. 打製石斧ー 4
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A. 石製模造品出土状況（古墳時代）
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B. 装身具類（弥生・古墳時代） C. 硬玉製大珠

,

h

l

,！
ー＞`

D. ドングリ類



図版ー75出土遺物 (24)

A. 曽利式土器把手（昭和24年出土）

B. 勝坂式土器の人面意匠（昭和24年出土）
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